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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その国、黄おう金ごんと深緑の波にたゆたう賢けん王おうの国。


　礼れい失われ世乱みだれる時、二人の英雄が現あらわれる。





　一人は剣けん神しん。


　赤神オディウスの申し子にして王国の護まもり手、ただ一人からなる無む敵てきの軍ぐん勢ぜい。





　一人は智ち神。


　ただの人より生まれ出で、万ばん民みんの希望を託たくされし万軍の将しよう。





　火の衣ころもをまといし剣神は信と義ぎに拠よって起たち、


　風の戦いくさ乙おと女めを率ひきいし智神は智と仁じんに依よって起つ。





　二人の志こころざしは重なれどその道が交まじわるは未いまだなく、


　なおも険けわしき前ぜん途とは数あま多たの贄にえの舗ほ装そうを欲ほつす。












　序章　ある騎き士しの憂ゆう鬱うつ










　アレスは息苦しさに身を悶もだえさせていた。


　初め、それは小さな不ふ快かい感でしかなかった。まるで全力疾しつ走そうして息切れしたときのような。


　しかし、その不快感はどんどん強くなっていった。まるで胸むねが強く圧あつ迫ぱくされているように、呼こ吸きゆうができなくなっていく。


　──あああ！


　どれだけ口を開けて空気を取り入れようとしても、ちっとも楽にならない。気が違ちがったかのように呼吸を繰くり返しているにもかかわらず、まったく体に空気が入ってこない。


　呼吸だけではない。指一本動かせなかった。自分が今立っているのか、横になっているのかさえ分からない。目に映うつるのは赤と黒が入り混じったようなドロドロとした何かであり、まるで自分の体が溶よう解かいして人間以外の何かになってしまったようにさえ思えてくる。


　とても正気を保たもつことなどできない。


　──ああああああああああ！


　気が狂くるったような叫さけびを上げようとするが、それすら声にならなかった。なぜなら口などとっくの昔に溶とけてなくなっていたからだ。


　だがそれは、アレスの意い識しきを覚かく醒せいさせるという一点で効力を発はつ揮きした。





「は!?」


　粗そ末まつな寝しん台だいの上で、目を覚ます。


「はあっ、はあっ、はあ……」


　まず行ったことは、自分の手足を確かく認にんすることだった。何も問題はない。溶けてもいないし、意図どおりに動く。呼吸もできるし声も出せる。


「ふう」


　ようやく安あん堵どし、認にん識しきする。どうやら、また悪夢にうなされていたのだと。


　情けない話だと自じ嘲ちようする。〈赤の悪あく魔ま憑つき〉などという分不相応な二つ名まで付けられている騎士の実体は、しょっちゅう悪夢に悩なやまされる小心者だったとは。


　しかも覚えのある感覚だった。以前、王都で毒を飲のみ干ほしてみせたときのことだ。


　あのときも今見た悪夢と同じように体中が麻ま痺ひし、呼吸すらできなくなって危あやうく死ぬところだったのだ。結果的に死こそ免まぬがれたものの、死を間近にした恐きよう怖ふというものはそう簡かん単たんに忘わすれられるものではないらしい。それが今日の夜になって唐とう突とつに蘇よみがえったというわけである。


「……いや、それならまだマシというべきだろうな」


　いつかみたような、自分が斬きった死人の山に追い立てられるような夢よりはマシだった。それに、うなされることはなかったのか、すぐ傍そばで寝ねているエレナを起こした様子がないことは幸いだった。そう何度も悪夢にうなされているところを見せれば、また余計な心配をかけることになっていただろう。


「…………」


　無言のまま、天てん幕まくを出る。肌はだ着ぎも汗あせを吸すって気持ちが悪かったし、少し夜風に当たって気分を変えなければ到とう底てい眠ねむれそうになかった。


　町中であれば出歩く人など皆かい無むの時間帯だが、さすがに陣じん中ちゆうだけあってこんな真夜中でもかがり火は絶たえず、警けい備びの兵の姿すがたも見える。それでも昼間の喧けん騒そうとは打って変わって静かなものだった。


《夜の散歩とは、柄がらに合わぬことをするではないか》


「…………」


　今は別に誰だれとも会いたくない心境だったが、そういう時に限って声をかけてくる者がいた。


「別に呼よんだ覚えはないぞ、パンドラ」


《やれやれ、相変わらずつれない男だな。こんな夜中に一人歩くのも寂さびしかろうと、せっかく声をかけてやったものを》


「いらん。それこそ余計なお世話だ」


《つれないことを言うではないか。もう五年の付き合いになるというのに》


「…………」


　できることなら追っ払いたいとも思う。だが、婦女子には最大限の敬けい愛あいを──というのが騎き士し道どうである。十歳さいほどの少女の外見をしたパンドラにそう言われると、無下にできなくなるのがアレスという騎士だった。


「ではせめて助言の一つもしてはどうだ。それも、私の気が楽になるようなものをな」


《助言……か。できるものならしておきたいのだが、いささか微び妙みような状じよう況きようなのでな、容易に動けぬのだ。我わが主も人の心までは読めぬ。この状況そのものを回かい避ひすべきなのか、あるいは別の道を示すが最さい善ぜんか……判断がつかぬのだ》


　いつものことではあるが、妙なことを言う。


「何だ、その微妙な状況とは。まさか、クラウディアさまの身にまた何か起ころうというのではあるまいな」


《またあの王女のことか。そういつもいつもクラウディアのことばかり案じていても仕方あるまいに》


「何を言う。自分の身は自分で守れるが、クラウディアさまのことはそうはいかん。気にかけるのは当然のことだ」


《人の心配をしていられる場合ではないと言いたかったのだがな。大体汝なんじとて、戦い以外のこととなるとかヽらヽっヽきヽしヽではないか。とにかくだ。本来、人の運命を司つかさどるは蒼あおの女め神がみの役目。我が黄たそ昏がれの主といえど無む思し慮りよに人の運命に介かい入にゆうすることはできん。そういうことなのだ》


「……相変わらず、何が言いたいのかさっぱりだな」


　あるいはその理解不能な話のどこかに黄昏の主とやらの正体でも隠かくされているのかもしれないが、あまりに情報が断だん片ぺん的てきすぎて考える気にもならない。


《別に助言などせずとも、ほれ、天にはこれほどの星がまたたいておるのだ。汝の得意な星ほし占うらないでもやってみてはどうだ？》


「……む」


　確かに以前は、パンドラの助言に惑まどわされたときなどはよく占いに頼たよったりもしていたこともあった。最近は占いなどに頼っている余地すらない状況が多かったため、すっかりその機会もなかったが。


　なんとなく夜空を見上げてみる。


　確かにそこには満天の星があった。


　別にアレスは占せん星せい術じゆつの専せん門もん的てきな教育を受けたわけではない。星空というものは季節によって変わるものだし、星がどのような動きを見せればどう人の運命にかかわるかなど、実のところ想像もつかない。ようするにアレスの占いに関する知識など、年とし端はもいかぬ少年少女が意中の異い性せいに愛を告白するにあたって、たとえ根こん拠きよがなかろうと何らかの自信や後うしろ盾だてを得ようとするのとさほど大差はない。


　だが、それでも星に関する有名な吉きつ兆ちよう凶きよう兆ちようぐらいは知っている。


　夜空には、〝夏の五望星〟と呼ばれる五つの連星が見える。


　その真ん中に、一ひと際きわ輝かがやく星があるのだ。問題はその色だ。


　本来ならその星は白い輝きを放っているはずである。しかし、今目に見えるその星は、少し赤みがかっているように見えないか。


　夏の五望星の中央に血に染そまったような赤き星が見える──それは確か、凶兆の証あかしとされていたのではなかったか。


《どうした、我が契けい約やく者しやよ。今ひとつ顔色が優すぐれぬようだが》


　まるでアレスの心情を見み透すかしたように、パンドラが邪じや悪あくな笑えみを浮うかべる。


「……気のせいだ。暗いからそう見えるだけだろう」


《我は夜の闇やみでも見通せるのだがな》


「…………」


　聞こえなかったことにする。


　アレスはもう一度空を見上げた。


　間ま違ちがいない。何度見ても、やはり五望星の中央に光るその星は、まるで血のように赤かった。


　──ええい、たかが星の色に弄もてあそばれてたまるものか！


　迷いを断ち切るように首を振ふる。


　星の色で人の人生が決まるわけではない。未来は自分の手で切り開くものなのだ。意に添そわぬ占いの結果が出た際には誰もが抱いだく考えを、アレスもまた抱いたのだった。










　第一章　王都の策さく動どう
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　その青年は、名をハインツといった。


　といっても、その名を名乗っていられるのもあとわずかかもしれないし、逆に十年経たっても未いまだ同じ名を名乗っているかもしれない。


　確かなことは、父親より先に死ぬという親おや不ふ孝こうをしない限り、彼の名は変わるということである。すなわち、ベルセルム五世という名に。


　ハインツ。彼の肩かた書がきは王太子という。現国王ベルセルム四世の嫡ちやく男なんである。


　年ねん齢れいは二十四になる。背せは高く、体つきはやや細い。そのせいか剣けん術じゆつや馬術はあまり得意ではなく、騎き士しの国の王太子としては力不足ではないかと不満を抱く武人も少なくなかった。


　とはいうものの、ハインツは若わかいころのベルセルム四世に似て理知的な顔立ちをしており、また柔にゆう和わな性格を示すようにその表情にはいつも穏おだやかな笑みが浮うかべられていた。そのせいか城しろに仕える女官はもちろん国民にも親しまれ、美形の王子として人気も高かった。


　王国暦れき八十三年第六の月初しよ旬じゆん。ハインツは自室で前線より届とどいた報告書に目を通していた。この後で行われる予定の会議に出席するためだった。議題はもちろん、現在王国が抱かかえる最大の悩なやみの種──反はん乱らん軍ぐんへの対たい処しよについてだ。


　といっても、ハインツは未だ王太子の身である。会議に出席しても正式に発はつ言げん権けんが認みとめられているわけではないし、武人肌はだではないハインツに積極的に意見を求めようとする者もまずいないだろう。そもそも、出席は別に義務というわけではなく、事実これまでは滅めつ多たに顔を出すこともなかった。


　しかし反乱軍の勢力は未だ衰おとろえず、王国が抱える最大の悩みの種となっている現状では、次期国王として無関心でいるわけにはいかず、たとえ他の武人に煙けむたがれようとも自分にできることをしようと決めたのだ。何よりも、今日は一つだけ提案してみたいことがあった。


「兄上。少しよいか？」


　そのときハインツの私し室しつに入ってきた者がいた。それも、戸を叩たたくことすらせずに。


　一国の王太子相手にそんなことができるのは、この世でたった二人しかいない。父ベルセルム四世か、あるいはただ一人の妹である。


「ん。どうしたんだい、クラウディア？」


「うむ。一つ頼たのみがあるのだが」


　珍めずらしいこともあるな、と思った。


　この妹は時折とんでもないことを企たくらんでいたりもするが、ああしたいこうしたいとわがままを言ったりすることは滅多にない。


「何かな？　僕ぼくにできることであれば喜んで協力するけど」


「感謝する、兄上。頼みというのは他ほかでもない。これから開かれる国防会議に、わたしも出席できるようにしてもらいたいのだ」


「……そうか」


　意外な提案ではあったが、それほど驚おどろくようなことでもなかった。


　聡そう明めいと名高い自じ慢まんの妹のことである。どうすればこの国がよくなるか、兄妹で夜を明かして話し合ったことも数限りなくあった。もしクラウディアが男として生まれていれば、自分を補ほ佐さする優ゆう秀しゆうな弟となっていただろうと、何度残念に思ったか知れない。


　しかしクラウディアは女人の身であり、しかも十三という年齢にある。会議になど出れば、露ろ骨こつに嫌いやな顔をする出席者は必ずいるだろう。


　妹に居い心ごこ地ちの悪い思いをさせないためにも、本来ならその願いは断るところだった。


　だが、今は違ちがう。クラウディアはあと一年と経たないうちに他家に嫁とつぐ身である。兄妹でいられる時間もそう長くないのだ。クラウディアも、その間に少しでもこの国のために何かをしたいと思っているのだろう。そんな妹の願いを無下に断ることなどできなかった。


「分かった。じゃあ一いつ緒しよに行こう。大だい丈じよう夫ぶ、誰にも文句は言わせないよ」


「ありがとう、兄上」
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　　　　　２





　二人が会議室に入ったとき、すでに円えん卓たくにはほとんどの出席者が揃そろっていた。ベールセール王国の内務と軍務を司つかさどる幹部たちである。


「これはこれは王太子殿でん下か。それに王女殿下まで」


　恭うやうやしく二人を出で迎むかえたのは、国務大臣カルレーン侯こうだった。


「国家の大事だ、僕も顔ぐらいは出さねばと思ってね。妹も同様だ。席を一つ用意してくれるかな？」


「畏かしこまりました。では早さつ速そく」


　カルレーンは文句一つ言うことなく、警けい護ごの近この衛え騎士に命じてクラウディア用の椅い子すを用意させた。とはいえ、もともと感情を露あらわにしない老人であるため、歓かん迎げいしているのかその逆なのかは見当もつかない。


　他の出席者たちも同様で、少なくとも表向き二人の王族を煙けむたがっている者はいなかった。しかしどこか空気が寒々しいことだけは否いなめない。


　もっとも、それはいつものことである。ハインツにしても慣れたものだった。


　やがて残っていた席も次々と埋うまり、最後の出席者──ハインツの父にして一国の最高権けん力りよく者しやたるベルセルム四世がやってくる。


「皆みなの者、大たい儀ぎである。全員揃そろっているようだが──」


　ベルセルム四世は出席者の中に自分の子が、それもハインツだけではなくクラウディアも出席していることを見み咎とがめたようだった。


「クラウディア？　おまえまでここに来る必要はないのだぞ？」


　言葉こそ選んでいるが、出来れば退出して欲ほしいという意志が込こめられていることは明白だった。本来なら女人が出てくる場所ではないのだ。公こう私し混同を嫌きらう父としては当然だろう。


「ご迷めい惑わくはおかけしません、父上」クラウディアは一歩も怯ひるむことなく言った。「間もなく嫁とつぐとはいえ今はわたしも王家の一員、国の大事を前にただじっとしていることはできないのです」


「よろしいではないですか、陛へい下か」クラウディアを弁護したのはカルレーン侯だった。


「王女殿下が国政に興味をお持ちになられることは決して悪いことではないと存ぞんじます」


「……まあよかろう。クラウディア、大人しくしておるのだぞ」


「はい。ありがとうございます、父上」


　ベルセルム四世の口調と表情が必要以上に厳きびしくなったのは、国家の重じゆう鎮ちんたちを前に肉親の情を切きり捨すてていることを示すためだろう。


「さて、諸しよ君くん。ではまず今日最初の議題だが……」





　最初の議題は、当然のように反乱軍との戦せん況きようについてだった。一人の近衛騎士が立ち上がり、先に行われた戦いの詳しよう細さいを報告する。


「トゥールスレン平原で行われた戦いの死し傷しよう者しやの数が出ました。二四四三人とのことです。うち、早期に戦線に復帰できる者はおよそ一〇〇〇人ほどになるということです」


「……手て痛いたい数だな」


　数字だけでいえば二割わり近くが失われた計算になる。一軍が受けた被ひ害がいとしては決して小さくない。


　なにより、戦線に復帰できない一五〇〇人というのは、そのほとんどが死者ということになる。ベルセルム四世は死者を黙もく禱とうするように目を閉とじ、他の出席者もそれに倣ならった。


「戦局自体は我わが軍優ゆう位いに進んでおりましたが、最終的に退たい却きやくに追おい込こまれたのが痛いた手ででしたな」


　王国軍はトゥールスレン平原での戦いにおいて常に優位に立っていた。しかし最後の最後でブライアン将しよう軍ぐんを討うち取とられ、さらに背はい後ごから攻こう撃げきを受けて退却を余よ儀ぎなくされたのだ。


　このとき、反乱軍に追つい撃げきをかけるだけの余力がなかったのは幸いだった。戦いくさにおいてもっとも多くの犠ぎ牲せいを出すのは、退却する際に背後から攻撃されることである。そうなれば前線の兵士は無防備な背せ中なかを一方的に攻撃されることとなるし、怪け我がを負って前線に取り残された者は確実に生きて帰れなくなる。


　逆に、王国軍を退却に追い込むことができた反乱軍は、重じゆう傷しよう者しやを後方に輸送する余よ裕ゆうもできたことになる。


「反乱軍の被害はどの程度なのだ？」


　別の出席者が声を上げた。


「は。敵のことゆえ正確な数すう値ちは分かっておりません。ですが、間者の報告では少なくとも四〇〇〇人に近い死傷者が出ているとか。まして反乱軍は白魔ま術じゆつ師しの数も足りておりません、我が軍より大きな被害を受けていることは確実かと」


「いや、分かりませぬぞ。聞けば反乱軍の指導者ジェレイドは、偽いつわりの情報を流すことに長たけているとか。トゥールスレン平原での戦いにおいても、ジェレイドと〈風の戦いくさ乙おと女め〉が不仲という偽ぎ報ほうを流すことで我が軍を翻ほん弄ろうしたとも聞いております。情報を鵜う呑のみにするわけにはいきますまい」


「とはいえ、戦局は長時間に亘わたって我が軍有利だったことは事実なのだ。反乱軍にそれぐらいの犠牲が生じていてもおかしくはあるまい」


　恐おそらく、数字だけを見れば王国軍より反乱軍の被害の方が大きいことは間ま違ちがいない。だが比率で言えば、反乱軍は退却に追い込まれた王国軍ほどの死者は出していないはずである。


　死傷者の数が多いのは反乱軍だが、死者の比率が大きいのは王国軍。そんな結果になっているのだろう。


　いずれにせよ、確かなことは王国軍、反乱軍ともに致ち命めい的てきな打だ撃げきを受けたわけではないという事実である。戦いは今しばらく続くということであり、民みん衆しゆうへの負ふ担たんは続くということになる。ハインツはため息を吐つきたい衝しよう動どうを堪こらえねばならなかった。


「こうなると、いよいよ北の動きが心配になってきますな」


　一人の文官が口にしたその一言によって、議場の空気はさらに重くなった。


　北。現在でこそベールセール王国にとって、北の脅きよう威いといえば反乱軍のことだが、本来北といえばある国のことを示していた。


　レアニール連合王国。〝鉄と氷の国〟として知られ、鉱物資し源げんが豊富な一方、ベールセールのように豊かで温おん暖だんな土ど壌じようを持たず、それゆえ過去、幾いく度ども侵しん略りやく戦争を仕し掛かけてきた仇きゆう敵てきだ。ベールセールが動どう乱らんにあるこのとき、あの仇敵が動かぬはずがない。


「その件ですが、今日は吉きつ報ぽうがございます」


　静かな冷れい厳げんな声が響ひびいた。国務大臣カルレーン侯である。


　誰もが一目置く冷れい徹てつな能のう吏りの言葉に、議場の空気が変わった。


「それは是ぜ非ひとも伺うかがいたいものだな。どのような吉報だ？」


「は。かねてより準備しておりましたディレニアとミレスデンへの反間の謀ぼう計けいが成功いたしました。両国は互たがいに兵を動員し始めており、間もなく宣せん戦せん布告が行われるものと思われます」


　おおっ、というどよめきに似た歓かん声せいが上がった。


　レアニールの野望を食い止めるもっとも有効な方法──それは平和的なやり方を排はい除じよすれば、二つしかない。一つはやられる前にやる、すなわちベールセールの側からレアニールへ侵略すること。しかし険しい土地の多いレアニールへの外部からの侵略は極きわめて難むずかしく、これまでにもうまくいった例ためしはない。


　もう一つは、レアニールの内部を乱みだすことだ。レアニールは連合王国というだけあって六つの王国からなる。そのうち、ベールセールと国境を接するのは二つ。それがディレニアとミレスデンだ。その二国が争うことになれば、レアニールがベールセールに干かん渉しようすることなどできなくなる。歓声が上がるのは当然だった。


「さすがはカルレーン侯！　これで我らも当面の間反乱軍にのみ力を注ぐことができますぞ！」


「それにしても、彼の二国をこうも簡単に争わせるとは……。一体どのような手を使われたのです？」


　カルレーン侯は自らの功を誇ほこる素そ振ぶりなど微み塵じんも見せず、いつも通り淡たん々たんと答えた。


「難むずかしい話ではありません。前もって買ばい収しゆうしていたミレスデンの傭よう兵へい団の一つをディレニアへと侵しん攻こうさせただけです」


「なるほど！　夏になればどこかしらで内ない乱らんを始める北のこと、その程度のきっかけでもあれば喜んで戦争を始めるでしょうな！」


　ハインツを始めとした出席者たちは、あらためて国務大臣カルレーン侯の名と、その能力のほどを思い知った。ベールセールの平和のためならばいかなる汚よごれ仕事をもすすんで引き受け、そして確実に結果を出す。いかなる武人でさえも、ことカルレーン侯についてのみは「惰だ弱じやくな文官」と評することはできなかった。それはもちろん彼の実績を評価してのことであるが、それと同時にもしカルレーン侯を敵に回せばこの王国で生きていくことは不可能であると感じ取ってもいたからだ。


　──自分もカルレーン侯のように振ふる舞まえるようにならなければいけないだろうか。


　そんな思いに駆かられる。


　ハインツは将しよう来らい国王となることが約束されている。そして国王となれば、すべてを奇き麗れい事ごとで済すますことはできなくなるだろう。しかし、自分にカルレーン侯のようなマネができるとは到とう底てい思えなかった。


「カルレーン侯、貴き公こうの功績はよく覚えておこう」


　国王の言葉にさえも、カルレーンは表情を変えることはなかった。


「もったいなきお言葉。私は自らの責務を果たしたに過ぎませぬ」


「相変わらずだな。とにかく、これで一つの懸け念ねん事じ項こうは解決したわけだ。では次の議題へ移るとしよう。亡なきブライアン将軍の後任を誰にするかだが……」


　それは北と同じぐらい重要な問題だった。今日の会議の主題といってもいい。


　ブライアンは勇ゆう猛もう果か敢かんな猛もう将しようとして知られた人物だ。しかしその彼も、反乱軍によって──より正確に言えば〈風の戦いくさ乙おと女め〉率いる一隊によって──戦死を余よ儀ぎなくされた。


　反乱軍との戦いを継けい続ぞくする以上、その後任は一刻も早く定めねばならない。しかしブライアン以上に用兵に長たけた人物などはそうはおらず、人選は難なん航こうしていた。


「妥だ当とうなところではベルフェルド副将を昇しよう格かくさせるという案がありますが……」


「それはすでに検けん討とうされたことだ。ベルフェルド副将の能力を疑うたがうわけではないが、前回の敗戦の責任が皆かい無むとは言えまい。今将軍に昇格させるのは信しん賞しよう必ひつ罰ばつの観点からいっても適切とは言えまい」


「ではゴルドー卿きようなどはどうか？　勇ゆう猛もうぶりは音に聞くほどだが」


「確かにあの者の勇猛さはブライアンに劣おとらぬだろうが、大局を見ることのできる武人ではない。将とするには不適というべきだろう」
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　議ぎ論ろんはまったく進しん展てんを見なかった。


　ブライアン以上に実績があり、そして能力もある者などそうそういるものではない。その上、新たな将軍の人選には出席者たちの少なからぬ思おも惑わくが絡からんでいた。


　将軍となれば万の軍勢を率いることになるのだ。できれば自分の影えい響きよう力りよくがおよぶ者を将にしたい──そう考える出席者がいたことは確かであり、それゆえ必要以上に他者を貶おとしめる傾けい向こうもあった。


　出席者の中でも比ひ較かく的てき若わかい貴き族ぞくが、やや控ひかえめに意見を口にしたのはこのときである。





「いっそのこと、アレス卿を後任としてはいかがでしょうか」





　先ほどまで盛さかんだった議論が、急にぴたりと止まった。


　それは確かに一案として考こう慮りよの余地はあるかもしれない、だが決して口にすべきではなかったのだ──誰もがそう言いたげな複雑な表情をして見せる。


　アレスの戦績は将軍に抜ばつ擢てきするにふさわしいものがある。それは認みとめざるを得ないところだった。


　しかし、アレスはあまりにも若すぎる。まだ二十に満たないのだ。そのような人物に将軍の地位を与あたえるなど、他国から見ればあまりにも無む謀ぼうと映るだろう。


　それだけではない。アレスは英えい雄ゆうとして名が知られ始めている。将軍ともなればそれなりの権けん力りよくがついてまわるのだ、そのような者を軽々しく将軍の地位に据すえれば、いつかは自分の地位をも脅おびやかす厄やつ介かいな敵となるかもしれない──。


　程度の差こそあれ、その考えは出席者の大半に共通するものだったのだろう。


　やがて、それが声となって現れ始める。


「それはいささか軽挙と言うべきではないか。確かにアレス卿個人の戦績は目を見張るものがあるが、騎士と将に求められる才能はまた別のものであろう」


「その通りだ。将軍となれば一軍を統率せねばならぬ。まだ若いアレス卿にそれができるとは思えぬし、そのような責任を負わせるのも酷こくというべきだろう」


「そもそもアレス卿は今でこそ近この衛え騎士の地位にあるものの、本来はファノヴァール家の名を引ひき継つぐ当主であり、統治すべき所領もあるのだ。これ以上の負担を強しいるのもどうかと思うが」


　誰もが注意深く言葉を選んでいたのは、ここが国王の御ご前ぜんだったからだ。王家とファノヴァール家の関係は深く、憚はばかることなくアレスを非ひ難なんすれば、不興を買うことは間ま違ちがいない。


　逆にもしこのとき王家の目がなければ、誰もが語ご彙いの限りを尽つくしてアレスの人格を否ひ定ていしていただろう。彼らにとってアレスという騎士は、頼たのもしい味方であるのと同時に、計り知れぬ脅威ともなっていたのだ。少なくとも将などという地位とそれに伴ともなう権力を与えることなどできるはずもない。


　やがて、ベルセルム四世が議論をまとめにかかる。


「……分かった。余もアレス卿を将とするにはいささか時じ期き尚しよう早そうだと考えておる。では他に誰だれか適任者はおらぬのか？」


　さすがに名立たる武ぶ将しようの名も出尽くしたのか、議場は一時的に水を打ったような静けさを取とり戻もどした。


　今こそが絶好の好機である。


　ハインツは、一度大きく息を吸って気を落ち着かせると、ゆっくりと手を上げた。


「父上。いっそ私にお任せ頂いただくわけにはまいりませんでしょうか」


　誰もが驚おどろきを隠かくせない様子だった。


　それは父たる国王でさえ例外ではなかったらしく、その表情に浮うかぶ厳げん格かくさを強め、正面から見み据すえてくる。


「……ハインツよ。それは本気で言っているのか？」


「はい、ずっと考えていたことです。先の戦いにおいて我が軍は敗北とは申しませんが勝利を得ることはできませんでした。兵士たちの士気にも悪い影えい響きようが出ていることでしょう。今王家に連なる者が率先して動けば兵士たちも士気を取り戻すでしょうし、そして何より、反乱軍としても和平交こう渉しように応じやすくなるのではないでしょうか」


「お言葉ですが殿下」武人の一人が声を上げた。「彼らはボルネリア侯を殺あやめ、国内にこれほどの混こん乱らんを起こしたのです。軽々しく和平などに応じるわけには参りませんぞ」


　ハインツは退かなかった。


「しかし彼らも元は我が臣民なのです。それに彼らが反乱を起こしたのは彼らが生いき延のびるため。その辺りの事情に理解も示さず、和平に応じるわけにはいかないなどと頭から決めてかかっては、それこそ反乱はいつまでも続き、北の介入を招くことにもなるというものではないでしょうか」


　誰もが驚きを隠せない様子だった。


　次期国王の座ざが約束され、国民に人気があるとはいえ、どこか弱々しい部分のあったハインツである。そのハインツが、率先して兵を率いて出しゆつ陣じんすると言い出し、さらには歴戦の武人を相手に一歩も退かぬ議論を展てん開かいしているのだ。


「……ハインツ」やがて重々しい口調で国王は言った。「おまえの気持ちは分かった。だが今は自重せよ。一国の王太子が軽々しく戦場に姿をさらすようなことがあってはならぬ。もし流れ矢の一本も当たって戦死するようなことがあればどうする？　おまえには余の後を継ついでこの国を導くというより大きな責任があるのだぞ」


「そ、それはそうですがしかし……」


「それに、反乱軍鎮ちん圧あつの指揮を執るということは、臣民に刃やいばを向けるということに他ほかならぬのだ。やがてはすべての民を率いることになる者が、そのような実績を残すべきではない」


「…………」


　父の口にしたこともまた、軽けい視しできる要素ではなかった。


　そこまで言われては、ハインツも我を通すことはできかった。


「分かりました。出過ぎたことを申し上げてしまい申もうし訳わけありません」


「いや、よい。民のことを思うおまえの心はよく分かった」


　このとき、出席者たちの多くがほっとしたような表情をしたことに、ハインツは気付いていた。


　それは父の危き惧ぐしたように、一国の王太子が戦場へ出ることがなくなったことの安堵なのか、あるいは自分のような若わかく惰弱な者が兵を率いることがなくなったことへの安堵なのか、容易には判断がつかなかった。


　一方で結局、活発な議論が交かわされたのはこれが最後となる。


　ブライアン将軍の後任人事は最後まで定まらず、結けつ論ろんは次の会議へと持もち越こされることとなったのである。
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「会議は踊おどる、か」


　議場から部屋へと戻もどる途と中ちゆう、クラウディアは悔くやしげに呟つぶやいた。


「ん？　何か言ったかい？」


　隣となりの兄が問いかける。


「会議は踊る、と言ったのだ。結局今日の会議では何も結論が出なかった。つまり、この内乱が終わる目め処どは当分たたぬということではないか」


「……残念ながら、そのようだね」


　特にクラウディアを苛いら立だたせていたのは、カルレーン侯が明らかにした謀ぼう計けいのことだった。


　レアニール連合王国で内乱を勃ぼつ発ぱつさせるため、軍勢を意図的に扇せん動どうし、争いを誘ゆう発はつさせた──。


　つまり、この国は他国の民を踏ふみにじって平和を築き上げようとしているのだ。


　もっとも、カルレーン侯のしたことをただ非難することはできない。ベールセールで混乱が起こればレアニールが黙だまっているわけがない。これは歴史が証明する事実だ。もしカルレーン侯が対たい処しよしていなければ、この国はレアニールの侵しん略りやくを受け、とてつもない数の民が血と涙なみだを流すことになっていたかもしれないのだ。


　そのことはクラウディアもよく理解していた。だがそれでも、ベールセール、レアニール両国の犠ぎ牲せいを減らす方法をこそ模も索さくすべきではないのかと考えずにはいられなかった。


　──そうだ。あるいはあの方法なら……今のわたしになら、犠牲を減らすことができるかもしれぬ。


　カルレーン侯の言った通りなら、レアニールで間もなく争いが起こる。


　だが、この国での反乱が早期に終われば、今度はレアニール側がベールセールの侵攻を恐おそれるようになるだろう。そうなればいつまでも内乱を続けているわけにはいかなくなり、自然と和平の道を模索するようになるに違ちがいない。


　つまり、両国の犠牲を減らすには、まずこの国の内乱を一刻も早く終わらせることが必要なのだ。今こそ、かねてより考えていたあの策さくを実行するときなのだろう。


　だが、そのためにはどうしても一人の騎き士しの力がいる。自分に剣けんと忠ちゆう誠せいを捧ささげてくれた、あの騎士の力が。


　クラウディアは決心を固めると、兄に言った。


「兄上。わたしには一つ、この争いを早く終わらせる策がある」


「……なんだって？」


　あまりにも妹が突とつ飛ぴなことを言い出したせいか、始めはハインツも信じられないと言いたげに目を白黒させていた。だが、クラウディアの真しん剣けんな表情を見て、態度をあらためる。


「それは興味深いな。是ぜ非ひどのような策なのか聞かせて欲ほしいところだけど」


「あまり詳くわしくは申し上げられぬ。今のわたしだからこそ実行できるただ一つの策だ。他の武人たちからすればさぞ疎うとましく思えるだろう。だが、彼ら武人たちに任せていてはいつまでも解決するものも解決せぬ。ゆえに兄上。兄上にはわたしを信じていてもらいたいのだ。これから、たとえ何が起ころうともだ」


「……クラウディア」


　ハインツの胸きよう中ちゆうに様々な思いがよぎっていた。


　ハインツが次期国王であるのと同じぐらいに、クラウディアも隣りん国ごくとの誼よしみのために必要とされているのだ。もしその身に何かあれば、新たな争そう乱らんの引き金になるかもしれない。


　ましてクラウディアは昔から誰もが予想だにしない突飛なことをしでかすことがあった。今回も何を考えているのか分かったものではない。兄としては、妹を止めるべきではないのかと思う。


　だが、そんな迷いもクラウディアの真しん摯しな表情を見た瞬しゆん間かんに霧む散さんしてしまった。


　これは恐らく、この国を出て他国へ嫁とつぐことになる妹の、最後のわがままにして最後の母国への貢こう献けんなのだ。それを兄として妨さまたげることなどできなかった。


「……分かった。これから何が起ころうと、おまえを信じるよ。好きなようにするといい」


「ありがとう、兄上」


　クラウディアが誰もが予想し得なかった形で表舞台に現れるのは、もう少し先のこととなる。
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　同じころ。


　国務大臣カルレーン侯こう爵しやくは、いかなる偶ぐう然ぜんかクラウディアとまったく同じような懸け念ねんを抱いだきながら王おう城じようのすぐ傍そばにある自じ宅たくへの帰路についていた。


「会議は踊る、か……」


　ブライアン将軍の後任。それを決めるのにこれほど手間取るとは予想外だった。


　政務のことであれば国務大臣としての経験と政治力を駆く使しすることでどうとでもなるのだが、こと軍事になると容易に口が挟はさめない。


　それに実際のところ、故人となったブライアン将軍以上の統率力を持つ武人にも心当たりがなかった。会議が踊るのも無理はないという気がしてくる。


　もし唯ゆい一いつの例外があるとすれば──それはあまりにも許容しがたいことであるが──やはりあのアレスぐらいしか思い浮うかばない。恐おそろしく厄やつ介かいなことに。


　結局、具体的な解かい決けつ策さくが浮かぶこともなく屋や敷しきへ戻ると、執しつ事じが怪け訝げんそうな顔をして彼を待っていた。


「お帰りなさいませ。一人お客さまがお見えになっておりますが」


　この日来るであろう客の予定は、一人しかいなかった。相手は容易に想像がついた。


「ベアトリスか？」


「はい」


　頷うなずいた執事だったが、その顔は相変わらずどこか怪訝そうだった。


「どうした？　ベアトリスとはおまえも顔見知りのはずだろう」


「はい。ただ、あの方……いつから神の道に目覚められたのかと思いまして」


　カルレーンはわずかに頰ほおを緩ゆるめた。


「あいつめ、また男を手て籠ごめにする新しい方法でも考え付いたか。客間にいるのだな？」


「はい。いつものようにお茶などはお持ちしない方がいいのですね？」


「ああ、そうしてくれ」


　ベアトリスとの会話を誰かに聞かれれば、殺さなければならなくなってしまう可能性が高い。そんなことで長年仕えてくれている使用人たちを失いたくはなかった。





　カルレーンが向かった客間で待っていたのは、一人の修道女だった。


　その姿を初めて見た者は、誰もがただ一言、こう呟つぶやかずにはいられなくなるだろう。美しいと。


　卵たまごのように整った顔立ち。大きなふっくらとした唇くちびる。そして、印象的な大きな瞳ひとみは、相対する者を安心させるかのように、やんわりと緩やかな曲線を描えがいている。


　身長は五尺しやく（約一六〇センチメートル）より少し高い程度で、ゆったりとした修道服を身に着けているにもかかわらず、その豊かな体の線を隠かくし切れないでいる。その服の下には、いかなる男をも虜とりこにしてみせる魅み力りよくがあることを、カルレーン侯は知識として知っていた。


　その上、恐ろしいことに年ねん齢れいは不ふ詳しようだった。いや、不詳と言うべきだった。


　何しろ彼かの女じよはカルレーン直属の工作員なのだ。その素す性じようは徹てつ底てい的てきに調べてある。信しん頼らいできる資料によれば、確かに年齢は二十三歳さいだというのだが、どうもその資料の方が間ま違ちがっているか、あるいは何者かに改ざんされたのではないかという気がしてならないのだ。


　彼女が大人の女性、あるいは初う心ぶな少女の役さえも完かん璧ぺきに演じ分けてみせるからである。十六ぐらいだと言われても、あるいは二十六歳ぐらいだと言われても、まったく不思議とは思えないだろう。


　しかし実のところ何なん歳さいなのだと聞いても「女性に年齢を聞くのは失礼ですよ？」と、やんわりと拒きよ絶ぜつされ、カルレーンとしても強く問い詰めることができないでいたのだった。


「カルレーンさま。北の一件が片かた付づいたというのに、今度は何事でしょう？」


　ベアトリスは、修道女の格好にふさわしい聞く者の心を落ち着かせる穏おだやかな声で、そして貴族の子女のように上品な態度でカルレーンを出で迎むかえた。


「うむ、帰ってきたばかりですまぬがおまえにしかできぬことがあってな。しかしベアトリスよ、その格好はなんだ？　おまえがいまさら神の道に目覚めたとは思えぬが」


　返事の代わりにベアトリスは服の裾すそをつまんで見せた。


「これですか？　体の線一つ見えない地味な衣服ですけど、殿との方がたは逆にこのような神しん聖せいな服ふく装そうにこそ惹ひかれると聞きましたので。カルレーンさまから見ていかがでしょう、この格好は」


　王国広しといえど、奸かん智ちに長たけた忠ちゆう臣しんと恐おそれられた国務大臣にこのような質問ができるのは、ベアトリスただ一人だろう。
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　しかし、カルレーンは相変わらず表情一つ変えることはなかった。


「そのようなこと、枯かれきった老人に聞くべきではないな」


「あらあら、つれないお返事だこと。わたし、カルレーンさまだけは暗殺できる気がいたしませんわ」


　ベアトリスは口元に手を当てて上品そうに微ほほ笑えんだ。


　見た目だけならば聖せい母ぼのようなこの女が、カルレーン秘ひ蔵ぞうの工作員だった。


　北国レアニールに内乱を引き起こす反間の謀計を成功させたのが彼女であることを知る者はいない。彼女はミレスデンに属する傭兵団の団長を魅み了りようした上で、隣国ディレニアの傭兵団にさらわれたフリをすることで両者を争わせ、二つの国を争いに引ひき込こんだのだ。


「あの団長は一いち途ずで、その上潔けつ癖ぺきな方でしたわ。わたしが少し気のある素そ振ぶりを見せるだけで、ああもうまくいったんですもの。接せつ吻ぷんの一つぐらいしてあげるべきだったかと、申もうし訳わけない気になるほどです」


　つい先日、ベアトリスはにっこりと聖母のように微笑みながら、そのように報告したものだった。その微び笑しようと、魅力的な体つきによって惑まどわされた者は数知れない。


「それでカルレーンさま。今回の任とは一体どのようなものなのでしょう？」


「うむ。実はな──」


　と、話を切り出そうとしたカルレーンだったが、部屋の戸を叩たたく音がしたために中断せざるを得なかった。


　思わず眉まゆをひそめる。彼女と二人きりのときは決して部屋に近づくなと、執事にも厳げん命めいしているはずなのに。


「……どうした、何用だ？」


　カルレーンの声にわずかながら苛いら立だちが混じったのは無理からぬことだった。


「恐おそれ入いります。ただ今、国王陛へい下かから使いの者が参りまして」


「なに？　用向きは？」


「はい。相談したいことがあるのですぐに参さん内だいを、とのことです」


「そうか」


　いくらベアトリスとの話の最中とはいえ、国王からの呼よび出だしを後回しにするわけにはいかない。執事が入ってきたのは当然の判断だった。


「ベアトリス、そういうわけだ。済すまぬが今しばらく待っていてくれ」


「相手が国王陛下とあれば嫉しつ妬ともできませんわね。待っている間、お茶でも頂いただければとは思いますけど。あ、それと甘あまいものでもあれば文句はありませんわ」


「……用意させよう」


　こうしてカルレーンはベアトリスを残して客間を出た。内心で首を傾かしげながら。


　自分は国務大臣という地位にあるのだ。国王陛下の呼び出しがかかること自体はまったくおかしなことではない。


　しかし、つい先ほどまで会議場で国王と同じ時を過ごしていたのだ。何か相談したいことがあるならば、その直後にでも執しつ務む室しつに呼べばいい。


　──つまりこのわずかな間に、何かよほどの変化が生じたということか？


　不ふ吉きつな予感を胸に、カルレーンは王の御お許もとへの道を急いだ。





　　　　　◆





「陛下、ただ今参りましたが──」


　王の執務室へたどり着いたカルレーンは、思わず言葉を失うこととなる。


　そこには難しい顔をして腕うで組ぐみしている国王の他に、二人の先客がいたからだ。一人は顔見知りの貴き族ぞくであり、そしてもう一人は甲かつ冑ちゆうを身に着けた若い騎士だった。近衛騎士ではないことを示すように、甲冑の色は赤ではなく鉄色だったが、奇き妙みようなことに右手に付けている籠こ手てだけが深い黒色をしている。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、カルレーン侯」


　貴族の方が頭を下げた。


「……ディルヴィレン侯か」


　ディルヴィレン侯爵。恐らく国内最大の力を持つ貴族である。反乱軍に殺されたボルネリア侯などとは違い、同じ高価な衣服を身に着けていてもどことなく品があり、侯爵という地位にふさわしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。実はカルレーンの遠とお縁えんでもあるが、あまりにも薄うすい交わりのせいか、親しん戚せきという意識はお互たがいにまったくない。


　ただの大貴族というだけならば特に問題はない。カルレーンが恐おそれているのは、ディルヴィレン侯の持つもう一つの肩かた書がきだった。


　カルレーンは常々、ある組織の存そん在ざいを恐れていた。


　その組織の名を〈諸しよ侯こう連れん盟めい〉という。時代の必然から生まれた秘ひ密みつ組織であり、かつてはこの国の危き機きを救ったこともあるが、今は貴族の権けん益えきを守るためにのみ存在している厄介極まりない組織だ。そして〈諸侯連盟〉の盟めい主しゆという肩書きを持つ者こそが、このディルヴィレン侯なのだ。


「覚えておいででしょうか、こちらは私の息むす子この──」


　ディルヴィレン侯が隣となりに控ひかえている若い騎士を紹しよう介かいしようとした。


「ええ、もちろん覚えておりますとも。確かフィリップ卿……でしたな」


　いくらカルレーンといえど、一いつ介かいの騎士の名をすべて把は握あくしているわけではない。しかし、それが侯爵家の次男ともなれば話は別だった。


「名立たるカルレーン国務大臣閣かつ下かに覚えて頂いただけていたとは、恐きよう縮しゆくです」


　フィリップが優ゆう雅がに礼をする。


　ディルヴィレン家の次男。次男であるがゆえに家か督とくを相続できず、それゆえ貴族としては珍めずらしくないことだが、武人として名を挙げる道を選んだのだという。


　年齢は確かまだ二十そこそこのはずだ。眉び目もく秀しゆう麗れいにして剣の腕うでも立つという。もっとも、その顔つきにはどこかしら世間を甘あまく見ているのではないかという、若い者にありがちな人を見下しているような感があった。


　特に目を引かれるのは、彼が右手に付けている黒い籠手だ。なぜその部分だけ黒く染そめられているのか、誰もが奇き異いに思うことだろうが、その理由は誰も知らない。


　様々な点で奇異な騎士ではあるが、すでに功を立ててもいるのだ。


　ベールセール王国で武人が功を上げるには、四つの道がある。


　北国レアニールとの小こ競ぜり合い。賊ぞく退治などの、国内の治安維い持じ。同じく、国内で起きた反乱の鎮ちん圧あつ。


　そして最後の一つが、国外からやってくる妖よう魔まの討とう伐ばつだ。ベールセール王国の南東、隣国エディンバラ皇こう国こくの南に、人の入る余地すらない広大な深い森がある。そこから数多くの妖魔が侵しん入にゆうしてくることがあり、エディンバラ、ベールセール両国にとって頭の痛いたい問題だった。


　フィリップは、その南東地ち域いきでの戦いで少なからぬ功を上げてきたという。


　もっとも、もともと妖魔との戦いというのは極めて地味であるため人の噂うわさにのぼることも少ない。まして、現在はフィリップよりもなお若く、そして戦せん慄りつするほどの戦功を打ち立てているアレスという騎士がいるため、その存在感は薄うすいと言わざるを得なかった。


　このときになって、ようやくベルセルム四世が口を開いた。


「カルレーン。突とつ然ぜん呼び出す形になって申し訳ないが……」


「いえ、お気になさらず。それにしても一体何事でしょう？」


「その件だが──」ベルセルム四世は決して上じよう機き嫌げんとはいえない顔でもう一人の来客を見やった。「ディルヴィレン侯。面めん倒どうだとは思うが貴公の提案をもう一度説明してやってはくれぬか」


「承知いたしました。いえ、それほど長い話でもありませんからな。カルレーン侯、現在議論されているブライアン将軍の後任の件ですが……。このフィリップを推すい薦せんしたいのです」


「…………」


　カルレーンは思わず言葉を失った。


　それほどに驚きよう愕がくすべき提案だったのだ。表情に変化が生じなかったのは、酸すいも甘あまいも経験しつくしたその老練さゆえだろう。


　ディルヴィレン侯の狙ねらいは分からなくもない。フィリップを将軍にすることでディルヴィレン家の名声と発言力を高めようという狙いがあるのだろう。


　だからこそ、そのような提案が認みとめられるわけがない。ただでさえディルヴィレン侯は〈諸侯連盟〉盟主というとてつもなく厄介な地位にある。これ以上の発言力を与えては、今後どのような混乱が起こるかわかったものではない。


　それに、やり方が気に食わない。つい先ほどまで次の将軍を誰にするかという会議が開かれていたばかりなのだ。ディルヴィレン侯ほどの貴族なら、出席を希望すれば誰も拒きよ否ひはできない。その際にでも提案すればいいものを、なぜ会議が終わった今になって、それもわざわざ国王に直談判する形でやってきたのか。


　カルレーン侯の判断は一いつ瞬しゆんだった。あらゆる状じよう況きようから考えて、拒否すべき提案──そう断ずる。


「しかしディルヴィレン侯。確かフィリップ卿はまだかなりお若いはず。確か、二十……」


「ええ。先日二十三となりました」


　フィリップは謙けん虚きよな態度を崩くずさずに言った。


　いい度ど胸きようをしていると思う。彼らが要求しているものは尊そん大だいという以外の何物でもないというのに。


「そうでしょう。いくらなんでも、二十代の者に万の軍勢を束ねる将の地位を与えるというのは……」


「年齢など関係ないことでしょう」と、今度はディルヴィレン侯が口を挟はさむ。「アレス卿などは十八という年齢ながら、すでに古今聞いたこともないような大功を立てていると聞きますぞ」


　このような形でアレスの名が使われるとは思ってもいなかった。アレスとフィリップは若い騎士という点で同じ境きよう遇ぐうにあり、そしてフィリップは間ま違ちがいなくアレス以上の名声を求めているのだ。となれば、むしろフィリップはアレスを疎うとましく思っているに違いない。


　だが、息子を将軍に仕立て上げるためならば、そんなアレスの名さえ利用しようというわけだ。そのたくましさには正直恐おそれ入いる。


「なるほど、確かに年齢はこの際論ろんずるべきではないのかもしれませぬ。我われ々われが現在抱かかえている難なん題だいを解決するには、それこそアレス卿やフィリップ卿のような若い才能が必要なのかもしれませぬしな。しかし、元来将軍の地位は近衛騎士の中から選ばれるのが習わしです。失礼ながらフィリップ卿を将軍としては他の近衛騎士たちが不満に思いましょう」


「もちろん、その慣習は存ぞんじております」そのような反はん論ろんは予測済ずみだったと言わんばかりに、ディルヴィレン侯は即そく座ざに反論した。「ですがそれはただの慣習であって明文化されているわけではないでしょう」


「仰おつしやる通りですが、ただ意味もなく慣習となったわけではありませぬ。ご理解頂いただけると思いますが」


「ええ、重々承知しております。それゆえただで、とは申しません。もしお聞きき届とどけ入れ頂けるのであれば、我がディルヴィレン家は反乱軍鎮圧のために総力を挙げて協力することを約束いたしましょう。また、我がディルヴィレン家の名において、他の貴族たちにも更さらなる支し援えんを行うよう要よう請せいしましょう」


　──そういうことか！


　カルレーンは、ディルヴィレン侯が鼠ねずみのようにこそこそと王の元へ直談判しにきた理由を察した。


　他の武人に反対されることが分かりきっていたからだ。しかし、会議でどのような結論が出ようと、最終的な任にん命めい権けんは国王が持っている。ゆえに、直接国王の承しよう認にんを得に来たのだ。国王に対してもっとも効果的な手土み産やげとともに！


　貴族の全面的な協力。それは凄すさまじく魅力的な言葉だった。


　試算によれば、この王国には十万近い常備軍を養えるだけの力がある。しかし現実にはその半数の兵もいない。国土の半分以上が貴族のものであり、国力を集中して運用することができないからだ。


　一方で貴族たちは、今のように国内で大きな反乱が起きようと、忠ちゆう義ぎに厚い者や功を挙げて新たな恩賞にあずかろうと考える者を除のぞけば、積極的に協力しようとする者は多くない。それゆえ現在反乱軍鎮圧のために動員できている兵力は一万程度でしかないのだ。


　だが、王の声では動かずとも、〈諸侯連盟〉の筆頭たるディルヴィレン家が声をかければ話は別だろう。


　ディルヴィレン家は自身の発言力と影えい響きよう力りよくを増大させることを目的としている。まず息子を将軍にした上で反乱軍を鎮圧し、功を得ようとしているのだろう。


　そのためには当然、兵や軍資金がいる。一方で貴族にそれらの供きよう出しゆつを求めるなら、見返りが必要だ。


　王家にはその見返りを用意できない。国内で有事があった際に貴族が協力するのは義務であり、よほどの功を立てたのでもない限り、恩賞を与える必要はないという建前だからだ。まして反乱軍との戦いは内戦だ。他国を侵略して領土や賠ばい償しよう金きんが得られるわけではなく、恩賞を与えるということはそのまま王家の力の低下に繫つながる。容易に応じられるわけがない。


　しかし、ディルヴィレン家には王家にはできない方法で極めて安くその見返りを用意することができる。簡かん単たんな話だ。ディルヴィレン家が目もく論ろ見み通り発言力を増すことができれば、貴族の持つ特とつ権けんをより強固なものにしてみせる──そう約束すればいい。


　王家からすれば、貴族たちの持つ特権ほど疎うとましいものはない。そのせいで王国の人的・物的ないくつもの資源が、貴族の贅ぜい沢たくに消えてしまうのだから。今回の反乱も、ボルネリア侯の悪政に対して外部から改かい善ぜんを促うながすことができなかったことが一因と言えるのだ。


　逆に、貴族は自分たちの持つ特権が奪うばわれることを恐れている。ディルヴィレン家はそこにつけこもうとしているのだ。


　とはいえ、ここにディルヴィレン侯のしたたかさがよく現れているのだが、この提案は王家にとっても決して悪いことばかりではないのだ。


　ディルヴィレン侯は将軍就しゆう任にんの見返りとして、貴族たちにこれまで以上の支援をさせるという。つまり王家にしてみれば、これ以上労力を注ぐことなく、しかも現在貴族たちの持つ力を削そぐ形で反乱軍に対処できるというわけだ。これには計り知れないほどの利益があるだろう。たとえ将来、貴族たちの持つ既き得とく特権を強化することになったとしてもだ。


　もっとも、だからこそベルセルム四世も容易に判断を下すことができず、相談のため自分をこの場に呼び出したのだろう。


「なるほど。ご提案の内容はよく分かりました。しかしこれほどの提案、今この場で決断を下すわけにも参りますまい。ひとまずこちらで検討した後、ご返答できればと思いますが」


「もちろん構いませんとも。しかしこうしている間にも無む辜この臣民は傷きずついております、再び国防会議など開いている余よ裕ゆうなどないでしょう。一刻も早いご決断をお待ちしております」


　もう会議など開かず、国王の任命権を行使してとっとと決断しろ──ディルヴィレン侯はそう言っているのだ。この提案が他の武人たちには好まれないであろうことをよく知っているのだろう。


「ご安心を。その辺りはわきまえておりますゆえ」


「おお、それは失礼した。さすがは我わが国くにが誇る国務大臣閣下ですな。それでは何なに卒とぞよろしくご検討ください」


　ディルヴィレン侯は親子揃そろって頭を下げると、静かに部屋を出て行った。





「ついに動き始めたな、〈諸侯連盟〉めが」


　二人が出て行くなり、ベルセルム四世は吐はき捨すてた。


「まこと、厄介なことになりましたな」


〈諸侯連盟〉が生まれたのは先王ベルセルム三世が存ぞん命めいしていたころ、いわゆる〈流りゆう血けつの御み世よ〉と呼ばれていた暗黒の時代である。


　ベルセルム三世の施し政せいにより、国は乱みだれに乱れていた。そこへベールセールの混乱を見計らったように北が侵略を開始したのだ。


　ベルセルム三世の勇猛な戦いぶりによってこの国の独立は守られたものの、圧制と悪政に改善の兆きざしはなかった。


　貴族たちが立ち上がったのはこのときである。その中心にいたのが先代のディルヴィレン侯爵だ。


　彼らは決して表ざたにはできないことを実行した。


　歴史上では、ベルセルム三世は戦勝の宴うたげでの暴飲暴食が原因で急死したとされている。


　だが真実は違う。酔よいつぶれたベルセルム三世に毒を盛もったのは、ディルヴィレン侯を始めとする貴族たちだった。


　彼らは国を愛するがゆえに、国を害するベルセルム三世を排はい除じよしようとしたのだ。


　ただし、彼らが本当に愛国心ゆえにその大逆を実行したのかは分からない。ベルセルム三世は自分の親族でもあるすべての公こう爵しやくを死し刑けいにした。公爵でさえ死刑にされたのだ。次は自分が──と恐おそれたがゆえの行動だったのかもしれない。


　いずれにせよ、こうして〈流血の御世〉は貴族たちの手によって終わった。


　そして彼らは密ひそかに匿かくまっていたベルセルム二世の隠かくし子ごの存在を公表し、ベルセルム四世として即そく位いさせたのである。


　ベルセルム四世はこれまでの王にくらべ、貴族に対し弱よわ腰ごしだ──今の王国には、そのような陰かげ口ぐちが存在する。それも当然なのだ。現国王は貴族の力なくして即位することはできなかったのだから。


　やがて彼らは〈諸侯連盟〉として、より組織化されていった。その目的は国王の動向に注目し、必要ならば貴族の力を結集してその行動を是ぜ正せいすることである。


　それに、彼らは然しかるべき理由があったとはいえ、国王を害するという大罪を犯したのだ。もし後の国王がこのことを知れば、自分たちが報復されるかもしれない。そんな事態を防ぐためにも、彼らが横の連帯を強めようとしたことは当然の帰結だった。


　また、一つの国の中に、国王とは別の大きな実じつ権けんを持つ組織があることが知られてはまずい。それゆえ〈諸侯連盟〉の存在は秘ひ匿とくとされ、貴族の中にはその存在を知らない者も多い。たとえばファノヴァール家のような忠臣は確実に知らないだろう。もっとも、〈諸侯連盟〉の存在は知らずとも、貴族の中に何らかの横の繫つながりがあることに気付いている者はいるだろうが。


　いずれにせよ、〈諸侯連盟〉も今ではかつての理念を忘わすれ、貴族の特権を維い持じするだけの組織に成り下がった──というのがカルレーンの見立てだった。


「カルレーン。おまえの率直な意見を聞かせてもらえるか」


　国王の問いに、カルレーンは少しの思案の後口を開いた。


「容易に判断出来ることではございませぬ。確かに反乱軍の早期鎮圧のためには貴族の協力は喉のどから手が出るほど欲しいものですが、貴族たちを動かすには見返りが必要です。その見返りをディルヴィレン侯が出してくれるというのであれば願ったり叶かなったりですが……」


「そうだな、それはその通りだ。しかしそうなれば代わりにディルヴィレン侯が台頭してくることは間違いない。新たな厄介ごとを抱かかえ込こむだけだ」


「御ぎよ意いに」


　ディルヴィレン侯がもう少しばかり忠誠の厚い貴族であれば話は簡かん単たんだった。しかし彼は堕だ落らくしつつある〈諸侯連盟〉の盟主であり、恐らく王家にとって都合の悪い野望を抱いている。その真意が見み抜ぬけない限り、安易に要求を呑のむことはできないだろう。


　カルレーンでさえすぐに判断が下せないでいるのを見て、ベルセルム四世は深く息を吐ついた。


「……分かった。とにかく一ひと晩ばん時間を置くとしよう。明日までに考えをまとめておいてくれ」


「承知いたしました」


　一晩考えたところで、未来を見通す目でも持たない限り答えが出ることはないだろう。しかしこの場合、時間を置くことはもっとも必要なことだと思えた。





　　　　　◆





「あら。おかえりなさいませ、カルレーンさま」


　カルレーンが戻もどったとき、相変わらず修道女の格好をしていたベアトリスは、優ゆう雅がにお茶を飲んでいた。


　だがそんなことよりも目を引かれるのは、テーブルの上の惨さん状じようだった。


　所ところ狭せましと十枚まいもの皿が置かれている。しかもうち八枚はすでに空になっていた。


　残り二枚の皿に載のっていたのは、砂さ糖とうやハチミツをふんだんに使った色とりどりの焼やき菓が子しである。すでに空になった皿にも同じようなものが置かれていたであろうことは想像に難かたくない。自分なら一つ食べただけでも胸むね焼やけを起こしていただろう。


「……おまえ、それ全部食べたのか。相変わらずの食しよく欲よくだな」


「あら、カルレーンさまといえど今の言葉は聞きき逃のがせませんわ。女性に食欲がどうのといった話をするのは作法に反すると思いますけど」


「人の家にきてそれだけ菓子を食べることが作法にかなっているとも思えんが」


「これは報ほう酬しゆうの一部ですわ。わたしには要求する権けん利りと食べる権利があると思いますけど」


　都合のいい持じ論ろんを展開しながら、フォークを手に取り、九皿目の焼き菓子に手を伸のばす。その幸せそうな表情を見れば、彼女が経験豊富な工作員として数々の陰謀にかかわってきたなどと思う者はこの世に一人もいないだろう。いや、だからこそ彼女はこれまでも高い任務遂すい行こう率りつを残してきたというべきなのかもしれないが。


「ところでカルレーンさま。国王陛下の突とつ然ぜんのお呼び出し、一体なんだったのですか？」


「そうだな、おまえになら教えておいても問題はあるまい。戦死したブライアン将軍の後任をどうするかで議論が紛ふん糾きゆうしていることは知っているか？」


「ええ。ある程度は、ですが」


「そこへついさっきディルヴィレン侯が国王陛下に直じき訴そしにきたのだ。自分の息子のフィリップを将軍にしてくれれば、貴族たちが本ほん腰ごしを入れて協力するよう手を回すとな」


「まあまあ。それでカルレーンさまの顔色も優すぐれなかったのですね。容易に判断を下せることではなさそうですし」


「そういうことだ。ベアトリス、できることならおまえの意見も聞いてみたいものだ。どうすべきだと思う？」


「そうですね……。さすが陛下に直接提案しにきただけあって、ディルヴィレン侯の提案は一考に値あたいすると思いますわ。ですが、ディルヴィレン侯は無む欲よくな忠臣といった方ではありません。何らかの目論見があっての提案であることは間違いないでしょう。容易にその提案を受け入れるのは……と言葉を濁にごして申し上げることぐらいしかできませんわ」


　自分とまったく同じ考えだった。


「……分かった。そんなところだろうな。まあそれを考えるのは私と陛下の仕事だ。おまえには別の任務がある」


「あら、そうでしたわ。お菓子をごちそうになるためにここへ来たのではありませんでしたわね。カルレーンさま、次のわたしの任務とは一体なんなのでしょう？」


　このとき一瞬カルレーンが即そく座ざに答えなかったのは、周囲に誰か聞き耳を立てている者がいるのではと無用な心配をしたためである。しかしここはカルレーンの屋や敷しきであり、この部屋は防音だ。誰にも聞かれるわけなどない。


　カルレーンはあらためて小さく呼吸すると、一息に言った。





「ファノヴァール伯はくアレスを暗殺してもらいたい」





　カルレーンと同じく、滅めつ多たなことでは動どう揺ようすることのないベアトリスのフォークを持つ手が止まった。


「……とんでもないことを簡単にお命じになられるのですね。あのファノヴァールの騎き士しを暗殺しろというのですか？」


「そうだ」


「なぜでしょう？　ファノヴァールの騎士といえば何代にも亘わたってこの国に忠義を尽くしている騎士の鑑かがみです。現当主のアレスも例外ではなく、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉などという物ぶつ騒そうな名で呼ばれるほどの功績を立てているとも耳にしました。国にとって益にはなってもその逆になるとは思えませんが……」


「そうだ。だが今、アレスは余人の及およばぬ功績を立てている。それゆえに、見過ごしがたいある変化が生じつつあるのだ。アレスには──いや、ファノヴァール家にはある秘密がある。万が一、今の状況でその秘密が洩もれれば、必ずや新たな火種になる」


「……気になりますわ。その秘密というのは、教えて頂いただけないのでしょうか？」


「おまえには悪いが、これだけは教えるわけにはいかん。とにかく、その秘密が公にならずとも、あまりに傑けつ出しゆつした武人というものは何かと害をもたらしかねん。今のうちに芽を摘つみ取とっておくにこしたことはない」


　ベアトリスは十皿目の焼き菓子に手を出しながら表情を引ひき締しめた。


「分かりました。いずれにせよ、わたしはカルレーンさまの命に従したがうだけですわ」


「頼たのむ。それに……実はな、以前にもアレスを消すべく私自ら小細工をしたことがあったのだ」


「まあ。カルレーンさまが直々に？」


「しかし失敗した。そのときは私もまだアレスの存在がそれほど脅きよう威いになるとは考えていなかったからな、事が決して露ろ見けんしないよういささか回りくどい手を取ったことが裏うら目めに出たのだろう。それゆえ、今回はより直接的な手しゆ段だんとして、おまえを使う。所しよ詮せんはアレスも男だ。おまえならば確実に仕留められるだろう」


「まあ、カルレーンさまったら。否定はいたしませんわ。ですが……今回ばかりはそう簡単にはいかないかもしれません。アレスは現在最前線とも呼よべる王国軍の陣じん地ち内にいるのです。男所帯の軍中に、わたしのような者が紛まぎれ込こむのは困こん難なんかと。ただでさえ、幾いく度どもの死線を潜くぐり抜ぬけた戦士というものは何かと鼻が利くものでしょうし」


「だが、これまでも不可能を実現してきたおまえのことだ、策はあるのだろう？」


「もちろん、方法はなくはありません。現在、アレスという騎士の存在を恐れているのはカルレーンさまだけではございません。アレスは王国軍の中では英えい雄ゆうかもしれませんが、逆に反乱軍にしてみれば憎にくき仇きゆう敵てきに他なりません。つまりわたしが手を出さずとも、アレスの身を反乱軍の手に渡わたすことができれば、後は彼らが勝手に手を下してくれるでしょう。暗殺と同じことです」


「道理だな。しかし英雄ともてはやされつつあるアレスを反乱軍の手に渡すなど容易にはいかぬだろう」


「……ええ、仰おつしやる通りです」


　ここでベアトリスはカップを手に取り、お茶を口に含ふくんだ。


　その動作は、喉のどを潤うるおすためというよりは、自分の考えをまとめるために間を置こうとしているようだった。


　ややあって、ベアトリスは言った。


「カルレーンさま。実はわたし、ディルヴィレン侯のご子息フィリップと、多少話をしたことがあるのです。といっても、わたしが王城で女中をしていたときに一方的に口説かれただけですけど」


「ほう、妙みような偶ぐう然ぜんだな。それで？」


「フィリップは、どうやらアレスのことを極きよく端たんなまでに嫌きらっているようなのです。ご存ぞん知じかもしれませんが」


「有り得ない話ではないだろうな」


　アレスは十八歳という年齢にしてすでに余人の及およばない功績を上げている。この事実は、特にアレスと比ひ較かくされかねない同年代の若い騎士たちにとっては複雑なものと映るだろう。アレスを極端なまでに尊そん敬けいするか、あるいは厄介な競争者が生まれたと憎にくしみを抱くか、そのどちらかに違いない。


　そしてディルヴィレン家という名家に生まれたフィリップが、後者であることは容易に推すい測そくできる。突然将軍にしてくれなどと言い出したことがその証しよう拠こだ。将軍としての勝利に比べれば、一個人の戦功など小さなものなのだから。


「そこで一つ提案がございます。フィリップは今、将軍という地位を望んでいるのです。将軍ともなれば、一介の騎士に過ぎないアレスにも命令をくだすことができるようになります」


　ベアトリスの言わんとしていることをすぐに悟さとる。


「後は放ほうっておいてもアレスを排除してくれるというわけか」


「はい。フィリップは間違いなく二つの道のどちらかを選びます。一つはもっとも過か酷こくな戦場にアレスを放り込むこと。もう一つはアレスを左さ遷せんし、これ以上功績を立てられないようにするかです。しかしアレスがこれまでも過酷な戦場を生き抜ぬいてきたのは誰もが知る事実ですわ。下手に戦う機会を与あたえれば、また戦功を立てられかねません。となると、恐らくフィリップが取る手段は後者でしょう。率いる兵がいなくなり、しかも戦地から縁えん遠どおい場所に左遷されれば、必ずやアレスも気が緩ゆるむというもの」


「そうなれば暗殺する機会も生まれるか」


「はい」


　それは充じゆう分ぶん考こう慮りよに値する提案だった。


　カルレーンは、ファノヴァール家についてのある重大な秘密を知っている。それが公になれば、アレスの立場を利用しようとする輩やからは必ず出てくるだろう。たとえば国内の有力貴族だ。アレスの名声とその秘密、そして力を持った貴族が結びつけば、〈流血の御世〉以上にこの国に大きな混乱をもたらすことは必定である。


　しかし、もしアレスと他の貴族──それも〈諸侯連盟〉盟主ディルヴィレン家との仲が悪化することになれば、その懸け念ねんが実現化する可能性は確実に減ることになる。


　もっとも、いいことばかりではない。


「だが、フィリップに将軍の地位を与えればディルヴィレン家の威い勢せいは増すだろう。それは反乱軍の拡かく大だいと同等に危き惧ぐすべきことだと思うが」


「はい、そのご懸念はよく分かります。ですがカルレーンさま、わたしは反乱軍のジェレイドという指導者のことを少し調べておりました。彼がこれまでになしてきたことはすべて効率的で理に適かなっており、機を見るに敏びん、まさしく名めい将しようたる器うつわです。しかし反面、フィリップという人物は野望こそ大きいものの、アレスほどに剣術に長たけているわけでもなく、将として多数の兵を率いた経験は無いに等しく──率直に申し上げて勝ち目は薄いと思われます」


「確かにそうかもな。しかしそうなると、ますますフィリップを将軍にすることは認みとめるべきではないと思うが」


「それでよろしいではありませんか。〈諸侯連盟〉はフィリップを将軍にすることと引ひき換かえに、兵の増ぞう派はや軍ぐん需じゆ物資の援えん助じよに協力することになっているのです。反乱軍との戦いで敗北すれば、貴族全体の勢力を弱めることに繫つながりましょう」


「本ほん末まつ転てん倒とうではないのか？　確かにアレスや貴族の存在は厄介だが、それ以上に反乱がこれ以上長引くことは危き険けんだろう」


「ごもっともです。ですが、それは誰が将軍になっても同じことではないでしょうか」


「む」


　思わず言葉に詰つまる。


　誰が将軍になっても同じこと──確かに、それが原因で今までも後任人事が定まらなかったのだ。


「ただ、付け加えますと、恐らく今の反乱軍にとってもっとも有効な戦略は、正せい攻こう法ほう──すなわち敵より多くの兵をもって正面から攻せめ立たてることだと思います。もしかすると、貴族の援助を得たフィリップ率いる王国軍こそが、反乱軍鎮圧にもっとも適していると言えるのかもしれませんわ」


「となると、それはそれでやはり危険を孕はらんでおるではないか。結局、ディルヴィレン家を増大させることとなろう」


「ええ、そこまで先のことはわたしにも分かりません。ですが……これもたとえばの話ですが、今カルレーンさまがフィリップを将軍に推すい薦せんすれば、必ずや国王陛下も承認いたしましょう。つまり、カルレーンさまはディルヴィレン家に恩を売ることができるのです。そうなれば、たとえばわたしをディルヴィレン家に潜もぐり込こませるぐらいはたやすいのではないでしょうか」


　この穏やかな微笑を浮うかべた修道女は、とんでもないことを言っている。


　フィリップを将軍に推薦することでディルヴィレン家に恩を売り、貴族に物資を供出させる一方、フィリップとアレスの不仲を利用することでアレスを排除し、その上国家に不要となれば今度はディルヴィレン家をも暗殺すればいい──そう言っているのだ。


「そうか。アレスよりはディルヴィレン侯を暗殺する方がたやすいというのだな？」


「まあ。わたしはそんなこと一言も申し上げておりませんのに」


　口元に手を当てて上品そうに微ほほ笑えんだ。


　それは聖母のようなと形容すべき笑みだったが、同時に背せ筋すじに何か薄うすら寒さむいものを感じさせられる。


「……分かった。どの道、ディルヴィレン侯の提案は容易には断れぬと思っていたところだ。こうなればせいぜい恩を着せ、利用できるだけ利用する道を選ぶとしよう」





　ディルヴィレン侯の次男フィリップが新たに将軍の地位に就つくことが発表されたのは、この翌よく日じつのことである──。










　第二章　策さく士し暗あん躍やく
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　オリビアは、グリア大陸を股またにかける豪ごう商しようの娘むすめである。


　しかし妾めかけの子であったために立場が弱く、それゆえ解放軍の実情を見み極きわめるため半ば間者として放ほうり込こまれた身であった。


　当初はそのような自分の運命に自じ虐ぎやく的てきな思いを抱いだくこともあった。


　しかし今となってはそれも過去のことである。オリビアは今の立場をそれなりに気に入っていた。


　ここでなら、妾の娘だと卑ひ屈くつになる必要などない。それどころか、商人の娘として持っていた自分の才覚を存ぞん分ぶんに活いかすことで、解放軍の兵へい站たんを一手に担になう存在とまでなっていた。オリビアの数字を扱あつかう能力は、いまや解放軍にとって、いや、ジェレイドにとってなくてはならないものとなっていたのだ。他人に頼たよられ、あるいは他人に尽つくすことの喜びを知ったオリビアは、もはや解放軍の監かん視しなどという本来の任も忘れ、ただひたすら解放軍に尽くしていた。


　だが、元より軍隊において補ほ給きゆうの管理者というものは、苦情に悩なやまされることが多い。下からはあれが欲ほしいこれが足りないと言われ、一方で上からはそれはできないこれもできないと断られる。その板いた挟ばさみとなる管理者は、必然的に気苦労の多い日々を送らざるを得なくなる。


「……というわけでジェレイドさま。はっきり申し上げまして何もかもが足りません。食料も深しん刻こくですが、馬についてもだいぶ厳しくなってきました。何しろヘルヴォル隊用の馬と、その予備、それから作業用に使う馬だけで千頭近くにもなります。一頭が一日少なく見積もっても一いつ貫かん（約三・七五キログラム）の飼葉を食べるわけですから、これが千頭となると毎日最低でも荷馬車十台分以上の飼葉が必要となります。毎日ですよ毎日。しかもボルネリア領からここまでの距きよ離りがおよそ──って、聞いてますか。ジェレイドさま」


　トゥールスレン城じよう砦さいの執しつ務む室しつで机つくえに向かっていたジェレイドは、突とつ如じよ咳せき込こむ素そ振ぶりを見せ、口元を手で押おさえた。


「うー。ごほんごほん。はっ。手に血が！」


「わざとらしく現実から逃にげるのはお止やめください。この後に会議も控ひかえているのです、そろそろ病気のフリは止めてしゃきっとなさってください」


「……身も蓋ふたもありませんね、オリビア」


「残念ながら現実から目を逸そらす暇ひまなんてありませんので。で、どうするんですか、これ。次の収しゆう穫かく期きまでの兵ひよう糧ろう確保を優ゆう先せんするとなると、あと一月ほどで飼葉に回す予算はなくなります。飼葉だけではありません、馬に回す塩だって必要なんです」


「それは困こまりましたねえ」


　ジェレイドは机に頰ほお杖づえを突つき、現実から目を逸らしてるとしか思えない顔をして言った。その態度はもちろん全然困っているようには見えない。


　見た目だけならば充じゆう分ぶん美人の範はん疇ちゆうに入るであろうオリビアの顔から、このところすっかり笑みが消え、人を近づけさせない雰ふん囲い気きさえかもし出しているのはこの辺りの事情が大きい。
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「あの、ジェレイドさま。本当に状じよう況きようは深刻なのです。なんとかして頂いただけませんか」


「無い袖そでは振れないといいますからねえ。とりあえずもう夏ですし、この辺りはだだっ広い平原です。馬についてはその辺の草を食わせておけばもちませんかねえ」


「無理です。わたしよりもよくご存知でしょうに」


　自然の馬は飼葉など食べず、雑草だけで暮くらしている。


　だが軍馬となれば、雑草だけでは足りない。馬力が出ないからだ。だからこそ、労力を費やして栄養価の高い飼葉を用意する必要がある。解放軍が使っている馬は隣りん国ごくエディンバラ産で、生来の頑がん健けんさがあるだけまだマシな方だ。


　塩も必要だ。馬に運動させているときはいいが、そうでないときは塩を舐なめさせることで馬に喉のどの渇かわきを覚えさせ、水を飲ませる必要がある。そうしないと便べん秘ぴになってしまい、簡単に体調を崩くずしてしまうのだ。


「……分かりましたよ。オリビア、とにかくあと一月はなんとかなるんですね？」


「はい。一応は。もしくは、もう少しまともな相場で物資が買えるようになればいいんですが」


　現在のところ解放軍はベールセール王国にとって最大の敵である。ゆえに、もちろん王国は国内の商人に対し、解放軍との取引を禁止する措そ置ちを取っている。


　だが蛇じやの道は蛇へびである。解放軍にもある程度の財力はあるのだ。何年にも亘わたって何十万という領民から税を搾しぼり取とってきたボルネリア侯。解放軍はその財産の多くを接せつ収しゆうしたのだから。


　その金を狙ねらって、取引禁止令を無む視しする危険を冒おかしてでも接せつ触しよくをはかってくる商人は少なくはない。オリビアの父もその一人だ。


　中には解放軍に援えん助じよすることでベールセール王国全体の弱体化を計るためだろう、他国の回し者と思おぼしき商人が無む償しようで援助してくれることもあった。


　だが、基本的に解放軍と取引してくれるような商人は、総じてこちらの足元を見ている。ただでさえ内乱が起きてあらゆる物価が値ね上あがりしているご時世だ。その上に足元を見られれば、あらゆる軍ぐん需じゆ物資が値上がりするのは当然だった。特に、解放軍の支配地ち域いきは内陸部にしか及およんでいない。こうなると必然的に塩のような物資は高くなる。


「まあ物価の高こう騰とうについては仕方ありません。それより、例の資材は予定通り到とう着ちやくするんですね？」


「はい。それについては明日から順次到着する予定です」


「分かりました。では、とにかくあと一月だけはもたせてください。あとはどうにかなると思いますので」


　常識的に考えれば、それはあまりにも不ふ真ま面じ目めな返答だった。


　兵糧や飼葉がなくなれば戦争どころではない。その重要な問題に対し、この男はこう言ったのだ。どうにかなると思います、と。


　だが、ジェレイドと会ったばかりの頃ころはそういった態度に面食らったものの、今は違った。オリビアは知っていた。この男がどうにかなると考えているのなら、本当にどうにかなるのだと。


「また何か、策を講じられたのですね？」


「まあそういうことです。以前から布石はしておいたんですけどね。我われながらあまりに悪どいので躊ちゆう躇ちよしていたんですが……。そうも言っていられなくなる可能性が大きくなったので、最後の仕上げをしてしまいました」


　ジェレイドがここ数日、病気の治ち療りようと偽いつわって一いつ切さい人前に出ず、人知れず何かをしていたことはオリビアも知っている。恐おそらく、そこで何か決断を下さなければならないようなことがあったのだろう。


「それにしても、一体何をなされたのですか？　ジェレイドさまがそれほどまでに躊躇なさるなんて……」


「珍めずらしいですか？　確かにこれまでも腐くさるほど悪事を働いてきたわけですからね、今いま更さら聖せい人じんぶっても仕方ないですが」


「そんな、拗すねないでください」


　ジェレイドは自じ嘲ちようするように力なく笑った。


「とにかく、こればかりは言えません。たとえあなたであろうと軽けい蔑べつされかねませんしね。他の皆みなにも、けっして何も言わないでください。ただ、僕が地じ獄ごくに落ちるということだけは間違いないでしょう」


「……分かりました」


　オリビアとしてはジェレイドの苦く悩のうを感じ取る一方で、自分だけにはそんな話をしてくれたことが嬉うれしくもあった。この人は自分を特別扱あつかいしてくれているのだと。あるいはただ自分が補給の責任者だからというだけの理由かもしれないが。


「ですが、わたしはジェレイドさまがなさることには必ず意味があると思っています。ジェレイドさまは地獄になんて落ちません。わたしはその策が必ず人々のためになると信じてますから」


「ありがとうございます。今回ばかりは本当に弁解の余地もないんですけどね、お気き遣づかいには感謝しますよ。さて……ではそろそろ会議の時間ですね。行きますか、オリビア」


「はい」





　ジェレイドの後に従したがい、部屋を出る。


　ジェレイドとオリビアについては陰かげながら言われていることがあった。二人は男女の関係ではないのかという、下世話なものだ。


　外から見ればそう見えるのだろう。ジェレイドもオリビアも独身だし、年ねん齢れいもほぼ同じである。しかも秘書に等しいオリビアは、今のようにいつもジェレイドと二人でいることが多い。


　だが、実際のところそんな兆ちよう候こうは微み塵じんもなかった。


　あるいはもしジェレイドに求められれば、オリビアも応じていたかもしれない。オリビアから見て、ジェレイドは尊敬と敬愛に値する人物だったからだ。


　しかしどれだけジェレイドの傍そばにあっても、色いろ恋こい沙ざ汰たに発はつ展てんするような事は起こらなかった。


　そもそもジェレイドはどうも女を見ようとしていない。いや、より正確に言うなら、生きている女性を見ようとしていないようなのだ。


　恐らく、昔の女が忘わすれられないのでは──というのはオリビアの女の勘かんだった。


　ちなみに、似たような下げ賤せんな噂うわさで、ジェレイドと〈風の戦いくさ乙おと女め〉の関係を疑う者もいた。もっとも、なぜかそちらはより具体的な噂になる前に消え失うせてしまうことが多かった。恐らく、二人の性格があまりにも違うということが傍から見ているだけでも分かるからだろうというのがオリビアの見立てであった。





　　　　　２





　ジェレイドが会議室に足を踏ふみ入いれたとき、起こったのは安あん堵どのため息だった。


「よかった、ご無事だったのですね！」


「誰だ、ジェレイドさまは起き上がれないほどの重病だとか言ったのは！」


　思わず内心で首をかしげる。なぜこんなに心配されているだろうかと。


　無む論ろん、心当たりはあった。以前、兵士たちの前で血を吐はいて倒たおれたこと──それがまだ影えい響きようを残しているのかもしれない。


　だが、それは味方を引ひき締しめるための計略だったということにして誤ご魔ま化かしたのだ。少なくともこの会議室に入れるような幹部級の者は全員そのことを知っているはずである。


　──やっぱり一度も顔を見せないっていうのはまずかったですかね。


　ジェレイドはこの数日の間、トゥールスレン城じよう砦さいを離はなれていたため、兵士たちの前にまったく姿を現さなかった。恐らく、それが起き上がれないほどの重病だという噂を裏うら付づけることとなり、こんな反応が起こってしまったのだろう。やはり指し揮き官かんたるもの容易に陣じんを離はなれるべきではありませんねと、内心で反省する。


「ええ。僕は何の問題もありませんよ。ですが少々疲つかれが出たのは確かでしてね。いずれにせよ、もう大だい丈じよう夫ぶですから余計な心配は無用です。兵士たちにもそう伝えてください」


　姿を隠かくしていた数日の間に〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と会談していたなどといえば、誰もが腰こしを抜ぬかすだろう。


　やがて会議が始まった。一人の少女の声によって。


「どうぞ。今日はさくらんぼです」


「ありがとう、ソフィア」


　ジェレイドの前に赤いさくらんぼが盛もられた木の器うつわが置かれる。


　ソフィアが気を利かせていつも用意してくれる間食だ。これがあって初めて会議は始まるのだ。少なくともジェレイドの中では。


　こんなものを食べながら会議しているところを王国軍の騎士などが見れば、さすがは百ひやく姓しようどもの集会だと、さぞ笑うことだろう。事実、似たようなことを言ってこの習慣を止やめるべきだと提案した者は解放軍の内部にもいた。


　だが、ジェレイドからすればそんな意見は馬ば鹿からしいの一言だった。だって、ずっとしゃべってると喉は渇かわくし、甘あまいものも欲ほしくなるじゃないですか──という単純にして明解な主張をされれば、あえて反論しようという者もいなかったのである。





　最初の議題が出された。


　一人の男が立ち上がって報告を始める。


「先日の戦いにおける被ひ害がいがほぼ確定しました。死し傷しよう者しやは四三八二名。その内死者の数は一五〇〇といったところです。それと、まだ白魔術による治ち癒ゆでも完治していない重傷者が二〇〇〇人はおります」


「……頭の痛い数字ですね」


　重い空気が議場を支配した。三五〇〇人の戦線離り脱だつ。全軍の二割を超える数字だ。


　しかしジェレイドにしてみれば、まだ少ない方だったとも思える。それほどにトゥールスレン平原における戦いは圧あつ倒とう的てきに劣れつ勢せいだったのだ。もし〈風の戦乙女〉が敵てき将しようの首を取り、最終的に王国軍を退たい却きやくに追い込むことができていなければ、この倍の犠ぎ牲せい者しやが生まれていたことだろう。


「しかし僕たちは王国軍と正面から戦ったのです。不ふ謹きん慎しんな言い方になってしまいますがこの程度の損害は予測の範はん囲い内ないです。みなさんもくれぐれも兵士たちに動どう揺ようを見せることのないようにしてください。さて、気分を変えて次の議題に移りましょう。他に報告すべきことはありますか？」


　別の人物が手を上げ、報告を始める。


「朗ろう報ほうです。先の戦いで王国軍を退却に追い込んだ効果があったのでしょう。我わが軍への志願者が、ここ十日ほどで三千人を超こえました」


　今度は先ほどと逆に安堵めいた歓かん声せいが上がる。


　もっとも、ジェレイドの表情だけは微塵も変化がなかった。


　先の戦いにおける目的の一つは、解放軍が王国軍と互ご角かく以上に戦えると示すことでまだ様子をうかがっている農民たちを仲間に引き入れることだったのだ。


　そして事実、王国軍を退却に追い込むことに成功したのだから、志願兵が増えるのは当然である。むしろ三千という数字は少ないとさえ思う。恐らく今後も多少は増えるだろうが。


　だがそれは、今以上に農村の働き手を奪うばい、戦死者を増やすということでもある。そのことを考えると、到とう底てい喜ぶ気分にはなれそうにない。


　そうしている間にも、議題は次に移り、別の報告が上がる。


「王国軍はブライアン将軍の後任となる新たな将軍を任命しました」


「それは聞きき捨ずてなりませんね。どのような人物ですか？」


「は。ディルヴィレン侯こう爵しやくという貴族をご存知でしょうか。その次男ということです」


「…………」


　思いもよらぬ情報だった。その意味するところを悟さとったジェレイドの顔から、表情そのものが消えていく。


「ほう。それなら知っておりますぞ」


　と、声を上げたのはベルハルトという元騎士だった。


「確か名をフィリップというかなり若い騎士です。年齢はまだ二十そこそこのはずですが」


「それはまた若いわね」そう言ったのは、〈風の戦乙女〉ことミーアだった。「そんな若わか造ぞうを将軍にするなんて、いよいよ王国軍の人材も底をついたのかしら……って言いたいところだけど、よく考えたら年齢についてはあたしたちも人のことは言えないものね」


　小さい笑いが起こった。


　何しろジェレイドですら二十三歳、ミーアに至いたっては二は十た歳ちにすら届いていないのだ。年齢だけで人の器を計ることが愚おろかだということは、解放軍の者なら誰もが知っている。


「ごもっともですね」と、ジェレイドも頷うなずいた。「むしろ僕たちが問題にすべきは、侯爵という王国に名立たる大貴族の息むす子こが将軍になったということです。これまで我々はベールセール王国全体を敵に回していたとはいえ、実際に戦っていたのは国王直属の軍隊が中心でした。しかし今後は貴族も腰を上げてこれに加わる公算が高くなったというわけです。残念ながら、また不利な条件が一つ増えたと言わざるを得ませんね」


「確かに、このところ王国軍の陣地には連日のように援えん軍ぐんが到着しているそうです。前回の敗戦の衝しよう撃げきも薄うすれ、日に日にその士気は高まっているとか」


「王国側にしてみれば、これ以上反乱を放置することは国の威い信しんにもかかわってきますからね。貴族の力を借りてでも決着を付けたいということなのかもしれません。この分ですと、半月と経たたずにまた決戦を挑いどんでくることでしょうね」


　ジェレイドが言葉を口にするにつれ、会議場は重苦しい雰囲気に包まれていった。


　その雰囲気を、あえてジェレイドは払ふつ拭しよくしようとはしなかった。解放軍は前回どうにか勝利と言えなくもない戦いを展開した。その事実にあぐらをかいて図に乗るよりは、多少空気が重くなろうと現実をしっかりと把は握あくしておくべきなのだ。


　中指を伸のばして眼め鏡がねをかけ直す。


「いい機会ですのでお話ししておきましょう。実のところ僕たち解放軍は、王国軍にあることをされると簡単に敗北してしまうのです」


「あんたが言うと冗じよう談だんに聞こえないわね。どういうことよ？」


　ジェレイドをただ一人あんた呼よばわりできる存在──〈風の戦乙女〉が訊きき返す。


「僕たちは現在、いくばくかの地域を支配下においているとはいえ、それすらも広大な王国北部のほんの一部に過ぎません。すぐ周りには、私し兵へいを持った貴族たちが大勢控ひかえています。もし彼らが団結して四方八方から我々に攻せめかかって来れば、それだけで僕たちはもうおしまいなんです。このトゥールスレン城砦ぐらいは守りきれるかもしれませんが、ボルネリア領は守りきれません。本ほん拠きよ地ちを奪われた僕たちは、戦うどころではなくなってしまいます」


　議場の空気が一いつ層そう重くなったような気がした。


「じゃあ、なんで王国軍はそうしようとしないのよ？」


「簡かん単たんですよ。彼らは自分の足元が不安だからです。僕たちは農民風ふ情ぜいでありながら侯爵を倒たおして今の勢力を築いたんです。近きん隣りんの領主たちは自然とこう考えるでしょう。侯爵ですら所有物であるはずの領民に倒されたのだ、次は自分が危あぶないのでは──とね。こうなると、そう簡単に自分の身を守る私兵を他所へ進軍させることなどできません」


　そう、腐くされきった貴族たちが、好き好んで苦労を買って出るようなことをするわけがない。彼らは自分に火の粉が降ふりかからない限り動くことはないだろう。


　ジェレイドも周囲の農民たちを煽あおることで意図的にそういう状況を作り出したのだ。つくづく、自分は地獄に落ちなければならないと思う。


「もう一つ付け加えれば、ボルネリア領には信しん頼らいできる将と数千の兵を置いています。それを打ち破るには貴族が一人や二人攻せめてきたところで大した脅きよう威いではありません。一方で、北部一帯の貴族をまとめあげるような統率力を持った者などいませんからね」


「でも今回、貴族の息子が将軍になったってことは、貴族たちが重い腰を上げたってことでしょ？　なら今後はその最悪の事態になる可能性もあるってことじゃないの？」


「いえ、当分は大だい丈じよう夫ぶでしょう。ディルヴィレン侯ならば貴族たちに号令をかけることもできたでしょうが、彼はそうしようとはせず、わざわざ息子を将軍にする道を選びました。つまり、彼らはあくまで国王の指揮下で動くことを選んだんです。これには三つの利があります。一つ、王国からの援助を受けやすいこと。二つ、自分たちの功を国王に見せ付ける機会を作れること。そして三つ目、あくまで国王の立場を尊そん重ちようするということで、国王に貸しを作れるということです。他の貴族が動きだす可能性もなくはありませんが、今になってディルヴィレン侯や国王を無視する形で貴族たちを統率するようなことをすれば余計な恨みを買うだけです。ですから当分は最悪の事態に陥おちいることはないでしょう」


　それは噓うそではなかったがある事実を隠いん匿とくしてもいた。


　確かに当分は最悪の事態に陥ることはない。しかし、もし自分の息子が敗北するようなことになれば、ディルヴィレン家の威信と名めい誉よにかかわる。そうなればディルヴィレン侯も躊ちゆう躇ちよすることなく、解放軍にとって最悪の戦略を取るであろうこともまた容易に予測できるのだ。


　しかし、さすがにそこまでは口に出せなかった。解放軍が敗北しようが勝利しようが未来がないなどという話をすれば、さすがに士気にかかわるからだ。


「ただですね。逆に言うと、僕たちもあることをすれば向こう何年でも軍勢を維い持じし、王国を苦しめることができるのですよ」


　そんな都合のいい方法があるのかと、たちまち自分に向けられているたくさんの目にわずかながら希望の灯ひがともる。


　これは少し虫のいい言い方をし過ぎましたかね、と反省する。しかしこれだけ期待を集めてはいまさら口にしないわけにはいかなかった。


「簡単ですよ。騎行戦術……とは少し違いますが、今すぐこの城砦を出て広大な王国を駆かけ巡めぐるんです。進路上に存在するすべての街や村から容よう赦しやなく金や食べ物を略りやく奪だつしながらね」


「そんなこと、できるわけないじゃない」


　部屋に集まった人々の気持ちを代弁するように、〈風の戦乙女〉が言った。


「まったく仰る通りです。王国を苦しめることはできるかもしれませんが、そんなことをすれば僕たちに手を貸す者などたちまちいなくなり、間違いなく末路は悲ひ惨さんなものとなるでしょうね」


　ここでジェレイドは、目の前にある皿からさくらんぼを一つ取って口に含ふくんだ。


　たちまち甘あま酸ずっぱい果か汁じゆうが口いっぱいに広がる。


　これこそがジェレイドが会議のためにソフィアに果物を用意させる最大の理由だった。


　こうやってただひたすら勝つためだけの血も涙なみだもない戦略を口にしていると、自分が一体何のために戦っているのかが分からなくなるときがある。それゆえの果物なのだ。農民たちが額に汗あせを流して作り上げた高価な食べ物。この食べ物をより多く作りだし、より多くの人々の口へ運ぶことこそが自分たちの最終目的だということを思い出させてくれる。


　だが、そんなことに思いを馳はせていられるのも一瞬だけだ。すぐにまた合理性のみを追求した冷れい徹てつな指導者に戻もどらなければならない。


　ジェレイドは眼鏡をかけなおすと、なおも続けた。


「ようするに何が言いたいかというとですね、方法というものはいくらでもあるということですよ。はっきり申し上げまして僕たちの現状はかなり悪い。今まではどうにか僕たちの方が数だけは勝まさっていました。しかし兵や装そう備びの質といった点では王国軍に遅おくれを取っており、先の戦いもどうにか退却に追い込むのが精せい一いつ杯ぱいでした。ところがです、今度は国王の軍隊に貴族までもが加わるというわけです。我々の元にも相変わらず志願兵は集まっていますが、それでも足りないでしょう。今度は数の上でも劣れつ勢せいになるわけです」


　不安要素を次々と並ならべていく。〈風の戦乙女〉でさえ難しい顔を崩くずさず、部屋の空気はいよいよ重くなっていた。


　それがジェレイドの技わざだった。あえて人々を不安の極きよく致ちに立たせた後に、ただ一つの希望を与えるのだ。そうすれば誰もが最後の希望にすがって必死に戦う。人間とはそういうものなのだ。


「ですがそれでも、まだ戦いようはあります」


　案の定、その一言を口にしただけでまた人々の目に希望が宿る。


「前回の戦いでは、僕らは不利を承知で王国軍と正面から戦わなければなりませんでした。兵士たちに実戦を経験させる必要もありましたし、僕たちは実績を上げねばなりませんでしたからね。しかし次は違います。僕らには防ぼう御ぎよに優すぐれたこの城砦がある。今度こそ、これを使わない手はありません」


「しかしジェレイドどの」と、ベルハルトが口を挟はさんだ。「以前、籠ろう城じようとは援軍があるときに行ってこそ意味があると仰おつしやったはずだ。ただ籠城していて状況に変化が生じるとは思えぬが。それともボルネリア領に残してきた虎とらの子の部隊を呼よび寄よせると仰るのか？」


　さすがに元騎士だけあって冷静な意見だった。


「もちろん、ただ籠城しているつもりはありません。僕の目的は王国軍を疲ひ弊へいさせることにあります。まずはこの防ぼう御ぎよ力りよくの高い城砦に敵の攻こう撃げきを誘さそい込こみ、そして臨りん機き応おう変へんに撃うって出るのです。ですが、それを実行するには今のままでは難しい。僕が王国軍だったら、わざわざこんな城砦なんて攻撃せず、全軍で包囲して兵糧攻めにしますからね。ですので、王国軍がそのような戦略を取れないようにこちらも準備します。具体的に言うと、この城砦の東西に、それも矢のぎりぎり届とどく距きよ離りに砦とりでを──出で城じろを一つずつ作るのです」


　ジェレイドの説明は次のようなものだった。


　現在、解放軍には兵士の他に、その家族である非ひ戦せん闘とう員いんが合わせて二万人近くもいる。その全員をトゥールスレン城砦に収しゆう容ようすることは不可能というわけではないが、かなりの窮きゆう屈くつを強いられる。窮屈というだけならいいが、トゥールスレン城砦が供きよう給きゆうできる水の量は限られているのだ。必ず衛生的な問題が生まれるし、兵糧攻めをされれば地獄絵図が展開されるだろう。


　何より、籠城中に城砦が完全に包囲されてしまうと撃って出るのが困難だ。城じよう門もんから一度に出しゆつ撃げきできる兵の数には限りがある。なまじ撃って出ようとすれば外で待ち構えている王国軍に各個撃げき破はされるだけだ。それでは解放軍最強の切り札〈風の戦乙女〉率いるヘルヴォル隊を活いかすこともできない。


　それゆえに、城砦の東西に新たに砦を二つ作るのだ。


　砦といっても石を積み上げて作るような頑がん丈じようなものではない。地面を掘ほり下さげて深い堀ほりを作り、その土を盛って高台を作り、さらに先せん端たんを尖とがらせた丸太の壁かべで囲い、吊つり上あげ型の門を作るだけだ。門を倒たおせばそれ自体が堀を越こえる橋となる仕組みだ。


　トゥールスレン城砦に比べれば防御力ははるかに低いが、攻せめ落おとすとなればそれなりの損害を覚かく悟ごしなければならない──そんな砦である。


　それができれば状況は一気に改善する。まず、トゥールスレン城砦を包囲することは困難となる。北側と南側はともかく、東側と西側には別の砦があるのだ。前後から攻撃を受けながら包ほう囲い網もうを作ることなどできない。


　逆に、解放軍側はトゥールスレン城砦の東西に自由に動き回れる空間を作ることができる。そこに兵を展開してから攻こう勢せいに移れば、各個撃破される可能性は減る。あるいは三つの砦すべてをまとめて包囲してくる可能性もあるが、そうなれば必然的に包囲網は薄うすくならざるを得ない。つまり兵力分散の愚ぐを敵に犯おかさせることができる。


「こうなると王国軍が取れる手段は限られてきます。まずは兵力を一点に集中して東西どちらかの砦を落としにくるでしょう。ですが三つの砦が連れん携けいを崩さない限り、そう簡単に陥かん落らくすることはありませんし、仮にどちらかの砦が陥落してもこの城砦に逃にげ込こむことができます。こうして敵に出血を強制し、然しかる後に撃って出るというわけです」


　それは人々の目から鱗うろこを落とすには充分な合理性を伴ともなっていた。


「しかし数千の兵が駐ちゆう屯とんできる砦となると、かなりの規き模ぼになるはず。その資材はどうするのですか」


　千人長の一人が言った。


　ジェレイドはその質問に答えず、代わりにオリビアに視し線せんを送った。


　その意を受けたオリビアが立ち上がる。


「ご安心ください。築ちく城じように必要な資材は明日から順次届くことになっています」


　その手回しのよさに、感かん嘆たんのどよめきが起こる。


「付け加えますと──」と、オリビアは続けた。「このトゥールスレン平原にもまばらですが木が生えています。そういった木材は敵にとっては攻こう城じよう兵器の材料になるだけです。出来る限り切きり倒たおして建築資材の足しにしてください」


　いささかけち臭くさい発言だったが、補給の責任者として日々眉み間けんに皺しわを寄せているオリビアに言われれば、誰も笑うことなどできなかった。


　ジェレイドが言葉を引ひき継つぐ。


「そういうわけですので、明日からは兵の訓練より築ちく城じよう作業を優先して行うこととします。僕たちの本職は土いじりですし、人手もいくらでもあります。少なくとも王国軍が決戦を挑んでくるまでには余よ裕ゆうを持って完成させられるでしょう。以上が僕たちの今後の基本方ほう針しんです。他に議題もないようでしたら、今日はみなさんも早めに休んでください。明日から力仕事が待ってますからね」


　それが、締しめくくりの一言となった。





　会議場を出て行く者は、誰もが多少は希望を伴った表情をしている。


　その光景を見ながら、ジェレイドはただ一人悔かい恨こんに似た想おもいに悩なやまされていた。


　出城を作り、より攻こう撃げき的てきな籠城を行う。現状では解放軍が取り得る最善の策である。それは確かだ。


　だが、もう一つ──。


　これはオリビアに断だん片ぺん的てきに言っただけでミーアにすら教えていないことだが、ジェレイドにはもう一つ目論見があった。その目論見どおり事が運べば、出城を作るようなこともせず、ただトゥールスレン城砦に籠こもっていれば兵糧が尽つきる前にこの反乱劇げきを終わらせることもできるのだ。ある状況の変化さえ起これば。


　その変化が起こる可能性は高い。ジェレイド自身がそうなるよう手を回し、つい先日最後の仕上げを施ほどこしたばかりだからだ。何をしたのかをミーア辺りに知られれば、今度こそ冗じよう談だん抜ぬきで殺されかねない、悪逆無道、独ひとり善よがりにして将来地獄に落ちることが決定するような、そんな手を。


　もっとも、これについては絶対確実とは言えないのだ。誰も彼もが馬ば鹿かではなく、こちらの考えを見み越こしている者がいるという可能性は否定できない。出城を作り、出来る限りの態勢を整えておくのはそれゆえの措そ置ちだった。


　ただ一つ確かなことは、どう転んでも確実に大量の死傷者が出るということだ。最悪の場合、解放軍の総数よりはるかに多くの死者が出る恐れだってある。だがどれほど知ち恵えを絞しぼろうと、これ以上虫のいい考えは浮うかばなかった。


　それでも、もし事がうまく運べば、もう少しばかりの戦いの後、すべてが終わり平へい穏おんすら訪おとずれるかもしれないのだ。賭かけ事ごとは、賭ける額が多いほど見返りもまた大きい。やってみる価か値ちはあるはずだった。





　　　　　３





　翌日、解放軍の間ではある出来事があった。


　彼らの統率者であるジェレイドが、久しぶりに兵士たちの前に姿を現したのだ。


　ジェレイドについては血を吐はいて倒たおれたという話がまことしやかに兵の間に広がり、しかもその話を裏付けるかのようにジェレイドはここ数日兵の前に姿を現さなかった。そのジェレイドがトゥールスレン城砦の城じよう壁へき上に姿を現したのである。〈風の戦乙女〉と共に。





　兵士たちは一様に歓声を上げ、そして晴れ晴れとした表情になって元の作業に戻っていった。トゥールスレン城砦の東西にそれぞれ一つずつ砦を作るという作業に。


「建設は順調のようね」


　ミーアは風になびく髪かみを押おさえながらその光景を眺ながめていた。


　彼女の後ろには護衛役のルークの姿も見える。とはいえ、このようなときにルークが口を挟はさむことはない。いつも思うことだが、つくづく不思議な間あいだ柄がらの二人である。


「ええ。みんな元農民ですからね。槍やりの訓練よりは土いじりの方がよっぽど手慣れてるというわけです」


「ところでジェレイド。一つ聞きたいことがあるんだけど」


「さて、なんでしょう？」


　ミーアは視線を城壁の外ではなく、中へと向けた。


「あのドワーフたちは何なの？」


　彼女が指を差した先には、城砦の中央へ入っていくずんぐりとしたドワーフの一団が見えた。


「ああ。彼らは僕が雇やとったんですよ。ドワーフが高い土木技術を持ってることはご存ぞん知じでしょう？　ですから、彼らに城砦の内部の修復をお願いしようと思いまして」


「へえ。でも変ね。オリビアがいっつもお金がないお金がないって嘆なげいてるのに、よくそんな余裕があったわね？　大体、ドワーフの手を借りないと直せないようなところなんてあったかしら？」


「……目め敏ざといですね。実は、いささか特別な理由がありましてね。まあ、あなたにだけは話しておきましょう」


　途と端たんにミーアが疑うたがいの眼まな差ざしを向けてくる。


「……また何か企たくらみごと？　あんたもいい加減、よくやるわね」


「お褒ほめに与あずかり光栄ですよ」


　ジェレイドは笑って眼鏡をかけ直した。


「彼らに頼たのんでいるのは、この城砦の中から外へと続く秘密の脱だつ出しゆつ路ろを作ってもらうことです。かなりの距離ですが、彼らの技術なら可能だそうですから。それに築城中の今なら、掘ほり出だされた大量の土ど砂しやも秘ひ密みつ裏りに処しよ分ぶんしやすいですからね」


　ミーアの顔が曇くもった。


「つまり、今度の戦いくさじゃそんなに負ける可能性が高いってわけ？」


「そこまで深く読み取らないでください。負ける可能性なんていつでもあるでしょう？　ただ、今度は籠城戦になるわけですからね。しかも、この城砦には多数の非ひ戦せん闘とう員が逃にげ込むことになります。ご存知ない方が幸せですが、物資の尽つきかけた、それも人の大勢いる城というのは地獄絵図に等しいんですよ。ですから、状況によってはその通路から人々を逃がすことに──いえ、言葉を言い繕つくろっても仕方ありませんね。追おい払はらうことになります。邪じや魔までしょうから。そのために必要なら、武器の質を落としてでも資金を捻ねん出しゆつしてドワーフを雇やとうというわけです」


「…………」


　今度ばかりはミーアも「弱者を切きり捨すてる気なの？」と問とい詰つめることはできないようだった。


　無理もない。非戦闘員に兵糧攻めの地獄を味わわせるよりは、多少無責任のように思えても外へ追い出す方が多分いいのだ。


「ミーア。そんなに厳きびしい顔をしないでください。大だい丈じよう夫ぶ、あれはあくまで最悪の状況に備えての保険です。一応、どうにかなる算さん段だんはつけてありますので」


「……だといいんだけど」


「それより、本題に入りましょう。状況は落ち着いてきましたので、そろそろ例の件について話をしたいと思います」


「それであたしを呼んだのね。そういえば、実際に〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と会ってきたんでしょ？　どうだったの？」


「そうですね。誠せい実じつな騎き士しという評価は間違っていないとは思います。何しろ目の前に僕という最大の敵がいながら、話し合いに来た者を殺すことは騎士道に反するとかいう理由で最後まで殺さなかったんですからね。まあ躊ちゆう躇ちよはしてたようですが。信じられない話ですよ、僕さえ殺せば反乱は終わるし、恐らく彼にとっても最大の功になるはずですから」


「って、ちょっと待ってよ。じゃあまさかあんた、〈赤の悪魔憑き〉の前で身分を明かしたっての？」


「ええ。たとえそうしても僕を殺さないような気はしましたから」


　さすがのミーアも開いた口がふさがらない様子だった。


「……ちょっとは自重しなさいよ。今あんたに死なれたら、あたしたちは逃げ散るぐらいしかできないんだから」


「ええ、分かってますよ。ですがおかげでアレスの人となりがよく分かりました。騎士道に殉じゆんじているのは確かですが、少々石頭になっていますね。僕が何を言っても王さまを信じて武器を捨すてて話し合いに応じろ、そうすればうまくいくと、そればかりでしたから」


「ちょっと意外ね。もう少し広い見方のできる相手だと思ってたけど」


「そうでもありません、彼の立場からすればそれが当然というべきですからね。何しろ騎士といえば主に忠誠を尽くすのが仕事です。その彼にできることといえば、主たる国王との仲立ちをするのがせいぜいでしょう。むしろそれ以上のことをするのは分不相応というもの。ましてファノヴァール家といえば、四代に亘わたって王家に忠義を尽くしてきた家か系けいですからね」


「なるほどね。生まれついての飼い犬ってわけ？」


「まったくその通りですが。やけに辛しん辣らつですね」


「当たり前でしょ。あいつ一人のおかげでどれだけ苦労させられてると思う？」


「ごもっともです。とにかく、彼を説得することは今は無理のようです。しかし彼はまだ二十にも満たない若わかさですからね。その若さゆえに妄もう信しん的てきに王家に忠義を尽くしているだけであって、もう少し時間を与えて世界を見せればあるいは考えも変わるかもしれません。ただ最大の問題は──」


　ジェレイドは眼鏡をかけ直した。


「僕たちにそんな時間はないということです。〈赤の悪魔憑き〉は来きたるべき王国軍との戦いに必ず現れるでしょう。それまでに排はい除じよしなければ、僕たちの勝率は確実に下がります。正直、未いまだに馬ば鹿からしいと思うんですけどね。たった一人の騎士をこうも恐れなければならないとは」


　不意に、ミーアは笑った。


「何かおかしいですか？」


「いえ、きっと王国軍も同じように考えてるんだろうって思って。ほら、農民の集団がここまでやってこれたのはたった一人のジェレイドとかいう男がいたせいでしょ？」


「……なるほど」


　意外な盲もう点てんでしたね、とジェレイドは自じ嘲ちようした。人のことは冷静に分ぶん析せきできても、自分のこととなるとかえって気付かないことが多いものらしい。


　ミーアは指を口に当てて呟つぶやいた。


「でもそう考えると、そろそろあんたにも暗殺者の一人や二人来てたっておかしくないわね」


　物ぶつ騒そうな言葉に、苦く笑しようする。


「まあその辺は一応こちらも警けい戒かいしてますしね。総そう大だい将しようがそう簡単に暗殺できるなら、ボルネリア侯や国王陛へい下かだってとっくに暗殺してます。しかし〈赤の悪魔憑き〉は、幸いなことに未だ一いつ介かいの騎士に過ぎません。やってやれないことはないでしょうし、やるなら今をおいて他にないでしょう」


　ミーアの顔に真剣さが戻る。


「じゃあ、やるのね？　暗殺を」


「ええ。ただ、問題は人選です。我が軍最強と言えばあなたですが、まさか天下の〈風の戦乙女〉に暗殺をやらせるわけにはいきませんし、築城作業中の兵士たちを守るには、機動性に富んだヘルヴォル隊が必ひつ須すです」


「正直、助かるわね。あたしもあいつだけは殺せる気がしないし、できることなら二度と相手はしたくないもの」


「ええ。あのディオールでさえアレスには歯が立たなかったといいます。となると力押おしでは無理でしょう、ここは知略に長たけた者に任せようと思います。誰か適任者を知りませんか？」


「うーん、あたしはあんまりそういうこと詳くわしくないんだけど。ベルハルトに聞いた方がよくない？」


「確かに彼なら詳くわしいでしょうが、ベルハルトは元騎士でしょう？　暗殺なんて汚きたない相談はあまりしたくありません」


「そっか。それもそうね……」


　しかし、いくら二人で頭を悩ませても候こう補ほ者しやの名前一つ上がることはなかった。


　これは不興を買うことを承知でベルハルトを呼ぶしかないだろうかと、ジェレイドも本気で考え始めた、そんなとき。


「それならカークウッドなんてどうだ？　第三大隊の千人長の」


　今までずっと黙だまっていたルークが、不意に口を開いた。


　必要以上に口を開くことのないルークだが、その分必要とあれば躊躇しないらしい。いずれにせよ、今はありがたい情報だった。


「カークウッド？　すいません、全員の名前を把は握あくしてるわけじゃないんで分からないんですが、どういった人物なんでしょう？」


　ルークの説明は次のようなものだった。


　カークウッド。決して武人肌はだの人物ではない。


　元々は第三大隊の百人長だった。しかし千人長が戦死したために指揮を引ひき継ついだのだという。


「そこからの戦いぶりは見事なものだったらしい。攻せめるときに攻め、退くべきときに退く戦いを展開することで敵に打撃を与える一方、味方の被害を極力減らしたと聞いている」


「……なるほど。そういえばそんな報告があったような気がしますね。試ためしに面談するぐらいの価値はあるでしょう。ミーア、ちょっと呼んでもらえますか？　第三大隊なら、西側の砦とりでの築城作業をやってるはずですから」


「分かったわ」


　ミーアは城壁の端はしに立つと、手を高く掲かかげ、眼下の兵士たちを見やった。


「シルフィードの名において命じる。彼の者たちにあたしの声を届とどけて」


　周囲の空気が文字通りざわめき出す。風の精せい霊れいに干かん渉しようしているためだ。


「行きなさい、シルフたち！」


　そして、まるで風の精霊たちの進路を示すように手を振ふり下おろす。


　風が吹ふいた。ミーアから、眠下の兵士たちに向かって。


　その風に髪かみをなびかせながら、ミーアは口を開いた。


「第三大隊カークウッド千人長。ジェレイドの命令よ、至し急きゆうここまで来るように」


　傍はたから見ていると何をしているのやらよく分からないが、ミーアは今、風の精霊に命じて自分の声を兵士たちにむけて飛ばしたのだ。


　その証しよう拠こに、眼下の兵士たちは何事かと動きを止め、一いつ斉せいにこちらを見上げている。しかし解放軍の兵士たちにとって、その黒魔術は珍しいものではない。自分に関係がないことを悟さとると、すぐにまた作業に戻っていく。


　つくづく便利なものだと思わずにはいられない。遠えん距きよ離りにいる相手に時間差無く命令を伝えられるのだ。その力は、三つの砦が連れん携けいを取るにあたって最大限の力を発揮することになるだろう。








「お呼びでしょうか、ジェレイドさま」


　やがて彼らの前に長身の若者が現れ、膝ひざを突ついて臣下の礼を取った。


　年齢はジェレイドより上だろう。もっとも、それはジェレイドが若過ぎるというべきであって解放軍の中でも若い部類に入ることは間違いない。


　それにしても、やたらと生真面目な面つら構がまえをしているという印象を受ける。唇くちびるは真一文字に結ばれ、声はよく通り、動作にはよどみがない。甲かつ冑ちゆうでも着せれば騎士や貴族といっても通用したかもしれない。


「カークウッド千人長。実はあなたに極めて重要な任務を遂すい行こうして頂いただきたいのです」


　極めて重要などという表現を使ったせいだろう。カークウッドの表情にさらに真しん剣けんさが増した。


「私にできることでしたら、何なりと」


「いい返事です。ではその前に質問させて頂きたいのですが、あなたは〈赤の悪魔憑き〉についてどう思いますか？」


　これが試験であることを悟ったのか、カークウッドは真剣な顔をしてしばし考え込んだ。


「……〈赤の悪魔憑き〉が冗じよう談だんのような戦績を立てていることは皆みなが知っています。その存在を恐れる声は次し第だいに多くなっています。可能ならば、早急に排除すべき存在だと思います」


「なるほど。早急に──というのは、どれぐらい急ぐべきですかね？」


「それはもちろん、可能ならば今すぐです」


「しかし〈赤の悪魔憑き〉を排除するとなれば、どんな手段を取るとしてもそれなりの労力を必要とするでしょう。今、そんな労力があるのなら、来るべき王国軍との決戦に備えることに力を注ぐべきだとは思いませんか？」


「仰る通りですが、たとえそうであっても今〈赤の悪魔憑き〉を排除することに労力を費やすことは決して無む駄だにはならないと思います」


「ほう。それはどうして？」


「前回のトゥールスレン城じよう砦さいの戦いにおいて、我々は王国軍の騎士隊の突とつ撃げきで大きな被害を受けました。その上で、想像してみてください。もし騎士隊を率いるのが、あの〈赤の悪魔憑き〉だったとすれば。我が軍の兵士たちはそれだけで恐れをなして逃にげ出だすかもしれません」


「……なるほど」


「それだけではありません。〈赤の悪魔憑き〉が噂うわさ通りの一いつ騎き当とう千せんの力を持っていると仮定した場合……我々は常にその脅威に怯おびえ続けなければなりません。たとえばもし仮に王国軍を再び退たい却きやくに追い込むことができたとしても、軽々しく追撃をかけることができなくなってしまいます」


「…………」


　いい判断だった。


　追撃戦というのは一方的に敵を追おい詰つめる戦いだ。敵が反はん撃げきしてこないという前提の下もとで、ひたすら敵を追いかけ背中に刃やいばを突つき立たてなければならない。


　だがそうなると、追いかける側も陣じん形けいを保ってはいられず、統制の取れた戦いは不可能となる。そこへ〈赤の悪魔憑き〉が指揮官を狙ねらって突撃してくれば、防ぐのは困難だ。戦局は一気にひっくり返る恐れがある。


　その危険は〈赤の悪魔憑き〉が存在する限り、常につきまとうのだ。多少の犠ぎ牲せいを伴うとしても、排除しておく意義は充分にある。


「……いいでしょう。あなたになら任せられそうです」


「ありがとうございます。それで一体、私に何を……？」


「〈赤の悪魔憑き〉を暗殺して欲しいのです」


「…………」


　話の流れからある程度予測できていたのだろう。カークウッドに目立った動どう揺ようは見られなかった。


「不服ですか？　確かに暗殺なんて汚れ仕事ですからね。どうしてもというのであれば拒否して頂いただいても構いませんが」


「……いえ、お引き受けいたします。あの者を排除しなければならない理由は承知しているつもりですから。しかし今、〈赤の悪魔憑き〉は敵の本ほん陣じんにいるはず。さすがにその状況で暗殺するというのは……」


「その点なら大だい丈じよう夫ぶです。僕の予想では、そう遠くない将来、アレスはどこかへ左さ遷せんされることになるはずですから。あなたはそのときを待って、アレスを暗殺してください」


　カークウッドは一瞬だけぽかんと口を開けた。


「……いえ、ジェレイドさまがそう仰るのでしたらそうなるのでしょう。しかしなぜそのようなことが分かるのですか？」


「王国軍に新しい将しよう軍ぐんが赴ふ任にんすることは昨日の会議で聞いたでしょう？　そのフィリップという新将軍は二十そこそこの若い男で、しかも近この衛え騎士だったわけでもなく、目立った実績があるわけでもない。恐おそらくはよほど野心に溢あふれている人物なのでしょう。でなければ、周囲の視線が痛いたくてそんな地位に居い座すわることなどできないでしょうからね。そんな人物にしてみれば、自分の功を横取りしかねないアレスという存在は邪じや魔までしかないはずです」


「なるほど。あとは彼らの手によって前線から引ひき離はなしてくれるというわけですか」


「そうです。もしそうならなかったとしても──僕が手を回してアレスが王国軍にいられなくなるようにしますので」


「聞いてもよろしいでしょうか。一体どのような手で……？」


「たとえばこういうのはどうですかね？　『新しい将軍が若い騎士である』という情報を僕たちが知っていたとしても、王国軍は決して不思議に思わないでしょう。さてそこで、王国軍の若き騎士といえばまず誰を想像しますか？」


「〈赤の悪魔憑き〉でしょう。彼の者は二十に満たないそうですから」


「ええ、それが当然の答えです。そこで、僕たちはわざと勘かん違ちがいするのですよ。フィリップではなく〈赤の悪魔憑き〉宛あてにお祝いの品を送りつけるのです。新将軍就任おめでとうございますと」


　自分を差し置いてアレスに将軍の就しゆう任にん祝いわいなど届けば、フィリップという将軍はさぞかし腹はらを立てるだろう。アレスにしても、敵との内通を疑うたがわれることになる。前線から引き離される要素が増えることは間違いない。


「……あんた、そこまでするの？」


　黙って事の成り行きを見守っていたミーアが、呆あきれたように口を挟んだ。


「有効な策だと思いませんか？」


「ええ、そりゃ有効でしょうね。聞いてるだけで開いた口が塞ふさがらないもの」


「あなたにそこまで褒ほめて頂ければ間違いありませんね」


　それにしても、つくづく慣れとは恐ろしいものだとジェレイドは苦笑した。


　さっきから自分はやれ暗殺しろだの、やれ悪い噂をばら撒まくだの、ぞっとするようなことを平然と口にしている。


「分かりました。全力を尽くします」


　どのような感想を抱いだいたかは分からないが、カークウッドはそう口にして頭を下げた。


「全力を尽くすのはいいけど──」と、ミーアが口を挟む。「相手はあの〈赤の悪魔憑き〉なのよ？　一体どうするつもり？」


「はい。ひとまずはアレスにまつわる数々の噂の真しん偽ぎを確かめたいと思います。〈赤の悪魔憑き〉の戦いぶりは音に聞きますが、実際に目にしたわけではありません。正直なところを申し上げれば、たった一人で何百、いや、何十もの敵を相手に生いき延のびられるとは思えませんから」


「それは僕も同感ですね。どのような手段を取るにしても、〈赤の悪魔憑き〉の力を正確に調べておくことは必要でしょう」


「そこでお二方に一つご協力頂きたいことがあるのですが」


　ジェレイドとミーアは顔を見合わせた。


「なんでしょう？　僕にできることでしたらもちろんできる限りのことはしますが」


「まずアレスに死を覚かく悟ごした兵士をぶつけてみたいと思います。それで殺すことができればよし、そうでなくとも力量を測ることはできましょう。実は私の隊に、一人扱あつかいに困っている者がおります。腕は立ち、先のトゥールスレン平原での戦いにおいても大きな戦功を立てたのですが、生来の乱らん暴ぼう者ものというのでしょうか。弱者に暴力を振ふるうことが絶えず、まことに申し上げにくいのですが私も扱いに困っておりまして──」





　　　　　◆





「けっ。やってられるかよ、土木作業なんてよ」


　ダンカンは唾つばを吐はきながらそう言いい捨すてた。


　歳としは三十になる。兵士たちの中でも一ひと際きわ大きな体格に恵めぐまれ、彼に逆らえる者などなく、肩書きこそ十人長であったものの百人長と言っても過言ではないような雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。もっとも、ダンカンは過去に一度、名も知らぬ少年と見まがうような若者に喧けん嘩かを売ってあっさりと負けたことがあり、百人長になれないのはその事が密ひそかに知しれ渡わたっているからだという噂もあった。


　そんな境きよう遇ぐうにあったせいか、ダンカンの性格はいよいよ凶きよう暴ぼうなものとなっていった。上官にすら反はん抗こう的てきで、今も与あたえられた作業を放ほうり出し、他の隊が作業するのを横目で見ているだけだった。もちろん他の兵士たちからは疎うとまれているが、彼の体格と雰囲気に圧あつ倒とうされ、実際に文句を言える者などいなかった。


「そうだそうだ、俺おれたちゃ王国軍のクソ野や郎ろうどもをぶちのめすために来たんだぜ」


「ああ。何が悲しくて今いま更さら汚え土をほじくり返さなきゃいけねーんだよ」


　ダンカンがそんな性格であるがゆえか、彼の部下もまた似たようなものだった。どこへいっても暴力を振るうことでしか生きていけない者が自然と集まり、彼らのいるところはいつも周囲とは違った雰囲気をかもし出すようになっていた。


　彼らの前に、武ぶ装そうした兵の一団があらわれたのはそんなときだった。


「おまえがダンカン、だな？」


　兵士たちの先頭にいた男が問いかける。


　ダンカンと同等、いやそれ以上にも思える筋きん肉にくを蓄たくわえた男だ。


　名前は知っていた。マシューとかいう、この解放軍の中でも相当生はえ抜ぬきの男で、よくジェレイドの傍そばにいるところを見たことがある。


「だ、だったら何だってんだよ？」


「悪ぃな。我らが大たい将しようがおまえを連行しろとご命令でよ。なんかしでかしたのか？　ずいぶんお怒いかりだぞ」


「なっ、なに──」


「そういうわけだ、とにかく大人しくしといた方がいいぜ。お連れしろじゃなくて連行しろ、だからな。少々手て荒あらに扱あつかってもいいってわけだ。おい、おまえら。やれ」


「はっ」


　兵士たちが自分たちを取り囲む。彼らは縄なわを持っており、何をしようとしているかは明白だった。


「て、てめえら！　何するつもりだ！」


　思わず腰の剣を抜ぬこうとする。


　だが、できなかった。


「なっ──」


　一本の矢が飛来し、剣の柄つかを打うち抜ぬいたためだ。


「だから、大人しくしとけっつっただろ？　今度余計なことしやがったら冗談抜きで足と地面を縫ぬい止とめるぞ。おまえだって刺さすのは好きだろうが刺されるのは嫌きらいだろ？」


　マシューの静かな声が響ひびく。


　いつの間に構えたのだろう、その手には弓が握にぎられていた。





　　　　　◆





「それにしてもあのカークウッドって男も、喰くえないわね。こんな役回りをあたしたちにさせるなんて」


　ミーアは感心した……というよりは呆あきれたように腕を組んだ。


「いいじゃないですか。上司に要望を出すのは部下の権利の一つでしょう。むしろこれだけ頭の回る部下がいたことを幸運に思いますよ、僕は」


　解放軍が万を超こえる軍勢に成長してからというもの、ジェレイドの目が末まつ端たんにまで行いき届とどかなくなっているのは事実である。


　話に聞くダンカンのように、無用な暴力を振るう輩やからが出てきてもなんら不思議ではない。これはそういった連中に対してもいい薬となるだろう。


　石いし畳だたみを踏ふみ鳴らす賑にぎやかな音がした。


　マシューとその部下によって、縄に縛しばられた二十人ほどの生いけ贄にえたちが連れてこられたのだ。


「ジェレイド、連れてきたぜ。こいつらがダンカンとその一味だ」


「ありがとう。じゃあそこに置いていってください」


「分かった」


　ジェレイドとミーアの前に、まるでみのむしのように男たちが転がされる。


　カークウッドの言っていたダンカンが誰なのかはすぐ分かった。一際目つきの悪い、体格の大きな男がいる。


　ジェレイドはその男の前に立ちはだかった。


「さて。あなたがダンカンですね？」


「な、なにをするんですかジェレイドさま！　あっしらが何をしたというんですかい!?」


　さすがに解放軍の最高幹部にため口は使えないのだろう。ダンカンは追従のつもりか薄うす気き味みの悪い笑えみを浮うかべてそう言った。


「身に覚えがないとは言わせませんよ。僕が無用な虐ぎやく殺さつは一いつ切さい禁止してきたことはご存知でしょう。しかしあなたは先日の戦いにおいて、重傷を負って戦えなくなっていた王国軍の兵士を虐殺したそうですね。これは明白な軍規違い反はんです。何か申し開きはありますか？」


「そ、それは……！　あ、あっしらは最前線で命張ってたんです！　目の前で動く敵をやらなきゃあっしらがやられます！　いちいち誰を助けて誰を殺すかなんて区別できませんよ！」


「それは困りましたね。僕は少なくとも、もはや戦えなくなった敵の識別もできないような未み熟じゆくな兵は必要としていません。事実、あなたたち以外の隊はきちんとそれができていますしね。その件だけではありません。他の兵士への暴力行こう為い、そして与えられた任務の放ほう棄き。残念ですがこれほど軍規をないがしろにされると、僕も行動しないわけにはいきません」


「ど、どうしようってんですかい……!?」


　ダンカンの顔に目に見えて恐きよう怖ふの色が生じた。


　肩書きというのはつくづく恐ろしいものだと思う。


　もしこのダンカンという男と一対一で相対すれば、たとえ自分が武器を持っていても確実に負けるだろう。そんな奇き妙みような自信がジェレイドにはあった。


　しかし、今、自分の二倍近くもの体格がありそうなこのダンカンは、借りてきた猫ねこのようにただ怯おびえている。自分の指導者という肩書きを恐れているからだ。もし少しばかり状況が違ちがえば、自分の方がダンカンの振るう暴力を恐れて縮ちぢこまりながら生活していたのかもしれないというのに。


　ジェレイドは気分を切きり替かえるように眼め鏡がねをかけなおした。


「僕は解放軍が大きくなった頃ころから、見せしめが必要だと思ってました。軍とは自制心が何よりも必要なのです。自制心を失った軍などタチの悪い盗とう賊ぞくと変わりありませんからね。かといって、小さな罪でいちいち人を処しよ罰ばつしていては軍全体が萎い縮しゆくしています。ですが、誰か一人でも軍規違反で残ざん虐ぎやくな刑に処しておけば、次は我わが身みと誰もが自じ粛しゆくするようになるでしょう。さて──僕が何を言おうとしているのか分かりますか？」


「い、いえ。さっぱりで……」


　口ではそういいつつも、何かしら悟ることはあったのだろう、ダンカンの顔は目に見えて青白くなった。


　ここぞとばかり、ジェレイドはにっこりと微ほほ笑えんだ。


「あなた方こそがその見せしめに相ふ応さわしいということです。それもただあなたたちの首を刎はねただけでは見せしめにはなりませんからね。この城砦の城壁にあなたたちを縛しばりつけ、そして〈風の戦乙女〉に刑を執しつ行こうしてもらうというのはいかがでしょうか」


「ひ、ひい……！」


　ダンカンとその部下たちの口から小さな悲鳴がもれた。


　ジェレイドはあくまで淡たん々たんと、静かに続ける。


「あなた、〈風の戦乙女〉がこの城砦の城壁を破は壊かいしたところを見ていましたか？　城壁に比べれば人間なんてもろいものです。体中の肉は押おしつぶされ骨ほねは砕くだかれ、踏ふみ潰つぶされた林りん檎ごのように無残な死体をさらすことになるでしょう。その様を見れば、二度と軍規をないがしろにするような不ふ埒らちな輩は現れないでしょうからね。いかがですか？　あなたたちの死によって我が軍は綱こう紀きを粛しゆく正せいし、それによって王国軍に勝利できる可能性を少しでも上げることができるのです。実に名めい誉よなことですし、なにより滅めつ多たにできる死に方ではありませんよ、こんなこと」


　すぐ傍には〈風の戦乙女〉が腕を組んで彼らをにらみつけている。


　彼女が本気になれば人間の十人や二十人、簡単に肉につ塊かいにできるということは、解放軍の兵士なら誰もが知っていることだった。


「か、勘かん弁べんしてくだせえ……！　もう、もう二度とそのようなことはしません！　どうか、どうか命だけは……！」


　効果は絶大だった。ダンカンたちは這はいつくばったまま恥はじも外聞も捨すて、恐怖に体を震ふるわせ涙と鼻はな汁じるを垂たれ流ながしながら許しを乞こう。


「やれやれ。そう後こう悔かいするなら初めから軍規を守っていればいいんです。まあいいでしょう。僕としてはあなた方を殺すことになどなんら躊躇はないんですが、実はあなたのところの千人長から助命されましてね」


「あ、あの隊長が……!?」


　城壁の上にもう一人の人ひと影かげがあらわれた。


　カークウッドだった。


「隊長……！　まさか、あんたが……！」


　この三文芝しば居いの筋すじ書がきを立てた張本人は、いかにも残念そうな表情を浮かべた。


「ダンカン。正直、おまえがこれまでにしてきたことを考えれば、処しよ刑けいされても止やむを得んと思っていた。だが、おまえは乱らん暴ぼうなところがあるとはいえ、隊になくてはならない人材だ」


「た、隊長……！」


　感動すら覚えているらしいダンカンを見て、ジェレイドは思わず吹ふき出だしたくなる衝しよう動どうを堪こらえなければならなかった。追おい詰つめられた人間を操あやつるのは、つくづく簡単なことだと思う。


　気分を切り替えて芝居を続けるため、ジェレイドは眼鏡をかけ直し、あくまで冷れい徹てつな声で言った。


「僕としてはあなたのような雑兵の一人や二人、いてもいなくても同じことなのですが、カークウッド千人長に免めんじて一度だけあなたに機会を与えることにしました。あなたに任務を命じます。もし見事成功させれば、あなたの罪を許し、恩賞も授けましょう」


　片や恩賞、片や見せしめの処刑である。ダンカンに迷いは微み塵じんもなかった。


「な、なんなりと……！　どんな任務であっても、必ずややり遂とげてみせますぜ！」


　ジェレイドは眼鏡をかけ直した。


　すべてはカークウッドの筋書き通りである。こんな小手先の芝居だけで、カークウッドは死をも厭いとわぬ兵を手に入れて見せたのだ。


　千の兵が集まれば千人に一人の、万の兵が集まれば万に一人の秀ひいでた才を持つ者が現れる。カークウッドがまさにそうであるらしい。そんな才知に長たけた者を見み出いだすのは、一軍の指導者という恐らくはもっとも罪深い肩書きを持つジェレイドにとって、数少ない楽しみだった。


　これだけ機転の利くカークウッドなら、アレスを暗殺することも可能かもしれない。それが無理であっても、少なくともアレスの持つ力を裸はだかにすることはできるだろう。


「よろしい。では、あなたたちに命令します──」










　第三章　新将しよう軍ぐん
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　王国暦れき八十三年第六の月中旬。


　新たに将軍となったフィリップの乗った馬は、ようやく王国軍の陣じん地ちへと足を踏ふみ入いれようとしていた。


「将軍閣かつ下か。お待ちしておりました」


　一軍の将の到とう着ちやくである。全軍総出というわけにはいかないが、ベルフェルド副将以下、主だった騎き士しや貴族たちは列をなしてフィリップを出で迎むかえた。


「うむ、ご苦労」


　フィリップは彼らの顔を見回した。


　ベルフェルドのような年寄りはさすがに動じる様子を見せない。他にも、新しい将軍に早く自分の顔を覚えてもらいたいと考えているのか、媚こびを売るように笑えみを浮うかべている者もいる。


　だが、明らかに不満の色を浮かべている者もまた少なくはなかった。


　近この衛え騎士ではなく一いつ介かいの騎士から、それも大貴族ディルヴィレン家の強い後あと押おしによって二十代そこそこの若造が将軍になったのだ。反発は当然である。


　一方で、そんな彼らの表情を見て、フィリップは笑いを堪こらえるのに必死だった。


　彼らがなんと思おうが所しよ詮せんは負け犬の遠とお吠ぼえなのだ。


　今の自分には、もし気に食わない輩やからがいればもっとも戦せん闘とうの激はげしい最前線へ放ほうり込むことだってできるし、逆に気に入った者には功を挙げる適当な機会をくれてやることもできる。彼らの生せい殺さつ与よ奪だつは自分が握にぎっていると言っても過言ではないのだ。今は反発を抱いだいている者たちも、やがては自分に擦すり寄よってくるに決まっている。


　そのときの光景が目に浮かぶようで、それゆえにフィリップは笑いを堪えるのに必死だった。悔くやしかったら将軍になってみろというものである。


「フィリップさま。お気持ちは分かりますが必要以上に反感を買う必要もありませぬ。もう少しばかり表情をお引ひき締しめください」


　耳元でそう囁ささやく者がいた。


　フィリップの腹ふく心しんで、ギルマードという壮年の騎士である。父ディルヴィレン侯こうが息むす子このために派は遣けんした相談役という名のお目付け役だ。


　しかしギルマードは、彼自身の出世と名めい誉よのため、ディルヴィレン侯ではなくフィリップ個人に忠誠を誓ちかうようになり、その地位を引き上げるべく尽じん力りよくするようになっている。


「うむ、もっともだな。気をつけるとしよう」


　フィリップは表情を引き締め、どうにか威い厳げんを保った。


　ただ、一つだけ気になることがあった。居い並ならぶ将しよう兵へいたちの中に、ある騎士の姿が見えないのだ。いや、あるいは他の騎士の陰かげに隠かくれて見えないだけかもしれないが。


　しかし今はたった一人の騎士のことを気にしていても仕方が無い。


「将兵諸君！」


　気を切きり替かえ、大声で将兵たちに呼よびかける。


「大たい儀ぎであった！　私のような若じやく輩はい者ものにこのような出迎え、感謝の言葉もない。私もこのような大任を引き受けたからには、事をなすに当たりすべての力を注ぐつもりだ。今後は将兵一体となり、一刻も早く我らが祖国に禍わざわいと乱をもたらす反乱軍どもを討うち取とらねばならぬ。そして、今は亡なきブライアン将軍ら幾いく多たの英えい霊れいに敵将ジェレイドの首を捧ささげようではないか！」


　応こたえるように兵士たちから歓かん声せいが上がった。


　しかしそれはあまり熱のこもったものではなかった。将軍に恥はじをかかすわけにはいかない、将軍の前で礼を失するわけにはいかない──そんな義務的な思いに駆かられての歓声だ。


　フィリップは、それがごく当然の反応であると知っていた。ゆえに怒いかりや動どう揺ようを見せることもなかった。末まつ端たんの兵卒にとっては将が誰になろうと構わないのだ。もちろんできることならば優ゆう秀しゆうな人物に将になって欲ほしいのだろうが、そればかりは実際に戦ってみなければ分かりはしない。


　それゆえに、もう一言付け加える。


「さて、堅かた苦くるしいのはここまでとしよう。私の着任祝いとして振ふる舞まい酒ざけを運んできた。今日ばかりは軍務も忘れ、英えい気きを養ってもらいたい」


　片かた手てを上げて合図すると、後ろから大おお樽だるを載のせた馬車が次々とやってくる。


　今一度、大きな歓声が上がった。今度は先ほどのものとは違った、熱のこもった歓声だ。


　陳ちん腐ぷ過ぎる人気取りの手法である。古参の武人たちには決していい目では見られないかもしれないが、兵卒にとっては有効だ。そして兵卒の支持がある限り、少数の騎士の不満など一いつ顧こだにする余地もない。


「それでは諸君。今こん晩ばんにも会議を開き、来きたるべき反乱軍との決戦に備え、軍の再編制を行い必勝の策を練ることとする。今は各おの々おのの任務に戻っていてくれ」


　フィリップは残った幹部たちにそう告げると、最後にベルフェルド副将の元へ馬を寄らせた。


「ベルフェルド副将。卿けいには期待している。見ての通り私は若輩者だからな、卿の経験が必要なのだ」


「は。もったいなきお言葉。祖国のため、微び力りよくを尽つくします」


「うむ、頼たのんだぞ。そうだ、紹しよう介かいしておこう」


　フィリップは後ろを振ふり返かえり、控ひかえていたギルマードを呼んだ。


「この者はギルマードといってな。私の参さん謀ぼうだ。卿ほどの戦歴はないが多少の修しゆ羅ら場ばは経験している。卿にとっても有用となるならばいつでもこき使ってやってくれ」


「どうかお見知りおきを」


　ギルマードが馬上で頭を下げる。


　ベルフェルドは黙だまってその紹介を受けた。


　しかし表情にこそ変化はなかったものの、その内心は穏おだやかでいられないであろうことをフィリップは察していた。


　つまり、自分にはすでに信しん頼らいしうる補佐がいるということである。ベルフェルドにしてみれば、副将としての自分の立場が危あやうくなっているのではと危き惧ぐするのが当然だろう。


　他人が窮きゆう地ちに追いやられたときの様子を観察するのは実に興味深い。フィリップは再び顔がにやけだすのを必死で堪えなければならなかった。


「では早速だが私の天幕に案内してもらいたい。夜までに準備せねばならぬこともあるからな」


「は。承知しました」





　ベルフェルド副将に案内され、腹心ギルマードと共に陣の中でも一ひと際きわ大きな天幕へと案内される。


　寝しん台だいと机、それに椅い子すがあるだけの殺風景なものだ。もちろんそれでも一兵卒が寝ね泊とまりする天幕と比べれば雲うん泥でいの差があるが。


　奇き妙みようなことが一つだけあった。


　机の上に散らばっているペン、雑に置かれた椅子。部屋には妙に生活感のようなものが残っていたのだ。


「ふむ。ここはひょっとして誰かが最近まで使っていたのか？」


「は。今は亡きブライアン将軍が使っておられましたが」


「そうか」


　ベルフェルドは失念していたと言わんばかりに頭を下げた。


「ああ、これは考えが至いたりませんでした。戦死した将軍の使っていた天幕で寝泊りするなどいささか縁えん起ぎが悪いというもの、すぐ別の天幕をご用意いたしましょう」


　どうやら自分を試ためそうとしているらしい。白々しく提案するベルフェルドに対し、フィリップは鼻で笑って答えた。


「馬ば鹿かなことを言うな。一兵卒ならいざしらず、一軍の将たるものが縁起などという得体の知れぬものを気にしてどうする。この天幕を使わなければそれで勝利が約束されるとでもいうのであれば話は別だがな」


「……は。これは失礼いたしました」


「よい。大方、私の器量を測ろうとでもしたのだろう？」


「滅めつ相そうもありません。将軍閣下こそ考えすぎというものです」


「そうか？　ならばよい。とはいえ、私のような若造が上に立つとなれば、卿でなくとも心配するのは当然であろう。しかし私も勝算無く将になったわけではない。卿にもそれだけは覚えていてもらおう」


「は」


　このときから、ベルフェルドがフィリップを見る目にはわずかな変化が生じることになる。


「とはいうものの……これから私は、恐おそらく卿が反対するであろうことを実行せねばならぬ」


「は。一体何をなさるおつもりですか？」


　フィリップの顔に、毒々しいと表現すべき笑えみが浮うかんだ。


「アレス卿についてのことだ」
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　その頃ころ、アレスは無数の見学者に囲まれながら、五人の兵士を相手に剣けん劇げきを演じていた。


　訓練をしていたのだ。新しい将軍がやってくることは知っていたが、別に出で迎むかえる義務があるわけではない。むしろアレスからすればこうやって兵士たちの生せい存ぞん率りつを少しでも上げてやる方がよほど有意義だと思えたのだ。


　一方、兵士たちにしても、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉という極きわめて物ぶつ騒そうな異い名みようを持つアレスの剣劇が間近で、それも命の危険なく見られるのである。見学者は周囲に群れをなし、その中には騎士の姿も見受けられるほどだった。


　彼らは、誰だれ一ひと人りとして言葉を発しようとはしなかった。


　圧あつ倒とうされたためである。アレスの戦いぶりに。


「どうした！　その程度か！」


　このとき、アレスは甲かつ冑ちゆうも着けていない。しかも利きき腕うでではない左腕に木ぼつ剣けんを持っただけである。


　対する五人は槍やりや剣で武装し、兜かぶとをかぶり胸むね当あてをつけている。


　完全装備だ。訓練ではない、実戦用の装備である。


　にもかかわらず、アレスにはまったく歯が立っていなかった。


　まるで演えん舞ぶでも舞まっているように五人の兵士たちの攻こう撃げきを悠ゆう々ゆうとかわし、隙すきを見つければ即そく座ざに木剣を叩たたきつける。もちろん手加減してのことだ。本気で振ふるえば木剣といえど簡単に人の命を奪うばうことができる。


「だ、駄だ目めだ。勝てねえ！」


「信じられん！　こっちは五人がかりだというのに！」


　兵士たちから悲鳴のような声が上がると、アレスは即座に言い返した。


「そうだ、おまえたちは五人もいる！　だが人数の利を生かしていない。五人がバラバラに正面からかかってきてどうする？　私の背後へ回まわり込こめ、一いつ斉せいに攻撃しろ。私とて前後から同時に攻せめられればさばききれんのだからな！」


　感じ入るところがあったのか、五人の動きに変化が生じた。


　五人が五人、申し合わせたようにアレスから一定の距きよ離りを保ち、一斉に攻撃をしかけようと準備する。


「そうだ、それでいい！　だが覚えておけ──」


　アレスはただ攻撃されるのを待つつもりはなかった。


　五人が攻撃に転じるその寸すん前ぜん、風のような速さで突とつ進しんし、一番手近な一人に攻撃を仕し掛かける。


「う──うわああ!?」


　アレスが振りかぶった一撃に、大した力は込こめられていなかった。だが勢いに気け圧おされたのだろう、兵士が尻しり餅もちをつく。


　その瞬間には、アレスは次の敵に向かって動いている。そして同じように別の兵士が地面に膝ひざを突つかされたところで、アレスは見学者たちに向かって叫さけんだ。


「戦場では相手は待ってくれんぞ！　確かに前後から挟きよう撃げきされれば私にも勝ち目はないが、別に攻撃を受けるのをただ待ってやる義務もない！　これが機先を制するということだ、覚えておけ！」


「はあっ、はあっ！　くそっ、くらえ!!」


　剣を持った兵士が息を切らしながら大だい上じよう段だんに剣を振りかぶる。


　だがそれはアレスにとってもっとも手慣れた一撃だった。小さなころから大人の騎士を相手に訓練を受けてきたアレスである。身長差のある大人は、アレスに対し必ず大上段の一撃を浴びせようとしたものだ。


　対たい処しよ法ほうは身に染しみ付ついていた。木剣を斜ななめに構える。そして強い衝しよう撃げきを感じた瞬間、木剣をずらすのだ。


　勢いをおかしな方向へ流され、振り下ろされた剣が大地を削けずる。


　その瞬間、アレスの木剣は兵士の首に突きつけられていた。


「なんだ今の一撃は！　どんな状じよう況きようになっても自じ暴ぼう自じ棄きにだけはなるな！　戦場では自分を見失った者から死ぬんだぞ！」


「す、すいません……」


「これも覚えておけ！　おまえたちはむやみやたらと剣を振り回すからすぐに疲ひ労ろうするんだ！　いいか、剣は振るうときより振った後の方が腕にかかる負担が強い。振った勢いを殺して剣を構え直すには強い力がいるからだ。どうしても大振りしなければならぬときはこの一撃が外れたらもう後がない、そう思って──」


　そこで言葉が中断される。


　アレスが解説をしているその最中に、後ろから攻撃を仕掛けようとした者がいたのだ。


　だが次の瞬間、彼は驚おどろきに悲鳴を上げることとなる。


　アレスは背後から槍が突き出されようとしたその瞬間、身を翻ひるがえして間合いから逃のがれると、即座に大地を蹴けって逆に剣を突きつけたからだ。


「ア、アレス卿は後ろに目がついているのですか……!?」


「そんなわけがあるか。今、草を踏ふむ音がしただろう？　それで背後に誰かがいたことは分かったからな。あとは攻撃されるよりも先に動き、敵の意図をくじけばいいだけだ。さっきも言ったはずだ、機先を制しろとな。敵がどこから来ようが同じことだ」


　見学者たちは水を打ったように静まり返った。


　アレスの強さは音に聞いていたが、あらためてその噂うわさがすべて真実だったのだと思い知る。五人がかりだというのに、アレスは汗あせ一つ見せることなく簡単にしのいでいるのだ。


　まして五人が手に持っているのは、簡単に人を殺すことができる本物の剣と槍なのだ。もしその刃は先さきの一つが首くび筋すじをかすれば、死ぬことだってあるだろう。


　にもかかわらず、アレスの冷静さには微み塵じんも変化がなかった。ほんの一いつ寸すん先さきを死の刃やいばが掠かすめても、表情一つ変えない。


　自分たちの前にいるのは、赤神オディウスの申し子なのだ──。


　彼らはあらためてその思いを抱き、そしてアレスが敵ではなく味方であることをそれぞれが奉ほうずる神に感謝した。このアレスに付いて行く限り、自分たちに敗北はないだろう。誰もがそう思ったのだった。


　不意に、周囲の人ひと垣がきに変化が生じた。


「すまぬが通してくれ！　私は将軍閣下の使いだ！」


　一人の兵士が人垣を搔かき分わけてやってくる。誰もが迷めい惑わくそうな顔を隠さなかったものの、将軍の使いとあれば邪じや険けんにするわけにもいかず、やがてその使いはアレスの前までやってきて膝を突いた。


「アレス卿。将軍閣下がお呼びです。至し急きゆうお越こしください」


「そうか、分かった。よし、訓練はこれまでとする。エレナ、この五人に治ち癒ゆを施ほどこしてやってくれ」


「……え？　ああ、うん、任せて」


　あらためて義兄の強さを目まの当たりにしたエレナは、他の兵士たちと同じように圧倒されており、その声はどこか上ずってさえいた。


　そんな彼女の元に喜びいさんで五人の兵士たちが駆かけつける。彼らがあえて危険なアレスとの訓練に志願した最大の目的が、エレナから直々の治癒が受けられることにあるということを、もちろんアレスは知らない。


「我わが主よ。なんだ今の戦いぶりは。必要以上に手加減しおって」


　ドワーフの従者ガルムスが、貴族の証あかしたる赤いマントをアレスに手て渡わたしながらぼやくように言った。


「我らドワーフははもっと痛いたみとともに体に教おしえ込こむぞ。エレナの白魔ま術じゆつもあるのだ、命を取らぬ代わりに骨の一本も折ってやれ。それぐらいせねば何も身に付かぬ」


「おまえたちドワーフの頑がん健けんさを我ら人間に求めるな。人間には人間のやり方がある」


「ふん。だからいつまでも軟なん弱じやくなのだ」


　アレスは黙ってマントを着けた。このドワーフはとりあえず人間のやることに難なん癖くせをつけずにはいられない性格なのだ。いちいち相手をしていても仕方がない。


「それにしてもアレス、いいのか？」


　次に声をかけてきたのはローランだった。相変わらず特に必要もないのにアレスの傍そばを離はなれない奇妙な騎士である。


「将軍閣下ってさっきやってきたばかりのヤツだろ？　妙に若い騎士って噂の。そいつに早速呼び出しを喰くらうってことは、また何か変な命令でも押おし付つけられるんじゃねえの？」


「不ふ吉きつなことを言うな。そういつもいつもそんなことがあってたまるか」


「そうか？　じゃあ俺はロクでもない命令が出る方に銀貨三枚な」


「……私は賭かけんぞ」


　つまんねえな、とぼやくローランを無視する。


「で、将軍は今どこに？」


「ご案内します。こちらへ」


　兵士の案内に従い、その場を後にする。


　表向きは平静を装よそおっていたものの、内心ではローランの言葉にわずかながら動揺を隠せないアレスだった。将軍の呼び出しを受ける度たび、必ずよくない目に遭あってきたのは事実なのだ。


　二度あることは三度あるという。今度ももしや──という予感がないではない。


　そしてアレスの心情を見み透すかしたように、少女の声が響ひびいた。


《我が契けい約やく者よ。せっかくだから一つ助言を与えてやろう》


　すぐ足元から少女の小さな頭が文字通り生えてくる。


「……今度は何だ？」


　その不気味な光景も見慣れたものである。驚きもせず訊きき返す。


　パンドラは、この世すべてを嘲ちよう笑しようするような顔をして言った。


《新たな将軍は汝なんじにとって非常に刺激的な人物だぞ。つまりだ、ローランの言っておったことは、わりと当たっておる。よかったな、賭けに乗らなくて》


「……わざわざ人を不安にさせるようなことを言いに出てくるんじゃない」


《気にするな。この程度の助言ならば黄たそ昏がれの主の手を煩わずらわすこともないからな、ただ暇ひまつぶしに汝の反応を見て楽しもうと思っただけのこと》


「…………」


　無言でパンドラをにらみつける。この少女にできる抵てい抗こうといえばそれぐらいしかない。


《ふふふ、そう構えることもなかろう。心の準備をする時間ができたと思えばいいではないか》


「余計なお世話だ」


　こうしてアレスは、誰が見ても浮かない顔をして新将軍の元へ向かうことになる。そのことがまたアレスの進む道に少なからず影えい響きようを与えることも知らずに。
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「アレス・ファノヴァール、参りました」


　案内された天幕に入る。


　中では三人の人物が待っていた。


　一人は当然ベルフェルド副将だ。それからもう一人、ベルフェルドより少し若いぐらいの年ねん齢れいの騎士がいる。だが将軍というのは彼ではないのだろう。


　一目で分かる。もう一人、かなり若い騎士がいたからだ。


　名前は知らないが新将軍はかなり若いと聞いている。その噂に合がつ致ちするし、何よりその若い騎士は、二人の老練な武人を左右に控ひかえさせていたのだ。将軍でもなければそんなことはできないだろう。


　ただ、二つばかり奇妙なことがあった。近衛騎士の証である赤い甲かつ冑ちゆうを身に着けていない。アレスの知っている限り、将軍といえば近衛騎士から選出されるのが慣例となっているにもかかわらずだ。


　そして二つ目。その将軍の右手が──籠こ手てが、黒かったのだ。鉄色の甲冑に包まれながら、右手だけが黒いというその格好は、なんとも異い様ようだった。


「なんだ、その顔は」と、その若い将軍は言った。「ずいぶんと不満そうな顔をしているが、私に呼よび出だされたことがそんなに気に食わないのか？」


　開口一番、そんなことを言われ、アレスは面食らった。


「い、いえ、そのようなことは……」


　確かに、先ほどパンドラに妙なことを吹ふき込こまれ、多少表情が強こわ張ばっていたかもしれない。慌あわてて唇くちびるを引ひき締しめる。
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「……まあよい。卿に歓迎されるとは思っていないからな。それより久しぶりだな、アレス卿。もう六年も経たつか」


「え──」


　アレスの口から自然とそんな驚きの言葉がもれる。


「ど……どこかでお会いしましたか？」


「なっ、なに!?」


　途と端たんに、先ほどまで冷静を装っていた新将軍の顔に動揺の色が浮かんだ。


　──ま、まずい！


　自分は今何かとてつもなく失礼なことをしたのだろうと悟さとる。だがそれでもその騎士が何者であるかまったく思い出せなかった。どうやら先方は自分のことを知っているらしいが。


「アレス卿。こちらが新たに将軍になられたフィリップ将軍閣下だ」


　ベルフェルド副将が助け舟ぶねを出すように名を告げる。だがそれでも思い出せず、力なく首を振る。


「……申し訳ありません。覚えがありません」


　フィリップという名であるらしい新たな将軍は、烈れつ火かのごとく怒おこった。


「私のことを覚えておらぬというのか！　六年前、何があったのかも忘わすれたのか！」


　──り、理り不ふ尽じんだ。


　心底そう思う。


　アレスとしても新たな将軍の不興を買うようなことはしたくない。だが思い出せないものは思い出せなかった。


　そもそも六年前と言えばクラウディア王女と初めて言葉を交かわし、護衛として仕えた年である。クラウディアのことならいくらでも覚えているが、それ以外のことなど印象が薄うすすぎてほとんど覚えていない。


　──いや、待て。


　少しだけ覚えがあった。クラウディアに仕え始めた直後のことだ。その頃、アレスはある陰謀に巻き込まれたことがあった、老騎士イザーレの助力でなんとか解決することができたものの、その陰謀を主導したのが確かフィリップという騎士ではなかったか。あの頃はクラウディアやパンドラとの出会いといったあまりにも印象的な出来事が相次いだため、どこか記憶が掠れがちであったものの、間違いない。


　と、名も知らぬもう一人の騎士が、なだめるようにフィリップの耳元でささやいた。


「フィリップさま。お二方共にまだ若いのです、六年も前のこととあってはお互たがい成長しておりましょう。覚えておらぬのも仕方のないことかと」


　その言葉に、フィリップも多少溜りゆう飲いんを下げた様子だった。


「ふん、ならば仕方あるまい。アレス卿。いや、ファノヴァール伯と呼よぼう」


「失礼ながら閣下。現在、私は伯はく爵しやく位を返上し、近衛騎士となった身。どうかアレスの名でお呼びください」


「そう遠慮する必要はないぞ。卿が伯爵位を返上した経けい緯いも知っている。しかし、卿はすでに古今聞かぬ戦功を立てたのだ。そろそろ元通り伯爵の名を名乗っても誰も文句は挟はさむまいよ」


「いえ。少なくとも反乱が続いている限り、そのようなことはできません」


「やれやれ、頑がん固こなことだ。だが、これは決定事じ項こうなのだよ」


「……ど、どういうことでしょう？」


　アレスは戸と惑まどいを隠かくせなかった。フィリップが一体何を言おうとしているのか、さっぱり分からない。


「つまりだな。そろそろこのような危険な前線からは離はなれ、一度故こ郷きようレストニア領へ戻もどれと、そう言っているのだ」


　衝撃が音もなくアレスを襲おそった。


　ローランの賭けが、そしてパンドラの助言がまた的中しようとしている。


「……そのようなことはできませぬ。私は国王陛へい下かに伯爵位を返上し、近衛騎士の身分となったのです。いくら将軍閣下のお言葉といえど、国王陛下の許可なく伯爵の身分に戻って戦地を離れるなどと……」


「であれば問題はない。これはすでに国王陛下より許可を受けた人事なのだ」


「えっ──」


「そもそも、陛下は心の広いお方だ。卿から伯爵位の返上を受けたといっても、完全に卿の貴族としての身分が剝はく奪だつされたわけではない。その証しよう拠こに、卿には貴族の証たる赤いマントの着用が許されているのだからな。まして、すでに卿は充じゆう分ぶんな功を立てている。その卿をいつまでも危険な前線に留め置き、命を危険にさらすようなことがあれば祖国に代々尽くしてきた歴代のファノヴァール家当主たちにも申し訳が立たぬというもの。ここらで一度故郷に錦にしきを飾かざるのも悪くはなかろうと、陛下の仰おおせだ」


「で……ですが騎士の道を志した者として、間近に控ひかえた決戦に背を向けて故郷へ帰ることなどできません」


「その志は立派だ」アレスの反論を予期していたかのように、フィリップは即座に返した。「だが考えてもみよ。卿は領地を離れて長いのだし、レストニア領では大きな不幸があったとも聞いている。騎士としてならばよいのだろうが、領主としてならばいつまでも領地を留守にするのはいささか無責任であろう。一度は様子を見に行っておくべきではないのか？」


「…………」


　反論できなかった。


　確かに自分には責任を負うべき領民がいるのだ。イザーレという信頼できる老家臣を残してはいるが、いつまでも放っておくわけにはいかない。


「アレス卿。我が命令の意図は理解したであろう？　異い存ぞんがなければ復唱せよ」


「……は。ご命令に従い、レストニアへ帰き還かんいたします」


　そう答えざるを得なかった。





　　　　　◆





「これで本当によろしかったのですか、将軍閣下」


　アレスが去ると、ベルフェルドはすぐにそう疑ぎ問もんを口にした。


「アレス卿の武勇は右に並ならぶ者もおらず、兵卒たちもまたその存在を心強く思っております。反乱軍との決戦を目前に控え、その貴き重ちような戦力をむざむざ手放すというのは──」


「いや、これでよいのだ。確かにアレス個人の持つ武力と名声は心強い。しかし天に日は二つもいらぬ。将をもしのぐ名声を持つ騎士など邪じや魔までしかない。ましてや私は新参の将だからな。軍を掌しよう握あくするためにも、これは必要な処しよ置ちなのだ。理解できないことではないと思うが？」


「……は」


　フィリップはそうベルフェルドを黙だまらせる一方、内心では快かい哉さいを叫さけんでいた。


　──ざまをみよ、アレスめが！


　物心ついたときから、フィリップにはある野望があった。それはベールセール王国全土を手中に収おさめることである。


　しかし六年前、その野望実現のための一つの道が、ある男によって阻はばまれたのだ。当時十二歳さいだったアレスにである。


　その結果、フィリップは別の方法を模も索さくせざるを得なくなった。さらに、アレスとの力の差を痛つう感かんしたフィリップは、自らを鍛きたえなおすため、その後六年間に亘わたってベールセール王国の南東部で妖よう魔まとの戦いに明あけ暮くれることを余よ儀ぎなくされた。


　そして今、フィリップは二十代の若き将軍となってこの地に立った。完全にアレスの上を行ったのだ。命令一つでアレスを左さ遷せんできるほどに。


　後は反乱軍を倒たおし、アレス以上の功績を上げてみせればいい。そうすればフィリップが将軍に相ふ応さわしいことを世に示すことができ、軍の掌握は完全なものとなるだろう。


　政治については、大貴族である父ディルヴィレン侯こう爵しやくの後うしろ盾だてがある。政治と軍事、この二つを制すれば、国を牛ぎゆう耳じることも夢ではない。


　フィリップは決心を新たにするように、自身の右手の黒い籠手を見やると心の中で決意を新たにした。


　──そう、美しく成長しつつあるクラウディアを妻に娶めとり、次の王となるのはこの私なのだ！
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《どうだ、我が契約者よ。助言通りとなったであろう》


　得意満面な笑みを浮かべたパンドラが舞まい降おりる。仏ぶつ頂ちよう面づらをしているアレスとは対照的だった。


「だが、あの将軍が言ったことも確かに一理ある。一度はレストニアの様子を見に行かなければならないとは思っていたからな」


　アレスの口調はパンドラに反論するというよりは、自分自身を無理矢理納得させようとしているかのようだった。「しかし……何も反乱軍との決戦を控えたこの時期でなくともいいとは思うが」


《出る杭くいは打たれるが道理というわけだ。だが安心するがいい、我らは汝を見み捨すてはせん。我が黄昏の主が、試ためしに助言を授けてみよと仰せだ。この状況を打開し、汝の望みを実現するためにな》


「なんだそれは。試しに助言を……とはどういうことだ？」


《なに、どうせ汝のことだ、このような助言に耳を貸すことはあるまいと思ってな》


「よく分からんが、言いたいことがあれば言ってみろ」


《今すぐとってかえし、あのいけ好かぬフィリップという将軍を斬きり捨すてるのだ。そして汝自らが新たな将軍になることを宣せん言げんするがいい》


「…………」


　あまり驚きはなかった。


　このパンドラなら、それぐらいのことは言うだろうなと、どこか納なつ得とくするほどだった。


「で、どうしろと？　そのまま反逆の罪で他の騎士たちに殺されるのを待てというのか？」


《案ずることはない。汝はあのフィリップなどよりはるかに実績を示している。危険な最前線で戦い続け、そして軍の危機を何度となく救ってきたのだからな。たとえ汝がフィリップを殺そうが汝を弁護する者は多いであろう》


「ふざけるな。フィリップは陛下の意を受けて将軍となったのだ。それを斬るなど不忠義もいいところだ」


《なに、結果的に汝が功を上げれば充分忠義を果たしたことになるであろう。それに、あの国王こそファノヴァールの騎士である汝を邪険に扱うことはできまい。フィリップには不正があったとでも報告しておけば納なつ得とくするであろう。大体、すでにこの国は反乱軍という頭ず痛つうの種を持っているのだ。これ以上の厄介ごとを抱かかえようとはすまい》


「…………」


　パンドラの助言はこれまでも間違ったことがない。今回の助言も例外ではないのかもしれない。それに将軍という響ひびきにも、武人として多少惹ひかれないわけではない。


　しかし、アレスはパンドラが争いを好むこともまた知っていた。今回の助言に従したがえば、アレスは確実にフィリップの父であるディルヴィレン侯という大貴族を敵に回すことになる。そうなればいつまた新たな火種が噴ふん出しゆつするか分かったものではない。反乱軍を相手にしているところへ背中からディルヴィレン侯の私兵に襲おそわれるような状況は想像したくなかった。


「駄だ目めだ駄目だ。そんなことは騎士が行うべきではない」


《汝ならそう言うと思っていたぞ。だが、今汝は答えるまでに少しだけ間があったな。多少は考こう慮りよしてくれたということか》


　自分が今とてつもなく邪よこしまな考えを抱いていたことに気付き、一瞬だけ立ちすくむ。


「そ、そんなわけがあるか。おまえがあまりにも突とつ飛ぴなことを言うから呆あきれていただけだ」


《ではそういうことにしておいてやろう》アレスの心情を見み透すかしたように笑う。《で、どうするのだ？　本当にこのまま戦地を離れ、故郷へ逃にげもどるつもりか？》


「やむを得まい。将軍の命令とあれば逆らえないし、やはり一度は故郷にも戻っておくべきだろう」


《やれやれ。時折、汝はひどく前向きなのか、それとも極きよく端たんに後ろ向きなのかが分からなくなってくるぞ。まあよかろう、それも汝が選んだ道だ、好きにするがよい》


「…………」


　予言めいたパンドラの言葉に、アレスは再び不吉な予感を抱いだかずにはいられなかった。
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　同じ頃ころ、トゥールスレン城じよう砦さいにあるジェレイドの私室において、決して歴史に残ることのない不ふ穏おん当とうな会話が行われていた。


「……というわけでカークウッド。どうやら将軍就任の贈おくり物ものをする必要はなくなったようです。間者の報告によれば、アレスはわずかな供を連れて陣地を離れ、故郷レストニア領に向かったそうです」


「予想通りといえば予想通りですが……。王国軍も分かりませんね、決戦を前にして自軍最強の騎士を自ら遠ざけるとは」


「それについては同感ですが、僕たちにとっては願ってもない好機です。カークウッド、後は任せます。手段は問いません。なんとしても僕たちにとって最強の障しよう害がいを取とり除のぞいてください」


「承知しました。微び力りよくを尽くします」
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　さらに同じ頃、王国軍の駐ちゆう留りゆう地ちに近い町に、一人の修道女が宿を取っていたことを知る者は極めて少なかった。


　彼女は滅多に外出することがなかった。しかしその代わり、毎日のように部屋を訪おとずれる謎なぞの男たちの姿があった。


「……というわけでアレスは事実上更こう迭てつされ、わずかな供を連れて故郷レストニアへの帰き途とについたとのことです」


「分かりました、ご苦労さまです」


　彼女は報告にやってきた男に金貨を摑つかませ下がらせた。


「さて、と。これでようやく仕事にかかれますわ」
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　森の中の道を、四頭の馬が静かに進んでいた。


　先頭を行くのは愛オル馬トスを駆かるアレスであり、それにエレナ、ガルムス、ローランの三人が続く。


「懐なつかしい景色が増えてきたわね」


　馬の足を止めると、エレナは段だん々だんと強くなってきた夏の日差しを防ぐように手の平を額にかざした。


　それに倣ならうようにガルムスも周囲の光景を眺ながめる。


「うむ。どうやらレストニアに入ったらしいの」


「ようやく戻もどって来れたのね。こんな形で帰ってくるとは思わなかったけど」


「そういえば、おまえはずっと王都にいたんだったな」


　思い出したようにアレスは言った。神官になる修しゆ行ぎようのため、エレナは何年も王都にいたのだ。久しぶりの帰郷ともなれば、感かん慨がい深ぶかいものがあるのだろう。もう少し胸を張って帰郷できればなお良かっただろうが。


「これが天下のファノヴァール伯爵領ねぇ」


　一方、ローランはまるっきり物見遊山の旅人のような態度だった。


「まあいいところなんじゃねえの？　ちょいと刺し激げきが足りなさそうだけどな」


「なら別に付いてこなくてもいいんだぞ」すかさずアレスは言った。「おまえには何の義務もないんだからな」


「おいおい、そうつれないこと言うなよ。俺たちゃ戦友だろうが。おまえが行くところ、俺はどこだって付いていくぜ」


「…………」


　確かに一応、共に戦場を駆け巡めぐった仲にあるのは事実だ。しかしどういうわけか、アレスはローランが戦っているところをまったくといっていいほど目にしていない。戦友などと呼ばれると、どうも違い和わ感かんがあって仕方がなかった。


「そうよ義に兄いさん、そんな言い方ないわ。ローランは自分の仕事も放ほうってあたしたちに付いてきてくれたんだし」


「お、さすがエレナはよく分かってくれてるじゃねえか。ほら、おまえももう少し義妹を見習ったらどうだ？」


「……分かった分かった、もう好きにしてくれ」


　騎き士しが仕事を放り出すというのはむしろ軍規違反というのではないか──そんな疑ぎ念ねんはあったが、口には出せなかった。


　ローランが付いてきてくれたことをありがたいと思う気持ちも少なからずあったためだ。


　この数日の旅路において、場を盛もり上あげるのが上手なローランがいなければ、エレナは居い心ごご地ちの悪い──とまでは言わないがいくらか退たい屈くつな思いをしていただろうからだ。


　原因は自分にある。故郷レストニアへの帰還。それはアレスにとって、懐かしさより先に緊きん張ちようをもたらしていた。それゆえにこの旅路の間、アレスの口数は減る一方だった。


　周囲の景色を見回す。エレナのいったとおり、そこには幼よう少しようの頃から駆け巡ってきた故郷の森があった。多少様変わりしているとはいえ、今でも目め隠かくししながら馬を駆けさせることができるだろう。


　だが一方でそれは、故郷の町が近づいてきたという証あかしでもある。ついにそのときが来たのだと、段々と顔が強こわ張ばっていくのを感じる。


「義兄さん、どうしたの？　なんだか怖こわい顔してるけど」


　早速見み咎とがめたのか、エレナが気き遣づかうように声をかけてくる。


「……すまんがエレナ。おまえはガルムスたちと一いつ緒しよに、後から遅れて来てくれないか」


「え？　どうして？」


「私は故郷を守りきれなかった無様な領主だ。今になってのこのこ帰ってくれば、領民たちに石でも投げつけられかねん。それにおまえまで巻まき込こみたくない」


「……え……」


　はじめ、エレナは何のことを言っているのか分からないと言いたげに目を白黒させていた。


　しかしすぐに理解したのか、顔を背そむけるようにうつむく。


「……ずっと様子がおかしいって思ってたけど……。義兄さん、そんなことずっと気にしてたの？」


「当然だろう、私は領民たちを守れなかった。その責を問われるのは私の義務でもある。私一人のな」


「馬ば鹿かなこと言わないでよ！」


　エレナの怒ど声せいが響ひびき渡わたり、アレスはおろか馬オルトスでさえ気け圧おされたようにたたらを踏ふんだ。


「あのねえ義兄さん！　あたしだってファノヴァール家の女なのよ。義兄さんに石が投げられるときはあたしも一緒よ！　そのためにあたしも付いてきたんだから！」


「いや、馬鹿なこと言うんじゃない！　それは領主である私の義務だ！　おまえには関係ない！」


「関係なくないわよ！　大体ね、たった一人の家族が傷きずつくのが分かってて放っておけるわけないでしょ!?　あたしにだって義妹として義兄さんに付いて行く権利があるわよ！　そうでしょ!?」


「こんなことに付き合う必要はない！　なら義兄として命令するぞ、おまえは付いてくるな！　もし顔に傷でもついたらどうする！」


「もう！　いい加減にして！　じゃあ義兄さんが傷つくのはいいって言うの!?」


「いいに決まっている。むしろその義務がある」


「この頑がん固こ者もの！　じゃああたしにだって義兄さんに付いて行く義務があるってものよ！　大体、あたしがなんのために王都で修行して義兄さんの従軍神官になったと思ってるの!?　義兄さんが怪け我がしたときにすぐ治してあげるためじゃない！　こういうときに付いていかないで、何のための家族なの!?　何のための従軍神官なのよ!?」


「……む、むぅ」


　元より口下手なアレスである。


　畳たたみ掛かけられると、たちまち言葉に詰つまってしまう。そもそも、義妹と口げんかをしてまともに勝った覚えもない。


「アレスよ、とっとと諦あきらめるのだな。エレナが一度こうと決めれば翻ひるがえすことがないことは重々承知しているだろう」


　ガルムスの口調は諭さとすようだった。


　この頑固なドワーフにまでそう攻せめられては、反論の余地は完全になくなってしまう。


「大だい丈じよう夫ぶよ。義兄さんがこれまでも精せい一いつ杯ぱいやってきたことはみんな知ってるはずよ。そう簡単に石なんて投げられないわ」


「……しかしだな」


　なおもアレスは反論を試こころみようとしたが、強い意志の込められたエレナの顔を見たところで断念せざるを得なかった。


「分かった、もう好きにしてくれ。ガルムス、いざというときは分かっているな？」


「うむ、心得ておる。おぬしがどうなろうと知ったことではないが、緑神アトラスに仕える神官を守ることに異存はない」


「ありがと。でも大丈夫よ義兄さん。町のみんなも、分かってくれるって」


「だといいが」


　覚かく悟ごを決める他なかった。エレナの言う通り、何も起こらないことを祈いのりつつ。





　このとき、じゃあ俺は後から行ったほうがいいかな──と、ローランが逡しゆん巡じゆんしたことは誰も知らない。さすがのローランも空気を読んだのだった。
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　驚くべきことに──アレスの帰郷は、想像していたものとはずっと違うものだった。


「伯はく爵しやくさまだ！　ファノヴァール伯さまがお帰りになられたぞ！」


　そんな門番の声を皮切りに、一いつ斉せいに領民が集まってきたのだ。


「伯爵さま！　伯爵さまだ！」


「よくお戻もどりに！」


　そして誰もが口々に歓かん迎げいの言葉を並ならべ立たてる。


　予想とはまったく違うその光景に、アレスは思わず我を忘わすれるほどだった。


「ほらほら、義兄さん。あたしの言った通りでしょ？」


　嬉うれしそうな顔をしたエレナが声をかけてくれたことでようやく我に返る。


「そ、そう……だな。なぜだろう」


「どうでもいいでしょ、そんなこと。それよりみんな歓迎してくれるのよ、応こたえてあげないと駄目じゃない」


「え……」


　エレナはアレスの手を取ると、それを持ち上げて強引に手を振ふらせた。


　元より、アレスのやや無愛想な性格と、エレナの奔ほん放ぽうな性格は領民にも知れ渡わたっている。エレナが戸と惑まどう義兄の腕を無理矢理振ってみせるその光景に、笑い声交まじりの歓かん声せいは一ひと際きわ大きくなった。
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　領民たちに手を振りつつ、故郷の町を進む。


「凄すごいわ。もうこんなに復興してるなんて」


　アレスも同じ思いだった。


　一度はこの町は焼やき払はらわれたのである。しかし今や焼け焦こげた建物一つ見ることがない。レストニアを離れて三か月にもなることを考えれば不思議なことではないかもしれないが、それでも凄すさまじい復興速度である。


「一体、何をどうすればこれほどまでに……」


　その答えは、町の中央で待っていた。


　町を見下ろせる小高い丘おか。そこにはかつて、アレスの生家である館やかたがあった。


　今そこにあるのは、かつての面おも影かげこそ残っていたものの、大部分が建て直された別の館だった。


　だが、住人は変わっていないらしい。


「これはこれはアレスさま。突然のお帰りと聞いて慌あわてましたぞ。まったく、前もってご連れん絡らく頂ければもう少しマシな出迎えもできたのですが」


　アレスたちを出迎えたのは、イザーレだった。


　アレスの騎士の師がウォルナーであるとすれば、イザーレは統治者としての師である。それと同時に、故郷を託たくすことのできる唯ゆい一いつにして最良の家臣でもあった。


「イザーレ！　久しぶりね！」


　アレスよりも先にイザーレに駆かけ寄よったのは、エレナだった。


「これはこれはエレナさま。ご無ぶ沙さ汰たしておりますな。すっかりお綺き麗れいになられまして」


「イザーレこそ、全然変わってないようで安心したわ」


「この歳としになりますと、さすがに変わりようもございませんからな。さて、エレナさま。再会を懐なつかしむのはこの辺にしておきましょう。先ほどから私の主あるじめが性悪な狐きつねに化かされたかのような顔をなされておりますので」


「…………」


　性悪な狐に化かされたような顔をしているらしいアレスは、イザーレに歩み寄ると厳しい表情をして言った。


「……イザーレ。これは一体どういうことなのだ？」


「おやおや、せっかくのご帰還、久しぶりの再会だというのに挨拶よりも先に詰きつ問もんですか。相変わらずせっかちですな。見れば客人もおられるようですし、エレナさまもお疲つかれでしょう。ひとまずは館にて腰を落ち着けられてはいかがですかな」


　客人──といってもローランのことだろうし、それなら別に放っておいても何の問題もないような気がする。


　だが、確かに立ち話で済すませられる類たぐいの話ではなかった。


「……分かった、もっともだな。一応紹しよう介かいしておこう、あの者はローランという。見ての通り、近この衛え騎士だ」


　アレスの紹介を受ける形で、ローランがイザーレの前に進み出る。


「あんたがイザーレか。名前は何度か聞いたことがあるぜ」


「恐きよう縮しゆくです。ところで、ローラン卿……と仰おつしやいましたな。失礼ですが家名を伺うかがってもよろしいですか？」


「ああ。ビンターだ。ローラン・ビンター」


「ビンター家の……それはそれは」


　イザーレの表情に微び妙みような変化が生じたことに気付いた者は、アレスただ一人だった。ビンター家。あまり聞いたことはないが、あるいはイザーレの気を引くような珍めずらしい家なのかもしれない。


「不ぶ躾しつけですが、なぜビンター家のご子息にして近衛騎士のあなたが、我が主などと共におられるのでしょうか？」


「いや、なに。その辺はあんたと同じじゃないかと思うんだがな。俺が聞いたイザーレって騎士は、将軍の地位さえ目の前にあったのに惜おしみなく引退したって話だしな」


「……それはまた、懐なつかしいお話を」


　アレスにとってはよく分からない会話だったが、イザーレには何かしら感じ入るところがあったらしく、一人何度も頷うなずいた。


　やがて、手を広げてローランを館の中へ招きいれようとする。


「さ、とにかくお入りください。無ぶ骨こつにして礼れい儀ぎ知らずな我が主に代わって歓迎いたしましょう」


「ああ、あんたの主の無愛想っぷりはよく知ってるよ」


　ローランは余計な一言を、アレスによく聞こえるように口にした。
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　館は外見こそ多少変わっていたものの、イザーレが気を利かせて出来る限り生家を再現してくれたのか、中の造りにはほとんど変化がなかった。


　特に、アレスが一番気に入っていた町を見下ろすことのできる自室の造りもそのままだった。


　窓まどから映るその光景を見ると、あらためて復興が進んでいることが分かる。脳のう裏りに焼きついていたあの炎ほのおに包まれていた故郷の光景が、まるで夢か幻まぼろしだったのではないかと思えるほどだった。


「たいしたものだ。人の力とは──」


　奇妙な異い変へんを感じたのは、そんなときだった。


「…………」


　それは、数え切れないほどの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけたアレスだからこそ感じることのできた、得体の知れぬ直感だった。


　部屋のすぐ外。そこに、自分に対して敵対的な感情を抱いた誰かがいる。そんな気がしたのだ。


　直後、その直感を裏付けるように扉とびらの外から声がした。


「伯爵さま。入ってもよろしいでしょうか」


　若い女の声だ。


「……ああ」


　虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず。警けい戒かいを崩くずさぬまま、その何者かを待ち構える。


　扉が開き、入ってきたのは──侍じ女じよの格好をした若い女だった。


「え？　あ、あの、何か……？」


　ほとんど睨にらみつけるようにして待ち構えていたからだろう。その侍女は自分が何か粗そ相そうをしたとでも思ったのか、動揺を隠せない様子だった。


「……あ。いや、すまない。なんでもない」


　どうかしてる、と自分でも思う。


　その侍女は手に刃やいばを持っていたわけでもない。ましてその細ほそ腕うででは人を殺すなど不可能だろう。なぜ思わず身構えてしまったのだろうかと、我ながら馬ば鹿からしくなるほどだった。強しいて気になることがあるとすれば、その目つきからは妙に冷たい印象を受けるということぐらいだろうか。


　歳もアレスより四つか五つぐらい上のようで、クラウディアやエレナにはない女としての魅み力りよくを持っているようにも見えた。恐おそらくイザーレの趣しゆ味みなのだろうと思う。
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「紹介が遅おくれました。侍女として雇やとって頂きましたミレイユと申します。よろしくお願いいたします」


「そうか。こちらこそよろしく頼む」


「何かご入用のものがあれば仰おつしやってください。伯爵さまの私し物ぶつもほとんど焼けてしまったと聞いておりますので」


「いや、問題ない。寝ね床どこさえあれば充分だ」


　小さいときから剣に明あけ暮くれ、王国中を駆かけ巡めぐっていたアレスである。元々それほど私物があったわけでもない。貴族の証たる赤いマント、近衛騎士の証たる赤い甲冑、そして王女と義妹から受け取った二振りの剣。これだけあれば何も問題はなかった。


「分かりました。では、他に何かご用事がありましたらお呼びください」


「ああ。……いや、待てよ。ひょっとして君はこれからローランのところにも行くことになるのか？」


「ローランさま……？　あ、あのお客さまのことですか。はい、もちろん伺いますが」


「なら気をつけろ。あいつは女癖ぐせが悪いからな。もし君に何か不ふ埒らちなことをしようとすれば、容よう赦しやなく頰ほおを引っぱたいて構わん」


　侍女は困ったような表情をした。


「……はあ。分かりました。それでは失礼いたします」


　丁てい寧ねいに頭を下げてミレイユが出て行く。


　イザーレが入ってきたのはほぼ同時だった。あるいは部屋の外でミレイユが出てくるのをずっと待っていたのかもしれない。


「アレスさま。いかがですか、あの新しい侍女は」


「いかが……とはどういうことだ？」


「これはまた子こ供どものようなことを。あの者は二ふた月つきほど前に私が雇った侍女でしてな。最初は仕事ぶりも今ひとつでしたが、この二月の間にすっかりファノヴァール家の侍女に相応しいまでに成長しました。なにより、あの器量です。もしアレスさまがその気でしたら、いつでもお手を付けて構わんのですぞ」


　手を付けるとはどういう意味だろうか──とわずかに考え込んだ後、その言葉の意味を察して思わず顔を赤くする。


「何を考えているのだ、おまえは。そんなことができるわけなかろう」


「やれやれ、ファノヴァール家の男どもはどいつもこいつもなぜそこまで淡たん白ぱくなのでしょうな。先代も子供一人作らせるだけでどれだけ苦労したことか。妾めかけを作ることなどどこの貴族でもやっておることですし、アレスさまは今や伯はく爵しやく家けの当主なのですぞ。血を残すことも少しはお考えください」


「余計なお世話だ。それよりイザーレ、今度こそ教えてくれるのだろうな。私が留守にしていたばかりに、この街は焼き払われたのだ。領民からは罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げかけられても文句は言えないところだというのに、誰もが諸もろ手てを上げて歓迎していた。おまえは一体何をしたのだ？」


「ええ、お察しの通り色々と手を回しましたとも。領民たちは家と財産を失いはしましたが、近きん隣りんの領主や王家からの援えん助じよはかなりの額に上りましたからな。それをアレスさまの恩に着せて領民に配ったのです。領民というものは腹を空かさず、明日への不安がなければそうそう文句など言いませぬからな」


　王家や貴族からの援助を、恩を着せて民たみに配った。その響ひびきの悪さに、アレスは思わず顔をしかめた。


「……余計なことを」


「何が余計なものですか！」


　イザーレは突とつ如じよとして語気を強めた。


「なぜ私が苦心してこのようなことをしたのだとお思いです？　なにしろ私の主は十八という若造にして剣を振るうしか能がない世間知らずです。故郷の者に石を投げられ疎うとまれるようなことがあれば、心が持ちますまい。違いますか？」


「…………う」


　ひどい言われようだったが、一言も否定はできなかった。


　石を投げつけられる覚悟で帰郷したとはいえ、もしそれが現実となり、それどころか故郷を追い出されるようなことがあればどうなったか。それはレストニア領を下か賜しした王家、それに父や先祖の期待をも裏うら切ぎることと同義なのだ。イザーレの言った通り、心は折れ、立ち直ることも困難だったかもしれない。


《つくづく思うが──》唐とう突とつに、パンドラのどこか楽しげな声が脳のう裏りに響いた。《その老人は親よりも汝なんじのことを知り尽くしておるな。我としては余計な手間が省けてありがたい限りだが》


　否定も反論もできない。この老家臣にだけは頭が上がりそうになかった。


「まあもっとも──」と、イザーレは言いい添そえた。「領民の犠牲者の数はそれほど多くはありませんでしたし、どこぞの貴族のように重税をかけて領民を苦しめていたわけでもありませんでしたからな。領民たちも元の暮らしに戻ることさえできればそう文句を言う者もおりませんでした」


「……そういうものか？」


「ええ、そういうものですとも。それに、アレスさまは反乱軍との戦いで余よ人じんの及およばぬ功をお立てになられました。それは領民にとっては誇ほこりとなりますし、将来の英えい雄ゆうに今のうちに恩を売りつけておきたいと思っている貴族も少なくはなく、そのおかげで多額の援助金が集まったわけです。これはアレスさまの功績ですな、その辺りは胸を張ってよろしい」


　イザーレなりに気を遣ってくれているということだろうか。そう言われると少しだけ気が楽になってくる。


「付け加えますと、兵の数が百人にも満たぬこの地が襲おそわれれば、アレスさまがいようといまいと防衛は難むずかしかったでしょう。故郷を守れなかったなどといつまでもくよくよ苦く悩のうされては時間の無駄なのです。そろそろ割わり切きってもらわねばなりませぬ」


　まさしくイザーレはアレスの心情をすべて見み抜ぬいていた。今後アレスが剣を振るう上で障しよう害がいとなりかねない心理的要因を、すべて打うち払はらおうとするかのようだった。


「そういう……ものなのか？」


「政まつりごととは結果こそが肝かん要よう、過程は大した問題ではありませぬ。この結果、アレスさまがこの地を繁はん栄えいさせることができればそれで万事解決にございます」


「……元よりそのつもりだ。民の期待を裏うら切ぎらぬため、今後も邁まい進しんする。それでよいのだろう？」


「口だけでは何とでも言えますが、まあ今はそれで結構という他ありますまい。もっとも、アレスさまにできることと言えば、どうせ剣けんを振るうことぐらいしかないような気もいたしますが」


「一言多いぞ」


　痛いところを突つかれ、アレスは唇くちびるを尖とがらせた。


　民のために精進する──その言葉に偽いつわりはないが、政については余計な口出しをするよりイザーレに任せていた方がいいだろうし、自分にできることといえば、やはり剣を振るうことしか思いつかないのは事実だった。


「だが、私が剣を振るい反乱軍を一刻も早く討とう伐ばつすることは、この地のためにもなることだろう」


「まあそれがファノヴァール家らしいと言うべきなのでしょうな。そうそう、それで私も聞きたかったのですが……アレスさまは反乱軍討伐のために近衛騎士の座に戻ったと聞いております。反乱軍との戦いはまだ続いているというのに、なにゆえこの時節に里帰りなどされたのですか？」


「…………」


　アレスの顔が曇くもった。


　それだけでイザーレには得心がいったのか、人の悪い笑みを浮かべる。


「ははあ、分かりましたぞ。つまり、厄やつ介かい払ばらいされたのですな？」


「ち、違う。そうではない。ただ、最近新たな将軍が赴ふ任にんしてな。その将軍に、たまには故郷に戻ってはどうかと命令されただけだ」


「それを厄介払いと言うのですよ、アレスさま」


「……ぐ」


　二の句が継げられなかった。


「出る杭くいは打たれると申します。ましてアレスさまは騎士の中でも恐らく最年少で通じる年ねん齢れい。その若造が余人の及ばぬ功績を打ち立てたとなれば、他の武人からすればさぞかし目め障ざわりだったのでしょうな。うすうす、そうなるのではとも思っておりました。アレスさまがもう少し根回しや気配りといった言葉を覚えておればよかったのですが」


　根回し。気配り。


　その単語の意味は分からないでもなかったが、それは間違いなく騎士道を志す人間がすべきことではないとも思う。


「……イザーレ、私はどうすればいい？　反乱軍が存在する限り領民たちも平静ではいられないだろうし、この地で起こったことがまたどこかで起こる可能性もあるだろう。私は戦いたいのだ。一刻も早く戦地に戻り、この反乱を鎮ちん圧あつしたいのだ」


「アレスさまがそのおつもりなのでしたら事はそれほど難しくはありませぬ。私もある程度の話は聞いております。なんでも、新しく将軍になったのは、あのディルヴィレン家の次男だそうですが」


「ああ、フィリップ卿のことだろう？」


「まだ覚えておいででしょうか？　六年も前のことですが、フィリップ卿とは浅からぬ因いん縁ねんがあったことを」


「かなりうっすらとだが、何かとんでもないような目に遭あわされた覚えはある。どうも曖あい昧まいなのだが」


「かなり面めん倒どうな事態でしたからな、まだ子供だったアレスさまが詳くわしく覚えておらぬとしても無理はありますまい。まあ今は目の前の問題について話すといたしましょう。アレスさま、フィリップ卿が将軍になれたのは、ディルヴィレン家が王家とある取引をしたためであるということは聞きましたか？」


「取引だと？　一体どんな？」


「息子フィリップを将軍とすれば、反乱軍鎮圧のため貴族は全面的に協力する──そう提案したのだそうです。事実、これによってかなりの数の貴族の私兵が参戦することとなったそうで」


「……そんなことがあったのか。しかしそれが今の私の立場となんの関係があるのだ？」


「お分かりになりませぬか？　国を揺ゆるがす大きな争いが発生した場合、貴族には協力する義務が生じます。アレスさまが身に付けておられるその赤い甲かつ冑ちゆうと赤いマントは何を意味するのです？　アレスさまは現在、近衛騎士でありながら貴族でもあるという極きわめて奇き妙みような立場にあるのです。近衛騎士として陣じんを離はなれるよう命令されたのだとしても、貴族として参戦することを拒こばめる者はおりますまい。つまり、近衛騎士としてではなく、一貴族として参戦なさればよろしい。貴族が参戦することを拒む権利など誰にもありませぬからな」


　目から鱗うろこが落ちるような思いだった。


「……分からなくもないが、詭き弁べんのようにも聞こえるぞ。大体、騎士であろうと貴族であろうと将軍の指揮下に入ることは同じではないか。そして私はその将軍に命を受けたのだ、故郷へ戻れと。今再び戦場へ赴おもむくのは命令違い反はんになるのではないのか？」


「ではお訊たずねしますが、新将軍閣かつ下かは何日このレストニアに留とどまれと命令なさったのですか？」


　あまりにも単純な事実の指し摘てきに、はっとなる。


「……いや。期間については特に何も……」


「ではよろしいではありませんか。アレスさまは一度この地へ戻った、つまり命令は果たしたのです。その後のことは何も指示されていないわけですから、今度は騎士ではなく貴族として、自らのご意志で参戦なさっても命令違反とはなりますまい。無論これも詭弁と言われればそれまでですが、アレスさまが再び戦場で功を上げれば誰にも文句は言えないでしょう」


　強引な話であるが、頷うなずけない話でもなかった。なぜなら少し前、似たようなことをしたことがあるからだ。


　反乱軍との最初の本格的な戦せん闘とう──キホルテ平原での戦いの後、アレスは奇妙な事情によって王都へ帰還させられ不本意な謹きん慎しんを命じられた。そのときも、まさしく同じような理り屈くつで再び戦場に戻ったのだ。すなわち、戦場で功を上げさえすれば誰も文句は言わないと。事実、新たな功を立てたがゆえだろう、謗そしりを受けたことはない。


「……よく分かった。では時機を見て私も再び出陣する。それでよいのだな」


「ええ、問題ないでしょう。ところで、実際のところいかがなものなのでしょう、反乱軍との戦いは。噂うわさで色々と耳にはしておりますが、やはりこうも戦地から離れているとあまり正確な話は伝わって来ないものでして」


　イザーレにそう言われたところで、アレスは手を叩たたいた。


「そうだ、それで思い出した。イザーレ、おまえに相談しておきたいことがある」


「伺いましょう。この老ろう骨こつの身で助力できることがあればのことですが」


「実はな。つい先日、ジェレイドに会ったのだ」


「ほう。ジェレイドというと、あのジェレイドですか？　反乱軍の総大だい将しようの……」


「そうだ」


「冗じよう談だんではないのでしょうな。一いつ介かいの騎士が簡単に会える相手とは思えませぬが」


「それがな、向こうから会いにきたのだ。私に反乱軍に加われとな。もちろん断ったが」


　イザーレの顔に、緊きん張ちようが走った。


　滅めつ多たなことでは動じることのない老練な人物である。何事かとアレスは身構えるほどだった。


「アレスさま、軽々しくそのようなことをなさらないでください。敵方の総大将と密みつ会かいしていたなどと公になれば、敵との内通を疑われかねませんぞ」


「それなら大だい丈じよう夫ぶだろう、向こうもおおっぴらに私に会いに来たわけではないらしいからな。最初に会ったときも偽ぎ名めいを使っていたほどだ。それに、私をジェレイドと引き合わせたのが誰だと思う？　ウォルナー師だ」


「なんと、あの石頭が!?　それはまた、一体なぜ……」


　アレスから事の次し第だいを話した。


　反乱軍の実情を聞かせ、そしてアレスに王国軍と解放軍、双そう方ほうの立場を理解させること。それがウォルナーの目的だったと。


「なるほど、ウォルナー卿きようもつくづく物もの堅がたい性格をしておりますな。あの御ご仁じんらしいといえばらしいのですが。それで、アレスさまは一体何をお悩みなのですかな？」


「正直、私はどうすればいいのだろうと思ってな」


　ジェレイドから聞いたことを語る。


　やむにやまれず、自分たちの命を守るために決起した反乱軍の事情。そして、一侯爵を殺害したがゆえに、そう簡単に和平に応じるわけにもいかないという彼らの事情を。


「私は武力で事を成そうとした反乱軍のやり方を、今でも好ましく思っていない。だが、ジェレイドはそうする他ほかなかったと言った。一度は農民たちの武力を見せ付けなければ、たとえ和平を申し出たところで他の貴族がそれを許さないだろうとな。イザーレ、おまえはどう思う？　まずおまえの考えを聞きたい」


「確かに、難しい問題ですな。率直に申し上げますと、今の反乱軍はいたずらに内乱を長引かせているようにしか見えませぬ。ジェレイドの狙ねらいが、王国軍を相手に大きな勝利を得ることによって、有利な条件で和平を実現しようとすることにあるというのはよく分かります。しかし、彼らは一国全体を敵に回しているのです。兵ひよう糧ろうや兵の補ほ充じゆう力には天と地ほどの差があります。今のところは善ぜん戦せんしているようですが、敗北は時間の問題としか思えませぬ。まして、易やす々やすと反乱勢力に和平を申もうし込こむようなことがあっては王国の威い信しんにかかわりますからな。それこそ反乱軍に譲じよう歩ほするぐらいなら、友好国エディンバラから兵を借りるぐらいのことはするでしょう」


　イザーレの言っていることは、いちいちもっともだった。


「つまり状じよう況きようは、ジェレイドが言うほどやさしくはないということか」


「御ぎよ意い。反乱軍の降こう伏ふくならともかく、和平が受け入れられるとは思いませぬ。恐おそらく半年と経たたぬうちに決着はつくかと」


「だが、ジェレイドという男は少なくとも無能などという言葉とは縁えん遠いようだ。そうでもなければここまで戦い抜ぬくことなど不可能だっただろうしな。そのジェレイドの態度を見た限りでは、なんらかの勝算があるようだったぞ？」


「確かにジェレイド率いる反乱軍がこれまでに取ってきた行動は、ほぼすべてが理に適かなっているといっても過言ではありません。常に目標を持ち、それを達成するために然しかるべき手段を講じております。となると……まだ何かよからぬ企たくらみでもあるのかもしれませぬな。今の劣れつ勢せいをひっくり返すような企みが」


　あながち、大げさな話とも思えなかった。


　ジェレイドの智ち謀ぼう。そしてもう一つ、反乱軍には〈風の戦いくさ乙おと女め〉という、恐るべき存在がある。その二つがあわされれば、何かとんでもないことができるのかもしれない。


「……どのような企みだと思うか？」


「それが分かれば苦労はしませぬ」


　もっともな返答だった。もしそのような企みがあったとして、真実を知るのはジェレイド本人とそして恐らくは先ほどから悪魔のような笑みを浮かべて辺りを漂ただよっている妙な精パン霊ドラだけだろう。


　もっとも、パンドラは答えを知っていても決して教えてくれないだろう。ジェレイドに企みがあるとすれば、それは必ずこの国に波は乱らんを起こすものとなるだろうし、どうやらパンドラはその波乱を望んでいる節ふしがあるのだから。


「そうだ、イザーレ。もう一つおまえに聞いておきたいことがあった」


「は。何でしょう？」


「〈風の戦乙女〉のことだ。知っているな？」


「はい、ある程度は。アレスさまと並ならんでその名は知れ渡わたっておりますからな。とてつもない風の黒魔術の使い手であると聞いておりますが」


「ああ。トゥールスレン平原での戦いで一度戦う機会があってな。もっとも、そのときはシルフィードとかいう風の精せい霊れいをぶつけられ、まともに戦うどころではなかったがな。まさしくとてつもない相手だった」


　イザーレの表情が激げき変へんしたのはこのときだった。


　奇き妙みように思った。イザーレの表情には、かつて見たことのない感情が浮かんでいたからだ。そう、まるで戦せん慄りつしているような──。


「……アレスさま。今なんと仰いましたか？」


「だから、〈風の戦乙女〉はとてつもない強敵だったと」


「いえ、その前です。何の精霊と仰いましたか？」


「シルフィードだが？」


「…………」


　イザーレの顔から表情が消えた。


「……よく五体満足で帰ってこれましたな。シルフィードといえば蒼そう神しんラクリナース直属の偉い大だいなる臣。その力は嵐あらしを起こし竜たつ巻まきを呼び、大地そのものの姿さえ変えるとも言われています。とても人間の敵かなう相手ではありませんぞ」


「……そう言われても、現にこうして生きているしな」


　まさかこちらにも精霊の助けがあったからだとは言えなかった。


　アレスの困こん惑わく気味の返事を聞き、イザーレは苦く笑しようした。


「いや確かに、アレスさまはご存命でいらっしゃいますしな。まあさすが私が見み込こんだ主だと思っておくことにしておきましょう。それにしても強力な黒魔術師とは聞いておりましたが、まさかシルフィードの力を使えるとは。反乱軍がここまでやってこれた理由がよく分かりましたぞ」


　少しだけ背筋が寒くなるのを感じた。


　かつてイザーレがここまで人を評価することがあっただろうか。我ながらよく生き残れたものだと感心したくなる。いよいよパンドラを邪じや険けんにできなくなりそうだった。


「それほどのものなのか？　〈風の戦乙女〉の力とは」


「はい。強力な黒魔術師というものは稀まれに歴史上に現れ、平和かあるいは混乱をもたらすこともありますが……。しかしそれほど頻ひん繁ぱんにあることではございませぬし、特に風の精霊使いともなれば尚なお更さら希少です」


「なぜだ？　風の精霊に限って何か理由でもあるのか？」


「……お話ししておいた方がよさそうですな。アレスさま、精霊を使役する二つの方法については、まだ覚えておられますかな？」


「ああ。強力な意志の力で精霊を支配することと、それから精霊と契けい約やくを交かわすことでその力を借りること……だったな」


「はい。しかしシルフィードほどの精霊となると、意志の力で支配することは不可能なのです。少なくとも人間には」


「……それはおかしいだろう。事実、〈風の戦乙女〉はそうしていたではないか」


「いえ、恐らくそれは違います。シルフィードというのはこの世界の理ことわりを形作る柱の一つなのですよ。それを人が支配できるのであれば、こんな王国滅ほろぼすことすら造作もありません。しかし現実にそうはなっておりませぬからな」


　つまり、〈風の戦乙女〉もシルフィードの力をすべて使いこなせているわけではないということだ。


　イザーレの言わんとすることを察する。


「そうか。〈風の戦乙女〉もシルフィードを支配しているわけではなく、何らかの契約を交わしているということか」


「はい。それでも充分強力な力を振るうことはできますからな。ただ元来、精霊は契約する相手を選ぶのです。たとえば火の精霊は野望に身を焦こがす者を好むことがあり、それゆえ度たび々たび歴史上にも火の精霊を操あやつる黒魔術師の名が現れることがあります。しかし風の精霊は束そく縛ばくを嫌きらい、自由を尊とうとびます。つまり、人の臣になることをよしとするような者とは契約しないはずなのです。これが風の精霊使いが歴史上に現れない最大の理由ですな」


「だとしたら変ではないか。現に〈風の戦乙女〉はジェレイドの部下なのだぞ？」


「ええ、ですから奇妙だと思っているのです。恐らくはよほど特とく殊しゆな契約でもしているのでしょうな。だからこそアレスさまの──ただの人の力でも退けることもできたのかもしれませぬ」


「なるほど、話は分かった。それで、どう対処すればいい？　反乱軍と戦う以上、〈風の戦乙女〉ともまた戦うことになるだろうからな」


「難しい問題ですな。妊にん婦ぷでも連れて行ければいいのですが」


「……聞いたことはあるが。黒魔術にも有効なのか、それは」


「はい、一応は」


　一人の生命の中にあるもう一つの生命──すなわち胎たい児じとは、限りなく精霊に近い存在なのだという。それゆえ、妊婦にはあらゆる魔術の類たぐいが効果をおよぼしにくいとされている。


　だが、これは逆に妊婦には白魔術による治ち癒ゆが効きにくいということでもある。それゆえ白魔術の普ふ及きゆうによって戦場での死者はかなり減るようになったが、一方で妊婦の死し亡ぼう率りつは変わらず高い。特に貧ひん困こんが激しい農村などでは悪条件での多産が行われることが珍しくなく、その死亡率は凄すさまじいものだという。


　なぜ五ご彩さい神しんはこのような理を作ったのか。そう疑問を抱いだく者は多いが、これはつまり妊婦とは神の力さえ及およばない聖せいなる存在であるからだと考える者も多く、それゆえ妊婦殺しというのは神官を殺すのと同じぐらいに罪が重い。妊婦を殺した賊ぞくの一団が、赤神オディウスを奉ほうじる神しん殿でんが差し向けた兵により壊かい滅めつさせられたという話は珍しくないほどだ。


「だからといって、まさか戦場に妊婦を連れて行くことなどできるわけもないだろう」


「当然ですな。では別の手段を講じる他ありますまい。一つ復習しておきましょう。ご覧らんください」


　イザーレは部屋にあった暖だん炉ろから、薪まきを一本手に取った。


　そして先せん端たんが黒く焦こげた愛用の杖つえを掲かかげ、その先端を薪に近づける。


「我が意に応じよ」


　その声と共に杖の先に赤い小さな光が灯ともった。


「猛たけ々だけしき破壊の精霊よ。契約に従い、汝なんじの力をここに解放せよ。汝、名をサラマンドラ」


　杖の先から、ぼっと火の塊かたまりが飛び出た。


　しかし元より本気ではなかったのだろう。薪に宿った炎ほのおは小さく、すぐに消えた。


「これが私にできる火の黒魔術です。意志の力を込めて精霊に語りかけを行い、そして力を解放させる。契約した精霊の力を借りるには、絶対にこの手順が必要となります。もちろん〈風の戦乙女〉も例外ではないでしょう。となれば対たい策さくは一つ。語りかけを行う前か、あるいはその最中に対処するしかありますまい」


　イザーレの言いたいことを察する。


「……そうか、そう難しく考えることもなかったな。飛び道具か」


「御意。それこそが黒魔術師最大の弱点にございます」


「無防備なところを狙ねらえというのだな？　弓か石弓でも用意して」


「そうですが一つ問題がございます。黒魔術とは語りかけを行うことでその力が発揮されるのですが、語りかけを行っている段だん階かいでもある程度精霊の力が現世に具現するのです。一度〈風の戦乙女〉がシルフィードに語りかけを始めれば、並なみの飛び道具では当たりもしますまい。特に石弓は人の力ではなく、機械の力によって飛来するもの。精霊の力を退けるには人の意志が必要です、これでは対処できませぬ」


「では弓か？」


「確かに弓ならば人の意志を込こめることができます。しかし、かといって細い矢では不安が残ります。もっと適切なものがあるではありませんか、アレスさまにしかできず、しかもアレスさまの意志を存分に込めることのできる武器が」


　アレスはイザーレの言わんとしていることを悟さとった。


　パンドラの導き──というよりは干かん渉しようによって、特とく殊しゆな道を歩んで来たがゆえに、アレスはある技能を身に付けていた。いや、身に付ける必要があった。そうしなければ生き残ることすらできなかったからだ。


　イザーレはそれを〈風の戦乙女〉に対して使えというのだ。


　正直、あまり気はすすまない。〈風の戦乙女〉は文字通り女だからだ。騎士の持つ刃やいばは本来、女に向けられるべきではないのだ。


　だがそれでも、こちらの命を狙ってくるのなら、これ以上反乱が長引き民たみが虐しいたげられるというのなら、躊ちゆう躇ちよなどしていられないだろう。


「……貴重な助言に感謝する、イザーレ」


「これが仕事です、お気にせず」





　　　　　４





　翌よく朝あさ。


　エレナは鶏にわとりの鳴き声を合図に目を覚ました。


「うーん……！　あー、いい天気ね」


　久しぶりの、それも清せい潔けつなベッドでの目覚めである。気分は悪くなかった。薄うす汚よごれた神官衣を脱ぬぎ捨て、清潔な下着だけで寝ね起おきできたのも一因だろう。陣地の中では体をぬぐうことすら滅多にできなかったのだから。


　これもすべて故郷の復興に尽くしてくれたイザーレのおかげである。なぜあのような優秀な人が義兄に力を貸してくれるのか、つくづく不思議で仕方がない。


「……そういえば、今日から義兄さんってどうするんだろう？」


　あまり詳くわしくは聞いていないが、どうやら義兄は不本意な形でこの故郷へ帰還させられたということは知っている。従軍神官のエレナとしては、ごく自然にアレスに付いてきたが、反乱はまだ続いているし、この地を襲おそった者たちもきっとまだどこかにいるのだ。


　となると、このレストニアで起きた悲ひ劇げきがまたどこかで起こるかもしれないし、それを許すような義兄でもない。そういう義兄の性格を知っていたからこそ、エレナは義兄に一ひと振ふりの剣を与あたえたのだから。


「ま、どうなろうとあたしは付いていくだけよね。なんたって義兄さんの従軍神官なんだから」


　いずれにせよ、今日ぐらいは休む時間もあるだろう。ファノヴァール家の養子となったエレナにとって、ここは四人の両親が眠ねむる地でもある。墓参りをする時間ぐらいはあるはずだった。


　くう、と小さな音が鳴った。


　体が休まったせいかお腹なかが活力の源を欲ほつするようになったらしい。


　今の音を誰にも聞かれなくてよかったと思う。もしイザーレ辺りに腹の音など聞かれれば、はしたないですぞ、などと小言を言われるに違いない。あの頼たよりになる老人は意外とそういうところには容よう赦しやがないのだ。


　ベッドから降り、食堂へ向かおうとする。と、そこで自分が下着しか身に着けていなかったことを思い出す。


「危ない危ない。今はローランもいるもんね」


　ローランが自分に好意を持っていてくれていることは承知している。だが、アレスという騎士の鑑かがみのような義兄を見て育ったエレナとしては、少々軽すぎるような気がして友人という関係以上の目で見ることはとてもできない。こんな格好を見せることなどできるわけもない。


　ではローランがおらず、アレスだけだったならば、こんなはしたない格好でもよかったのだろうか──などとふと疑問が浮かんだものの、やっぱりそんなことできるわけないと苦笑するのだった。








「おはよう、二人とも」


「ああ、おはよう」


「うむ」


　テーブルにはすでに義兄とガルムスの二人がいた。しかも二人ともうっすらと汗あせをかいている。大方、また朝から訓練でもしていたのだろう。帰郷したその日ぐらい休めばいいのに──とも思うのだが、それでも欠かさないのがこの二人らしいところなのだろう。


　しかも義兄はすでに食事を済すませたらしいが、ガルムスの前にはすでに空になった食器や、骨だけとなった鳥の足が山と積まれている。いくら空くう腹ふくとはいえ、よく朝からそれだけ食べられるものだと感心する。相変わらずドワーフの胃い袋ぶくろというのは理解不能だった。


「どうぞ、エレナさま」


「ありがとう」


　エレナがテーブルに着くと、すぐに侍女が温あたたかいスープを運んできてくれる。


　自分で食事の用意をせずにすむのも久しぶりだ。王国軍の陣地にいたときはもちろん、王都にいたときもエレナは修行中の身であり、身の回りのことは基本的に自分でしなければならなかった。それなのに、ここでは何もせずとも勝手に温かい食事が出てくる。何しろここでの自分は伯はく爵しやくさまの義妹なのだから。


　──こんな生活してたらすぐ堕だ落らくしちゃいそうだけど、今日ぐらいいいよね。


　そうやって自分を納なつ得とくさせ、スープを口に運ぶ。塩と出だ汁しでよく味付けされた温かいスープは空腹に染しみ渡わたるようだった。


「おや、エレナさま。今日はまた随ずい分ぶんとごゆっくりですな」


　聞きようによっては皮肉とも取れない挨あい拶さつと共に顔を出したのはイザーレだった。


「いいじゃない、今日ぐらい」


「ええ、確かに。まあ今日ぐらいは大目にみましょう」


　つまり明日からはもう少ししっかりしろと暗に言っているのだ。この人にはかなわないとつくづく思う。


「いいところにきた、イザーレ。実は今日からのことで話をしておきたいことがある」


　と、テーブルの上で腕を組んだ義兄が言った。


「はて、何でしょう？」


「私も近いうちにまた戦地へ赴おもむくことになるだろうが、しばらくはここに滞たい在ざいするつもりだ。今のうちに領主として何かしておくことはないか？」


「ありませんな」


　即そく答とうだった。


　エレナが思わず感心するぐらいの容赦のない即答に、義兄が顔をしかめる。


「大体、馬を駆かり、剣を振り回すしか能のないアレスさまに政を任すなど無む謀ぼうと言う他ございませぬ。このイザーレ、そこまで耄もう碌ろくはしておらぬつもりです。はて、アレスさま。そんな渋しぶい顔をしてどうなさいました？」


「……何もないことはないだろう。私にだって力仕事ぐらいならできるはずだ」


「これはまたお戯たわむれを。よろしいですか、アレスさまがどう思おうと領民にとって貴族とは、ファノヴァール家の当主とは神のごとき天上の存在なのです。そんなアレスさまが町中で労働などしてみなされ。誰も彼もが萎い縮しゆくして作業どころではなくなります。それであるいはアレスさまの名声は高まるかもしれませんが、この町にとっては何の益にもなりません」


「…………」


　義兄はそれ以上言い返せずに黙だまり込こんだ。


　少し言いすぎではないかと思う。


　確かに、義兄は剣の腕に比べれば勉学は苦手かもしれない。常々、領地をほっぽり出して王国中を駆け回っていたというのも事実であるらしい。


　それでも領主として一通りの勉学は積んでいるはずなのだ。そこらの貴族などと比べれば、よほどいい仕事をしてくれるに違いないと思う。


　普ふ段だんから義兄を一番高く評価してくれているのはイザーレなのだと思うが、逆にそれゆえなのかイザーレの義兄に対する言葉はいつも手て厳きびし過ぎるのではないかと思う。


「ああ、そうそう」


　どこかわざとらしくイザーレはぽんと手を叩いた。


「そういえば剣を振り回すしか能のないアレスさまに任せられる仕事が一つございました」


「……一言多い。で、なんだ？」


「ニーム伯の元に赴き礼を述べてきて頂きたいのです」


　ニーム伯。その名はエレナも知っていたし、面識もあった。なにしろレストニア領の隣となりにある領地を治める領主の名前だからだ。


「それは構わんが……何かあったのか？」


「はい、それはもう。この町を復興するにあたって、もっとも多くの援助をしてくださったのがニーム伯なのです。つい一昨日にも、復旧のためにと金貨を二百枚ばかりぽんと送ってきてくださいまして」


「あら。太ふとっ腹ぱらね」


　思わずエレナの口からそんな感想が漏もれた。


　ニーム領は決して大きな領地というわけではなく、裕ゆう福ふくというわけでもない。しかしニーム伯は誠実な人ひと柄がらで知られる。隣りん人じんの苦境を放っておくことはできなかったのだろう。


「そうか。それは確かにすぐ礼を述べねばなるまい」


「はい、いくら礼を尽くしても足りないところです。何しろ今の我らには何もありませんからな。せめて領主直々に礼を述べるぐらいのことはして頂かねば」


「分かった。では今日にでも発たつとしよう」


　義兄らしい即そく断だんである。


　だが、エレナにしてみれば少し残念でもあった。今日ぐらいは両親の墓参りに付き合って欲しいと思っていたからだ。


「アレスさま。その辺りはもう少し道理というものをわきまえて頂けませぬか」


　一方で、なぜかイザーレが呆あきれたように言った。


　その言葉の意味を計りかねたのか、義兄が唇くちびるを尖とがらせる。


「どういう意味だ？　思い立ったが吉きち日じつというではないか、まして礼を言いに行くのならば早い方がいいだろう」


「よろしいですか。アレスさまは一応名の知れた伯爵なのです。突とつ然ぜんやって来られればどこの貴族とて面食らいますし、そもそも失礼にもあたるというもの。喧けん嘩かを売りに行くのならともかく、礼を述べに行くのならばまずは使者を送り、アレスさまが向かうことを先せん方ぽうに伝えなければなりませぬ。それが手順というものです」


「……面めん倒どうなことだな。まあいい、その方が都合がいいなら使者を送るなり好きにしてくれ。私は明日発つ。それでいいな？」


「はい、結構です」


「よかった。じゃあ義兄さん、今日はあたしに付き合ってよ。父さんたちのお墓、見てこないといけないし」


「あ……」


　エレナの提案に、アレスは大事なことを失念していたと恥はじるように、背筋を正した。


「……そうだな。確かに、色々と報告すべきこともあるしな」


「それはよい考えです。この町の犠ぎ牲せい者しやとて皆かい無むというわけではありませんからな。領主として、一度彼らの墓にも花を添そえてやってください」


「分かった。そうしよう」


　義兄も義兄なりにこの町の人々のことを考えていたのだろう。なんとなく嬉うれしくなる。


「ところで……」


　不意にイザーレは後ろに控ひかえていた侍女を振ふり返かえった。


「ミレイユ。ローランどのはどうなされたのだ？」


「あ、はい」突然話を振られた侍女だったが、慌あわてることなく応じる。「ローランさまでしたら今日は少々具合が悪いということでまだお部屋におられますが」


　このとき、エレナは些さ細さいな疑問を抱いた。ミレイユがローランの名を口にしたとき、少し機き嫌げんが悪そうに見えたのだ。


　しかしそれも一瞬のことだったため、自分の勘かん違ちがいだったのではないかと考え直す。


「ローラン、どうしたんだろ？　疲つかれでも出たのかしら？」


「あいつがそんなタマか。大方、ベッドから出るのが面倒になっただけだろう。それよりイザーレ。ローランがどうかしたのか？」


「はい。明日ニーム伯の元へ向かうなら是ぜ非ひローランどのも供にお連れください」


「……妙な提案だな。あれが役に立つとは思えぬが」


「やれやれ、アレスさま。人の上に立つならばもう少し広い視し野やをお持ちください。アレスさまはご存知ないかもしれませんが、あの者、実は結構な家いえ柄がらの出です。供として従えているところを見せられれば、伯爵としての体面も保てるというもの」


「そんなところまで気を回してくれるとはな。つくづくおまえがいてくれて助かるよ」


　義兄の声は皮肉げな響きに満ちていた。


　しかしイザーレにはまったく通用しない。


「まったくでございますな。最近つくづく思うのですが、こんな物の見方の狭せまい相手が主ならば、領地と財産ぐらい簡単に騙だまし取とれそうな気がしてなりませぬ。くれぐれもお気を付けを」


「…………」


　アレスは一言も返せない様子だった。


　さりげなくお茶を口に運び、わざとらしく間を空ける。


「ではローランとガルムス、それにエレナの三人で向かう。それでいいな？」


「謹つつしんで申し上げます。このようなときはあまり女性を連れて行かれるものではありませぬ」


「えー？　じゃああたし一人だけお留守番ってこと？」


　このところはずっと義兄と一いつ緒しよだったのだ。今回の旅路も同じだと思っていた。まさか置いていかれるとはまったく考えておらず、エレナの口から自然と抗こう議ぎの声が上がった。


「お気持ちはわかりますがエレナさま。今回はただ貴族が貴族に挨あい拶さつをしにいくだけのことなのです。そこへエレナさまなど連れて行かれては、先方はエレナさまを紹しよう介かいにきたのだと、ファノヴァール家は婚こん姻いんを望んでいるなどと思いましょうぞ」


「あ……」


　それは当然の話だった。


　貴族は見合いによる婚姻が普ふ通つうだし、それゆえ娘や妹を滅めつ多たに外へ出さないものらしい。それなのに軽々しく自分がついていけば、ニーム伯に誤ご解かいさせてしまうのがオチだろう。つくづく、このファノヴァール家が貴族としての体てい裁さいを保ってこれたのは、イザーレのおかげなのだと思う。


「いや、別に問題ないだろう」


　と、そう言ったのはアレスだった。


「エレナ、おまえもニーム伯とは面識があったな？」


「え？　ああうん、最後に会ったのは五年ぐらい前だったと思うけど」


「ならば別にニーム伯も見合いを望んでるなどとは考えないだろう。我がファノヴァール家がこれだけ世話になったのだ、兄妹で礼を述べにいくことは自然なことだ。なにより、今のエレナは私の従軍神官だ。私は伯爵である以前に武人だ、武人として従軍神官を連れて歩くことは、ローランを連れて行く以上におまえのいうところの体面を保てると思うが」


　率直に、嬉うれしいと思った。義兄がこんなに自分をかばってくれるなんて。


　イザーレは小さく嘆たん息そくした。


「まあ……そうですな。確かに相手がニーム伯ならばそう込こみ入いった話にもならぬでしょう。ですがアレスさま、見合いだと誤解する貴族がいてもおかしくはないということは覚えておいてください。エレナさまが妙みよう齢れいの女性だということは事実なのですから」


「分かった分かった」


　エレナからすれば複雑な話だった。


　確かに自分はもう十五、結けつ婚こんしていてもおかしくない年ねん齢れいなのだ。エレナ個人としては義兄も放っておけないし、とてもその気にはなれないが、将来はどうなるのか分からないのだ。もう少しぐらい真剣に考えるべきなのかもしれない。


「ならばわしは残っていてよいかの？」


　と、ガルムスがパンをかじりながら口を挟はさんだ。


「喧嘩を売りに行くならともかく、貴族とやらの酔すい狂きような会話に付き合うのは苦く痛つうでしかないからの。馬に乗るのも飽あきたところだ、ここで鍛か冶じの腕でも磨みがいていた方がよほど有意義というものよ」


　今度は反対する者は誰もいなかった。


　ガルムスが人間の煩わずらわしいしきたりを嫌きらっていることは全員が知っている。ただでさえ、イザーレ以上になぜ義兄に力を貸してくれているのか分からない彼のことなのだ。その恩に報いるためにも、せめてこういうときぐらいは好きにさせるべきなのだろう。


「確かに、今度は別に戦いに行くわけでもないのだからな。分かった、おまえは好きにしてくれ」


「うむ。その方が助かるわい」


　こうしてアレスとローラン、それにエレナの三人は、短い旅路につくこととなる。





　　　　　５





　その日、ジェレイドよりアレスの暗殺を命じられていたカークウッドの姿は、レストニア領のすぐ近くの宿場町にあった。アレスの動向を見定めるためである。


「報告いたします！　〈赤の悪あく魔ま憑つき〉はわずかな供を連れ、館やかたを出立したとのことです！」


「……はぁ？」


　部下からの思いもよらぬ報告に、カークウッドの口から奇妙な声が上がった。


「供というのは、具体的に？」


「は。どうやら一人は神官、一人は近この衛え騎き士しのようです。赤い甲冑を身に着けておりましたが……」


「そうか」


　神官に近衛騎士の護衛。邪じや魔まではあるが、一人や二人ならどうとでもなるだろう。


　それにしても、王国に名立たる貴族がたった二人の供を連れて外出するとは、完全に予想外だった。彼の知っている伯爵といえば、どこへ行くにも何十人と護衛を引き連れていたものだ。そうなると領民は道を譲ゆずらねばならないし、途中の村々は食料や寝ね床どこの準備に少なからぬ負担を強しいられることになる。


　つくづく、アレスという人物の器うつわが分かる。殺してしまうにはあまりにも惜おしいが、かといって敵対する限りは最大の障しよう害がいとなるだろう。ジェレイドが暗殺を命じた理由がよく分かる。


「それで、どこへ向かっているか分かるか？」


「は。どうやら隣のニーム伯爵領のようです」


「ほう」


　好機だった。


　なぜ〈赤の悪魔憑き〉がそんなところへ赴おもむこうとしているのかは分からないが、いかなる天の采さい配はいかニーム領ならば目と鼻の先だ。先回りすることも難しくない。


「ダンカンを呼べ。我らもここを動くぞ」





　　　　　◆





　同じくそのころ、カルレーン侯よりアレスの暗殺を命じられたベアトリスもまた、部下の報告によってアレスの動向を察知していた。


「……というわけで、アレスは少数の供を連れてレストニアを出発したとのことです」


「ご苦労さまでした。ここまでは予想通りですね」


　ベアトリスは安心したように微ほほ笑えんだ。


　アレスと犬けん猿えんの仲にあるフィリップを第三軍の新たな将軍とした結果、予想通りフィリップはアレスを左さ遷せんする道を選んだ。


　そしてレストニアに戻ったアレスは、故郷復興のため多大な援助をしてくれたニーム伯に礼を述べるため故郷を出た。


　信義に厚いという噂のアレスの性格を考えれば、ここまでは予想通りだった。


　あとはベアトリスの仕事だった。近いうちにアレスはごくわずかな供を連れ、こヽこヽへやってくる。今や自分の支配下同然となったこの場所へ。


　ベアトリスは部屋を出ると、この滞たい在ざい場所の主の元へと向かった。大きな館やかたの中を歩き、主の私室へ。


「ニーム伯」


　にっこりと微笑みながら声をかける。


　過去、その表情を見せ付けられて警けい戒かいを解かなかった者は、異性はおろか同性にもいない。


　だが、今回ばかりは違った。ニーム伯は何か恐ろしいようなものを見る目でベアトリスを見た。


「どう……したのだ？」


「間もなくファノヴァール伯がここへ来るそうです。ご協力、感謝いたしますわ。これもニーム伯さまのお名前を借りてレストニア領へ援助ができたからです」


「…………」


　ニーム伯は寒くもないというのに体を震ふるわせ始めた。


「……本気なのか？　アレスの……いや、ファノヴァール伯のことは幼少のときから知っている。祖国の忠臣となりうる立りつ派ぱな人物だ。それを……それを暗──」


　ベアトリスは人差し指を伸のばしてニーム伯の唇に触ふれさせた。


「いけませんわ、閣かつ下か。壁かべに耳ありと申します、そのような不吉な言葉を口に出してはいけません。それにニーム伯、これはカルレーン侯爵閣下直々の命令なのです。あのお方が一度でもこの国のためにならない命令をくだしたことがありますか？」


「それは……分かっておる。分かっておるが、しかし……」


「どうかお気を楽になさってください。あなたに多くのことは求めません。ただわたしの言う通りにしてくださればそれでいいのです。すべては祖国のために、ですわ」


　ベアトリスの顔に聖母のような笑みが浮かんだ。常ならばその笑みを見せつけられた者は、たとえ死を間近に控えた者でさえわずかな平へい穏おんを取り戻す。


　だが、このときばかりは例外のようだった。
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　ベアトリスは、任務の内容に応じて様々な衣服を使い分ける。もちろん人の目をくらませるためだ。特にこの際、女であることは有利な要素となっていた。大の男が女になるのは難しいが、女が男に化けるのは決して難しくはないからである。


　そしてこのときベアトリスが選んだのは、旅人の格好だった。


　髪かみは束ね、皮のマントをまとい、肌はだの露ろ出しゆつは極力避さけている。遠目には男か女かの区別も到とう底ていつかないだろう。


　もっとも、このときばかりは誰だれかに見られているかどうかを考こう慮りよする必要はあまりなかったかもしれない。ベアトリスは街かい道どうの傍そばの森の中、それも初夏の陽気に生おい茂しげる下草の中に身を伏ふせていたからだ。街道を行きかう人の数は少なくはなかったが、誰一人として彼女の存そん在ざいに気付いた者はいないだろう。


　アレスがニーム領へ向かうなら、必ずこの街道を通る。しかもベアトリスが潜ひそんでいる一角は街道の曲がり角になっているせいで見通しが悪く、他者に見られる可能性も低い。待まち伏ぶせにはこれ以上ない絶好の場所だった。


　そこでベアトリスはじっと待っていた。その懐ふところに、短弓と毒塗ぬりの矢を忍しのばせながら。


「……来ましたわ」


　目論見通り、向こうから馬に乗った三人組がやってくるのが見える。


　一人は報告に聞いた近この衛え騎き士し──恐おそらくローランだ。それからもう一人、若い少女の姿が見える。アレスの義妹にして従軍神官のエレナだろう。


　そして最後の一人こそが、当然アレスだ。


　実のところ、ベアトリスは彼ら三人と直接の面識はない。だが、誰がアレスかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。もちろん貴族の証あかしたる赤いマントを付けていたためということもあるが、何より目つきや雰ふん囲い気きがまったく違ちがうのだ。その眼光は鋭するどく、微み塵じんの陰かげりもない。いくつもの激げき戦せんを潜くぐり抜ぬけ、多大な戦果を上げた武人というのはああいうものなのだろう。暗殺を命じたカルレーン侯の気持ちがよく分かる。万が一あの男が祖国に弓引くようなことがあれば、恐るべき敵となるだろう。


　さすがに今は甲かつ冑ちゆうは身に着けていない。狙ねらい通りだ。立場上護衛ということになっているローランはともかく、貴族へ礼を述べに行くのに甲冑を着き込こむような者はいない。あとはこの毒矢が体のどこかを掠かすめればそれで事は済すむ。


　ベアトリスは茂みの中で息を潜めた。じっとアレスたちが通り過ぎるのを待ち、右後方から射い掛かけるのだ。どれほどの剣けんの達人であろうと四六時中警けい戒かいしていられるわけがない。初夏のこの季節に半日馬に揺られれば心身ともに少なからず疲ひ労ろうする。そんなときに突とつ然ぜん背後から矢を放たれれば、対応できる者などいるわけがないのだ。


　やがて三人はベアトリスの目の前を通り過ぎた。もちろん、すぐ傍の茂みに自分が隠かくれていることに気付いた様子はない。


　機は熟じゆくしつつある。ベアトリスは短弓に毒矢をつがえようとした。


　だが、すぐにその行動は制止を余よ儀ぎなくされる。


「……え？」


　状じよう況きように奇き妙みような変化が起こっていたためだ。
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　──こないだのミレイユは惜おしかったなあ。


　アレスやエレナと共に馬を歩ませながら、ローランはそんなことを思っていた。


　つい先日までは女っ気のない最前線にいたのだ。いや、エレナのような美人もいたのは確かだが、とても手を出せる状況ではなかった。アレスを敵に回したくはないからだ。


　そんな日が続けば、とにかく女の一人も抱だきたくなるのが男というものである。ゆえにローランはアレスに同行し、前線を離はなれたのだ。すべては男の本道に戻もどるために。


　そこで偶ぐう然ぜん出会えたのがファノヴァール家に新しく雇やとわれたという侍じ女じよのミレイユだ。


　美人だった。エレナほどではないが、自分はこの女と出会うためにアレスに付いてきたに違いないと、そう思えるほどに。


　そしてどうせアレスのことである。侍女に手を付けるなんてことはしないのだろう。


　どうせエレナには手も出せないのだし、それならばせめてこっちは自分が頂いただこう──などと思い、少しばかり口説いてみたのだ。


　ところがだ。反応はかんばしくなかった。それゆえ、少し強引に迫せまったのが悪かったのだろう。


　さすが武人の名家ファノヴァール家の侍女というべきか、容よう赦しやなく頰ほおに手痛い一発を喰くらったのである。


　夜が明けてからも頰の見事な紅も葉みじ腫ばれは引かず、おかげで昨日はみっともなくて夕方になるまで人前に顔が出せない有様だった。


　──久しぶりに口説いたからなあ。がっつき過ぎたのか？


　反省してみる。冷静に考えれば、侍女とはいえ、あの変へん人じん窟くつたるファノヴァール家にかかわる者なのだ。正せい攻こう法ほうなど通用しないのかもしれない。


　まあ、まだ望みはあるはずだった。たとえばこれからニーム領へ赴おもむき、町まち娘むすめを口説くことで自信を取り戻し、あらためて挑ちよう戦せんするという手はどうだろうか。それに、ミレイユは初対面でいきなり自分の頰を引ひっ叩ぱたいたのだ。案外、今いま頃ごろはそのことを悔くいて謝罪する機会を待っているかもしれない。いや、そうに違いない。ならば自分は男らしく過去のことなど水に流し、前向きな関係を築こうとすればきっとミレイユも同意するに違いないのだ──。


　……などという極きわめて前向きなローランの思考は、唐とう突とつに中断を余儀なくさせられる。


「ファノヴァール伯アレスだな？」


　やけに野太い男の声が聞こえた。


「……へ？」


　思考が飛んでいたためだろう、今の今まで気が付かなかった。ふと前を見れば、剣や槍やりを構えた見るからに粗そ暴ぼうな男たち二十人ほどが行く手を阻はばんでいるではないか。


「……ねえ。なんなの、あの人たち」


　エレナの声には怯おびえが混じっていた。ローランも同様に背筋に冷たいものを感じていた。それほどに異様な雰囲気だったのだ。


　油断していたと反省すべきだった。ただアレスについて隣となり町まちまで行くだけだと甘く考えていた。復興中のレストニア領にいても退たい屈くつなだけだろうし、ニーム領の方が夜通し遊べる店もあるだろう。危険などあるわけがない、そう思っていた。


　しかし──これはどうみても、まずい状況のようだった。


　粗暴な男たち二十人の先頭に立つ男は、体は大きく目つきは悪く、どうみても山さん賊ぞくの頭領といった印象である。


　その上、彼らはアレスの名を名指ししたのだ。何を目的としているかなど一目瞭然であった。


　であるにもかかわらず、


「ああ。確かに私がファノヴァール伯だが？」


　アレスは生き真ま面じ目めかつ律りち儀ぎに答えた。


　──空気を読めこの馬ば鹿か！


　心の中で絶ぜつ叫きようする。


　この馬鹿は、なぜああも馬鹿正直に肯こう定ていするのか。この状況、どうみたって──。


「野や郎ろうども、遠えん慮りよはいらねえ！　ぶっ殺せ！」


「やっぱりー!?」


　ローランの悲鳴と、男たちが周囲を取り囲み始めたのは同時だった。


「なんなのだ、おまえたちは！」


　金属をこすり合わせる甲かん高だかい音が響ひびき渡わたった。アレスが二振りの剣を抜いたのだ。こんな状況でも動どう揺ようがないのはさすがというべきだが、褒ほめる気にはなれない。


「ちょ、ちょっと義に兄いさん、どうなってるのよ!?」


「心配するな、よくあることだ！　やるぞローラン！　振りかかる火の粉は払はらうまでだ！」


「待て待て待て！　無理だ無理、こんな数相手に勝てるかよ！」


「何を言っている、おまえとて何度も戦場を潜り抜けてきた騎士だろう！　この程度、しのげぬ相手ではないはずだ！」


「おまえと一いつ緒しよにすんな！　俺は逃にげる敵を背中から斬きったことしかねえんだ！」


「……いっそ死んでしまえ！」


「ひでえっ！」


　戸と惑まどいつつ、ローランも剣を抜いた。だが、これだけの数を相手にまともに戦えるのは、アレスとそれからガルムスぐらいのものだろう。


　自分は戦いという分野においては凡ぼん人じんに過ぎない。そのことを理解しているローランの決断は、極めて早かった。


　見知らぬ男たちが包ほう囲い網もうを完成させようとした、その瞬しゆん間かん、


「じゃ、エレナは任せてくれ！」


「え？　ちょっと──」


　素す早ばやく手を伸のばしてエレナの騎き馬ばの轡くつわを摑つかむと、馬首をめぐらし後方へと逃げ出す。


「なっ──」


　呆あつ気けにとられた声が、アレスと、そして男たちの口から漏もれる。


「ど、どうする!?」


「ほ、放っておけ！　俺たちの狙ねらいは〈赤の悪あく魔ま憑つき〉だけだ！」


　様々な思おも惑わくが交こう錯さくした。


　男たちは一目散に逃げようとしているローランたちに気を取られた。


　そして、アレスもまたローランの行動に呆気に取られてはいたものの、眼前の敵の油断を見過ごすことはなかった。アレスの体は、ごく自然に動いていた。


「行け、オルトス！」


　アレスの駆る愛馬がいななきを上げ、地を蹴けった。


　凄すさまじい速度で半包囲の一角を駆かけ抜ぬけると同時に、両の剣を振るう。


　右の剣に切きり裂さかれ、あるいは左の剣に頭を殴なぐられ、たちまち二人の男が倒たおれ伏ふした。


　包囲網は完成を見ることなく、勝負はすでにこの時点でついていたも同然だった。








「……もう終わったみたいだな」


「ええ。我が義あ兄にながら、相変わらずとんでもないわね……」


　再びローランがエレナと共に馬を歩ませ戻ってきたとき。


　勝敗は決していた。


「な……なんて化け物だ！」


　すでに地に倒れている男たちの数は十を超こえていた。その半数は血を流して横たわり、半数は流血こそないものの、骨こつ折せつの痛みに悲鳴を上げ、あるいは昏こん倒とうしているという有様である。


「すまんな。最近どうも手加減が苦手になってきていてな」


　冷たくそう言い放つアレスには、もちろん怪け我が一つない。


「貴き様さまらが何者かは知らぬが、これに懲こりたら二度と私の前に顔を出すな。故郷に帰って畑でも耕していろ」


「くっ！　ひ、退くぞ！」


　大将格らしい大おお柄がらな男がそう号令すると、歩けなくなった仲間たちを引きずるようにして逃げ散っていく。それはまさしく蜘く蛛もの子を散らすようだった。


　ローランはアレスの隣まで馬を進めると、胸を張って堂々と言った。


「ま、あの程度の実力で俺たちとやろうなんざ十年早いってことだな」


「よく言うわよ。あたしたちなんて真っ先に逃げただけじゃない」


「なに言ってんだ、エレナ。俺たちがいきなり逃げたからあいつらも意表を突つかれたんだ。ほら、アレス。おまえも恥はずかしがらずに言ってくれていいんだぜ？　最高の手助けだった、ありがとうってな」


　アレスは眉まゆをひそめた。


「……エレナを連れ出してくれたことには感謝しておこう。それにしても、騎士たる者がああも迷いのない逃げの一手を打てるとはな。おまえはきっと長生きするんだろうな」


　それは口下手なアレスなりの皮肉だったが、もちろんローランには通用しなかった。


「なに当たり前のことを言ってるんだ？　俺の愛を知らない女はまだこの世にたくさんいるんだからな、早死になんてしてる暇ひまないだろうが」


「ああそうか」


　アレスは納なつ得とくしたように深く頷うなずいたが、その様はどうみても誠せい意いに欠けていた。


「それにしても、あの人たち結局誰だったの？　こんなところで義兄さんを待ち伏せなんて……」


「さあな。反乱軍の刺し客かくか、どこかの賊の生き残りか……。心当たりが多過ぎて分からん」


「…………」


　ローランは思わず押おし黙だまった。


　自分の命を狙ねらう者の心当たりが多過ぎる──それはあまりにも不ふ穏おん極きわまりない発言である。


　このまま一緒にいれば、またどこかで何か厄やつ介かいごとに巻まき込こまれるのではないか。少しだけアレスに付いてきたことを後こう悔かいしたくなったローランだった。
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「……信じられないわ」


　その光景をじっと見守っていたベアトリスは、搾しぼり出だすような声で呟つぶやいた。


　アレスに矢を放つ好機が、突然の襲しゆう撃げき者しやたちによって阻まれた。それはいい。むしろ自分の手間が省けるとさえ思ったのだ。


　しかしアレスは、二十人を相手に一歩も退かず、それどころか巧たくみな馬術で決して広くない戦場を縦じゆう横おうに駆かけ巡めぐり、次々と敵を斬きり倒たおしていった。


　人ひと並なみ外れたとんでもない強さだった。英えい雄ゆうなどと呼ばれるのも道理である。


「それにしても、妙なことになってますわね」


　アレスを襲おそった謎なぞの一団。


　彼らは相手がアレスだということを確かめた上で襲いかかった。しかもアレスのことを〈赤の悪魔憑き〉とも呼んでいた。ただの賊だとは思えない。


「もしかして、反乱軍かしら……？」


　それは一番合理的な答えだと思えた。


　王国軍の中にもアレスを嫌きらう者はいる。そういった者たちの差し金、あるいは他国の工作員という線もなくはないが、今一番アレスを暗殺したがっている組織といえば、やはり反乱軍だろう。来きたるべき王国軍との決戦において最大の障害となりうる〈赤の悪魔憑き〉を前もって暗殺しておく──彼らの指導者が好みそうな合理的思考だ。


　もし彼らがアレスの動向を見張っていたとすれば、わずかな供を連れただけでニーム領へ向かうことを察知していたとしてもおかしくはない。そして自分と同じように、レストニアからニームへ向かうこの一本道に、それも見通しの悪いこの場所で襲撃を仕し掛かけようとするのも当然の帰結である。


「惜おしいことをしましたわ。このことを前もって知っていれば、利用できたかもしれませんのに」


　反乱軍を利用してアレスを殺させる。これほど効率のいい手段はないだろう。


　しかし、その事実を知るのは少しばかり遅おそかったようだ。


　なぜなら、アレスは今死ぬからだ。反乱軍と思おぼしき彼らがアレスに襲い掛かった結果、暗殺に適した最高の好機がやってきたのだ。


　命がけの戦いを終えたその直後こそ、誰もが気を緩ゆるませる最大の瞬間なのだ。戦いの疲ひ労ろうというものは、戦いが終わった直後にこそ急きゆう激げきに圧のし掛かってくる。どんな達人であろうと例外はない。今ならこの毒矢でアレスを射い止とめることもたやすいはずだった。


　ベアトリスは改めて短弓を取り出すと、アレスの右ヽ後ヽ方ヽから狙いを定めた。
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「さてと。余計な道草食っちまったな、とっととニーム領への道を急ぐとしようや」


　こんな何もない道みち端ばたにいたところで、何の意味もない。ローランの提案に、アレスは頷いた。


「そうだな。礼を述べに行くのに遅ち刻こくするわけにはいかな──」


　思わずローランはいぶかしんだ。唐突に、アレスの言葉が途と切ぎれたためだ。


「義兄さん、どうかした？」


　ローランと同じ疑問を抱いだいたらしいエレナが、アレスの表情を窺うかがう。


　どういうわけか、アレスは空を見ていた。文字通りの上の空だ。まるでそこに誰かいるかのように、じっと空を見つめている。


　何を見てんだ──と、ローランは問いかけようとしたが、できなかった。


　突とつ如じよとしてアレスの顔に真剣な表情が浮かんだのだ。


　そして、そこに親の仇かたきでもいるかのような目つきで、今度は左ヽ後ヽ方ヽを振り返った。


「……んな馬鹿な」


　その直後に起こった出来事を、ローランは生しよう涯がい忘れることができなかった。


　アレスが振り返った方向から一本の矢が飛来し──


　そしてその矢を、アレスは手で摑つかんでいたのだ。





[image: ]





　　　　　◆





「……!!」


　ベアトリスは驚おどろきの余り、思わず声を上げるところだった。


　アレスの右後方へ回まわり込こみ、いよいよ毒矢を放とうとしたその瞬間──別の方向から矢が飛んできたのだ。


　それはいい。あの反乱軍と思しき男たちはアレスの殺害を企き図としていたらしいのだ。ならば自分と同じことを考えていても不思議ではない。つまり、一度はアレスに勝ちを収おさめさせ、油断させたところを狙ねらおうと。


　だが、そんなことより驚くべきは、アレスの反応だった。


　──信じられないわ……！


　アレスは背後から飛んできた矢を手で摑んでいた。


　あるいは剣の達人ならば、矢を剣で払はらいのけることぐらいはやってのけるかもしれない。だが、どれほどの達人であっても、目にも止まらぬ速さで飛来する矢を手で摑むことは容易ではないだろう。


　だがアレスはそれをやってみせたのだ。しかも、後ろから飛んできた矢に対して！


「まだいたか！」


　アレスは矢を投なげ捨すてると、馬の腹を蹴った。


　まるで風のような素早さで矢の飛んできた方向へ、茂みの中へと飛とび込こむ。


「ぎゃああああ！」


　直後、茂みの中から悲鳴が上がった。


「…………」


　あまりの出来事に、ベアトリスは声も出なかった。


　もし今矢を放ったのが自分だったら、間違いなく殺されていただろう。


　些さ細さいな幸運と偶ぐう然ぜんに感謝すると共に、あらためて認にん識しきする。


「……どうやら、みくびっていたようですわ」


　さすがは幾いくつもの激戦を潜り抜け、英雄と呼ばれているだけのことはある。なにか凡人には持ち得ぬような特とく殊しゆな勘かんを持っているとしか思えない。だからこそ流れ矢の一本で簡単に命を落とす戦場を生き抜くこともできたのだろう。


　あれは少なくともこんな弓矢で殺せるような相手ではないらしい。ここは一度退くべきだった。


　暗殺の手段などまだいくらでもある。アレスがもっとも不得意とし、そしてベアトリスがもっとも得意とする、そういう分野でこそ勝負をかけるべきなのだ。


　こうして、ベアトリスはそっとこの場を離はなれることとなる。





　　　　　◆





「馬ば鹿かげてるよなあ、本当に」


　ローランは感心するより先に呆れていた。


　背後から飛んできた矢を素手で摑む。どんな軽かる業わざ師しにだってできる芸当ではないだろう。


　それにしても──と思う。


　たった今、目の前で起きた出来事には、明らかにどこかおかしなところがなかったか。


　背後から飛んできた矢を察知する──耳を澄すませ、矢の風切り音を聞き分けることができれば、あるいはそんな離はなれ業わざも可能なのかもしれない。


　しかしだ。


　先ほどの光景を思い起こす。あのときアレスは、矢が飛んでくる前からその方向を見ていなかったか。まるでその方向から矢が飛んでくることが分かっていたかのように。


「予知能力でもあるのか、あいつは」


　それはあまりに馬鹿げた考えだったが、あのアレスのこととなるとあながち間違ってるとも思えなかった。むしろそう考える方が納得できるような気さえする。


「余計な時間を食ってしまったな」と、自分の命が狙ねらわれたにもかかわらず、何事もなかったようにアレスは言った。「さ、今度こそ出発するぞ」
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　アレスとローラン、それにエレナ。


　このとき、彼ら三人を見つめるベアトリス以外のもう一組の目があった。


　カークウッドである。


　彼はダンカンを含ふくむ部下二十人をアレスにぶつけ、その一部始終をつぶさに観察していたのだ。


「だ、駄だ目めでさぁ！　あいつは噂うわさ通りとんでもねえ化け物だ！　二十人を相手に一歩も退かねえどころか……あ、あんたも見てたでしょう！」


　逃にげ帰かえってきたダンカンは、息を切らせながらまくしたてた。


「……ああ、もちろん見ていたとも。正直、あそこまでとは思わなかったが」


　解放軍の内部でアレスが〈赤の悪魔憑き〉などという物ぶつ騒そうな名で呼ばれるほどに恐れられているのは知っている。千人の部隊にたった一人で切きり込こんだとか、そそり立つ崖がけを駆け下りたった一人で陣じん地ちを壊かい滅めつさせたとか、その物騒な二つ名を裏付ける噂もいくらでもある。


　とはいえ、戦果というものは常に誇こ張ちようされるものだ。ゆえに、カークウッドも心のどこかではアレスを甘あまく見ていた。確かに剣の腕は立つのだろうが、千人どころか十人の敵を同時に相手にして勝ち目などあるわけがないと。


　だが、どうやら噂は本当であったらしい。アレスはカークウッドの部下の中でも特に血の気の多い連中を二十人も相手にして、傷一つ負うことなく勝利したのだ。


　しかも──恐ろしいのはその後だ。


　カークウッドは保険としてもう一つの罠わなをしかけていた。弓矢による不意打ちだ。


　背後から飛んでくる矢を防げる者などいるだろうか。まして戦いを終えた直後というのは気が緩むものだ。そのときにこそ、絶対に回かい避ひ不可能な隙すきが生じる。


　ゆえにカークウッドは隊の中でも腕うで利ききの射い手てを一人、茂みの中に配置していた。


　ところが〈赤の悪魔憑き〉はどうだ。


　背後からの矢をかわすどころか──手で摑んで見せたのだ。


　人間業わざとは思えない。馬鹿げているとしかいいようがない。冗じよう談だんではなく、悪魔でも憑ついているのではと考えた方が楽だった。


　だが、だからこそなんとしてでも排はい除じよしなければならなかった。あんな男が敵にいては解放軍に未来はない。


　今一度ダンカンを焚たき付つける必要があった。


「しかしどうしたものか。〈赤の悪魔憑き〉を殺さない限り、ジェレイドさまはおまえを処しよ刑けいするだろう。私もこれ以上はおまえをかばいきれんぞ？」


　適当な台せ詞りふを口にし、ダンカンを追い詰つめる。


「へ、へい。分かっておりやす。しかしあんな化け物が相手では……」


「そうだな。確かに〈赤の悪魔憑き〉は噂通りの腕うで前まえだった。だがダンカン、〈赤の悪魔憑き〉がおまえに言った言葉は覚えているか？　これに懲りたら二度と顔を出すな、故郷に帰って畑でも耕していろ……と。自分の命を狙った相手をも、あの男は殺そうとしなかったのだ」


「へえ。た、確かに……」


「実際、〈赤の悪魔憑き〉はたとえ我が軍との戦いに勝利しても、むやみやたらと兵を殺すようなことはなかったと聞く。どうやらあの男、騎士道精神には極きよく端たんなほど厚いらしいな。となると、そこに付け入る隙があるかもしれん」


「と、言いやすと？」


「たとえばだが……〈赤の悪魔憑き〉の傍そばには一人、女の神官がいたのを覚えているだろう？　武人にとって、神官が付つき従したがうというのは特別な意味があるらしい。さぞかし大切な存在なのだろうな。それにもうすぐ〈赤の悪魔憑き〉は街に入る。そうなれば、たとえば人ごみに紛まぎれて密かに接近することもたやすいだろう」


　そこまで言えばさすがにダンカンも察したようだった。


「……隊長。もう一度だけ俺に任せてくだせぇ。いい方法がありやす」


「そうか。いいだろう、おまえがそういうのなら任せよう。なにより、おまえのためにな」


　カークウッドはダンカンという男の性格を知っている。自分のためならば他人を犠ぎ牲せいにすることなど微み塵じんも躊ちゆう躇ちよしない男だ。どんな汚きたない手段を企たくらんでいるかなど、容易に想像がつく。


　だがそう焚たき付けたのはカークウッドであり、ジェレイドもまたそれを望んでいるのだ。目的のためには手段を選んでいられる余よ裕ゆうはない。制止はできなかった。たとえその結果、どんな犠牲が出ようとも。
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　アレスたちは、ようやくニーム伯の住む街へと入った。


　決して大きな街ではないが、領主の人ひと柄がらを反はん映えいしたかのように、落ち着きのある街である。


「いい街だとは思うんだが、ちょいと刺し激げきが足りなさそうだな」


「おまえは一体何を期待してるんだ、ローラン」


　そんな会話を交かわしながら、整備された表通りを進む。


　そのときだった。


《我わが契けい約やく者しやよ。微び妙みような状況ゆえ助言し辛づらいのだが、言っておかなければならぬことがある》


　眼前に、複雑な表情をしたパンドラが舞まい降おりたのだ。


「どういうことだ？」


　いつものように、エレナたちには聞こえないよう小さな声で問い質ただす。


《微妙な状況だと言っただろう、容易には答えられぬ。事が汝なんじ一人の命にかかわることならば簡単なのだがな。ゆえにこう言っておくとしよう。久しぶりにいつものあヽれヽを用意しておく方がよい》


「……なんだと？」


　もし二人の会話を聞くことのできる者がいたとしても、その符ふ丁ちようの意味は分からなかっただろう。


「こんなところでか？　街中ではないか」


《街中だからこそ、ということだろう。むしろ好都合というべきであろう。ほれ、そこに武器屋もある》


「…………」


　パンドラが指差した先には、剣を象かたどった木の看かん板ばんがあった。


　偶然だとすればあまりにも出来すぎている。だが、だからこそアレスとしても無視することはできなかった。


「二人とも。少し待っていてくれ」


「え？　どうして？」


　エレナが聞き返すが、今は答えようがない。アレスは黙だまって馬を降おりると、すぐそこにあった武器屋に入り、ある武器を買い求めた。


　店を出たアレスを見て、エレナが首を傾かしげたのは当然というべきだった。


「……なんで槍なんて買ってるのよ？　義兄さんには立派な剣が二本もあるじゃない」


「なんとなくだ。ときには剣ではなく槍が役に立つこともある」


　答えになっていない答えを口にして、アレスは長さ六尺（約一・八メートル）近くはあるその細い槍を背に担かついだ。


　そして間もなく、この日二度目の事件は起こった。








　アレスを先頭に、三人の騎馬が街を進む。アレスが貴族の証たる赤いマントを着けているためだろう、その道を遮さえぎろうする者などいない。もっとも、なぜ貴族が少数の供を連れてこんなところを歩いているのかと驚く者は少なくなかったが。


　やがて三人は街の中央へと足を踏ふみ入れた。


　目的地である領主の館やかたが見え始め、周囲の人だかりも多くなっていく。


　エレナの悲鳴が響ひびいたのは、そんなときだった。


「な、なに？　きゃあああ!?」


「おまえら！　動くんじゃねえ！」


　義妹の悲鳴、そして野太い男の声。


　何事かとアレスとローランは馬を止め、振り返った。


「なっ──エレナ!?」


　思わず声を失う。


　そこには、馬からエレナを引きずり下ろし、その首筋に刃やいばを突つきつけている男の姿があったのだ。


　もっともあまりにも唐とう突とつで信じがたい光景だったものの、それほど驚きが続くこともなかった。アレスにとってはパンドラの助言がまた具現したというだけのことだったのだ。まさかエレナが人質に取られるとは思っていなかったが。


「この悪魔憑きめ！　この女の命が惜おしけりゃ言うことを聞くんだ！」


　男には見覚えがあった。一いつ刻こくほど前に襲ってきたあの大柄な男だ。


　同時に、アレスたちの周囲にいた数人の通行人たちが、突如として剣を抜いた。その数は五人ほど。恐らく、この機会をずっと待っていたのだろう。


「とっとと馬を降りて武器を捨すてるんだ！　さもないと本当にこいつを殺すぞ！」


「ちょっと!?　いやあああ！　何すんのよ、離はなして！」


「……なんてこった」


　ようやく事の次し第だいを悟さとったのか、ローランが呻うめいた。


「あの男、さっきの山賊もどきじゃねえか。どーすんだよ、アレス。最悪じゃねえか、よりによってエレナを人質に取られるなんてよ」


「どうにかする。だからしばらくはあいつらの言うことに従したがってくれ」


「そ、それはいいけどよ、エレナの命がかかってるんだし。だが、今武器を捨てたら俺たち確実にぶっ殺されるぜ？」


「どうにかすると言っているだろう。これもよくあることだ」


「よくあることだあ？　こんなのがよくあるって、おまえ本当に一体どんな人生歩んでんだよ？」


「おい、早くしろっつってんだろ！　この女がどうなってもいいのか！　とっとと馬を降りろ！」


　苛いら立だった大男の怒ど声せいが響き渡わたった。


「分かった、言う通りにする。エレナ、大だい丈じよう夫ぶだ。おまえはじっとしていればいい」


「う、うん。分かった。信じてるからね」


　それは気丈なエレナらしい台せ詞りふと言えなくもなかったが、さすがに刃を突きつけられているためだろう、顔色が悪い。


　アレスはゆっくりと馬を降りた。やむなくローランもそれに倣ならう。


　周囲には人だかりが出来始めていた。当然だろう。街中の、それも表通りのど真ん中でこんなことをやっていれば。
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「よ、よし！　じゃあ次は武器だ！　身に付けてる武器を全部捨てろ！」


「分かった」


　二振りの剣を鞘さやごと腰から抜くと、傷きずつけぬようゆっくりと地面に置く。


「これでいいんだろう？」


「何言ってやがる！　その背中の槍もだ！」


「分かった、分かったから落ち着け」


　背せ負おっていた槍を取ると、投げ捨てるようにして地面に突き立てる。


「さあ、言う通りにしたぞ。これで私はもう丸まる腰ごしだ。エレナを放せ」


「へっ、そうはいくかよ！　おまえら、やれ！」


　男が合図すると、周囲の武器を持った男たちがゆっくりと包囲網を狭せばめてくる。


「や、やべえよアレス！　いくらおまえでも丸腰にこの状況じゃ──」


「問題ない。ところでローラン、一つ頼たのみがある。一瞬でいい、奴やつらの気を引け」


「気を引けったって、ど、どうやって!?」


「なんでもいい。おまえだってこのまま殺されたくはないだろう」


「……ええい、くそ！　こうなりゃ自や棄けだ！」


　こうしてローランは誰もが驚く行動を取ることとなる。


「この野郎！」


「う、うわ!?」


　気合の声と共に、武器を持った男の一人に体当たりを喰くらわせたのだ。


　重量のある甲かつ冑ちゆうを着き込こんだまま、しかも不意をついての体当たりである。二人はそのままもつれあうようにして屋台の軒のき先さきに突っ込んだ。


「なっ──」


　男たちがわずかに動どう揺ようする。


　その小さな隙すきがあれば、アレスには充じゆう分ぶんだった。


　素早く手を伸ばし、地面に突き立てていた槍を摑む。


「はあっ！」


　気合一いつ閃せん。投じた。


　すべては一瞬の出来事だった。





　エレナを人質に取っていた男の額に、槍が突き立っていた。





　どさりと、糸の切れた人形のように男が倒たおれる。


「きゃあああああああ！」


　エレナの口から悲鳴が上がった。男の死体から逃のがれるようにしてアレスの元へ駆かけ寄より、抱だきつく。


「大丈夫か、エレナ。怖こわい思いをさせて済まなかったな」


「う、うん。あたしは大丈夫。義兄さんなら絶対に助けてくれるって思ってたし……」


　そう言ってはいるものの、エレナの体はかすかに震ふるえていた。


　無理もない。人質に取られたことなどないだろうし、従軍神官とはいえこんな間近で人が殺されるところを見たこともないのだろう。


　エレナはアレスに体を寄せたまま背後を振り返り、頭部を貫つらぬかれてぴくりとも動かなくなった男を一いち瞥べつした。


「あの人、なんでこんなことを……」


「よほど私の命が欲ほしかったようだな。別にあの男に同情する必要なんてないぞ。私の唯ただ一人の家族を人質にするような輩やからには、私も容よう赦しやなどできないからな」


「……うん。ありがと」


　いささか複雑な顔をして、エレナは礼を口にした。


「やれやれ、俺だけこんな役回りかよ」


　やたら恨うらみがましい声を出したのはローランだった。


　先ほど屋台に突っ込んだ際に野菜でも押おし潰つぶしたのか、赤い近衛騎士の甲冑がさらに赤くなっている。


「ローラン、ありがと。あなたにも一応お礼を言っておくわ」


「お礼なら言葉以外のもので欲しいんだがな。アレスにしたみたいに、俺にも抱ほう擁ようの一つもしてくれねーのかな」


「ば、馬鹿なこと言わないでよ。義兄さんならともかく、あんたにそんなことできるわけないじゃない」


　少しばかり顔を赤らめてエレナが言い、ひでえ、とローランは肩を落とした。


「そういえば、残りの敵はどこへ行った？　四、五人ほどいたようだったが」


「とっくに逃げ散ったさ。あんなモン見せ付けられれば当然だろ」


　言って、ローランは地面に転がる額を貫かれた死体を一瞥した。


「なあアレス。おまえ、こうなることが分かってたのか？　だから前もって槍なんて買って準備してたのかよ？」


「まあ、そんなところだ」


「信じられねえな。前から思ってたけどよ、おまえって未来でも見通せるのか？」


「……そんなわけがないだろう。説明はできないが、なんとなくそうした方がいいと思ったというだけの話だ」


　もちろん本当のことを言えるわけもなく、とりあえずそう適当に答えておく。


「どうした、何をやっている!?」


　怒声と共に、周囲の人だかりに動きが生じた。


「おい、おまえたち、一体何を──」


　人だかりを搔かき分け、衛兵と思しき兵士の一団が現れる。


　だが彼らは騒さわぎの中心にいる者が貴族と近衛騎士、それに神官であることに気付いたのだろう、すぐさま背筋と態度を正した。


「こ、これは失礼いたしました！　ひょ、ひょっとして……ファノヴァール伯はく爵しやくさまでございましょうか!?」


「ああ、そうだ」


「お、お待ちしておりました！　それにしてもこれは一体……何があったのでしょう？」


　衛兵は道に転がる男の死体を見て、目を白黒させた。


「どうやら私の命を狙った刺し客かくが紛まぎれ込こんでいたらしくてな。すまないが後の処しよ理りを頼たのめるか？」


「は……承知いたしましたっ！」


　貴族の身体を害することは大罪だ。もしアレスが「ここの衛兵は何をしているのだ」と責任を追つい及きゆうすれば、彼らにも累るいが及ぶのは避さけられないだろう。


　そのことを知ってか知らずか、彼らのアレスに対する対応は至し極ごく丁てい寧ねいだった。


「で、では後のことはお任せください。伯爵さまはどうぞ我らが主の元へ。案内の者をつけますので」


「そうか。では頼もう」


　さすが衛兵の先導があればこれ以上厄介ごとに巻き込まれることはないだろう。素す直なおにその申し出を受けることとする。





　　　　　３





　そのときベアトリスは、修道女の衣服を身にまとい、少し距きよ離りを置いてアレスたちを密ひそかに監かん視ししていた。


　修道衣ならば、巡じゆん礼れい者しやを装よそおってフードで顔を覆おおって道を歩いていても怪あやしまれることはない。懐ふところには毒塗りの矢も忍しのばせてあった。もしアレスが隙を見せれば、これで一ひと突つきにするつもりだったのだ。


　だが、すべては無駄なようだった。


「やはりとんでもない騎士ですわね、あれは……」


　二十人もの敵の襲撃を悠ゆう々ゆうと退け、背後から飛んでくる矢を手で摑つかみ、挙あげ句く今度は大切な義妹を人質に取られたにもかかわらず、動揺すら見せることなく投なげ槍やり一本で事を解決してみせたのである。


　特に信じられないのは、なぜアレスが槍など用意していたのかということだ。アレスは剣を得意としている。その辺にある武器屋でただの槍を購こう入にゆうする理由などどこにもない。


　あるいは──誰かが人質に取られることを、あらかじめ知っていれば話は別かもしれないが。


「……論ろん理り立てて考えれば、決して有り得ないことではないのかもしれませんわ」


　ベールセール王国には、ある噂うわさがある。一人の剣けん士しが国中を放ほう浪ろうして回り、民みん衆しゆうを苦しめる賊を成敗して回っていたという噂だ。


　しかもその剣士の風ふう貌ぼうは、アレスに酷こく似じしていたらしいのだ。


　今ならその騎士がアレス本人だったと言われても驚きはしない。そして賊ともなれば、アレスに抵てい抗こうするためにはどんな汚きたない手段であっても躊ちゆう躇ちよなく使ったことだろう。たとえば──人質を取るとか。


　それに対処するために、アレスが投げ槍という特とく殊しゆな技術を身に付けたと想像することは難くない。三丈（約九メートル）の距離から瞬しゆん時じに、それも正確に相手の急所を貫つらぬくことができるならば、人質を取られていようが対処の仕様はあるだろう。


　それに今日、アレスは一度襲撃を受けているのだ。そのことに警けい戒かいしたアレスが、復讐を警戒して槍を購入し備えていたというのは有り得るのかもしれない。


　いずれにせよ確かなことは、アレスには得体の知れない勘かんが働いているということである。あるいはそれこそが英えい雄ゆうの資質と呼ぶものなのかもしれないが。


　とてもではないが、密かに接近して毒矢で一突きにするなど無理だろう。もしそんな方法が通用するなら、とっくに戦場で死を装った兵士にでも殺されていたはずだ。


　とはいえ、暗殺する手段はまだまだある。次こそが本命だった。準備──というより根回しに手間はかかったが、それゆえにどんな相手であっても絶対に逃れることのできない最良の暗殺手段。


「アレス。あなたを見ているのは面おも白しろかったですけど、次で最後ですわ」


　一人呟つぶやくと、ベアトリスはニーム伯の住む館へと向かった。





　　　　　◆





「失敗したか……」


　カークウッドは嘆たん息そくした。


　ダンカンはよくやってくれた方だ。人質を取る──騎士道に厚いアレスにとってこれほど有効な手段はなかっただろう。


　だがそれでも、アレスに対しては意味をなさなかった。まさか投げ槍一本で事を解決するとは想像の範はん疇ちゆうを超こえている。まして人質に取ったのは、アレスの従軍神官らしい少女だったのだ。にもかかわらず、動どう揺よう一つ見せることがないとは、どうかしてるとしか思えない。


　なぜアレスが前もって槍などを用意していたのか。それは疑問だったが、カークウッドにとってより切実なことはもはや手て駒ごまがないという差さし迫せまった事実である。敵地でこれ以上の行動を取ることも難しく、もはや逃にげ帰かえる他に手がないという有様だった。


「唯ゆい一いつの収しゆう穫かくは、アレスが噂通りの実力を秘ひめていたことが確認できただけか」


　それでもないよりはマシな収穫である。少なくともこの報告を聞けば、あの慎しん重ちようなジェレイドのことだ、二度とダンカンのような無駄な犠牲を生むことはなくなるだろう。





　こうしてカークウッドは、一人トゥールスレン城じよう砦さいへ帰き還かんすることとなる。


　だが彼が再びアレスの前に立つまでには、決して時間はかからなかった。





　　　　　４





「ご無ぶ沙さ汰たしております、ファノヴァール伯。今日はよくお越こしくださいましたな」


　ニーム伯は四十二歳さいを迎むかえる。温厚な人柄で知られることを示すようにその目はおだやかで、ついでに体もふくよかだった。


「は。ニーム伯もお元気そうで何よりです」


　貴族らしく礼をしてみるものの、どこかぎこちないというのが自分でも分かる。


「覚えておりますでしょうか、こちらは義妹の……」


　アレスがそう言うと、エレナは自ら進み出て頭を下げた。


「エレナです。お久しぶりです、伯爵さま」


「これはこれは！　もう五年ぶりにもなりますか。それにしてもお美しくなられましたな。聞きましたぞ、今はファノヴァール伯の従軍神官をお務つとめになられているとか」


「はい。まだまだ未み熟じゆくな身ですが、少しでも義兄の助けになりたいと思いまして」


　エレナは上品そうに微笑んだ。貴族の子女そのものである。小さいころは礼儀作法などそっちのけで遊びまわっていたというのに、一体いつの間にこんなことができるようになったのかと、アレスとしては疑問を抱いだかずにはいられなかった。


「亡なきお父上もさぞお喜びでしょうな。ああ、そちらは護衛の方ですかな？　近衛騎士とお見受けいたしますが」


　ここでニーム伯は視線をローランに向けた。


　ローランもまた見事な礼を返してみせる。


「はい。近衛騎士ローランと申します」


「ほう。失礼ですが、ひょっとしてビンター家の？」


「ご存知でしたか。ええ、不ふ肖しようの息子ですよ」


「ほほう、それはそれは。かの有名なビンター家のご子息をお連れとは、さすがファノヴァール伯ですな」


「……はあ」


　アレスは曖昧に相あい槌づちを返した。


　イザーレの言った通りの展開だった。


　普ふ段だんのローランの人柄を知っているアレスとしては、なんとも首を傾かしげたくなる状況だった。このへヽたヽれヽ騎士が、そんなに有名だったとは──と。


「そ、それよりもニーム伯。この度たびの我が領地への援助、謹つつしんでお礼を申し上げさせて頂きます」


「いえいえ、困ったときはお互たがいさまと申しますし、建国の英雄ファノヴァール家のお力になれるとあれば、むしろ誇ほこらしいというものですよ。しかもそのおかげで、今日は若き英雄を客として迎えることができたのですからな」


「……恐きよう縮しゆくです。予定より到着が遅れてしまったことを、あらためてお詫わびいたします」


「何を仰おつしやられるのです。話は聞いておりますよ、なんでも街で暴漢に襲われたとか。この領地で起こったすべての責任は私にあります。そのような出来事があったこと、謹んでお詫びいたします」


「とんでもない！　どうかお気になさらないでください。暴漢に狙ねらわれること自体、私の身の不徳のいたすところというものです。何より、私もエレナも無事だったわけですから。どうかこの話はここまでとしてください」


「ファノヴァール家の寛かん容ようさにはいつも痛いたみ入いります。確かに、過ぎたことをいつまでもうだうだと言っても仕方ありませんな。ではせめてものお詫びとして、晩ばん餐さんでもご一緒頂けませんか。ここまでの遠出でさぞかしお疲つかれでしょうし、我がニーム領自じ慢まんのぶどう酒でも飲みながら、ファノヴァール伯の武勇伝でもお聞かせ頂ければと思いますが」


「恐縮です。喜んでご相しよう伴ばんに預かりましょう」


「ではどうぞこちらへ。狭せまい館で恐縮ですが」


　こうしてようやく会話が一段だん落らくしたところで、アレスはほっと胸を撫なで下おろした。


　よくこんな会話が続けられたものだと、我ながら感心する。とはいえ、失礼のないよう微笑を浮かべ続けるのはやはり苦痛だった。ガルムスを連れてこなかったことを幸いに思う。とてもではないがあのドワーフにこんな態度を取り続けることは不可能だろう。


　だが、試練はまだまだこれから続くのだ。これから始まる会食の間、ずっと今の態度を維い持じしていられるのだろうかと、思わず心配になってくる。


　その点、ローランはこのような状況にも慣れているらしく、それはそれは人の良い微笑を浮かべ続けている。こういうところだけは見習いたいと素直に思う。


　やむなく、ニーム伯に従い食堂へ向かうその道すがら、アレスはローランに小声でこう尋たずねることとなる。


「おい、ローラン」


「ああ？　なんだよ」


「私が口下手だということは知っているだろう。ついでに言えば、酒も強いわけではない。武勇伝と言うが一体何を話せばいいんだ？」


　ローランの顔にニヤリと笑みが浮かんだ。


「分かった分かった。俺に任せとけ、うまいこと話を繫つなげてやるからよ。そういうのは得意分野さ」


「助かる」


「いいってことよ。おまえに貸しを作っとけばたっぷり利子が取れそうだからな」


「…………」


　あまりに不ふ吉きつな言葉だった。後日、エレナとの逢おう瀬せでも要求されたらどうしようかと心配になる。しかし、背に腹はかえられなかった。








　案内された食堂は決して広くはなかった。だが小こ奇ぎ麗れいに掃そう除じされ、上品な美術品が飾かざられており、ゆったりとくつろげる雰ふん囲い気きがあった。


「さ、どうぞお座すわりください」


　案内に従い、三人並んで席に着く。


　と、そのときのことだった。


《我が契約者よ。言っておくことがある》


　脳のう裏りにそんな言葉が響ひびいたのだ。


「……！」


　同時に、テーブルを突つき抜ぬけてにゅっとパンドラが顔を出す。


　まるでパンドラの頭が料理として並ならべられているかのような光景に、アレスは冷静を装よそおうのに多少の苦労が必要だった。


「そもそもあなたのお父上も──ん？　ファノヴァール伯、どうかしましたか？　急に顔が強張られたような……」


「い、いえ、なんでもありません。それで、我が父がどうかしましたか？」


「ああ、はい。先代のファノヴァール伯というのはそれはそれは義ぎ理り堅がたい方で──」


《そのままでよい。聞け、アレス》


「…………」


　判断に迷った。


　この場で礼を失するような態度は取れない。だが一方で、このように強引に話しかけてくるパンドラを無視することもまた、過去の経験からできそうにない。何かよほど火急の用があるのかもしれない。後回しにしろとは言えなかった。


《すこしまわりくどい話になる。まず、我は汝に助言を与えるために汝の傍にあるわけだが、この助言というものもそう無む尽じん蔵ぞうにできるものではないのだ》


「はあ……。そ、そのようなことが」


　それはニーム伯への相あい槌づちのつもりだった。しかしもはやニーム伯の言葉はさっぱり頭に入っていない。この相槌は正しいのだろうかと気が気ではなかった。


　それにしても奇妙な話だった。パンドラが一体何を言おうとしているのか、さっぱり分からない。


《元来、人の運命を司つかさどるは蒼あおの女め神がみの役目。我が黄たそ昏がれの主といえど、直接むやみやたらと干かん渉しようすれば反動がある。たとえばだ。我が黄昏の主は、この世のすべての事象を知ることができる。我らがその気になれば、汝を単身反乱軍の陣じん地ちに突とつ入にゆうさせ、敵将ジェレイドの首を討うち取とるべく導くことも不可能ではない》


「え、ええ。それで、どうなったのです？」


　また下手な相槌を返す。


　不ふ審しんに思われなかったのは、ローランとエレナがうまく会話を繫げてくれているからだろう。


《しかしそれは直接運命に干渉することになる。それゆえ、我らはあくまで情報の一いつ端たんのみを助言という形で汝に与え、最終的には汝の意志で道を選ばせてきた。この方法ならば、あくまで間接的に運命に干渉することになるからな》


　このとき、ニーム伯が何か冗談めいたことを言ったのだろう、ローランとエレナが声を上げて笑った。


「はははは……」


　やむなく、アレスも笑った。もちろん何が面白いかなどさっぱり分からない。これが失礼な態度と取られなければいいが──とつくづく思う。


《とはいえ──たとえば、後ろから矢で狙ねらわれているなどと教えることは、助言の域を超えておる。つまり、直接運命に干渉するのと変わらぬのだ。それでも汝に死なれることだけは避さけねばならぬし、時には蒼そう神しんラクリナースの不興を買ってでも運命に干渉せねば、我らの望みも達せられぬ。ゆえに我らも必要ならば運命に直接干渉する》


　今回に限ったことではないが、パンドラが何を言おうとしているのか分からない。


　これはひょっとしてただ自分を困こまらせ、その反応を見たいがためにこの時を狙ってこんな長ったらしい話をしているのではないかと、本気で疑う。


　パンドラの表情に笑みが浮かんだ。


《今のところ我の言いたいことはそれだけだ。この話の続きはまた後でするとしよう。ではな》


「……な」


　驚くことに、そこでパンドラの話は終わりだった。結局、何一つ助言らしい言葉も口にしないまま、パンドラの姿が消えていく。


　ますます内心で首を傾かしげる。助言ではなく、ただの話がしたいのなら、別に今出てくる必要などまったくないはずだ。にもかかわらず、なぜ今あんな話をしたのか。本当に自分を困らせて反応を楽しみたいだけだったのだろうか。


「さて、いささか長話をし過ぎましたな。喉のどもかわいたことでしょう、とりあえず食前酒と参りましょうか」


「それはありがたい」と、ローランが答える。「ニーム領のぶどう酒といえば名酒と伺うかがっております。正直、いつ出てくるのかと心待ちにしていたところですよ」


「それは申し訳ないことをしました。では早さつ速そく──」


「あの。あたし、お酒はちょっと……」


　エレナがおずおずとそう申し出る。


「分かりました、神にお仕えの方に無理に酒を飲ませるわけにもいきませんな。ではぶどうを搾しぼったものがありますので、それを持ってこさせましょう」


　ニーム伯は後ろに控ひかえていた召めし使つかいに声をかけた。召使は部屋を出て行くと、入いれ替かわるようにして一人の侍じ女じよがガラス製の杯さかずきを四つ運んでくる。


　気もそぞろだったアレスが気付く由よしもなかったが、その侍女の美び貌ぼうぶりに、ローランなどは思わず魅み入いってしまうほどだった。


「どうぞ」


　目の前に杯が置かれる。酒にはまったく詳くわしくはないが、さぞかし上等な品なのだろう。


「さ、では乾かん杯ぱいとまいりましょう。王国の未来に」


「お、王国の未来に」


　いつまでもパンドラのことに頭を悩ませていられる場合ではない。上の空になりつつもどうにか返事をし、杯を口元へ運ぼうとする。





　だがこのとき。ぴたりと、アレスの体が硬こう直ちよくした。





「名にし負う名家の味、堪たん能のうさせていただきましょう」


　ローランは遠えん慮りよなく杯を口元に運び、おいしそうに飲み干していた。エレナも同様だ。


　だが、アレスにはそれができなかった。


　濃のう厚こうなぶどう酒の香かおりをかいだ途と端たん、体が動かなくなっていたためだ。


　──な、なんだ？　どうなっている？


　初めは自分の体に起きた変化が分からなかった。


　だが、すぐに理解する。この異変の原因。それは、反はん射しや的てきにあのときのことを思い出してしまったためだった。毒入りのぶどう酒を飲み、生死の境をさまよったときのことを。


　呼吸もできず、体中が麻ま痺ひし、死さえ覚かく悟ごしたあの感覚、あの恐きよう怖ふがよみがえり、無意識のうちに体を制止させていたのだ。つい数日前に見た悪夢も、その感覚を鮮せん明めいにする手助けとなっていた。


「はて。どうかしましたか？」


　杯を片手に硬直していたためだろう、ニーム伯がそういぶかしむ。


「い、いえ、なんでも──」


　礼を言いに訪おとずれた相手の家で乾杯の酒を拒きよ絶ぜつすることが、どれだけ失礼にあたることかは分かっている。分かってはいたが、体は動かなかった。ぶどう酒の香りが鼻をつく度たびに、手は凍こおりついたように硬直し、動どう悸きは段々と激はげしくなってくる。


「申し訳ありません、ニーム伯」


　助け舟を出したのは、ローランだった。


「実はこの男、大たい層そうな下戸でして。以前酒を飲んだときも、危あやうく国王陛へい下かの前で醜しゆう態たいをさらすところだったとか。今ここで酒を飲めば、大恩あるニーム伯に失礼なことをしでかすのではと心配しているのですよ」


「ははあ、そういえばお父上もあまりお酒はお飲みになられませんでしたな。これは考えが行き届かず失礼いたしました」


「とりあえずこいつには水でも用意してやって頂ければ充分です。このすばらしいぶどう酒は、私が頂きましょう」


　ローランはひょいと手を伸ばし、アレスの手から杯を奪うばい取とると、口元へ運んだ。


　決して礼儀にかなった行こう為いではないが、アレスとしてはありがたいことだった。これで少なくとも乾杯の杯を拒否するという、最悪の醜態をさらすことはなくなる。


「……あ、れ？」


　だが、異変はそのときに起こった。


「なん、だ……これ。……うぐっ！」


　ガチャンと耳みみ障ざわりな音がした。


　ガラスの杯が砕くだけ散ちり、中の液体が飛び散った音だ。


　ローランが杯を取り落としていた。


　最初は悪わる酔よいしたのかと思った。あるいは、ローランなりの余興なのかとも。


　だが、ローランがこんなことで酔いつぶれることは有り得ない。それにいつもくだらない冗談じみたことばかり口にするローランではあるが、乾杯の杯を取り落とすような失礼なことはしないはずだった。


「あ。あ、ああ、アアアアアアアアア！」


　次の瞬間、ローランの顔色が真っ青になった。


　気が狂ったような声を上げ、目を限界まで見開き喉のど元もとを押おさえて崩くずれ落おちる。


「ローラン、どうした!?」


「こ、これは一体……!?」


　何が起こったか分からず呆ぼう然ぜんとしているニーム伯をよそに、アレスの体は動いていた。似たような反応を、身をもって体験していたためだった。


　そんなことがこうも立て続けに起こるわけなどないとは思うが、悩なやんでいる暇ひまもない。即そく座ざに食べ物を吐はき出ださせるもっとも簡単にして効率のいい方法──すなわち、腹に強く拳こぶしを叩たたき込こむことを実行する。


「ぐっ……」


　目論見はうまくいった。ローランの口から胃液交じりのぶどう酒が噴ふき出でる。


「エレナ！　頼む、毒だ！」


「う、うん、分かった！」


　ニーム伯と同様に戸と惑まどいを隠かくせないでいたエレナだったが、アレスの声に我に返り、慌あわててローランの元へ駆かけ寄よる。


「でも、どうしよう。あたし毒を消すなんてやったことないのに……」


「大丈夫だ、おまえならできる！」


「う、うん……」


　吐かせたとはいえ、多少の毒は吸きゆう収しゆうしてしまったのだろう。ローランの病状はさらに悪化し、体が痙けい攣れんし始めていた。


　躊ちゆう躇ちよしてる暇はなかった。エレナは精神を統一して神の慈じ悲ひを乞こうため、膝ひざを突つくと手を組み、目を閉とじた。


「緑神アトラスさま。大地と木々を統すべし神、天より地に恵めぐみを賜たまわれる我らが主よ。どうかこの者に慈悲をお与えください。この者の体を浄じよう化かするお力を！」


　悶もだえ苦しむローランに向かって両手を突き出す。その手の平から、光があふれた。


　うまくいっているのかは分からない。だが、今はエレナに任せる他なかった。
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「ニーム伯、急いで神官を！　それから、どこかベッドをお貸し頂きたい！」


「は、しょ、承知しました！」


　ひとまずやるべきことを与えられたせいか、ニーム伯はどうにか落ち着きを取り戻し、部屋を飛び出て行く。


「一体、なぜこんなことに……」


　状況は明白だ。ローランの飲んだ酒には、いや、自分に出された酒には、毒が混入されていたのだ。


　しかし、誰が？　なぜ？　何のために？　さっぱり分からない。一番怪あやしいのはもちろんこの館の主ニーム伯だが、先ほどの慌てた様子を見る限り、これは彼自身にも想定していなかった事態だとしか思えない。それに、ファノヴァール家との繫つながりも深く、多大な援助までしてくれたニーム伯が自分を殺そうとする理由などないだろう。


　もしその答えを知っている者がいるとすれば、それは犯人を除けばたった一人である。


　アレスは義妹の様子をうかがった。相変わらずエレナは神の慈悲を乞いながら、ローランのために全力を尽くしている。その真剣な表情を見れば、どれだけ必死に尽くしてくれているかがよく分かる。


　これならば話を聞かれることもないだろう。アレスはエレナとローランに背を向けると、できるだけ声量を抑おさえて真実を知る者の名を口にした。


「……パンドラ」


　音もなく少女が舞い降りる。下から出たり上から降りてきたり、忙いそがしいことだと思う。


《そろそろ呼び出される頃ころだと思っていたぞ》


「では私の聞きたいことも分かるな。おまえは酒に毒が入っていたことを知っていたはずだ。なぜ前もって教えなかった？　私は危あやうく死ぬところだったのだぞ」


《だが汝は死んでおらぬ。酒は飲まなかった。そうではないか》


「そんなものはただの結果だろう！　事実私はもう少しで口を付けるところだったし、ローランは私の身代わりとなってこのザマなのだぞ」


《二つ、教えよう。一つ、今の汝には酒など飲めぬであろうことを我が主は悟さとっておいでだった。もう一つ、我らにはそのローランの生死などどうでもいいことなのだ。ここが戦場で、ローランが死ぬことによって汝の剣が鈍にぶるのならば、多少は考こう慮りよもしただろう。だが言ったはずだ、我が主といえどむやみやたらと人の運命に干渉することはできぬとな。もし本当に汝が酒を飲もうとしていれば、我は助言を与あたえていただろう。だが汝は飲まなかった。ゆえに助言を与えなかった。それだけのことだ》


「ふざけるな！　そんな理由でローランを見殺しにするというのか！」


《そうだ。我らからすれば道理にかなったことだからな》


　パンドラはあくまで平然とし、微笑さえ浮かべて言った。


　アレスとしては複雑な心境だった。


　なるほど確かにパンドラにとってローランの命などどうでもいいのかもしれない。だからといって、目の前で自分の身代わりとなって誰かが死にそうになることを見過ごすことなどできるわけもない。


《ふっふっふ、我が契約者よ。今汝が考えていることが手に取るように分かるぞ。一つ言っておくが、我らとしても汝の不興を買うことは決して好ましいことだと思ってはおらぬ。さて、そこでだ。アレスよ、先に語った我の話は覚えているな？　あの話はまだ途と中ちゆうだった。今こそその続きを語るとしよう》


「……どういう、ことだ」


《取引をしようではないか。もし汝が望むのであれば、汝だけではなく、汝に近しい者の生死についても助言をするにやぶさかではない》


　それはまさしく悪魔の誘ゆう惑わくだった。たった今、アレスがもっとも強く望んだものをくれるというのだから。


　だが、所しよ詮せんは悪魔からの提案である。素直に受け取ることはできなかった。


「取引、といったな。ということは、何らかの代だい償しようが必要なのだろうな」


　まるでアレスの口からその言葉が出るのをずっと待っていたかのように、パンドラの顔に笑みが浮かんだ。邪じや悪あくな──と表現する以外にない、ぞっとする笑みだ。


《その通りだ。なに、大したことではない。もう少し我らの助言に従じゆう順じゆんに従え。それだけでいい》


　パンドラの意図はアレスにも分かった。


　理由は分からないが、パンドラとその主とやらは、人の世に乱を起こそうとしている。そのパンドラの助言に従うということは、この国に新たな乱をもたらすということだ。


「……そんな提案に易やす々やすと従えると思っているのか」


《もちろん、汝の性格は承知しておる。ゆえに我らも多少考慮はしよう。だが同じ考慮を汝にも求めるということだ。汝の近しい者の命を救いたくば、汝も我らに誠意を見せろと、それだけのことだ》


　ここでパンドラは、ローランの方を見やった。


《まあよい、まずはこちらから誠意を見せてやるとしよう。汝を殺そうとした者が誰なのかを教えることは無意味ゆえできぬが、ローランを助ける方法は教えてやろう。塩を溶とかした茶を大量に飲ませるといい。あとはエレナの白魔術があれば数日のうちに回復するだろう》


「……本当か」


《我が助言が偽いつわりだったことがただの一度でもあるか？　覚えておけ、汝が今日まで生き長らえることができたのは、すべて我が助言があったからだということをな。そしてあらためて考えるがよい。その対象を広げたいのであれば、汝も態度をあらためる必要があるとな》


　言いたいことをすべて言い終えたのか、もう用はないとばかりパンドラの体は再び地に沈しずんでいった。


「くそっ！」


　パンドラの提案は残念ながら無視できるものではなかった。今日でさえ、パンドラの助言がなければエレナを傷きずつけていた可能性だってあるのだ。


　少なくとも自分はパンドラの助言によって今まで生いき延のびてきた。その助言の範はん囲いを、自分に近しい者にまで広げてくれるというのなら、これほどありがたい提案もない。


　だが、その代償として、より多くの犠牲を生み出すことを強しいられるようなことがあれば、果たして従えるのか。いや、従うべきなのか。


　その答えは、とてもすぐには出せそうになかった。
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　そのころ、侍女の格好をしていたベアトリスは、食堂で騒さわぎがあったことを知ってほくそえんでいた。


「どうやら、うまくいったようですわね」


　さすがのアレスも、酒に混入された無む味み無む臭しゆうの猛もう毒どくまでは感知しえないだろう。今度こそ事は成ったのだ。


　血相を変えたニーム伯がベアトリスの元へやってきたのはそんなときだった。


「こ、これは一体どういうことだ！　毒を混ぜたのはおまえだろう、ベアトリス！」


　ベアトリスはいつものように微ほほ笑えんだ。


「黙だまっていたことは謝罪いたしますわ。ですが、こればかりは前もって教えていれば感付かれる可能性があったことをご考慮ください。いずれにせよ、すべては伯はく爵しやくさまのご協力があってのこと、わたしもカルレーンさまも決してこのご恩は忘わすれないでしょう」


「何を言っているのだ!?　大体だ、ファノヴァール伯はまだ生きている！　毒を飲んだのはあのローランという騎士の方だぞ！」


「え──」


　まったく予想だにしない言葉だった。


　動どう揺ようなどという感情の揺ゆらぎからは縁えんの遠いベアトリスだったが、このときばかりは顔から血の気が引いていく。


「どういう、こと……ですか？」


「ファノヴァール伯は酒を飲まなかったのだ。代わりにローラン卿きようがファノヴァール伯の酒を飲んだのだ。それだけだ」


「そんな、信じられませんわ。あの無味無臭の猛毒を見破ったというのですか？」


「知るか！　幸いファノヴァール伯の義妹どのが治ち癒ゆに当たってくれているものの……もし我が屋や敷しきでビンター家の子息が毒殺されたなどということになれば身の破は滅めつだ！　責任は取ってもらえるのでしょうな！」


「…………」


　ベアトリスは小さく嘆たん息そくし、すべてを受け入れた。


　アレスはやはりアレスなのだと。背後から飛んでくる矢をかわし、人質を取った賊を槍で貫つらぬき、そして今度は毒が混入された酒までも見破ったのだと。


「ご安心ください。決してあなたさまには累るいが及およばぬよう、出来る限りの手は打ちますので。それに、ファノヴァール伯ならともかく、ローラン卿については一いつ切さい関知いたしません。ニーム伯直々にできるかぎり便べん宜ぎをはかってあげてください。そうすればビンター家からの恨うらみを買うこともないでしょう」


「そ、そうか、分かった」


　ニーム伯はひとまず平静さを取り戻すと、慌あわただしくベアトリスの元を去って行った。


　ここでニーム伯をなじり、脅きよう迫はくし、刺さし違ちがえてでもアレスを討うてと命じる方法もあったが、恐らく実行するだけ無む駄だだろう。そんな方法がうまくいくのなら、この館へ着く前にアレスは死んでいたはずだ。


　それにしても、どこの世界に無味無臭の毒の存在を感知し得る人間が、いや、生物がいるのだろうか。唯一可能性があるのは毒を入れたという事実を事前にアレスが知っていたということだが、毒はベアトリスが直々に仕し込こんだものだし、他にその事実を知る者など絶対にいない。


　にもかかわらず、アレスはまた死ななかった。いかなる才覚があればそのようなことが可能なのか、想像すらつかない。やはり英雄とされるような人物は、本当に赤神オディウスの加護でも受けているのかもしれない。


「もう残された手は、あれしかありませんわね」


　それはベアトリスにしかできない方法であり、そして過去一度たりとも失敗したことのない完かん璧ぺきな方法でもあった。


　嘆たん息そくする。訓練によってある程度自らの感情を制せい御ぎよする術すべを身に付けていたベアトリスだったが、こればかりは例外である。これから自分がすることを思うと、体は火ほ照てり、頰ほおも紅こう潮ちようしてくるのを感じる。


　アレスが男であることが幸いだった。
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　その日の晩のことである。


　アレスはニーム伯から客間を与えられ、一人ベッドに横になっていた。


　エレナの処置のおかげで、ローランの容態は安定した。今はニーム伯が連れてきてくれた神官と交代で治癒に当たっている。パンドラの話が正しければ、これで少なくとも命を落とすことはないはずだった。


　アレスとしても何かできることがあればしたいところだったが、もはやエレナに任せる他なかった。むしろ自分が傍そばにいては、またエレナやローランを巻まき添ぞえにしてしまう可能性だってある。ゆえに今は一人部屋にこもっていることしかできなかった。


　相変わらず犯人は見当もつかなかった。ここまでの待たい遇ぐうをみる限り、いよいよニーム伯が犯人だとは思えない。ましてニーム伯は故郷の恩人でもある。下手に疑う気にもなれなかった。


「……結局、いつものことだと思うのが一番なのだろうか」


　命が狙われるのはいつものこと。そして自分は死なず、ローランも命は助かるという。ならば、それでよしとすべきなのかもしれない。


　そのような考えに至り、わずかとはいえ安心してしまったせいだろうか。急激に眠ねむ気けが襲ってきた。


　無理もない。今日はあまりにも色々なことがあり過ぎた。不本意ではあるが、こういうときはパンドラの存在がありがたかった。今日は何度命を狙われたか知れない。今こうしてる間にも新たな暗殺者が扉とびらの向こうで機会を窺っている可能性だってある。


　しかし自分の命が危険にさらされれば、パンドラは必ず助言をくれる。それだけは間違いなく、アレスは休むべきときに休むことができた。それは今回に限ったことではない。かつてクラウディアの命を受けて王国中を駆け巡り、賊ぞくに追われ野山を逃にげ回ったときもそうだ。パンドラがいたがゆえに、場所を問わず充分な休息を得ることができた。それも今まで生き延のびることのできた理由の一つなのだろう。


　そんなことを考えていると、いよいよ眠気が襲ってくる。だが、うつらうつらとしていたアレスの意識は、ある声によって目覚めさせられることとなる。


「ファノヴァール伯さま。入ってもよろしいでしょうか」


　若い女の声だった。


　夜が更ふけるにはまだ早い。気を利かせてお茶でも持ってきたのかもしれない。


「ああ。別に構わんが」


「失礼いたします」


　入ってきたのは、確かに侍女だった。


　しかし、おかしなことにその手には何も持っていなかった。


「何か用か？　できれば今夜はもう寝ねかせて欲しいと思っていたところなのだが」


　アレスが問うと、女は優ゆう雅がな仕草で礼をした。


「我が主ニーム伯の元より、今こ宵よいのご無礼を謝罪するために参りました。どうか今晩はお楽しみいただき、ゆっくりと疲れを取ってください」


　言葉の意味をはかりかねる。


「なに？　どういうことだ？」


　そう問い質すが、侍女は答えなかった。


　代わりに、束ねていた髪を降おろし、一歩前に出る。


　窓から差さし込こむほのかな月明かりが、侍女の顔を映うつし出だした。


　それはアレスでさえ、一瞬見み惚ほれるほどの美しく整った顔立ちだった。


　月の光に波打つ綺き麗れいな長い髪。見る者に安らぎを覚えさせるような、穏おだやかな大きな瞳ひとみ。白い赤あかん坊ぼうのような珠たま肌はだ。ぷっくりとした唇くちびるにはうっすらと紅べにが塗ぬられ、エレナやクラウディアにはない、大人の女としての魅み力りよくを十二分に醸かもし出だしていた。


　もし蒼そう神しんラクリナース以外に女め神がみというものが存在するとすれば、それはこんな顔をしているのだろうか。ローランやイザーレに朴ぼく念ねん仁じんとなじられるのが日常化しているアレスでさえ、そんなことを思わずにいられない美しさだった。


　そして彼女は、アレスが思ってもいなかった行動に出た。


　ぱさりと静かな音を立て、衣服を脱ぬぎ落としたのだ。


「な。なななな、なに、を──」


　千の敵を前にしても動揺一つすることのなかったアレスの声が、未知の恐きよう怖ふに掠かすれた。


　女が服の下にまとっていたのは、裸はだか同どう然ぜんの衣い装しようだったからだ。


　薄うす絹ぎぬの衣。


　部屋には窓から差し込むかすかな月明かりしかないにもかかわらず、目をこらせば薄絹の下の体の線が容易に覗のぞける。異性と接する機会が限りなく少ないアレスにとって、その格好は想像力をかきたてるという点でなまじ裸よりも衝しよう撃げきが強かった。


　首から肩にかけての線は、緩ゆるやかに綺麗な曲線を描えがいている。


　その下にあるのは──二つの大きな膨ふくらみだ。熟じゆくした桃ももの実のような柔やわらかそうな曲線を描き、女が少しでも体を動かす度、まるで風にそよぐ木の葉のようにふるふると揺ゆれる何ヽかヽ。


　それを視し界かいの中心に入れた瞬間、まるで稲いな妻ずまに打たれたかのような衝撃が走り、文字通りアレスの体は硬こう直ちよくした。
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　──所しよ詮せん、こんなものですわ。


　自分の格好が予想通りの効果を上げていることに、ベアトリスはほくそえんでいた。


　いかなる武人であっても、どれほど頭の固い知者であっても、それが若い男である限り、ベアトリスの毒どく牙がから逃のがれることはできない。それはこれまでも、そしてこれからも例外はないだろう。


「アレスさま。どうか今宵はどんな果実よりも甘かん美びな一ひと時ときを味わいください」


　ベアトリスは胸を強調するように自分の体を抱いてみせた。


　薄絹の下は裸でもよかったが、体の線を綺麗に見せるため下着を着けている。しかし紐ひもと見み紛まがいかねないその下着は、乳ち房ぶさの下半分だけを覆おおうような形をしており、肝かん心じんなところは一切隠していなかった。よく目をこらせば闇の中であっても薄絹の下の肢し体たいすべてが見えるだろう。


　そしてアレスのベッドに乗ると、まるで獲え物ものに近寄る蛇へびのようににじり寄る。


　これまでの多くの男がそうであったように、アレスもまたベアトリスの体に魅み了りようされたように動けないでいた。


　そのまま自分の乳房を押おし付つけるようにしてアレスにのしかかっていく。


　息がかかるほどにお互たがいの顔が近づく。アレスの顔は、薄うす闇やみの中でもはっきりと分かるほど真っ赤だった。


「ちょ、ま、待て。なにを、なにをする、気だ……」


　抗こう議ぎの声を上げようとするアレスの口にそっと人差し指を当て、そして耳元で熱い息を吹ふきかけるように呟く。


「お戯たわむれを。分かっていらっしゃるでしょうに」





　　　　　◆





　──うあああああああああああ！


　アレスは心の中で絶ぜつ叫きようした。


　女の体が自分の体を覆っていく。


　今までに一度も嗅かいだことのないような甘あまい香りがした。柔らかい女の肌が全身を這はいずり回まわる感かん触しよくに、脳がとろけそうだった。


　体が硬直する。


　動かない。まるで金かな縛しばりにかかったかのように、全身が動かない。手や足を少しでも動かすことで、女の柔やわ肌はだに触ふれる面積が増えてしまうことを恐れているようでもあった。


　女が体を起こした。


　アレスの腰の上で馬乗りになる。下か腹ふく部ぶに感じられる綿毛のような肌の柔らかさ、そして鼻をくすぐる甘い香りに、次第に頭が呆ぼう然ぜんとなっていった。





　　　　　◆





　事が思い通りに運びつつあることをほくそえみながらも、ベアトリスは小さな驚きを覚えていた。


　アレスは、なぜ自分から動こうとしないのだろうか。


　これだけ誘ゆう惑わくを重ねれば、程度の差こそあれ次の行動に移るはずなのだ。


　すなわち、獣けものになる。


　にもかかわらず、アレスにはその素振りがない。かといって拒絶しているというわけでもないのだ。顔は赤くなってるし、目もとろんとして覇は気きがなく、何より決して自分の体を退けようとはしない。


　ようするに、初う心ぶで次にどうすればいいのか分からないのだろう。ベアトリスは思わず微笑を浮かべた。英雄と名高きこの騎士にも随ずい分ぶんと可か愛わいいところがあるものだと。


　──なら、どうすればいいかをわたしが教えてあげなければなりませんわね。


　ベアトリスは、完全に動かなくなってしまったアレスの右手を両手でそっと持ち上げた。





　　　　　◆





　──な、なななな、何を……！


　自分の右手がしなやかな指に包まれる。


　それだけでも気が変になりそうだというのに、その女はさらにとんでもない行動に出た。


「遠えん慮りよなさらなくていいのですよ。今宵はどうぞわたしを好きになさってください」


　そのまま──自分の乳房へと誘ゆう導どうしたのだ。


「……っ!!」


　アレスは声にならない悲鳴を上げた。


　自分が今何をしているのか、この右手に感じるこの暖あたたかく柔らかい感触は一体何なのか。頭が思考を一切放ほう棄きしてしまったようで、何も考えられなくなる。


「さあ。すべて伯爵さまのお気の向くままに……」


　女の手に力が込められた。


　当然のように、自分の手も女の柔肌に沈しずんでいく。


　柔らかかった。この世にはこれほど柔らかい物が存在するのかと、自分でもよく分からないことを考える。それにしても、手の平の中央に感じられる、このごく小さな突とつ起きのようなものは一体なんなのだろうか。


　自分でも分からないうちに、ごくわずかではあったが手に力がこもっていた。


「ンっ……！　ああっ、伯爵さま、そこはもう少しやさしく……」


　熱に浮うかされたような声が響いた。それはアレスが初めて耳にする官能的な声だった。


　慌てて力を抜く。しかしまるで磁じ力りよくにひきつけられたように、手は離はなれなかった。


　──じ、自分にはクラウディアさまというお方が……！


　そう思うことで意識を繫つなぎとめようとするが、別の内なる声が呼よびかけてくる。クラウディアは忠誠の対象であり、それ以外であってはならない。ならば今一度この右手にこめる力を強めることに、一体何の躊躇が必要なのかと。


　しかしなおも脳のう裏りにクラウディアの怒おこっている顔が浮うかび、アレスは最後の一線に踏ふみとどまり続けた。


《やれやれ。汝に少しばかり経験を積ませてやるつもりでいたが、これ以上その間ま抜ぬけな阿あ呆ほ面づらを見せられるのは耐たえられそうにないな》


　アレスにとって幸運だったことに、そしてベアトリスにとっては不幸だったことに、このときアレスには冷や水を浴びせるように平静さを取とり戻もどさせる第三者の存在があった。


　珍めずらしく不ふ機き嫌げんそうな顔をして現れたパンドラは、軽けい蔑べつしているようにさえ聞こえる冷れい徹てつな声で言った。


《アレスよ。助言だ、よく聞け。その女はな──》





　　　　　◆





　──様子が、変わった？


　ベアトリスはアレスの変化を敏びん感かんに悟さとっていた。


　つい先ほどまで自分の体にすっかり魅了され、熱に浮かされたようにうつろな表情をしていたはずなのに、それがなぜか急に平静さを取り戻したように見える。


　何よりおかしいのは、その瞳が自分を見ていないことだった。ついさっきまで魅み入いられたように自分の体を見つめていたというのに。


　それが今は、何もない中空を見つめている。別に呆ほうけているわけでもない。


　──何か感づいたのかしら？


　背後から飛んでくる矢や毒の盛られた酒でさえ回かい避ひしたアレスである。充分に有り得ることだった。


　となれば、これ以上時間をかけるわけにはいかなかった。


　事は簡単なのだ。自じ慢まんの黒くろ髪かみの中には目立たぬよう黒くろ塗ぬりにした一本の小さな毒針ばりが忍しのばせてある。それを、アレスの体のどこでもいい、少しばかり突つき刺させばすべて事足りるのだ。


　ベアトリスは行動に移ろうとした。


　アレスの右手を自分の乳房に触ふれさせたまま、まるで接せつ吻ぷんをするようにアレスに顔を近づける。視界を覆おおい隠かくすためだ。


　一方で、髪を直すようなごく自然な仕草で黒髪の中へ手を入れ、そして針を取り出そうとする──。


　できなかった。


「え……」


　もはやされるがままになっているはずのアレスが突然動き、腕を摑つかまれたためだった。


「何のつもりだ？」


　アレスはぞっとするような冷たい声でそう言い放ち、思わずベアトリスは心しん臓ぞうを摑まれたような恐きよう怖ふに襲おそわれた。


「な、何って……。またそんな、分かっていらっしゃるでしょうに」


「こんな毒塗りの針を忍ばせておいて、まだとぼけきれると思っているのか？」


　アレスの左腕が髪の中へ伸のびた。


　そして、目の前に突きつけられる。仕込んでおいた黒塗りの針を。


「…………」


　もはや言いい逃のがれなどできなかった。


　失敗を悟る。


　表向きはどうにか平静を装うが、内心では強い動揺を覚えていた。


　これまで一度たりとも失敗したことのないこの方法でさえ失敗したのだ。自分の肌を見た者を殺すことができなかったのだ。


　この男は一体どうなっているのか。一体、何度危機から逃れればその運気が尽きるというのか。


「なぜ──分かったのですか？」


「さあな、おまえの知ったことではない。それより、これで合が点てんがいったぞ。教えてもらおう。おまえなのだな？」


「……なんのことですか？」


「おまえが、酒に毒を盛って私を暗殺しようとしたのだろう？」


　思わず言葉を失った。


　なぜこの男は、一度は自分の体に完全に魅了されておきながら暗殺の危険を回避し、その上自分の正体まで察知しかけているのか。


　もはやアレスという男がさっぱり分からなくなっていた。


「なぜ、そのようにお考えなのですか？」


「過去、私を殺そうとした者は無数にいた。だが、これから人殺しをしようというのに、おまえほど平然としている者は皆かい無むだった。それどころか、手慣れている感すらある。恐らくおまえは人を殺すための専門的な訓練を受けたのだろう。ニーム伯がそのような者を雇やとうことがあるとも思えん。恐らく、誰かに雇われてここへ潜もぐり込こんだのではないか？」


「…………」


　初めてこの男に対し、畏い怖ふすら覚えた。


　ただの青二才の男だと油断していた。剣を振るうしか能のない若造であると。


　それは決して誤あやまりではない評価だと思う。だが、こと戦いのこととなると、あるいは自分の命が危険にさらされると、この男は誰よりも鋭するどい英知を発揮するらしい。


　不思議なことではない。アレスはこれまでも、どんな不利な戦いであっても生き延びてきた。危機を感知する力──やはりそれこそが、英雄と呼ばれる者の持つ資質なのだろう。


　ここに至いたっては、任務の失敗を悟さとらざるを得なかった。


　自分の取った行動に誤りはなかったと思う。やるべきことはやったはずだ。だがアレスは──英雄と呼ばれつつあるこの男は、自分の上をいったのだ。それだけのことである。


　そしてこのとき、ある事実に気付いて笑みを浮かべる。


「どうでもいいのですがファノヴァール伯さま。その右手はいつまでそうしていらっしゃるおつもりですか？」


「え？　あ……す、すまない！」


　アレスはベアトリスの乳房に触ふれたままだった右手を脱だつ兎とのごとく跳はね上あげ、裸ら体たいから目を逸そらすようにそっぽを向いた。


　その顔はまた真っ赤に染まっている。自分なら簡単に殺せそうな初心な男の振ふる舞まいだ。だが、自分の命が危機にさらされれば、また恐るべき能力を発揮するのだろう。これまでがそうであったように。


　ベアトリスはアレスの体の上から退くと、ベッドから降りて脱ぬぎ捨すてた衣服を身にまとった。恐らくそうしないとアレスはまともに話もできないからだ。


「ファノヴァール伯さま。お見み逸それいたしました、確かにあなたを毒殺しようとしたのは、わたしです」


「……何者だ、おまえは。なぜ私の命を狙う？　なぜこの館へ忍しのび込こむことができた？　背後にいるのは誰なのだ？」


　やはり紅こう潮ちようした顔のまま、アレスは尋たずねた。


「聡そう明めいなあなたさまにならご理解頂けるでしょう。その理由を申し上げることはできないということを。もしどうしてもと仰るのなら──」


　ベアトリスは自分の胸に手を当てた。


「わたしの体にでも直接お聞きください。もし一晩がかりで責められては、わたしもきっと何もかもしゃべってしまいましょう」


　悪いた戯ずらっぽく口にした言葉の威い力りよくは絶大だった。


　何を想像したのか、アレスの顔が一層赤くなる。まさしく子供の反応だ。なぜこんな男が殺せなかったのだろうかと不思議に思うほどだ。


　アレスはまた顔を背けると、ぶっきらぼうに言った。


「もういい。行け。頼むから二度と私の命を狙おうなどとは考えないでくれ」


　つくづく信じられない言葉だった。


　昼間、反乱軍と思しき男たちに襲われたときでさえそうだったとはいえ、自分の命を狙った者を、こうもあっさり逃のがすとは。


　しかしベアトリスとしては望ましい状況だった。任務には失敗したのだ。失敗したからには逃にげるべきである。相手が逃がしてくれるというのならこれ以上好都合な展開もない。


　身だしなみを手早く整えると、アレスの気が変わらない内に部屋を出ようとする。


「それから、もう一つだけ言っておく」


　その背に声がかけられた。


「なんでしょう？」


「おまえは……き、綺麗な女だと思う。こんなことを言うのは失礼かもしれないが、おまえの体は、とても美しかった。だからこそ言っておくぞ。こんな仕事はもうやめて、自分の体をもっと大切にしろ」


「…………」


　ベアトリスは、胸がどくんと一度だけ高鳴るのを感じた。


「……覚えて、おきますわ」








「……はぁ」


　冷静を装って部屋を出たところで、ベアトリスは大きく息を吐いた。


　アレスだけではない。恐らくは自分の顔も赤くなっているであろうことがよく分かる。


　自分の体をもっと大切にしろ──まさか自分が暗殺しようとしていた相手にそんなことを言われようとは思ってもみなかった。


　世の中の男など、自分の体にしか興味がないと思っていた。だからこそ、これまでも床とこに忍び込んでの暗殺は失敗したことがなかったのだ。


　にもかかわらず、あの男は──自分の体から目を離はなすことはできないまでも、最後まで紳しん士しのように振る舞い、挙句体を大切にしろなどと言ったのだ。


　ベアトリスは誰だれ彼かれ構わず体を許すような売ばい女たではない。


　一方で、少なくとも自分の容よう姿しが世の男にとって非常に魅力的に映るということも知っており、それを自分の任務に利用してきた。


　だが、自分の肌を見た者は、自分の肌に触ふれた者は、絶対に生かしてはおけなかった。


　正直なところ、恥はずかしいからだ。


　心に決めた相手ならば──そんな男はこれまで皆無だったが──ともかく、行きずりも同然の異性に肌を見せ、触れさせるなど、冷静に考えれば顔から火が出るほど恥ずかしい。


　今までそれをやってこれたのは、ベアトリスにとって自分の肌を見せるということと、見せた相手が死ぬということが同義だったからだ。自分の肌を見た者は、絶対にこの世には残らない。そう考えれば頭の切きり替かえは簡単だった。


　だが、アレスはまだ生きている。それは未知の体験だった。あらためてその事実が圧のし掛かかってくる。


　自分の左ひだり胸むねに触れてみる。


　そこはさっきまでアレスの手が触れていた場所だ。アレスの体温が未いまだに残り、しかもそれが全身に伝でん播ぱしてしまったように、体中が熱い。


「……うー」


　自分の口から、年とし端はも行かぬ少女のような無意味なため息が漏もれた。


　無む性しように恥ずかしくて仕方がない。思わず顔を手で覆ってうずくまりたくなるほどだ。


　こんなことでは次に同じ方法で人を暗殺することになったとしても、とてもではないが平静を装うことなどできないだろう。


　もっとも、すべてを解決する方法はある。アレスをこの世から消せばいい。それですべてが元に戻る。自分の肌を見た者はこの世にいないことになるのだ。


　ベアトリスがもっとも得意とする方法は失敗に終わった。だが、まだ手はたった一つだけあるのだ。


　ベアトリスにはカルレーン侯という国務大臣の後うしろ盾だてがある。その権力を借りれば、少なくともこの国でのことはどうとでもなる。そして、今アレスの命を欲ほしがっているのは、自分たちだけではない。


　その状況を利用しない手はなかった。


「アレス。ごめんなさい。あなたに生きていられると……困ってしまいます」


　だが、もしその最後の手段も失敗したときは、一体どうすればいいのか。


　自分の体を見、自分の体に触れ、美しいと、自分の体を大切にしろとまで言ってくれたアレスがずっとこの世に存在するとなれば、自分は一体どうなってしまうのだろうか。


　ベアトリスにできることは、そんな未来を出来るだけ想像しないようにすることだけだった。





　　　　　６





　翌朝。


　ベッドの上で目を覚ましたローランは、混乱していた。


「……なんだこりゃ。一体どうなってんだ？」


　見知らぬ部屋のベッドの上。まあそれはいい。たとえば、ハメを外して酒を飲んだ翌日などにはよくあることだ。その証しよう拠こに、どうも体調が悪く、体が重い。典型的な二ふつ日か酔よいの症しよう状じようである。


　ただ、不思議なことがあった。すぐ傍そばで女が寝ていたことだ。


　いや、それもよくあることである。少なくともローランにとっては。


　だが、明らかにおかしいことが三つあった。


　まず、信じがたいことに女は服を着ていた。しかも着衣の乱れもなかった。


　しかも女はベッドの中ではなく、横にいた。ベッドを共にしていた──というよりは、椅い子すに座すわったまま眠ねむりこけてしまったようだった。


　何よりおかしいのは──女が、エレナであるという事実である。


「……あれ？　ひょっとして、今日俺は死ぬのか？」


　一晩の過あやまちがあったかどうかは別として、エレナと一晩を共にしたなどとアレスに知られれば、多分剣でひき肉を作るという特技を実じつ践せんしてくれるに違いない。


「えーと、夕べは一体何をやったんだっけ……」


　自分の命のため、弁護の余地を探さがそうと記き憶おくを辿たどる。


　そう、確か昨さく晩ばんはニーム伯と食事ということになり、酒を飲んだのだ。そこまでの記憶はある。だが、そこから先がまったく思い出せなかった。


　おかしなものだ。たとえ前後不覚になるまで酒を飲んだとしても、ここまで記憶がすっぱり抜ぬけ落おちることはないはずである。


　部屋の扉が開いたのは、そんなときだった。


「ローラン！　目が覚めたのか!?」


　アレスだった。


　今もっとも見られたくない相手がいきなり姿を現したのだ。ローランは思わず恐怖に総毛立った。


「ち、違う！　俺はエレナには何もしてない！　神に誓ちかって本当だ！」


「何を言っているのだおまえは。……いや、待てよ。ひょっとして、昨日のことを覚えていないのか？」


「昨日？　ああ、なんか酒を飲んだところまでは覚えてるんだが……」


　アレスの反応は意外だった。男の部屋でエレナが寝ているのだ。にもかかわらず、怒おこるでもなく、剣を抜くでもない。それどころか、どこか申し訳ないような顔をして伏ふし目めがちに自分の方を窺うのはなぜだろうか。


「……なあ、アレス。昨日、なんか俺とんでもないことでもやらかしたのか？」


「いや、そういうわけではないのだが。分かった、話しておこう。黙っておく必要もないしな」








　……アレスから事情を聞いたローランは、驚くこともなく、かといって呆あきれることもなく、ただ淡たん々たんと話を聞き終えた。


「ふーん。そうか。俺、死にかけてたのか」


「ああ。すまなかった。私のせいのようなものだ」


「まあいいじゃねえか、気にするなよ。とりあえず死ななかったわけだしな」


　それはローランの本心だった。


　毒で死にかけたという事実は確かに恐ろしいものがある。


　だが正直なところ、記憶にない以上はどうしようもない。それに、アレスが自分に謝あやまる日が来るとは思っていなかったのだ。これは逆にいえば、アレスに対し巨きよ大だいな貸しができたわけである。


「とりあえずだ。俺たちが一番礼を言わなきゃいけないのは、多分エレナだよな。エレナが一晩付きっ切りで白魔術使ってくれたおかげで、死なずに済すんだってわけだろ？」


「ああ、そうだな」


　アレスは腕を伸ばすと、エレナの頭をなでた。


　猫ねこのような気持ち良さそうな寝ね息いきがエレナの口から漏もれる。


　その様子を見ながら、ローランは自分を恥はじていた。これまでの自分の行動がどれだけ愚おろかだったかを悟さとったのだ。


　女日照りだったがゆえに、アレスについて前線を離れた。少しばかり女と遊びたいがために、アレスについてここニーム領までやってきた。


　それは誤りだった。恥はずべきことだったのだ。


　自分の傍には、一ひと晩ばん中じゆう力を尽くしてくれるような素す晴ばらしい女がいるということに、あらためて気付いたのだ。


　今まではアレスという存在を恐れていたがゆえ、手を出すのは半ば諦あきらめていたこともあった。だが、好きな女のためにそんなことを気にしていてどうなるというのか。ましてエレナは命の恩人である。この恩は返さねばならない。そして、自分はどうすれば女が幸せになるかをよく知っている。


「なあアレス」


「なんだ？」


「ほら。俺ってようするにおまえの命の恩人ってことだろ？　代わりに毒飲んでやったわけだしさ」


「……まあ、そうだな」


「そのお礼といっちゃなんだが、エレナを俺の嫁よめにくれないか？　幸せにするからよ」


「駄だ目めに決まっているだろう」


　即そく答とうだった。


「う、急にまた毒が！　ああ死ぬ、俺もう結婚もできずに死んじまう！」


「潔いさぎよく死んでおけ。骨は故郷に送ってやる」


「ちっ、分かったよ。じゃあもうおまえのことなんぞ気にしない。俺がエレナを口説き落とす。エレナが俺とくっ付きたいって言い出したら、もう止められないだろ」


　この手の論ろん法ぽうにアレスが弱いことは知っている。その上、身代わりになって毒を飲んでやったばかりなのだ。


「……好きにしろ」


　それが、アレスの答えだった。


　ローランにとっては、大いなる前進である。少なくとも、アレスの許可は出たのだから。


　となると、毒だかなんだか知らないが、いつまでも寝ているわけにはいかない。少なくともエレナが目覚めるときには出来る限り元気になった自分を見せねばならないだろう。


　病は気からというべきか、こうしてローランの病状は一いつ旦たん死にかけたとは思えないほどにみるみる回復していくこととなり、事情を知らないエレナを驚おどろかせることになるのだった。










　間章　ジェレイドの憂ゆう鬱うつ










　解かい放ほう軍ぐんの本ほん拠きよ地ち、トゥールスレン城じよう砦さいの一室で、


「……これはもう、どうしたものか」


　ジェレイドはある一通の手紙に悩なやまされていた。


　いや、正確には手紙と呼べるような上品なものではない。人目を憚はばかるようにして届とどけられたそれは、密みつ書しよと呼ぶべきものだった。


　内容もさることながら、問題はなぜ今これが届けられたのかということにあった。今の時節では、この密書がもっとも効果を発はつ揮きできる方法はたった一つしか思い浮かばない。


「それにしても、王国軍にも色々考える人がいるものですねえ」


　王国軍の人々が聞いたら憤ふん慨がいするようなことを、まるっきり他人事のように呟つぶやく。


　戸の外から慌あわただしい足音が響ひびいた。


「ジェレイド！」


　乱暴に扉とびらが開けられる。この部屋にこうも簡単に入ってこれるのは、ジェレイドの身の回りの世話をする二人の小間使いだけである。そして自分のことを敬けい称しようも付けずに呼ぶ者となれば、たった一人しかいない。


「なんですか、クライス」


　同郷の少年の名を呼ぶ。


　その少年は、息を切らしながら言った。


「カークウッド千人長が面会を求めてるぜ」


「彼が？　よかった、とりあえず戻もどってこれたんですね。構いません、通してください」


「ああ、分かった」


　クライスは来た時と同じように駆かけて行った。相変わらず忙せわしない少年である。


「それにしても、思ったよりずいぶん早い帰き還かんですねぇ」


　それがいい兆きざしなのか、悪い兆しなのかは分からない。少なくともカークウッドが生きて帰ったという時点で、最悪の事態だけは考えずに済むだろう。


　しかし、何よりも申し訳ないと思うのは、とてもではないがカークウッドが見事任務を達成して帰還したとはまったく思えないということだった。








　やがてジェレイドの前にやってきたカークウッドは、旅の影えい響きようか多少薄うす汚よごれてはいたが、怪け我が一つ負っている様子はなかった。


「ただいま戻りました、ジェレイドさま」


「ご苦労さまです。それで早速ですが成果の方は？」


「は……」


　たちまちカークウッドの顔が曇くもった。それですべてを察する。予想通りといえば予想通りなのだ。


「失敗しましたか」


「はい、力及およばず……申し訳ございません。ダンカンは死亡、その他にも連れて行った部下のほとんどが皆みな、再起不能です」


「残念ですが、無理もありませんね。〈風の戦いくさ乙おと女め〉でさえ足止めするので精せい一いつ杯ぱいだと言ってましたから。まあ、軍規を守らず他者に暴力を振ふるうような者が死のうと大した損失ではありません。とりあえず、詳しよう細さいな報告を聞かせてください」


　それはかなり残ざん酷こくな言葉ではあったが、カークウッドは気にした様子もなく頷うなずいた。


「は、承知いたしました」





　……カークウッドの報告を聞き終えたジェレイドは、呆あきれる以外の反応を見せることができなかった。


「そうですか。〈赤の悪あく魔ま憑つき〉が持つ力は、話に聞く以上だということですか」


「は。何十人もの敵を相手に傷一つ負わぬあの戦いぶりは、人間業わざではありません。まして人質まで取られておきながら投げ槍一本で事態を打開するとは想像を超えています。ジェレイドさまが暗殺などという手段を考えられたお気持ちもよく分かります」


　自分や〈風の戦乙女〉とまったく同じことを言っている。すなわち、解放軍にとってアレスの存在は許容できないと。


　やはりできることなら、今のうちに対たい処しよしておくべきなのだろう。幸か不幸か、策はある。一通の密書がその機会を与あたえてくれたのだ。だがそれとて成功の保証があるわけでもないし、今度こそカークウッドを失うことにもなるかもしれない。


「カークウッド。実はあなたに教えておくことがあります」


「は。何でしょう？」


「これは以前にも話したと思いますが、現在、〈赤の悪魔憑き〉ことアレスは軍を左さ遷せんされ、故郷へと帰還させられているそうですが」


「はい、そのようです」


「ここに実はもう一つ興味深い話があります。今のアレスは軍から完全に孤こ立りつし、また故郷レストニアも復興中であることから、指揮できる兵など十人もいないと」


「……アレスの現在の状じよう況きようを考えれば、確かにそう推測できないことではありませんね」


「いえ、違ちがいます。これは推測ではなく、真実であるらヽしヽいヽのです」


　カークウッドはかすかに眉まゆをひそめた。


「どういうことでしょう？　真実であるらしいとは」


　ジェレイドは件くだんの封ふう筒とうを取り上げて見せた。


「密書が届とどきましてね、これに書いてあったんです」


「密書、ですと？　一体、誰からです？　そもそも、何のためにわざわざそのような情報を我々に流す必要が……？」


「当然の疑問ですね。そこで、これを見てください。同どう封ふうされていたものです」


　そう言ってジェレイドが差し出した物──それは、一いち枚まいの紙切れだった。


「これは……？」


　何か文面が書いてある。だがその文面よりも目立つのは、紙の下部に押おされた大きな判だ。


　農民とはあまり縁えんのない品だが、何度か見かけることぐらいはあった。


「通行証、ですか」


「ええ、そうです。グラーツという町からとある砦とりでに補ほ充じゆう兵へいを送るためのものです。それも、どこかの領主ではなくベールセール王国公こう認にんの通行証です」


「とある砦と仰おつしやいましたが……。まさかここではないでしょうし、一体どこのことです？」


「この際、場所は関係ありません。調べてみましたが我々にとってはまったく関係のない砦です。問題はその通り道です。分かりますか？　これがあれば、多少の偽ぎ装そうは必要ですが、千人ほどの軍勢を王国軍の支配地域へ、アレスの故郷であるレストニア領へ堂々と送おくり込こむことができるんですよ」


「…………」


　カークウッドの表情に、音もなく衝しよう撃げきが広がった。この通行証の意味をよく理解しているのだろう。


　現在、トゥールスレン城じよう砦さいの南には王国軍が駐ちゆう留りゆうしている。彼らは怠おこたりなく斥せつ候こうを出し、警けい戒かいを強めている。この状況では、南へ軍勢を忍しのび込ませるなど不可能だ。途と中ちゆうで王国軍に見つかって袋ふくろ叩だたきにされるのがオチである。


　だが、王国公認の通行証があれば話は別である。


「カークウッド。今のアレスには指揮できる兵など皆かい無むといってもいい状態です。ましてアレスは一度故郷を失いかけたことがある。そこへまた解放軍の軍勢が近づいたら、彼ならどうすると思います？」


「決まっています。〈赤の悪魔憑き〉が騎士道に厚いというのは疑いありません。つまり……我々が〈赤の悪魔憑き〉を殺す最後にして最大の機会が到とう来らいするでしょう」


　ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。


　窓から差し込む光が反はん射しやし、鈍にぶい光りを放つ。


「頼たのめますか？」


「異存はありません。我々の未来のために必要なことでしょうから。しかし──本物なのでしょうか、その通行証は。我々をおびき出して殲せん滅めつするという王国軍の作戦かもしれません」


「ええ、僕もそれを真っ先に疑いました。ですが調べたところこの通行証は間違いなく正規のものです。差出人は不明ですが想像はつきます。恐らくは王国軍に属する誰かの差し金でしょう」


　カークウッドは嫌いやなものを見てしまったように目を細めた。


「つまり、我々以外にも……王国軍の内部にも、アレスを亡なき者にしようと画かく策さくしている者がいるということですか」


「ええ。そして彼らが、僕ら解放軍を利用することを思いついたとしても何ら不思議ではありません。だからこそアレスの情報を僕らに流し、こんな通行証というお膳ぜん立だてまでしてくれたんでしょう」


「反へ吐どが出そうですが、ありそうな話ですね。アレスが決戦を控ひかえたこの時期に戦場を遠く離はなれ、故郷にいるということが何よりの証しよう拠こかもしれません」


「その通りです。いずれにせよ、せっかく敵が送ってくれた塩を無む駄だにすることもないでしょう。そうは思いませんか？」


「分かりました。では配下の兵一千人を率いて出撃します。ご許可を頂いただけますね？」


「その前に聞かせてください。それでアレスを討うち取れますか？　アレスはかつてキホルテ平原において、あのディオール率いる千人の部隊に単身飛とび込こみ壊かい滅めつさせたという驚くべき戦果を打ち立てているのですよ？」


「承知しております。しかしあの戦いの敗因は、一いつ騎き打うちで真っ先にディオールどのが討ち取られたことにあります。目の前で自分たちの指揮官が殺されるところを見せ付けられれば、どんな軍勢もたちまち烏う合ごうの衆しゆうとなるでしょう。敗北は当然の帰結でした」


　正確な評価だった。


「ではその事実を踏ふまえ、あなたはどう戦うつもりですか？」


「逆をやるだけです。指揮官たる私は決して前には出ず、後方から指揮を行います。雨あられと矢を射かけ、数十本の槍を並べて槍やり衾ぶすまを構成し、時間をかけて攻せめ立てます。いかに〈赤の悪魔憑き〉といえど、千人すべての兵を相手にするだけの体力はないでしょう」


　ジェレイドは眼鏡をかけなおした。


　及きゆう第だい点てんだった。自分がカークウッドの立場であっても同じ事を考えただろう。


「いいでしょう、出撃を許可します。恐らくはこれが最後の機会となるでしょう。あなたに僕たちの命運を託たくします」


「は。全力を尽くして参ります」





　……こうしてカークウッドを送りだしたジェレイドだったが、すぐにわずかな後こう悔かいに襲おそわれることとなる。


　アレスはすでに王国軍の内部でも不興を買い、左遷されているという。となれば今後、そう簡単に戦場に出てくることはないかもしれない。


　となれば、今下手に手を出すことは、眠ねむれる獅し子しを起こすようなものなのかもしれない。脅きよう威いは排はい除じよされているのだ、ならば余計な危険を冒おかすことなどないのではないか。その思いがジェレイドを悩ませていたのだ。


「……いえ、それは見通しが甘あまいというべきですね」


　たとえ今は前線から離はなされていたとしても、アレスが存命である限り、王国軍が再び劣れつ勢せいになればいつか必ずまた戦場に出てくることになるだろう。


　ならば、多少の危険を承知ででも、今のうちに手を打っておくべきなのだ。


「頼みましたよ、カークウッド。あなたになら出来るはずです」


　カークウッドなら、千の兵を効率よくアレスに叩たたきつけることができるだろう。


　どれほど英えい雄ゆうと名高い人物であっても、千人を相手に生き残れる道理などない。あるわけがない。


　ただ、それには一つだけ前提となる条件があった。


　アレスが本当にただの人ならば──という前提である。










　第六章　四騎き
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　アレスがニーム領からレストニア領へ帰き還かんした直後のことである。


　この日、レストニアの町を、一人の騎士が訪おとずれることとなる。


「ここがあのアレスの故郷か」


　見た目は非常に若く、甲かつ冑ちゆうを脱ぬげば子供でも通用するだろう。無論、本人は不本意だろうが。


　しかし馬を操あやつる動作には淀よどみがなく、また見知らぬ町に一人で来たと言うのに少しも臆おくする様子がないのは、彼が見た目は子供といえどすでに騎士として多少の場数を踏ふんでいることを示しているようでもあった。


「僕の故郷より小さな町だな。まああいつが治める町としてはお似合いというべきか」


　しかし、彼の故郷ガザーブ領に比べれば大きさこそ小さかったものの、活気はあった。この町の方が明らかに人々の表情が豊かであり、人の往来も多い。


「……ふん」


　なんとなく気に喰くわず、鼻を鳴らす。


　やがて街の中央を通り抜ぬけ、目的地に到とう着ちやくする。


「これはこれは騎士どの。我らの主に御ご用ようでしょうか？」


　馬に乗って甲冑をまとってさえいれば、どこへ行っても邪じや険けんにされることはまずない。それはこのときも例外ではなく、門番らしき衛兵は腰こしを低くして訊たずねた。


　少年のような風ふう貌ぼうの騎士は、馬を降り、その轡くつわを衛兵に押おし付けた。


「うむ。僕はおまえの主の知り合いだ。通してもらうぞ」


「え……。お、お待ちください！　まずは我わが主にお取次ぎいたしますゆえお名前を……ちょっと、騎士どの!?」


　その若い騎士は制止を無視すると、強引に奥おくへ進むのだった。
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「お帰りなさいませ、アレスさま。先方には失礼のないようちゃんとご挨あい拶さつできましたかな？」


　一人の若き騎士が訪れるよりほんの少し先に帰還していたアレスたち三人を、イザーレはそんな言葉で出で迎むかえた。


　途と端たんにアレスの顔が歪ゆがめられる。


「なんだその言い方は。私はもう子供ではないのだぞ」


「おやおや。それではご自分がもう大人だとでも言い切るおつもりですか？　女の体も知らないくせに」


「……エレナの前で品のないことを言うのはよせ」


　少しは知ってきたぞ、とはまさか口にできるわけもなかった。


　それどころか、少しでもそんな思いを抱いだいてしまったのが誤りだった。


　あの晩のことが──しびれるような甘あまい匂においと、右手のあの柔やわらかく暖かい感かん触しよくが脳のう裏りによみがえってきたからだ。


　慌あわてて気を引ひき締しめる。鋭するどいイザーレの前で少しでも気を緩ゆるめれば、何もかもが見み透すかされてしまうかもしれない。


「と、とにかくだ、私の方は何も問題はない、やるべきことはやってきた」


「それはそれは。しかし──それにしてはエレナさまはずいぶんお疲つかれのようですが」


　イザーレはちょうど小さなあくびをしていたエレナを見やった。


「まあ、色々あったから。でも大だい丈じよう夫ぶよ、義に兄いさんの言う通り問題は何もなかったから」


「はあ。それにしては、ローランどのが何か言いたげに渋しぶい顔をしておられるようですが」


「……いや、まあその二人が問題ないって言ってるなら問題はなかったんだろうさ。少々命を狙ねらわれたり、死にかけたりしたことはあったけどな」


「左様ですか。ならばいつものことですな」


「それで納なつ得とくできるのがすげえよな」


　そうこぼすローランは、もう完全にいつも通りだった。誰だれが見ても、つい最近生死の境をさまよっていたとは思わないだろう。


　毒を飲んだ後の処置がよかったらしい。それにローランの若さも幸いした。エレナの看かん護ごで毒素の消えたローランの体は、白魔ま術じゆつによりさらに活性化され、たった一晩でほぼ回復したのだ。むしろほとんど寝ねずに看かん病びようを続けていたエレナの方が顔色が悪いという有様だった。


「ふあぁ～あ。ごめん、やっぱりちょっと疲れたのかも。ちょっと横になってくるね」


「ああ、そうしろ」


　エレナが自室へと向かう。本来なら「こんな時間からお昼ひる寝ねですか」と小言を口にするイザーレも、さすがに空気を察してか何も言わなかった。


　その代わり、アレスに向かって他人事のように言う。


「特に問題はなかったのだとしても、やはり面めん倒どうなことはあったようですな」


「……いつものことだ。そのうち話す」


　と、ここでアレスたちの会話は中断を余よ儀ぎなくされることとなる。


　後ろから何か騒さわぐ声が聞こえたためである。


「お、お待ちください！　困ります、勝手に入られては！」


「えーい、気にするなと言っているだろう。アレス、どこにいる!?」


「……はて、何事でしょうな？」


　振ふり返った彼らが見たもの──それは一人の若い騎士と、彼を諫いさめようとする兵士たちの姿だった。


　やがて名も知らぬ騎士はアレスの姿を見つけると、一いつ瞬しゆんだけ頰ほおを緩ゆるませ、ずかずかと近づいてきた。


「久しぶりだな、アレス」


「ぬ。卿けいは……」


「再びこうして会えたことを嬉うれしく思うぞ。なにせ貴様には大きな借りを作ったままだったからな。さて、早速だが今日は貴様に──」


「いや、ちょ、ちょっと待ってくれ」


　慌てたようにアレスが口を挟はさんだため、騎士は言葉を中断せざるを得なかった。


「ん？　なんだ？」


「不ぶ躾しつけで申し訳ないが、一つ質問していいだろうか」


「……は？　何だ？」


　そして次にアレスが口にした言葉は、どんな巨きよ大だいな鈍どん器きで殴なぐられるよりも強きよう烈れつな打撃を騎士に与あたえることとなる。





「卿とはどこかで会ったことがあったか？」





「な……」


　若い騎士の顔から、あらゆる感情が消えた。


　まるで糸の切れた操あやつり人にん形ぎようのように、がっくりと膝ひざを突つく。


「お、覚えていないというのか!?　この僕のことを！」


「す、すまん。記き憶おくにない」


「そ、そんな……」


　まるで親の訃ふ報ほうに接したかのように崩くずれ落ちる。


　思わずアレスは、自分が何かとてつもなく悪いことをしてしまったのではないかと反省するほどだった。


「どうかしたの？　なんだか騒さわがしいけど」


　騒ぎを聞きつけたのだろう。姿を現したのは自室へ向かったはずのエレナだった。


「いや、大したことじゃない。おまえは休んで──」


「エ、エレナ！」


　アレスの言葉は中断させられた。


　不意に、元気を取り戻した騎士が大きな声を上げたためである。


「……え？」


　エレナが驚おどろいたように小首を傾かしげる。


「お、お久しぶりです！　こうして出会えたことを幸運に思いますよ。ほら、おかげで僕の体ももうすっかり──」


「待って、ちょっと待ってよ」


「……え？」


　慌てたようにエレナが口を挟んだため、騎士は言葉を中断せざるを得なかった。


　そして次にエレナが口にした言葉は、どんな鋭えい利りな刃は物もので切り裂さかれるよりも強烈な一撃を騎士に与えることとなる。





「ねえ、どこかで会ったことあったかしら？」





「う……うわああああああああああああ！」


　若い騎士は、まるでこの世のすべてに絶望したかのような悲鳴を上げると、脱だつ兎とのごとく駆かけ出して行った。


　後に呆ぼう然ぜんとしたままの兄妹を残して。


「に、義兄さん。誰だったの、あの人？　あたし、何かすごい悪いことしちゃったような気がするんだけど」


「さあ。私もよく分からん。まあ用があったらまた来るだろう」


「……血は繫つながってなくとも兄妹だってことがよく分かったぜ」


　ローランが意味の分からないことを口にする。


　ファノヴァールの名を受うけ継つぐ兄妹たちは、ただ首を傾げることしかできなかった。





　　　　　◆





　部屋へ戻ったアレスは、旅りよ装そうを解くとベッドに腰こしを下ろした。


　外にいたときはそれほど疲ひ労ろうを感じることはなかったが、こうして自分の寝ね床どこへ帰ってくると張はり詰つめていた精神の緊きん張ちようが解けるせいか、少なからず疲労を感じる。


　旅に慣れている自分でさえこれなのだから、エレナへの負担はもっと大きかったのだろう。今ベッドへ倒たおれこめばさぞかし気持ちいいだろうが、エレナほど大したこともしてない身としては、休んでなどいられなかった。せめて日が落ちるまで領主としての責務をまっとうすべきなのだ。


「伯はく爵しやくさま。入ってもよろしいでしょうか」


　戸を叩たたく音が聞こえた。ミレイユの声だ。


　一瞬だけ、アレスは緊張した。


「構わんが、何用だ？」


「お茶をお持ちいたしました」


　丁ちよう度どいい機会だった。苦めのお茶でも飲めば眠気も醒さめるだろう。


「入ってくれ」


「失礼いたします」


　部屋に入ってきたミレイユは、テーブルの上に持ってきた盆ぼんを置くとお茶の用意を始めた。


「手間をかけてすまないが、濃こいのを頼たのむ」


「はい、分かりました」


　ポットにお茶の葉を注ぎ、てきぱきと準備する。


「…………」


　その様子を見ながら、アレスは奇き妙みような気配を感じていた。


　奇妙だった。初めて会ったときもそうだったが、このミレイユという侍じ女じよからは、やはり何かピリピリとした得体の知れぬものが感じられるのだ。


　アレスはそれが何であるかを知っている。だが、なぜミレイユからそれが感じられるかがさっぱり分からない。


　そう、殺気と呼ぶべきその気配を。


「……伯爵さま。一つお伺うかがいしたいことがあるのですが、よろしいでしょうか？」


「ん？　なんだ？」


　侍女が主に質問するなど、貴族の常識からすれば有り得ないことである。だが貴族の常識に疎うといアレスにしてみれば、別に答えない理由もなかった。


「伯爵さまは今日まで外出していらっしゃいました。ニーム領へお出かけになったと聞いておりますが、本当のことなのでしょうか？」


「ああ、そうだが」


「…………」


　理由は分からなかったが、ミレイユの表情が急に険しくなったような気がした。


「……無礼な質問であることは承知しておりますが、教えて頂けないでしょうか。何をしにお出かけになったのです？」


「い、いや、大したことはしていない。少し挨拶をしてきただけだ」


「…………」


　アレスは寒気を覚えていた。


　目に見えてミレイユが殺気立ってきていたのだ。その目には鬼き気き迫せまるものさえ感じられる。


　──い、一体どうしたというのだ？


「伯爵さま。今、この町がどういう状態にあるかご存知ですか？」


「な、なに？」


「町はだいぶ復興しつつあります。ですがまだ全部が元に戻ったわけではありませんし……何より、みんなが心に受けた傷きずはそのままです」


「…………」


「それなのに……伯爵さまはみんなを手伝おうとも、励はげまそうともせず、よその貴族に挨拶するためだけにまた領地を留守にしたなんて！」


　ミレイユが何を言っているのか分からなかった。


　復興を手伝わなかったのではない。手伝えなかったのだ。領主がすぐ傍そばで労働などしていれば、誰もが恐きよう縮しゆくして作業どころではないからと、止められたのだ。


　領民を励まそうともしなかったわけではない。この町が焼やき討うちに遭あったのは自分にも責任がある。そんな自分に人を励ます権利などないと思ったからだ。だがその代わりに、墓参りついでに町の代表者たちに会って何度も謝罪はしたのだ。


　ニーム伯の元へ赴おもむくべく、また領地を留守にしたのも確かだが、それも必要なことだったからだ。ファノヴァール家が礼儀知らずだと思われ、それで援えん助じよの手が滞とどこおってしまっては何にもならないではないか。名より実を取れとは、イザーレがよく口にする言葉だ。


　だが、そんな申し開きをする暇ひまもなかった。


　ミレイユが服の中から何かを取り出したのだ。


　鈍にぶく光を放つナイフだった。
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「ミ、ミレイユ!?」


　さすがのアレスも動どう揺ようを隠かくせなかった。まさか──こうも立て続けに、自室を訪れた侍女に命を狙ねらわれるとは！


「申し訳ございません、伯爵さま。兄の……仇かたきです！」


　ナイフを両手で構え、飛び込んでくる。


「くっ」


　しかしやや不意こそ突つかれたものの、その動きは素しろ人うとそのものだった。アレスにしてみれば赤子がじゃれてきたに等しい。


　その腕うでをねじり上げ、床ゆかに引ひき倒たおすことも簡単だった。だが、アレスはあえてそうしなかった。ただ刃やいばを握にぎったミレイユの手を押おさえるだけにとどめる。


　ミレイユが到とう底てい聞きき逃のがせない言葉を口にしたからだ。


「どういうことだ？　君の兄というのは、まさか……」


「くっ！　そうよ！　あたしの兄はこの町の兵士だったの！　この町が襲おそわれたとき、みんなを逃にがすために時間を稼かせごうとして……死んだのよ！」


「……！」


　それはアレスにとって、どんな刃でえぐられるよりも衝しよう撃げき的てきだった。


　思わず手から力が抜ぬける。その隙すきを見逃さず、ミレイユは刃を引いて体勢を整えた。


「兄の、名は……？」


「オーリックよ！　あなたに仕えてた兵士なのよ、覚えてないなんて言ったら承知しないわ！」


　確かに聞き覚えがあった。


　自分に仕えていた兵の数など五十人に満たなかったのだ。オーリックという名の兵士には確かに覚えがある。


「兄はいつも言ってたわ！　あなたがどれだけ強い人だったかって！　そのあなたが町を留守にしなければ、兄が死ぬことなんてなかったはずよ！　全部あなたのせいよ！」


「…………」


　一言も言いい訳わけできなかった。


　──当然の報むくいだな、これは。


　自じ嘲ちようする。このように自分をなじる者が、今の今まで出てこなかった方が奇き跡せきだったのだろう。


　この町は犠ぎ牲せい者しやを出したのだ。イザーレがどれだけ手を尽つくそうと、肉親を亡なくした者の悲しみが消えることなどないだろう。そして自分には、その悲しみをぶつけられる義務がある。


　だが、だからといってただ復ふく讐しゆうのため殺されるのを待つわけにもいかなかった。


「……すまなかった。いや、どれだけ言葉を尽くしても謝罪にならないのは分かっている。だがミレイユ。どうかこれだけは信じてくれないか。確かに私はこの地を留守にすることで、無用な犠牲を生じさせたかもしれん」


　腰に差した二本の剣けんの柄つかを握って見せる。


「だが私はこの剣に誓ちかって人々のために剣を振り続けてきた。この地を留守にしたことも、ニーム領へ行ったことも、決して私し利り私し欲よくからではない。自じ己こ満足でも自己陶とう酔すいでもない。私がそうすることによって救われる人々がいたからだ。少なくとも私はそう信じて行動していた」


「そんな、そんなこと言われたって……！」


　ミレイユの双そう眸ぼうからぽろぽろと涙なみだが溢あふれ出だした。


　女性の泣き顔だけは直ちよく視しできない。アレスは思わず目を逸そらした。


「あたしだって……分かってます！　伯爵さまがどんなに頑がん張ばってたか、どんなにあたしたちのために尽くしてくれたかって！　噂うわさだって何度も耳にしました、あたしたちの領主は、みんなのために人知れず戦ってるって！　みんなも、それが分かってるから、そのことを誇ほこりに思ってるから……！　でも、兄さんはもう……帰ってこないんです！」


「…………」


　大声で泣なき崩くずれるミレイユを前に、何も言うことができなかった。


　このような時にこそ自分の未み熟じゆくさを思い知らされる。もう少しばかり人生を歩めば、この少女を慰なぐさめる適切な言葉の一つも口に出せるようになれるのだろうか。


　少なくともこのときアレスにできることは、ミレイユが自然と泣き止やむのをただ待ち続けることだけだった。


　やがて、泣きじゃくることで多少気が晴れたのだろうか。ミレイユはようやく涙を流すのをやめると、ナイフをテーブルの上に置き、主への敬けい意いを示すように深々とお辞じ儀ぎをした。


「ご無礼を……いたしました。あたしも貴族に逆らって無事で済むとは思っていません。首を斬きるなり好きになさってください」


「……そうか。ならばミレイユ。これは命令ではなくお願いだ。もし君さえよければ、どうかこれからも侍女としてこの屋や敷しきに留とどまって欲ほしい。私がこれから為なすことを見ていて欲しいのだ。そして、もしまた私が君の期待を裏切るようなことをした、そのときは──」


　アレスはテーブルの上に置かれた刃を指差した。


「いつでも構わない。私が寝ているときだっていい。そのナイフで私を裁さばいて欲しい」


　ミレイユの瞳ひとみから、もう一度だけ大おお粒つぶの涙が零こぼれ落おちた。


「……承知、いたしました」








　ミレイユが部屋を出て行くと、アレスは早速呟つぶやくこととなる。


「パンドラ」


《何かな》


　名を呼んだ瞬間、少女の声が脳裏に響ひびき、足元に彼女の頭が浮うかび上がる。


「何かな……ではない。私は命を狙われたのだぞ。なぜ前もって教えなかった？」


《言ったであろう、我わが黄たそ昏がれの主といえどそうやたらと他人の運命に干かん渉しようすることには限りがあるとな。相手はただの侍女風ふ情ぜいだ、この程度のことでいちいち助言をもらおうなどと思うな》


　嘆たん息そくする。


「まあ、そんなところだろうとは思っていたが」


《付け加えるならば、汝なんじに学習の機会を与えてやろうと思ってな。どうだ、目の前で女が泣いているのに何もできぬというのは自分の未熟を思い知らされるだろう？　あの晩のこともある、汝もたまにはローランに従い夜の街にでも繰くり出だし、もう少し女のことを勉強してはどうかな》


「……余計なお世話だ」


　口ではそう答えつつも、こうも立て続けに女絡がらみの事じ件けんが続くと、その助言も考こう慮りよする価か値ちがあるのではと思ってしまう。


《まあよい、我が契けい約やく者しやよ。そんなことより一つ面おも白しろい話を聞かせてやろう。心しておくがいい、後三日もすれば、汝は再びミレイユの持つ刃に試ためされることとなるであろう》


「なに？」


　また意表を突かれる。


　ミレイユの刃に試される。つまり、またミレイユに命を狙われるという意味だろうか。


「どういうことだ……と言っても教えてはくれぬのだろうな？」


　パンドラの表情が愉ゆ悦えつに歪ゆがんだ。


《よく分かっているではないか。与えるべき言葉は与えた。後は汝の好きな道を歩むがよい》


　いつものように一方的に告げると、もう用は済んだとばかりパンドラの体は再び沈しずんでいった。


「また、何かが起こるというのか？」


　考えても答えは出ない。それもいつものことだ。


　しかし、たとえ何があろうと自分のやることは変わらないのだ。人々のために剣を振るう。それだけだ。それしかできない。


「……よし」


　今日はニーム領から帰ってきただけでまだ何もしていない。


　せめて剣の訓練だけでもしておくべきだろう。三日後、何が起ころうと対応できるように。結局、自分の取り得はそれしかないのだから。


　アレスはそう考えると、ガルムスとついでにローランを呼びに行くため部屋を出るのだった。





　果たしてこの三日後。レストニアを再び激げき震しんが襲おそうこととなる。





　　　　　２





　その日、アレスはとんでもないものを目にすることになる。


「アレスさま！　厄やつ介かいなことになりましたぞ！」


　慌てたイザーレの顔である。


　この老人を家臣に迎むかえてから幾いく年とし月つき、こんな表情をしているところを目にしたことなどあっただろうか。アレスは思わず身構えるほどだった。


「どうした、何があった？」


「反乱軍と思おぼしき集団が近づいております！　その数およそ千！」


「ば、馬ば鹿かな!?　一体なぜ、どうして！」


　期せずしてアレスもまたイザーレと同じ表情になる。


「理由は分からなくもありません。敵将ジェレイドはアレスさまを味方に引き入れようとなさったのでしょう？　それが失敗した以上、アレスさまは反乱軍にとって最大の敵となったわけです」


　合点がいった。つまり、最大の敵は早いうちに排はい除じよすべきだというわけだ。


「しかし、なぜこんな僻へき地ちに軍を派は遣けんできたのだ？　ここへ来るまでに王国軍が見み逃のがすとは思えんが」


「敵の意表を突くことこそ策さく略りやくの真しん髄ずいですからな、何らかの方法があったのでしょう。いずれにせよ目の前に敵がいるという事実から目を逸そらすわけにもいきますまい、いかがいたしますか。今この町にある兵力はせいぜい三十人ほど、城じよう壁へきの修しゆう理りも完かん璧ぺきとは言えませぬ、千の敵を相手に戦い抜くことなど不可能でしょう。かといって近きん隣りんの領主や王国軍に援えん軍ぐんを頼むとしても、一日やそこらでは絶対に間に合いませぬ。ここは直ただちに領民を避ひ難なんさせるべきかと──」


「駄目だ、そんなことができるか！　せっかくここまで復興したのだぞ、今また領民たちに家を捨てろなどと言えるわけがないだろう！」


「情においてはその通りですな。では、いかがいたしますか」


「…………」


　答えなど最初から決まっていた。


　三日前のパンドラの助言の意味をようやく理解する。


　再びミレイユの持つ刃に試されるときがくる──パンドラはそういった。


　それはこのことだったのだ。再び自分の領主としての、騎士としての器うつわが試されようとしているのだ。


　アレスは領主として、あるいは騎士として、土を耕すこともせず、人々を相手に商いをすることもせずに生活することが許されてきた。


　その代だい償しようは何か。


　このような危き急きゆうのときに、領民を守ることだ。そのためにこそ自分たちは存在するのだ。


「我ら武人だけで討うって出る！　ローランとガルムスを呼べ！」





　　　　　◆





　その日、とある若い騎士の姿は、再びファノヴァール伯の住む館やかたの前にあった。


　前回、アレスとの屈くつ辱じよくの再会を果たしてからすでに三日。宿敵とみなしていたアレスに忘わすれ去さられ、さらには意中の相手にさえ忘れ去られていたという衝撃から立ち直るには、それだけの時間が必要だったのだ。傷きずつきやすい十六という年ねん齢れいからすれば無理からぬことだったかもしれない。


「あ。あなたさまは……」


　三日前にも顔を合わせた門番が驚いたような顔をする。


「ファノヴァール伯にお目通り願いたい。通してもらえるか？」


「はは、とにかくあなたさまが参られたら通すように言われております。どうぞお通りください」


「そうか」





　館へ入った若い騎士は、奇き妙みような雰ふん囲い気きに気付いた。


「……変だな」


　誰も彼もが緊きん迫ぱくした表情で右往左往している。少なくとも自分が入ってきたことには関係なさそうだが。


　そんな中に、アレスたちの姿を見つけた。


　甲かつ冑ちゆうを身に着けたアレスと、それからエレナもいる。そして何度か見かけたドワーフが一人。あとは見知らぬ老人と、同じく見知らぬ髪かみの長い男が一人。しかもどういうわけかその男は近この衛え騎士のみが着用を許された赤い甲冑を身に着けていた。


　近衛騎士ということは、自分より強いということになる。あんな軽けい薄はくそうな男が近衛騎士なのか、と少しばかり愕がく然ぜんとすると同時にもっと大事なことに気付く。


　なぜ全員が戦いくさ支じ度たくをしているのだろうか──と。訓練でもやるつもりだったのだろうか。


「あら？　あなた、三日前の……」


　エレナが自分に気付いたらしい。と同時に、アレスたちも自分の方を向く。


「ぬ。お主は……」


　その中の一人、ドワーフが驚いたように声を上げた。


「なんだ、ガルムス。知り合いか？」


「知り合いか、ではなかろう。アレスよ、覚えておらぬのか？　あれはレオンだ。ほれ、ガザーブ領でお主に突つっかかってきた若造の騎士がおったであろう」


「ガザーブ領……？　あ」


「ほれ、エレナ。おまえも覚えておらぬのか？　王国軍の陣じん地ちでおまえが治ち癒ゆしてやった一人だぞ」


「……ごめん、思い出せないわ。だって怪け我が人にんなんてたくさんいたし」


　アレスはそれでどうにか思い出してくれたようだったが、エレナはやはり首を傾かしげるだけだった。


「…………」


　レオンはどうにか自分を納得させようとした。少しばかり動どう揺ようしたのは事実だが、三日前ほどの衝撃はない。


　ものは考えようなのだ、よく考えれば反乱軍に身を投じていたことが露ろ見けんするのはあまり聞こえのいいことではないし、重傷を負って治癒を受けていたというのも冷静に考えれば情けない。


　しかし、自分を覚えていてくれた唯ゆい一いつの相手が、人間ではなくドワーフであったという事実は、少なからずレオンの自じ尊そん心しんを傷きずつけることとなる。


　だが今いま更さら気落ちしてはいられない。レオンは堂々と歩み出た。


「ファノヴァール伯アレス。今日は我が父ガザーブ伯の名代としてやってきたぞ」


「思い出しましたぞ」老人が声を上げた。「確かにガザーブ伯にはレオンというご子し息そくがおられましたな。これはこれは、遠いところをよくお越こしになられましたな。本来ならこちらから礼を言いに伺うかがわなければならぬものを」


　レオンは初めて安あん堵どした。ちゃんと自分のことを知ってくれていた者がいたことに。


「なんだ？　どういうことだ、イザーレ」


　このとき。驚くべきことにその老人は、容よう赦しやなくアレスの頭を小こ突づいた。


「な、何をする！」


「アレスさま、なんですかその態度は。ガザーブ伯はニーム伯に次いで、この地へ多額の援えん助じよをしてくださったのですよ。謹つつしんで礼を申し上げてください」


「なっ──」


　慌ててアレスは背筋を正し、頭を下げた。


「そ、そうとは知らず無礼な態度を取り続けてきたこと、謹んでお詫わびする。このような格好で申し上げるのも申し訳ないが、我が民たみへの援助、心より感謝する」


　あの〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と恐おそれられたアレスが、自分に頭を下げている。


　いい気分だった。


「なに、大したことではない。情けない話だが、我が父は無用な重税を強しいて領民を苦しめ、不当に財産を築き上げていた。それを領民に返した上で、一部をこの地に送っただけの話だからな」


「……重ね重ねお礼を申し上げる。ファノヴァール家はこの恩を決して忘れないだろう」


「そうか。なら、一つ頼みたいことがある」


「なんだ？　私にできることならば出来る限りのことをしよう」


　その言葉こそ、レオンの待ち望んだものだった。





「では──僕をおまえの従者としてもらいたい」





　それがレオンの目的だった。


　残念ながら、今の自分とアレスには武人として天と地ほどの差がある。その差を埋うめるには、アレスのすぐ傍そばで剣を学ぶことこそがもっとも近道だと考えたのだ。


　付け加えれば、アレスの従者となればその義妹エレナとも近づく機会は存分に増える。密ひそかにそのことを期待してもいた。


　だが、本来ならばこんな申し出は断られただろう。ファノヴァールの騎士といえば王国に名高い。その従者を志願する者も決して少なくなかっただろうが、現在のところアレスの従者といえばドワーフが一人だけ。つまり、従者を取らない性格なのだということは容易に想像がつく。


　だがこの話を通すために、レオンは父ガザーブ伯を説得し贅ぜい沢たくを控ひかえさせ、その分をこのレストニア領への援助に回したのだ。アレスが拒きよ否ひしたとしても、その恩につけこんで自分を売りつければいい。


　ところがである。


　アレスはわずかに考え込んだだけで、すぐに頷うなずいたのだ。


「そうか。よく分かった。本来ならば断るところだが、今は一人でも多くの武人が必要なときだったのだ、喜んで従者として迎むかえよう」


「……え？　そんな、あっさり？」


　思わず拍ひよう子し抜ぬけするほどだった。


　と同時に、レオンは不思議に思うことになる。アレスの傍にいる髪の長い近衛騎士が急になにかこう──自分を哀あわれむような目で見始めたのだ。


「ではすまないが直ただちに出しゆつ陣じんの準備をしてくれ」


「……は？　直ちに？　出陣？」


　まさか今から反乱軍との戦いにでも赴おもむこうというのだろうか。


　ありえない話ではないが、王国軍と反乱軍の決戦にはもう少し時間がかかると聞いている。なぜそんなに急ぐ必要があるのだろうか。


　その疑問に答えてくれる者がいた。


　不意に肩をぽんと叩たたかれる。例の髪の長い近衛騎士が、まるで同情するような口ぶりで言ったのだ。


「どういう経緯があったのかは知らんが、おまえもとんでもないときに来ちまったなあ。これから千人の敵を向こうに回して大だい乱らん闘とうしようってときによ」


「……は？　千人？」





　　　　　３





　カークウッドという男は、農民出身である。


　解放軍の中では別べつ段だん珍めずらしいことではないだろう。だが、カークウッドには他の食くい詰つめた志願兵たちとは違うところが一点だけあった。


　義ぎ憤ふんとそして名めい誉よ欲よくという二つの要素に駆られて解放軍に志願したということである。


　出身はボルネリア領ではなく、とある伯はく爵しやくが治める小さな農村だ。三さん男なん坊ぼうで妻さい子しはまだなく、兄の家に居い候そうろうしていた。兄は面めん倒どう見みがいい方で、それほど肩身が狭せまい思いをすることもなく、別段生活に困っていたわけではない。


　だが、それでもカークウッドは解放軍に参加した。独自の理り論ろんによって。


　ボルネリア領での貴族の圧制と反乱は、起こるべくして起こったことである。貴族が数々の特権を有している限り、いつかは腐ふ敗はいし、どこの地方でもボルネリアと同じようなことが起きるだろう。それゆえカークウッドは解放軍に志願した。この王国は今こそ貴族という膿うみを出し切るべきだという義憤に駆かられたがゆえの行動だった。


　ただ、一方でカークウッドは決して聖人ではなく、人並みに名誉欲も持っていた。


　この反乱は恐らく長引く。ジェレイドの神算鬼き謀ぼうは大したものだ。あるいは王制や貴族の打だ倒とうというところまで行き着くかもしれない。


　もし今のうちに解放軍でそれなりの地位に就ついていれば、解放軍という組織そのものが大きくなるにつれ、自分の地位もまた向上するだろう。そんな目論見があったがゆえに、カークウッドは解放軍に志願したのだ。


　その選せん択たくは誤りではなかった。


　ジェレイドが指し摘てきしたように、万の人が集まれば万に一つの才を持った者が現れるのは道理である。カークウッドには才能があった。すべてにおいて合理的な判断ができるという一点において。それはジェレイドにも通じる、こと名将と呼ばれる者なら誰もが持っている才だった。


　ただの農民だったカークウッドは、最初はただの兵卒に過ぎなかった。


　しかし字の読み書きができ、多少目め端はしが利きくことから十人長となった。


　そして十人とはいえ兵を率いて出しゆつ陣じんすると、カークウッドの才はいよいよ発揮され始めた。


　実際のところカークウッドがやったこととは、敵に勢いがあるときは守勢に回り、敵が疲れを見せたときにはすかさず攻こう勢せいに出るという、ただそれだけのことだ。


　だが、血を血で洗あらう戦場でその冷静な判断を下すことは、決してたやすくはない。カークウッドにはそれが出来たという点で、やはり才があるというべきだった。


　そうした積み重ねがあって、今、カークウッドには再び好機が訪れたのだ。


　ジェレイド直じき々じきの命令による、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉の暗殺。それは解放軍にとって必ひつ須すであると同時に、うまくいけば自分の地位も確固たるものになるだろう。





「そろそろ、アレスも出てくるだろうな」


　千の軍勢の先頭を歩きながら、カークウッドは一人呟つぶやいた。


　ジェレイドから受け取った通行証を用い、ベールセール王国の赤い旗を掲かかげることで王国軍の勢力下を堂々と通行し、レストニア領へ入ったのは少し前のことである。


　ここまでくればもはや誤ご魔ま化かす必要もなく、彼らは赤い旗を下げ、解放軍の象しよう徴ちようたる青緑の旗を掲げていた。


　千の軍勢が青い旗を掲げてウロウロしていれば嫌でも人の目につく。アレスも自分たちの存在にはすでに気付いていると見るべきだった。


　果たして、〈赤の悪魔憑き〉はどう出てくるだろうか。


　レストニアの町は人口も少ない小さな町だという。千もの軍勢に襲おそわれれば、一いつ刻こくと経たたずに火の海となる。そのことはアレスもよく知っているはずだ。


　もし〈赤の悪魔憑き〉がただの矮わい小しような人間であれば、町を見捨ててとっとと逃にげ出し、己おのれの保身を図るだろう。


　正直なところ、それをやられると対処のしようがない。地の利がない以上、下手に追撃をかけることはできないし、ここは王国軍の支配下なのだ。退ひき時どきを見み誤あやまれば周囲から諸侯の軍勢が押おし寄よせ袋ふくろ叩だたきにされるだろう。長期に亘わたって軍勢を駐ちゆう留りゆうさせることはもっとも危険だった。もしアレスが討うてないと分かれば、早急に軍を解散し、兵を分散させてトゥールスレン城じよう砦さいに逃げ戻るしかない。


　だが、カークウッドの知っている〈赤の悪魔憑き〉ならば、絶対に逃げるなどという手段を取ることはないだろう。彼はただ一人で戦線を打ち破る傑けつ出しゆつした力を秘めている上に、誰よりも騎士道精神に厚い。領民の命と財産を守るため、この軍勢が町へ到着する前に阻そ止しすべく手段を講じてくる可能性が最も高い。


　そういう人物だからこそジェレイドもアレスを恐れたのだ。名声のある立派な人物が将となって兵を率いれば、その力は何倍にもなる。いっそアレスが故郷を逃げ出してくれれば好都合というべきかもしれない。アレスは一度所領を失っているという。それが二度も続けば、アレスの名声は地に落ちるであろうから。


　しかし今は、あくまでアレスが迎むかえ撃うってくるという前提で策を練るべきだった。


　問題はどのような戦い方を挑いどんでくるかということと、そしてその兵力だ。


　現在のレストニア領の兵力などたかがしれている。しかし、たとえば領民の男手すべてを動員し、武器を持たせて兵とすれば、数百人の軍勢は組織できる。訓練を受けていない烏う合ごうの衆しゆうといえど、アレスに率いられれば充分に脅きよう威いとなるだろう。


　しかしそれは領民に犠ぎ牲せいを強しいることになる。ファノヴァール家の名声を貶おとしめることにもなるし、やはりアレスが選せん択たくする道とは思えない。


　むしろ、〈赤の悪魔憑き〉が単たん騎きで迎げい撃げきに出てくるのではないか。その可能性こそがもっとも高いように思える。


　なにしろ単騎で崖がけを駆かけ下りて解放軍の陣地に飛び込み、そのまま陥かん落らくさせたことのある騎士なのだ。今回も同じように自分の力を頼たよりに単騎駆けしてくる可能性は高い。ましてここはアレスの故郷、地の利は向こうにあるのだ。その点を利用して、指揮官たる自分の首を取り、一気に勝負をつける──なんともアレスが好みそうな戦い方ではないか。


　だが、それならば対処は考えてある。


　レストニア領はその多くが森で覆おおわれている。自分たちが進軍しているこの道も、馬車が行きかうだけの広さこそあるものの、一歩でも道を外れればうっそうとした森が行く手を阻はばむ。


　だがこの森は、アレスの進むべき道を限定し、その進路を容易に予測することができる。その点を突つけば自分たちが主しゆ導どう権けんを握にぎることもできるだろう。


「アレス。今度こそおまえの最後だ」


　自分を奮ふるい立たせるように、カークウッドは呟いた。





　　　　　◆





　──これはないだろう、常識的に考えて。


　レオンは心底そう思った。


　確かにアレスの元で戦い、その剣技を習いたいという望みはあった。


「だからって……」


　辺りを見回す。森に覆われた道。周囲にいるのは自分を含ふくめて四騎きだけ。


　アレス。ドワーフのガルムス。それから近衛騎士の甲冑を身に着けたローランとかいうやたら長ちよう髪はつの騎士。


「だからって、千人の敵をたった四人で迎むかえ撃うつって有り得ないだろう！」


　目をこらせば、はるか遠くに青緑の旗が見える。間違いなく反乱軍だ。


　さっぱり訳が分からなかった。


　なぜこんな辺へん鄙ぴな土地に反乱軍が迫せまってきたのか。


　そして、なぜそれをたった四人で迎え撃つことになり、しかもその一人が自分なのか。


　確かにアレスの強さはよく知っている。かつてキホルテ平原の戦いのときも、アレスはたった一人で反乱軍に戦いを挑いどみ、勝利を呼よび込こんだ。だがあのときアレスには三百もの部下がいたのだ。


　それが今いるのは、長髪の軽けい薄はくそうな騎士と、ドワーフが一人。


　ガルムスという名のそのドワーフが強いことは知っているが、その短い手足で騎き乗じようしての戦せん闘とうがまともにできるとは思えない。それを裏付けるように、ガルムスの乗った馬には馬ば上じよう槍そうなどの武器が山と積まれていた。これでは荷物持ちだ。いや、それはそれで本来の従者としての役目は果たせていると言えなくもないが。


　こんな四人で一体どうやって千もの敵を相手に戦うというのか。そして、一体なぜこんなことになってしまったのか。まるで悪夢でも見ているようだった。


　と、レオンが難しい顔をしていることに気付いたのだろう、ローランとかいう騎士が馬を近づけてきた。


「よう。やっぱり後こう悔かいしてるみたいだな」


「うるさい。そういうあんたこそ一体なんなんだよ。近衛騎士の格好はしてるみたいだがちっとも強くなさそうだし」


「ま、ファノヴァールの家にはちょっと借りがあってな。ここで逃げると人生設計が狂っちまいそうなんで付いてきちまったんだよ。ちなみに、ちょっと後悔してる最中だぞ」


　わけのわからないことをいう。近衛騎士ってこんな男でもなれるほど単純なんだろうかと首を傾かしげたくなる。


　ドワーフの従者といい、つくづくアレスの周囲にいるのは変人ばかりだと思う。例外はエレナぐらいのものだ。


「二人とも、無む駄だ口ぐちはそれまでだ」と、アレスが言った。「我らは皆みな、騎士道を志す者。領民を守るために武器を振ふるえるのだ、これはむしろ幸福と言わねばなるまい」


　いや、それは多分アンタだけだから、とレオンは心中で思った。ローランもきっと同じようなことを考えているに違いない。四人で千人の敵に挑いどむようなことを幸福と思う者など、よっぽどの被ひ虐ぎやく性せい変へん態たい性せい欲よく者だ。


「ローラン。すまないが軍使として彼らの元へ赴おもむいてくれないか。なぜこの地へやってきたのか、その真意を知りたいのだ。もし我が民を害するつもりならば、すぐに立ち去れと警けい告こくしてきてくれ」


「えー！　なんで俺なんだよ!?　そういうのはおまえの従者にでもやらせればいいじゃねえか！　俺、一応部外者なんだぞ！」


「今いま更さら無関係を装よそおえるとは思っていないだろう？　それにおまえは弁べん舌ぜつに長たけていると言ったではないか。軍使には適任だろう」


　ローランは諦あきらめたように肩をすくめた。


「……わーったよ、行ってやる。まさか軍使殺すほど落ちぶれちゃいねえだろうしな、おまえの代わりに酒飲むよりマシだろうよ」


　よく分からないことを呟きながら、ローランはとぼとぼと馬を歩ませ始めた。





　　　　　◆





「カークウッド千人長！　前方から誰かやってきます！」


「なに？」


　兵士たちの報告どおり、間もなく彼らの前に一騎の騎士が姿を現した。その甲かつ冑ちゆうは赤い。近衛騎士の証あかしだ。だが、アレスではない。


「おい！　おまえらの大将は誰だ!?」


　騎士が叫さけんだ。騎士らしからぬ言こと葉ば遣づかいだった。


　しかも容姿も騎士らしからぬものだった。髪がやたらと長いのだ。武人にとって長髪など無用の長物でしかないはずだが。


　無視するわけにもいかず、カークウッドは進み出た。


「私がこの部隊の指揮官だ。何用だ？」


「ええとだな、ファノヴァール伯アレスの名代として訊たずねるぞ。おまえたちは何者で、何のためにここへ来た？」


「知れたこと。我々はベールセール解放軍だ。我らが最大の敵、ファノヴァール伯アレスを討うつためにここまでやってきたのだ」


「そーか。まあやっぱりそうだろうなあ。で、これは俺からの忠ちゆう告こくなんだがな。マジで帰った方がいいぞ？　このまま進めばおまえたちはとんでもないヤツを怒おこらせることになる。誰だって自分の家を荒あらされたら怒るだろ？　何せおまえらが相手にしようとしているのは〈赤の悪魔憑き〉って呼ばれてるんだぜ。悪魔憑きだぞ悪魔憑き。そんなヤツ相手にして無駄死することなんてねーよ、マジで今のうちに帰った方がいいって。そうすりゃまた女も元気に抱だけるってもんだ」


「…………」


　騎士らしからぬ不ふ真ま面じ目めな説得だった。いや、あるいは本人は真面目なのかもしれないが、この場にはいささかそぐわない。


「忠告は受け取った。だがそんな言葉で引き返すぐらいなら、我々もわざわざこんな地までやってくることはなかっただろう。理解して頂けると思うが」


　騎士は仕方ないなと頭をかいた。


「ま、そうだよな。俺だってそうは思う。いいさ、あんたにだって立場ってもんがあるだろ。好きにしてくれ」


　一方的にそう告げると、その騎士はとぼとぼと来た道を引き返し始めた。


「やめといた方がいいと思うんだがなあ。いや本当に……」


　そんな独り言をこぼしながら。


　ある意味で厄やつ介かいな相手だった。ただ淡たん々たんと〈赤の悪魔憑き〉の脅きよう威いだけを語って去られたのだ。せっかくここまで来て戦う気になっていた兵士たちも、どこか毒気を抜ぬかれてしまったようにも見える。


　気合を入れなおすためにも、カークウッドは声を張り上げた。


「全員、恐れることなどないぞ。〈赤の悪魔憑き〉といえど所しよ詮せんは人間、これだけの軍勢を相手に勝てる道理など微み塵じんもない。百人長は集まれ！　今のうちに我らの勝利を確実にするための策を講じておく！」


　地の利はアレスにあるが、これより先にあるのは森に囲まれた一本道だけだ。


　千人という兵力を展開するには不利な場所ではある。だが一本道ならばアレスが攻せめてくる方向を絞しぼることもたやすく、対処もしやすい。


　勝てる見み込こみは充分にあるはずだった。





　　　　　◆





　何事もなかったように戻ってきたローランに、アレスは声をかけた。


「どうだったか？」


　ローランは肩をすくめて見せた。


「やっぱあいつら反乱軍だってよ。おまえの命が欲しいってさ。一応、おまえが怒らないうちに帰っといた方がいいって説得してみたんだがな。なにせこんなところまでやってくる連中だ、聞く耳持ってくれなかったさ」


「そうか。まあ私の命が狙ねらいだというのなら、考えようによっては好都合だな。ここで私が戦えば、勝つにせよ負けるにせよ町が襲われることはなくなるだろうからな」


「ちょ、ちょっと待ってくれ！」黙だまって聞いていたレオンが敢かん然ぜんと口を挟はさんだ。「ここであんたが死ぬのは勝手だが、それに巻き込まれる僕はどうなるんだ！」


　憤いきどおる理由がまったく分からず、思わずアレスは首をかしげた。この少年は、自分から従者を志願しておきながら、なぜ今更躊ちゆう躇ちよしているのだろうか。


「おまえはもう私の従者なのだろう？　私が死ぬようなことがあれば従者も覚かく悟ごを決めるべきだ。その覚悟があったからこそ、私の従者を志願したのではないのか？」


　それが騎士と従者という関係である。一度共に戦場に出れば、常にその傍そばを離はなれることはない。それこそ、死が二人を別つまで。


「……うう」


　あまり納なつ得とくしたという顔ではなかったが、ひとまずレオンは引き下がった。このとき、レオンが「なんで僕、立ち直るのが明日じゃなくて今日だったんだろう」などと呟つぶやいていたことを、アレスは知らない。


「で、どうやって戦うのだ、アレスよ？」


　恐らくはこの場でアレスを除けば唯ゆい一いつ恐れを抱いだいていない武人──ガルムスが訊ねた。


「決まっている。おまえ以外は全員が騎士としての戦いを心得ている。馬上槍は扱あつかえるだろう？　となればやることは一つだ。一気に突とつ撃げきを仕し掛かけ、敵の中ちゆう枢すうを叩く」


　レオンは再び声を荒あららげた。


「ちょっと待てよ、こんな一本道だぞ！　しかも弓兵の援えん護ごもない！　槍やりで壁かべを作られたら突撃なんて自殺行こう為いだ、そんなことも分からないのか!?」


「気にするな。どうにかなる」


「ど、どうにかって……！　無茶苦茶だ！」


「とにかくだ。いいか、私の右にレオン、左にローランがつけ。おまえたちに難しいことを要求するつもりはない。馬上槍を携たずさえて私に続け、ただそれだけでいい。ガルムス、分かってるな？　おまえは後ろだ」


「やれやれ、また後ご詰づめか。やむを得んな」


　このとき、ローランがレオンの肩にぽんと手を置いた。


「覚悟を決めようぜ。なに、こと戦いのことに関してだけは、あいつの言う通りにしときゃ大たい抵てい間違いはねえんだ」


「ええい、くそ！　分かったよ、やってやる！」


　ようやくレオンも覚悟を決めたようだった。


　いくら従者とはいえ、戦いたくない者を戦わせるというのは気が引ける。アレスとしても、そんなに嫌いやならいっそ帰らせてやろうかとも思った。


　しかし、今は猫の手も借りたい状じよう況きようなのだ。ましてレオンは平民ではない。元騎士であり、今は従者の身だ。騎士とその従者は職業軍人だ。戦い、死ぬことが仕事なのだ。武人一人の命で領民が救えるなら躊躇すべきではないのだ。


　なぜ彼が自分の従者を志願したのかは未いまだによく分からないが、こうなった以上はとことん付き合ってもらうしかなかった。それこそ、死が二人を別つまで。
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　カークウッドは驚きを隠せなかった。


　アレスが一体どれだけの兵力を率いて迎げい撃げきに出てくるのか。唯一の懸け念ねんだったその答えが、今明かされたのだ。


「な……。たった四騎だと!?」


　先頭にいるのは間違いなくアレスだ。その右手には一丈（約三メートル）をゆうに超こえる巨大な馬上槍が握にぎられ、天を向いている。


　しかしその後ろに控ひかえているのは、たった三騎。一人は先ほど現れた、長髪の近衛騎士。それからもう一人少年と見まがうような騎士と、なぜかドワーフがいた。


　アレスを除けば、とても一騎当千の兵つわものにも見えない。千の軍勢に抗こうしきれるとは思えなかった。


　──いや、見た目で油断すべきではない。


　侮あなどりは、戦場においてもっとも愚おろかな行為だ。カークウッドは気分を改めた。


　やがて三十間けん（約五十四メートル）ほどのところで四騎は足を止めた。釣つられるように、カークウッドも右手を上げて兵士たちを停止させる。


「我が名はファノヴァール伯アレス！　おまえたちの隊長は誰だ!?」


　アレスが声を張り上げた。


　定石通り、まずは大将同士の舌戦でも展開しようということだろう。


　指揮官が誰なのかをアレスに教えるのは不利だった。少数の兵が多数の兵を打ち負かすのにもっとも有効なのは、敵の指揮官を討ち取ることである。それは〈風の戦いくさ乙おと女め〉と〈赤の悪魔憑き〉によって証明されている。


　だが、ここで黙っていては兵士たちが気け圧おされ、士気にかかわるだろう。〈赤の悪魔憑き〉のような一騎当千の武人を倒たおすには、休む間も与あたえず攻め立てるしかない。そのためには兵士たちの士気を下げるようなことはすべきではなかった。


　それに、アレスが自分を狙ってくるというのなら、その進路を容易に予測することもできる。あながち割わりに合わないことばかりではない。


　カークウッドはあえて進み出た。


「私だ。名をカークウッドという。解放軍の千人長だ」


「そうか。ではカークウッドよ、すでに警告はしたはずだ。この地は我が故郷、これ以上武器を持って進むことは許可できぬ！　これが最後の警告だ、速すみやかに立ち去れ！」


「言ったはずだ！　我らの狙いはおまえの命だ、今更退くつもりなどない！　領民を害されたくなくば、力ずくで我らを止めてみせるのだな！」


「そうか。ならば仕方がない、お相手しよう」


　最初から結論の出ていた舌戦が終わると、アレスはゆっくりと馬上槍の向きを下げ──その切っ先を、自分に向けた。


　アレスの後ろに控えていた三人の騎馬のうち、両りよう翼よくの二人がそれに倣ならう。


　やがて、アレスを先頭に菱ひし形がたを構成した四騎は、ゆっくりと歩み出した。


　その速度は段々と勢いを増す。騎士のもっとも得意とする戦法──突撃をしかけるつもりだ。


　森の中の道である。こちらには千もの兵がいるといえど、こんなに狭せまい道では陣じん形けいを構成する余よ裕ゆうも空間もない。恐らくアレスはそう見越して、こちらが態勢を整える前に突撃をしかけ、一気に勝負をつけようとしているのだろう。たった四騎という身軽さだからこそできる戦法だ。


　だが、この展開はカークウッドの予想通りだった。備えはできていた。


「来るぞ！　全員、作戦通りにやれ！」


　命令一下、先頭にいた数十人の兵士たちは即そく座ざに動いた。


　その手にはアレスの持つ馬上槍よりさらに長い槍が握られている。彼らは見事な動きで密みつ集しゆう隊形を取ると、槍の壁を形成して完全に道を塞ふさいだ。


　それはアレスたちの行動を予測し、準備していたからこそできた芸当だった。


　この槍やり衾ぶすまに突撃してくるなど自殺行為も同然である。もはやアレスは慌あわてて制止する以外にない。


　突撃が止まれば、間かん髪はつ入いれず長槍兵に前進を命じるつもりだった。この狭い道で針はりの壁が迫せまってくれば、アレスは後退する他なくなる。


　そこへ一いつ町ちよう（約一〇九メートル）ほど先を目め掛がけて矢の雨を降ふらせるのだ。騎士は乗り手だけではなく、その馬も甲冑で守られているが、全面が覆おおわれているわけではない。そんなことをすればさすがの馬も重さで動けなくなるからだ。それゆえに、突撃に備えて前面の防ぼう御ぎよだけが強化されている。後ろは裸はだか同然なのだ。


　そこに矢を射い掛かけるのだ。将を射んとせばまず馬を射よ──その基本を忠実に実行するのだ。


　だが、ジェレイドであっても及きゆう第だい点てんを与えたであろうその策が効力を発揮することはなかった。


「全員、続けぇ！」


　アレスの叫さけび声ごえが響ひびくのと同時に、四騎の進路が突然曲がったのだ。


「なに!?　正気か!?」


　彼らは槍衾の直前で、右へ転進したのだ。右へ、森の中へ──。
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「ひ、ひいいいいい！」


　レオンの口から悲鳴がもれた。


　騎乗したまま森の中を駆かけるなど狂きよう気きの沙さ汰たである。


　顔全体に葉っぱや木の枝、蜘く蛛もの巣までもが降ふりかかり、視界が確保できない。木にぶちあたる可能性はもちろん、相当な勢いで走っているのだから小枝の一本であっても簡単に皮ひ膚ふを貫く凶きよう器きとなるだろう。


「落ち着け！」アレスの声が響いた。「安心しろ、ここは私の庭だ、目をつぶっていても駆け抜ぬけられる！　ただ私の後に続くことだけを考えろ！」


　力強い言葉だったが、到とう底てい信じられなかった。確かにここはアレスの故郷かもしれないが、木の一本一本まで覚えているわけがない──と。


　しかし、今は信じる他ない。レオンは顔を覆った手の隙すき間まから見えるアレスの赤いマントだけを目指して馬を駆けさせる。


　驚くことに、木に衝しよう突とつするようなことはなかった。


　──まさか、あいつは本当にすべての地形を知り尽くしてるとでもいうのか!?


　馬鹿げた話だが、そうだとしか考えられなかった。


　ただ、ときどき「こっちか!?」だの「分かった！」だのといったアレスの独り言らしき言葉が聞こえてくるのはなぜだろうか。


「森を出る！　全員槍を構えろ！」


　いつの間にか転進していたらしい。眼前に森の切れ目が見えた。


　無茶苦茶だったが従う他ない。とにかく手た綱づなを握った左手で顔を覆いながら、右手で馬上槍を構える。


　すでに右みぎ腕うでは馬上槍の重量に悲鳴を上げつつあった。それは十六歳という未み成せい熟じゆくな体で扱あつかうにはいささか重過ぎた。


　それでも、馬上槍というものは柄つかの一いつ端たんを甲冑にぶら下げられるようになっている。あとはただ構えているだけで充分に威力を発揮してくれるのだ。


　そして──彼らは、森を飛び出た。敵のただ中に。
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「馬鹿なああ!?」


　カークウッドは絶ぜつ叫きようした。兵士たちの悲鳴がそれに続く。


　森の中へ消え去ったアレスたちは、わずかな間を置いてから再び飛び出し、千人の軍勢の中央へと飛び込んできたのである。


　細い道を進んでいた千人の隊列は、蛇へびのように伸のびきっている。その先頭は槍やり衾ぶすまという名の毒どく牙がで守られていたが、それ以外の場所には何の備えもない。


　アレスの持つ馬上槍に、次々と兵士たちが貫かれていく。無防備なわき腹ばらをえぐられるようなものだった。恐ろしいのは馬上槍だけではない。一五〇貫かん（約五六〇キロ）近くもある馬の突進を阻はばむことなどできず、次々と兵士たちが跳はね飛とばされていく。
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「くうっ!?」


　レオンの右腕に衝しよう撃げきが走った。ただ構えていただけの馬上槍が、逃にげ惑まどう獲え物ものを刺さし貫つらぬいたのだ。その衝撃力は凄すさまじく、簡単に人の体を貫いてしまう。


　こうなるとさすがに馬上槍を持っていることは不可能だ。躊ちゆう躇ちよなく手放す。


「ガルムス！　次の槍だ！」


　自分と同じようにアレスも馬上槍を投なげ捨すてた。


「げえ！　なんだあれ！」


　だが、このときレオンは見てしまった。まるで串くし料理のように、アレスの持つ馬上槍に三人四人と串くし刺ざしになっているのを。一体どれだけ怪力ならあのような芸当ができるのか。


「受け取れ、主よ！」


　後ろに控えていたガルムスが馬上槍を投げた。アレスはそれを空中で受け取ると、即そく座ざに構え、新たな犠牲者を量産していった。


　あんな重い馬上槍をひょいと投げるガルムスもガルムスだが、それを簡単に受け取るアレスもアレスである。自分には到とう底ていマネできることではない。レオンは武器を諦あきらめ、ただ馬を駆ることに専せん念ねんした。
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　あちこちから絶叫と悲鳴が立ち昇のぼり、たちまち部下たちは恐きよう慌こうに陥おちいった。


「落ち着け！　バラバラに戦うな、各十人長は部下をまとめろ！　一箇か所しよに集まり槍を構えるんだ！」


　それが一番有効な方法のはずだった。とにかく一対一では騎士には勝てない。まして相手があの〈赤の悪魔憑き〉となればなおさらだ。


　だがアレスは、カークウッドたちが態勢を整える時間を与えなかった。


　隊列の中央に出現して存分に暴れまわったかと思うと、すぐにまた森の中へ消え去る。そしてまるで暗くら闇やみから飛び出してくる猛もう獣じゆうのように、再び無む警けい戒かいな解放軍のわき腹を抉えぐるのだ。


　信じられない戦いぶりだった。


　本来、騎士の突撃といえば広い平原で行われるのが常識だ。当前だ、障しよう害がい物ぶつの多い場所で馬を走らせるのは狂気の沙汰である。


　しかしどういうわけか〈赤の悪魔憑き〉は、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる森の中を平原同然に行き来していた。


「いくら地の利があるとはいえ、これは……！」


　一歩間ま違ちがえただけでも木にぶつかるだろうし、馬の足が蔦つたにからまっただけでも乗り手は簡単に投げ出され、命を落としかねないのだ。


　そんな危険なことを、アレスは軽々とやっている。〈赤の悪魔憑き〉という二つ名通り、悪魔か何かがアレスに道を教えているとしか思えなかった。


　もはや千の軍勢を連れてきた意味などなくなっていた。いや、正確に言うならアレスによってその意味が失わされたというべきだろう。アレスは少数で多数の兵を相手にするときの戦術を知り尽くしている。こちらが千の兵をすべてぶつける前に、統制を失わせ士気を挫くじこうというのだ。敵を甘あまく見ていたつもりはないが、アレスはさらにその上を行ったのだ。あまりにも強引な方法で。


　このままでは軍が恐慌を来きたすのは時間の問題だった。残された手段は一つ、一度退いて態勢を整えるしかない。


「引け引け！　後方へ退くのだ！」


　新たな命令をくだすと、カークウッド自身も必死で走り始めた。


「千人長！　う、後ろからヤツが……！　うわあああ！」


　新たな犠牲者の悲鳴が響ひびき渡わたった。


　犠牲が出るのは承知の上だった。騎馬を相手に退たい却きやくするなど無む謀ぼうという他ない。あっという間に追いつかれ、無防備な背中に致ち命めい傷しようを喰くらうことになるだろう。


　だがそれでも、このままではまともに戦うことすらできず、各個撃破されてしまう。なんとしても一いつ旦たん退く必要があった。


　それに、カークウッドにはまだまだ手があった。


　万が一アレスを阻そ止しできず、退却に追い込まれるような場合に備えて、保険はかけておいたのだ。
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　敵が退却し始めていることに、アレスは気付いていた。


　あと一息だ。もう少しばかり追い散らせば、あの軍は軍としての体てい裁さいを保てなくなるだろう。


「ガルムス！　次の槍だ！」


「おう！」


　新たな馬上槍を受け取る。すでに四本目を数えていた。


「みんな、続け！　あと一息だ！」


「ま、まだやるのかよ……！」


「くそ、ええい、こうなればどこまでも付いていってやる！」


　ローランとレオンの二人が自や棄けになったように返事を返す。


　四騎は、再び突進を始めた。


　パンドラがアレスの前に現れたのはこのときである。


《アレス。気をつけるがよい、少し先の茂みに伏ふく兵へいがおるぞ》


「そうか、やはりな！」


　驚くこともなくそう返す。


《ほう。気付いておったか》


「当たり前だ」


　この見通しの悪い森の中の道である。今のところそれは自分たちにとって有利に働いているが、敵にしてみても利用しない手はないだろう。自分が敵の将なら、伏兵を置いていてもまったく不思議ではない。


　アレスは後ろを振り返った。


「三人とも、私が合図するまでその場で待機しろ！」


「な、何だって!?」


「なんだよ、続けって言ったり待てって言ったり！」


「いいから死にたくなければ従え！」


　不満そうな声を上げるレオンを一声で黙らせると、アレスは愛オル馬トスの速度を速めた。
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「なにっ!?」


　カークウッドは迷った。アレスが部下をその場に待機させ、一人で突つき進すすんできたのだ。


　こちらの伏兵がばれたのか。いや、それならば自身一人だけで突進する理由が分からない。


　──ええい、とにかく〈赤の悪魔憑き〉さえやれればいいのだ！


　迷いは一瞬だった。


「今だ、放てー！」


　カークウッドが合図をすると同時に、左右の森の中から一いつ斉せいに矢が放たれた。


　万が一退却に追い込まれたときのことを考え、あらかじめ兵を伏せておいたのだ。相手は騎き兵へいである。騎兵がもっとも威い力りよくを発揮するのは追撃のときなのだ。


　しかし敵の背中を一方的に追い立てるそのときこそ、注意力は散さん漫まんになる。そこへ百本もの矢が左右から同時に放たれれば、人間に防ぐことなど不可能である。〈赤の悪魔憑き〉の死は約束されたはずだった。


　だが、カークウッドの表情は歓かん喜きにではなく、絶望によって歪ゆがめられることとなる。


「そんな、有り得ない……！」
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　レオンはその光景をぽかんと見つめていた。


　突とつ如じよとして左右から放たれた数え切れないほどの矢。


　アレスといえどあれをかわすことなどできるはずもない。思わずあっと悲鳴を上げそうになったほどだ。


　だが、アレスは持っていた馬上槍を投げ捨てると、瞬時に二振りの剣を抜き──切り払い、あるいは甲冑で防ぐことで、すべて跳はね除のけたのだ。何十本という矢すべてを！


　直後、アレスがこちらを振り返った。


「今だ、第二射が来る前に続け！　遅おくれると死ぬぞ！」


「え？　う、噓うそだろ……？」


「何をしておる、さっさと行かぬか！」


　わずかな躊躇を見せていると、後ろからガルムスにせっつかれる。


「う、うわああああああ！」


　やけくそだった。ローランと並んで馬を走らせる。


　幸いなことに、死ぬことはなかった。





　　　　　◆





「退け、退け！　全員後退しろ！」


　解族軍の死傷者はまだ百人にすら満たなかったが、すでに恐怖に支配されていた。カークウッドでさえその一人だった。


　怪我を負った仲間を見捨て、武器を放り出し兜かぶとを投げ捨て、ただただ己おのれの保身のためだけに逃げ続ける。


　後ろから追ってくるのは赤い悪魔だ。少しでも逃げ遅れれば確実に死ぬ。もはや千の軍勢は軍としての体裁を保っていなかった。


　やがてカークウッドたちは森を抜け、小さな平野部へ出た。千の軍勢は無理だが、数百人程度なら充分に展開が可能な草原である。


「急げ、数は少なくてもいい！　態勢を整えるんだ！　作戦通りにしろ、これで止められなければ今度こそ後がないぞ！」


　まだ、カークウッドには策があった。


　夏の日差しにさらされ、草原に生える草の丈たけは膝の上まで生長している。カークウッドたちは、この草原にある仕掛けをしていた。
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　カークウッドに少し遅れてアレスたち四騎も森を抜ぬけた。


　反乱軍はすでに潰かい走そう状態にあったが、それでも百人足らずの兵士たちが横列の陣形を構成しつつあった。


　だがここまで逃げてくるために重い武器や兜を投げ捨ててきたのだろう、見たところ彼らの多くは武装すらしていなかった。


「私に続け！　恐らくあれが反乱軍にできる最後の抵てい抗こうだ！　陣じん形けいを完成させる前に貫つらぬき通とおすぞ！」
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　二振りの剣を振りかざした〈赤の悪魔憑き〉を先頭に、四騎が突っ込んでくる。


「ま、間に合った……！」


　カークウッドは大きく息を吐ついた。


　兵士たちは、大きな犠牲を出しつつも、最後の策を実行する態勢を整えることに成功したのだ。


　といっても、それは横列に陣形を組んだだけに過ぎない。しかも兵士の多くは武器も持っていない。


　持ってくる必要がなかったからだ。なぜなら、武器は彼らの足元にあったからだ。


「全員、そのまま！　引きつけろ！」


　大きく声を張り上げる。


　兵士たちの表情には例外なく恐怖が浮かんでいる。無理もない、あんな人間離れした赤い怪かい物ぶつが突進してくるのをただ待つとなれば。


　それでも、まだここに逆転の一手があるのだ。しかしそれを実行するには時機が重要だった。


〈赤の悪魔憑き〉を引きつける。絶対に回かい避ひ不可能な、至近の距きよ離りまで。


　やがて十間（約十八メートル）まで接近したそのとき。


「今だっ!!」


　カークウッドは恐らく最後となるだろう命令をくだした。


　四騎が突入してくるその寸前。


　兵士たちは、足元の茂みに隠してあった長槍を構え、瞬時に槍やり衾ぶすまを構成した。


　今度ばかりはさっきのようにはいかない。勢いをつけ、突進の体勢に入った騎士にそれをかわすすべなどない。


〈赤の悪魔憑き〉は、今度こそ串刺しになるはずだった。
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「う、うわああああ！」


　眼前に突如として現れた針はり山やま。それを目にしたレオンが泣きそうな悲鳴を上げた。


　だが、それでもアレスは動じない。まるで動じるという概がい念ねん自体を忘わすれ去さってしまったように。


「ガルムス！」


「おうよ！」


　いくつもの激戦を潜くぐり抜ぬけたドワーフの従者は、アレスが何を欲しているかを知っていた。


　すぐさま一本の馬上槍が投じられる。通常の馬上槍と比べて一回りも二回りも長大なものだ。


「行くぞ！　恐れるな、私に続けぇ！」


　その直後に起こった出来事を、生き残った者は誰一人として例外なく深く脳のう裏りに刻きざむことになる。


　アレスは空中で受け取った馬上槍を、そのまま構えた。


　ただし、突撃するときのように馬上槍を脇わきに抱え、切っ先を前に向けたのではない。


　切っ先は上だった。天を貫くように、長大な馬上槍を高く掲かかげたのである。


　そして槍衾に突入するその瞬間。


　アレスは、馬上槍を──振ふるった。


　横に。
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　カークウッドの前方で、驚きよう愕がくと絶叫の入り混じった悲鳴が巻まき起おこった。


「……いい加減にしてくれ」


　それは怒いかりでも驚きでもない。ぼヽやヽきヽだった。


　アレスは、熟じゆく練れんの騎士でさえ構えるのが精せい一いつ杯ぱいというあの重量のある馬上槍を、横に振った。槍衾もろとも、兵士たちをなぎ払はらったのだ。


「我々は、愚おろかなことをしていたのだな」


　兵士たちの壁を易やす々やすと払いのけ、なおも突進してくる赤い騎士。


　ここに至って、ようやくカークウッドは悟さとった。


　あれは手を出してはいけない存在だったのだ。人の手によってどうにかできる類たぐいのものではなかったのだ。あれこそが世に英えい雄ゆうと謳うたわれる存在、赤神オディウスの申し子なのだ。


「カークウッド！　覚悟！」


　アレスの怒声が響ひびき渡わたる。


　言われずとも、覚悟は決めていた。もはや逃げる方法などない。カークウッドは、諦あきらめたように呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。


　アレスの手にした馬上槍が、自分の右みぎ肩かたを貫くその瞬間まで。





　それが、後にレストニア防衛戦と呼ばれることになるこの戦いの、終しゆう焉えんだった。
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「どう表現したらいいのかしら、これは……」


　その光景を見み届とどけたベアトリスは、まるで神が起こした奇き跡せきでも目にしたかのように、ただ放心することしかできないでいた。


　これまでのことを思い起こす。


　数十人からなる集団による襲しゆう撃げき。


　弓矢による背後からの不意打ち。


　見知らぬ女を人質にしたこともあった。


　無む味み無む臭しゆうの毒を盛ったことも、寝ね床どこに入はいり込こんで油断させようとしたこともあった。


　そして──今回のこれだ。


　数日前、ベアトリスはジェレイドに一通の密書──王国公認の通行証を送った。目論見通りジェレイドはその密書の意味をよく理解し、アレスを討うつべく軍を派は遣けんした。


　それを、つくづく馬ば鹿からしいとしか思えないが、アレスはまたも退け、生き延のびて見せたのだ。しかもベアトリスが見ていた限り、自身は血の一滴てきすら流すことなく。


「……初めてですわ。わたしが音を上げるなんて」


　万ばん策さくは尽つきた。もはやアレスを暗殺することは不可能だった。


　この報告を耳にすれば、カルレーン侯こうであっても自分を咎とがめることはせず、そして悟さとるだろう。アレスを暗殺することなど不可能だと。反乱軍が名付けた二つ名の通り、アレスには悪あく魔までも取とり憑ついているのだろうと。


「あるいは──あれこそが、英えい雄ゆうというものなのかもしれませんね」


　そして同時に、ベアトリスにとってアレスとは、自分の肌はだに触ふれ、初めて生き延びた異性ともなってしまったのだ。


　そのことを思い出すとまた体が熱くなってしまう。


　さすがに、ある思いを抱いだき始めていることを自覚せざるを得なかった。


　それは女としての本能だった。常に強い男を求めるという女の本能。


　訓練でどれだけ感情を制せい御ぎよする術すべを身に付けようと、本能までは制御できない。自分の立場からしてそんな思いを抱いてはいけないことも理解していたつもりだが、それでも認みとめざるを得なかった。


　自分はあの男に惹ひかれはじめていると。あのような英雄になら、自分の肌を許しても、自分の純じゆん潔けつを捧ささげてもいいのかもしれないと──。





　　　　　２





　反乱軍を追い払はらったレオンたちは、アレスを先頭にレストニアの町へと帰き還かんした。


「ありえない……。とても信じられない……」


　レオンは未いまだそんなことを呟つぶやき続け、ローランに怪け訝げんな目で見られていた。


　戦いの余よ韻いんはまだ体に残っていた。そのせいだろう、体の震ふるえが止まらない。


　ついさっき、自分たちはたった四騎で千の敵を追い払ったのだ。


　まるで夢でも見ていたようにしか思えない。そのことを裏付けるかのように、彼らが町の門をくぐっても、領民たちには大した変化がなかった。本来なら歓かん呼この声で迎むかえられてもいいようなことをしたにもかかわらずだ。ときどき自分たちの領主の存在に気付いて声を上げる者はいたが、それだけだった。


「やれやれ、平和なこった。反乱軍がすぐそこまで迫せまっていたことなんて誰だれも知らないんだろうな」


「何も問題ないだろう」


　ローランの声に、アレスはそう答えた。あれだけのことをしでかしておきながら、いつものように平然としたまま。


「我らは我らの仕事を果たし、我が領民は戦せん禍かに心を乱みだされることもなかったというわけだ。これこそ武人冥みよう利りに尽つきるというものだろう」


　つくづく、とんでもない騎士である。


　世の男たちは、騎士に憧あこがれ英雄に憧れる。それは自身の名声を高めたいからだ。自分の名を世にしらしめ──ついでに言えば世の女を虜とりこにできれば最高だ。


　にもかかわらず、アレスには功名心というものがないとしか思えない。どこか狂ってるのではないかと疑いたくなるほどだ。


　もっとも、千人規模での戦いの痕こん跡せきなどそう隠かくせるものではない。アレスもまた積極的に公にしようとしない代わり、隠そうとすることもしないのだろう。


　となれば、いつか事は露ろ見けんする。そして領民は知るだろう。自分たちの領主は、右に並ぶものなき名めい騎き士し、ファノヴァールの騎士なのだと。


「…………」


　自分はその騎士の従者なのだ。アレスを宿敵と見ているレオンからするといささか認めがたいことであったが、それは非常に誇ほこらしいことのように思えなくもなかった。


　そして、なんとなく理解する。なぜアレスの傍には、ドワーフの従者や妙みような近この衛え騎士が集まっているのかを。
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　帰き宅たくしたアレスを、エレナが歓呼の声と共に出で迎むかえる。滅めつ多たに褒ほめ言こと葉ばを口にすることのないイザーレでさえも、このときばかりは「これでこそ我が主にしてファノヴァールの騎士ですな」と率そつ直ちよくに口にするほどだった。


　だが、今のアレスにとってはそんなことはどうでもいいことだった。二度も故郷を失うわけにはいかない。そのために自分は領主として、あるいは騎士として持たざる者を守るべく当然のことをしたに過ぎないのだから。


　だが、一人だけ気になる者がいた。


　それゆえアレスは「疲つかれたから」と自室に戻ると同時に、お茶でも運んでくるようにと命じたのである。





「伯はく爵しやく、さま……」


　やがて、予想通りミレイユが部屋に入ってくる。


「待っていたぞ」


　このとき、アレスがただ一人功を報告したい者がいるとすれば、それは彼女だった。兄の仇かたきと自分に刃やいばを向けた彼女に。


「お聞きしました。伯爵さまは、またこの町を守ってくれたんだって」


「私は私の義務を果たしただけだ。だが、そのことで君が私を殺すのを少しばかり延えん期きしてくれれば助かる」


　ミレイユは顔を背そむけた。


「……やっぱり、伯爵さまがここを留守にしなければ、兄さんは死ななかったんだと思います。一つだけ聞かせて頂けませんか？　伯爵さまはあのとき、ここを留守にして一体どこにいたんですか？」


　それはあまり人には言いたくないことだった。何しろ他の貴族の元へ殴なぐりこみにいったのだから。


　だが、彼女には聞く権利があるのだろう。


「……ガザーブという地に行っていた」


「ガザーブ？　すぐ近くの、あそこですか？　なぜそのようなところへ……」


「そこの領主が領民を迫はく害がいしているという噂うわさがあったのだ。私はその事の真しん偽ぎを確かめ……領主を説得しに行っていたのだ。領民への接し方をあらためよと。結局は力ずくになったがな」


「そ、そんなことを……」


　ミレイユは諦あきらめたように息を吐ついた。


　そしてその表情に、微び笑しようというか苦笑が浮かぶ。


「いいです、もう。わたしはもう伯爵さまをお恨うらみいたしません。でもどうかこれだけはお約束ください。伯爵さまは、兄さんみたいな人を二度と生み出さないために剣を振るうと」


「分かった。我が故郷にかけて誓ちかう」


　こうして、アレスはまた一つの誓いを立てることとなる。


　それは同時にアレスの心の中にくすぶっていた、故郷への負い目というわだかまりの一つを大きく改善することにもなる。


　そして、一度は表おもて舞ぶ台たいから退場したと思われたアレスが再び勇ゆう躍やくするまでに、そう時間はかからなかった。





　　　　　３





　レストニア防衛戦から数日後。


　カークウッドが挑んだ戦いの結果をまだ知らないジェレイドは建設中の二つの砦とりでを見回っていた。


　さすがに造り自体は単純な上に人手だけは確保できているせいか、建設の速度は非常に速く、完成は間近となっていた。


　──後は名前をどうするか、ですねえ。


　東砦、西砦、などと呼こ称しようしてもまったく構わないのだが、そこはそれ軍人も農民もわりと仰ぎよう々ぎようしい名前を好むものである。名前一つで兵の士気が上がるのなら、真しん剣けんに考える必要もあるだろう。


　小さな騒さわぎが起こったのはそんなときである。


「ジェレイドさま！　カークウッド千人長が今城じよう砦さいの南門の方に！　大変な重傷を負っておられます！」


「え……!?」


　いても立ってもいられず、非力な体に鞭むちを打って南門へと走る。


　そこで見たものは、馬車の荷台に身を横たえた変わり果てたカークウッドの姿だった。


　上半身の大部分が赤黒く染まっている。その口から漏もれるうめき声が聞こえなければ、すでに死んでいるのではと疑うたがったことだろう。


「どうしたのですかカークウッド！　その怪け我がは!?」


「も、申し訳ありませんジェレイドさま……。不覚を取りました」


　ジェレイドは悟さとった。あの〈赤の悪あく魔ま憑つき〉が、再び自分の大切な持もち駒ごまを傷きずつけたのだと。


「まさか、その怪我で馬車に揺ゆられてきたのですか？　死ぬ気ですかあなたは！」


「しかし、一刻も早く申し上げなければならないことがありますゆえ……！」


「馬鹿なことを！　そんなもの、あなたが元気になった後でじっくり聞かせてもらいますよ。誰か！　ソフィアでも誰でもいいですから、白魔術を使える者を──」


　ジェレイドの言葉は中断させられることとなる。


　カークウッドに袖そで口ぐちを強く摑つかまれたためだ。


「いいからお聞きください、私の苦労を無む駄だになさるおつもりですか！　謹つつしんで申し上げます……！　いかなる手段を用いても、どれほどの兵を費やしても、あの者には通用いたしませんでした。あれこそはまさしく赤の悪魔憑き、人ならざる力に加護されているとしか思えません！　いかなる悪あつ鬼き妖よう魔まの類たぐいもアレスの前では赤子同然にあしらわれることでしょう……！」


「……あなたほどの人に、そこまで言わせますか」


「重ねて申し上げます。あれは……あれは、人の力でどうにかなる相手ではありません！　あれこそはたった一人からなる無敵の軍勢、下手に手を出すなど眠ねむれる獅し子しを起こすようなもの。ゆえに申し上げます。今後はいかに〈赤の悪魔憑き〉を殺すかではなく、いかに〈赤の悪魔憑き〉と戦わずに済すませるか、その一点にのみ労力をお注ぎください……！」


「カークウッド!?」


　すべての報告を終えると、カークウッドは力ちから尽つきたように目を閉じた。


　今までもただこの報告をすることだけを心の糧かてとして意識を繫つなぎとめたのだろう。


「い、急いで白魔術師の元へ連れて行ってください！」


「は！」


　担たん架かに乗せられ、城砦の奥おくへと運ばれていく。


　ジェレイドにできることと言えば、どうか死なずに済むようにと祈いのるだけだった。今の解放軍にはあのような男が必要なのだ。


「カークウッド。あなたの命いのち懸がけの報告は無駄にはしません。これで僕も〈赤の悪魔憑き〉という敵を見み誤あやまることだけはなくなりましたよ」


　誰にも言ってないことだが、ジェレイドが籠ろう城じよう戦せんを選んだ理由はもう一つある。


　アレスの存在を恐れたからだ。さすがの〈赤の悪魔憑き〉も攻城戦ではそう簡単に剣を振り回すことはできないだろうと、そう見み越こしたからである。もっとも、一軍の指導者がたった一人の騎士をそこまで恐れているなどとは、決して口外できなかったが。


　だが、もしジェレイドが現在仕掛けている最悪の謀ぼう略りやくが失敗すれば、ただ籠城しているだけでは勝利の見込みはなくなってしまう。いつか必ず討って出ることになるだろう。


　もしそのとき、〈赤の悪魔憑き〉があのベールセール王国が誇ほこる騎士隊の先頭に立って突撃してきたらどう対処すればいいのか。


　ジェレイドでさえも、その答えは思い浮かばなかった。
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　アレスは平へい穏おんな日々を送りつつあった。


　新たに従者となったレオンがやたらと剣の訓練を要求してくるのにはいささか辟へき易えきしていたものの、それ以外には特に何もない。


　だが、誰もがなんとなく察していた。王国軍、反乱軍は共にちゃくちゃくと決戦に備えているのだ。これは嵐あらしの前の静けさというべきものではないのかと、誰もが思っていた。


　そしてアレスの元にイザーレが訪れたとき、平穏は破られることとなる。





「アレスさま。妙な手紙が届きましたぞ」


「手紙？　誰からだ？」


「さあ。それがただ届けられただけで差出人も不明という有様でして」


「ふむ。まあいい、とにかく開けてみよう。まさか毒入りの手紙ということもあるまい」


　イザーレから受け取った手紙は、かなり上質な紙の封ふう筒とうだった。少なくとも平民が簡単に使えるようなものではない。


　封を破る。入っていたのは一枚の羊よう皮ひ紙しだった。


　そしてその羊皮紙に少しばかり目を通した途と端たん、アレスの表情は凍こおりつくこととなる。


「こ、これは……！」


「どうしました？　一体何事ですか？」


　その質問には答えず、羊皮紙を暖だん炉ろに投げ入れ火を点ともす。


「何をなさるのです、いきなり焼やき捨すてるとは。文面が気になるではありませんか」


「イザーレ。すまない。私はこの地を出立しなければならなくなった。一人で、今すぐにな」


「は？」


　予想外の言葉だったのだろう。イザーレが目を白黒させる。


　だが、すぐに目に真剣さを宿らせて言った。


「アレスさま。分かっているのですか？　今のアレスさまはこの地の主なのです。それをまた軽々しく放り出すというのですか？」


「分かっている、そんなことは重々承知だ！　だがもし私が今動かなければ……どうなるかは想像もできん。だが、きっと私は後こう悔かいすることになる。この王国にだってどのような混乱が訪れるか分かったものではない」


　アレスの逼ひつ迫ぱくした態度に感じ入るところがあったのだろう。イザーレは幾いく分ぶん声の調子を落とした。


「それは、アレスさまでなければできないことなのですか？」


「いや、そこまで自うぬ惚ぼれるつもりはない。だが、他人には絶対に任せられない。絶対にだ」


「このレストニアの領民たちを放り出してでもやる価値のあることだと、そう仰おつしやるのですな？」


「そ……そう言われると困る。私は口下手だ、どう言えばいいのか分からん。だが、我らが手を差さし伸のべるべきは、我が領民たちだけではなく、王国に存在するすべての持たざる者であるべきだ。これはそのために必要なことなのだ。私はそう信じる」


　イザーレは小さく嘆たん息そくした。


「分かりました、そこまで仰るのでしたら信じましょう。しかし唐とう突とつですな。一人で……と仰いましたが、ガルムスさえ連れて行かぬと仰るのですか？」


「そうだ」


　即そく座ざに答える。


　それ以上、イザーレが疑問を口にすることはなかった。


「……分かりました。後のことはお任せを、気にせずどこへなりと出発なさってください」


「すまない。後のことを頼たのむ。ガルムスたちにはうまく伝えておいてくれ」


　こうしてアレスはただ一人、愛馬を駆かってレストニアを出しゆつ奔ぽんすることとなる。





　　　　　◆





　アレスが向かったのは、レストニアの南方にあるとある街だった。


　手紙に指示されていた宿屋の、指示された部屋へと駆け込む。


「お待ちしておりましたわ、アレスさま」


　出迎えたのは、一人の若い女だった。


　顔見知りである。名をシオーネという。


「シオーネ。これは一体どういうことなのだ？」


「それを説明するのはわたしではありません。さあ、それより早く中に入ってください。誰かに見られては大変ですわ」


「は……」


　中へ入る。一人の少女がベッドに腰こし掛かけて待ち構えていた。


　旅人が身にまとうようなローブを身にまとっていたが、その顔を見み間ま違ちがえるはずはなかった。


「来たな、アレス。久しぶりだな」


「クラウディアさま！　なぜこのようなところにおられるのです!?」


　この国でただ一人〝王女殿でん下か〟の敬けい称しようで呼ばれる少女。


　なぜその少女がこんな街中の宿に滞たい在ざいしているのか。思わず頭が混乱しそうになる。


「こら、大声で名を呼ぶのはよせ。誰かに聞かれたら大変ではないか」


　もっともである。確かに誰かに聞かれてはまずい。


　だが、本ほん末まつ転てん倒とうのような気がした。そもそもクラウディアがこんなところにいることの方がおかしいのだ。


「……もう、何から聞けばいいのか分かりません。一体どうやってこんなところまで来られたのです？　護衛もつけずに」


「安心せよ、この街へ来るまではちゃんと護衛もいたのだ。できるだけ前線に近い場所で兵を慰い労ろうしたいと言ってここまで来たからな」


「で、ではなぜその護衛の姿が今見えないのですか。それに、なぜこのような宿に、しかも隠れるように……」


「そんなもの、逃げてきたからに決まっておるだろう」


　クラウディアは悪いた戯ずらっぽく笑った。


　予想通りの答えに、嘆息する。


「……堂々と言えることではないと思いますが。一体何のためにそのようなことを……？」


「うむ、それだ。アレスよ、かつてわたしがおまえに言ったことを、まだ覚えておるな？　わたしにはこの争いを終わらせる策があると。それを実行するときが来たのだ。それゆえおまえにここまで来てもらったというわけだ」


「……そうだったのですか」


　もちろん、クラウディアの言葉は覚えていた。


　反乱軍との戦いが始まったばかりのころ、前線から王城に帰還するよう命令されたことがあった。


　その際、再会したクラウディアは言ったのだ。この争いを終わらせる策があると。その策を実行するには、自分の力が必要なのだと。そしてクラウディアは名オル馬トスと、頰ほおに加護を与えてくれたのである。


　そのときのことを思い出し、アレスは無意識のうちに頰に触ふれた。柔らかいクラウディアの唇の感触がよみがえってくる。


「こ、こら、何を思い出している？」


　クラウディアも同じことを思い出したのか、顔を赤らめて突つき放はなすように言った。


　そういう反応をされるとこちらもなんだかむず痒がゆくなってしまう。アレスは顔を隠すように頭こうべを垂たれた。


「……とにかく、覚えております。クラウディアさまのお言葉を」


「ならばよい。では今こそ聞いてくれるか？　わたしの頼みを」


「クラウディアさまのためならば。しかし、一体何をすればよいのですか？」


　かつてアレスが忠誠を誓った少女は、迷いのない真しん摯しな眼まな差ざしで言った。





「アレス。おまえの命を、わたしにくれぬか」







つづく







あとがき







　……九月ってまだ夏ですよね？


　なんか夏というと六月から八月までというイメージがありますが、最近は温おん暖だん化か温暖化と騒がれているせいか九月だというのに夏のような暑さが続き、とても秋という感じはしません。


　その上、いよいよ秋の到とう来らいを感じさせる「秋しゆう分ぶんの日」は九月二十三日とされておりますし、ようするに何が言いたいかと申しますと、三巻のあとがきで「四巻は夏ごろに発売」と書きましたが、この本が出たのは九月二十日というわけで、つまりまだまだ夏ってことでギリギリセーフ……ですよね!?





　……すいません。単なる言い訳わけです。





　いやホントすいません。


　本当は七月発売を目指していたのですが、火風第三巻を出してから別の仕事に手を出したり本書のページ数がシリーズ最高になってしまったりと色々ありまして。


　それに今月はなんと富士見ファンタジア文庫創そう刊かん二十周年記念の月なのだそうです。そんな節目のラインナップに入れてもらえるなら名誉なことじゃないか！　……という感じで今月の発売と相あい成なりました。





　でも決してサボってたわけじゃないですよ。ええホント、マジでマジで。


　というのも、次の第五巻の発売予定が、なんとびっくり十一月の予定なのです。あとたった二ヶ月ですよ！　本当に出せるんでしょうかこれ！





　ちなみに五巻の内容ですが。


　現在、ドラゴンマガジンで連れん載さい中ちゆうの火風の短編では、『アレスとクラウディアが初めて出会った頃のことを回かい想そうしながら人知れず北へ向かう』というお話が展開されております。第五巻ではその辺りのお話が収しゆう録ろくされると共に、なぜアレスたちが北へ向かっているのかという理由が明らかになります（余談ですが、来月号からはジェレイド編第二部が連載される予定です。こちらもご期待頂ければ幸いです）。


　一方、着々と近づく王国軍と解放軍決戦の時。そして、王国を揺るがす大事件の発生。


　いよいよ始まる第二次トゥールスレン攻防戦。


　ジェレイドが仕し掛かけた最悪の謀ぼう略りやくが、ついに明らかに！


　しかしこれあと二ヶ月で書き終わるんでしょうか！　それにしても今年の夏休みは一体いつ来るの!?　ファミレスと自宅を往復するだけの日々はもう飽きたよ！　たまには締め切りを完全に忘れ去ってゲームをする時間を！





　……余計な文章が混じってしまいました。


　というわけで今回はページが増えすぎた関係でもうあとがきスペースがなく、いささか唐とう突とつになってしまいますが、火の国、風の国物語第五巻『王女勇躍（仮）』は二〇〇八年十一月二十日発売予定です。ご期待ください。


　それでは、近いうちにまたお会いできることを祈いのりつつ。
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